















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

















ADVENTURE LOG









★奴隷暮らしも楽じゃないのです


その１　これがボクのご主人さま

その２　お部屋探訪

その３　恐怖のガチャガチャ

その４　買ってきた猫

その５　お出かけクエスト

その６　お出かけクエスト②

その７　奴隷の事情






★新しい仲間たちなのです


その８　ダンジョン

その９　怖いおはなし

その10　理不尽

その11　オークション

その12　買ってきた牛






★海を求めて三千里なのです


その13　潮風の誘いざない

その14　港町の初日

その15　一晩明けて

その16　市場をめぐる

その17　海辺の一時

その18　出会い

その19　急転直下

その20　囚われのエルフ

その21　金魚鉢の歌姫

その22　救出

その23　逃走道中

その24　解放






★思い描く未来のためになのです


その25　お酒に注意

その26　ごしゅじんさま

その27　がーるずとーく

その28　これからの為ために

その29　ハイエルフ

その30　戦闘開始

その31　狂嵐の騎士

その32　次から次へと

その33　一難去って

その34　決着

その35　居場所

その36　答え

その37　ご主人さまとエルフさん
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その１　これがボクのご主人さま






「あの、ご主人さま」

　昼下がりの午後、ソファーに腰掛けてこちらを見る黒髪の青年に向かってボクは声をかけました。

「ん？」

　満足そうに笑みを浮かべるこの人に、言いたいことは山ほどあるのです。あるのですが今言いたいことはひとつだけ。

「このメイド服、凄すごく裾すそが短いんですけど……」

　今しがたこれを着てくれと渡されたメイド服。おとなしく着てみたのは良いのですが、思ったよりスカートの丈が短かったのです。下へ手たに動いたら見せちゃいけないものが見えそうですよ？

　控えめに言って如何いかがわしいコスプレです。文化祭でも教師からストップかかるやつですって。

　そういう意味で抗議なんてしてみたのですが、彼は何も答えず満足そうに頷うなずくばかり。しまいには膨れるボクに手を伸ばすと、そっとソファーへ抱き寄せるのでした。

　……彼は『如月きさらぎ秋しゆう夜や』。名前の通りの日本人。高校生だったそうです。街中で暴走トラックに撥はねられ、神様を名乗る老人によってこの世界へやってきた青年です。

　本人曰いわく非リア充で全くモテていなかったそうですが、顔立ちはボクから見ても結構カッコよく見える上に面倒見も良いのです。それなりにモテていたんじゃないかと疑っています。

　対するボクは『天あま成なり空そら』。同じく日本で高校生なんてしてました。健康な男の子です。こちらは何があったのかハッキリとは覚えていません。ただ覚えているのは何か凄すさまじい衝撃があったことだけ。気が付けば神様は現れず、当然のようにチートもなく、幼いエルフの女の子になって森の中で倒れていました。
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　……正直訳がわかりませんでした。夢うつつの気持ちで歩き続けて……通りかかった奴隷商人にゲットされたのです。俺は男だー人間だーと主張しても返事は鞭むち。怯おびえているうちにすっかり矯正されて、気づけば今の変な口調が癖になっていました。

　後で知ったことですが、尖とがった耳から商人たちはボクをゴブリンと人間のハーフと勘違いしていたようでした。そこで『男が異世界で金を貯ためたらまずやるべきことをするため』に奴隷商へと来ていた彼……今のご主人さまに買われてしまったのです。

　改めて聞くと酷ひどい理由ですけど、ボクにとっては幸運でした。何しろ絶望の中でやってきた日本人。地獄に仏とはこのことです。西洋系の顔ばかりの中で、日本顔はひと目でわかりました。

　日本人だと確信したボクは、日本語で「中身は日本人だよ！」アピールしまくったのです。得体のしれないオッサンや、変態に買われるよりは同じ日本人のほうがマシですから。

　ほら、大抵の日本人は異世界で奴隷を買っても、結局奴隷に一切手を出さないみたいな空気があるじゃないですか。地球に居た頃ころに流は行やっていたネット小説で学んでいたのです。今にして思えば大分無茶な思考でしたが、当時はそれだけ必死だったのですよ……。

　でも結果は大正解でした。エルフ好きなご主人さまは、薄汚れていてもわかる金髪蒼そう眼がんに尖った耳のボクを見て直感したそうです。もしやとステータスを見れば、燦さん然ぜんと輝く【エルフ】の文字。

　ボクがエルフであることを奴隷商に悟られないように、知らない振りをしながら買い取り交渉を済ませて即購入。考えなしの行動でしたけど。最初に暴れたのもファインプレイだったようです。

　ご主人さま曰いわく「ロリだけど見た目は最高」なボクは、エルフとして扱われていたら城が建つ値段で売られて、そんな額をぽんと出せるような変態に買われていたと。背筋が凍る思いでした。

　……何はともあれ買ったのは同じ日本人、故郷の話も出来る相手です。ボクが余計なことさえしなければ、むしろ好待遇が期待できるんじゃないかと幸運に感謝していました。

　様子を見る限りでは凄い能力持ってますし、来て数年でそれなりの家を買える経済力もあるのです。間違いなく主人公案件ですよね。腹立たしいほどに。

　鞭の傷きず痕あとはすぐ綺き麗れいに治してもらいました。温かいお湯で髪の毛を洗ってくれた時は思わず涙が溢あふれました。毎日ごはんもお腹なか一杯食べさせてくれて、綺麗な服や暖かい寝床も用意してくれました。ご主人さまの元に来てからは、当たり前だった幸福を取り戻していくような日々でした。

　奴隷商のところにいた頃のトラウマで、元高校生の癖にひとりで寝れなくなってしまったボクを笑わず、ずっと付き合ってくれました。ボクはご主人さまのことを完全に信頼していたのです。

　信頼、してたのですよ。どこからか随分と可愛かわいらしいデザインのメイド服を持ってくるまでは。

　元男子高校生として正直抵抗はありましたが、こちらは養ってもらっている身の上。このくらいのコスプレで良ければ喜んでやってやろうじゃないかと着てみたのです。

「あの、ご主人さま？」

「気に入ったか？」

　いいえ？　というかさっきから腰あたりをゆっくり擦さするのをやめてほしいのです。何だか背中がぞくぞくするのです。

「……俺だって男なんだけどな」

　そんな言葉を口にしながら、ご主人さまはボクの首元に顔を寄せてきます。その腕は逃がさないように腹を抱きしめていました。割と本気で力の差があるので怖くて泣きそうなんですけど？

「いい加減、我慢の限界ってやつなんだよね」

「……い、意味がわからないのです」

　ご主人さま、手の位置がやばいのです。察するの嫌でしたけどもう無理です大体わかりました。わかりますよ、だってボクちょっと前まで男の子だったんですもん。

　でもね、ちょっとすっ飛ばしすぎなのです。あなた主人公タイプじゃないですか、合間合間に挟まる葛かつ藤とうとかを大事にしていってほしいなぁってボク思うのです。いくらなんでも攻めに出すぎなのです。ガンガンいこうぜじゃなくて、もっと慎重になるべきです。だから、ね？

「ご、ごしゅじんさま！　あの、あの、まだ、明るいですから！」

「もう日が落ちかけてる」

「まだ明るいです、ほら夕日が綺麗ですよ一緒に見ましょう！」

　どんだけやる気なんですか、ほらムードって大事だそうですよ、まず夕日を見てごはんを食べましょう。それからお風ふ呂ろに入ったりしてリラックスしましょう。そしたらきっと落ち着きます。

「というかさぁ……俺がエルフ大好きだって忘れてないか？　子供だと思ってたらひとつ下だって言うし、そのくせ怖いからって薄着でベッドに潜り込んでくるし。正直誘ってるだろお前。３ヶ月も我慢したことを褒めてほしいくらいだ」

　う、ぐ、解放された喜びで無警戒だったのが裏目に出ましたか！　ってひい!?　まってお願いまって!!　膝ひざの上の座り心地ちょっと悪くなってきたんですけど、銃口突きつけられてる気分です!!　このままではボクの大事なものが失われそうです、かくなる上は仕方ありません。

「あ、あの、さ」

「ん？」

　こんなに早く最後の手段を使うことになるとは、思いもよりませんでした。使うしかありません、放逐されることを恐れて今日まで隠し通してきたボクの秘密を。

　……そう、彼にはボクが前世は日本人で、死んだと思って気づいたらエルフになっていて、森を歩いている時に奴隷商に捕まった……としか話していないのです。ただのボクっ娘こだと思っているご主人さまには悪かったのですが、ボクだって奴隷に戻るのは怖かったのです。今度外に出たらどんな目に遭うかわかりませんから。

　……ん、あれ？　何か引っかかるような……って考えてる時間はありません。

「じ、実は俺さ、男なんだよ、今はこんなだけどさ」

「……ふぅん？」

　久しぶりの男口調なのでちょっとぎこちないですね、普段から練習しておくべきでしたか。とはいえこれで彼は凶行を止めるはずです。よそよそしくはなるかもしれませんがこのままトゥギャザーされるよりはマシです。売られそうになったら泣いて土下座して情に訴えましょう。というわけでその銃を降ろすのですはりーあっぷ！

「騙だまして、わ、悪かったよ。ボ、俺もあのガマガエルのところに戻るのが怖かったからさ。元男を抱くなんて、き、きもちわるいだろ？」

「…………」

　引いているのか反応がありませんね、これは行けるか……!?

「みゃぅうぅ!?」

　ちょっと！　いきなり耳に息ふきかけるのやめてください！　あぁぁぁぁだめ、だめです、嚙かまないで、敏感なんです神経集まってるんですくすぐったいってひぎゃああ!?

「……多分本当なんだろうけど。正直言うとさ、俺はソラの前の姿とか知らないし、今でも男口調の美少女にしか見えないんだよね」

　ひえええ、近すぎです、息がかかってくすぐったいってレベルじゃないんですぅぅ！　なんで、どうして？　普通はそこで嫌になってやめるでしょう!?

「あとさ、この期に及んでそういう言い訳で逃げようとされると、ちょっと頭に来るよな？」

「あ、あわ、わ……」

　あ、ダメですこいつ。ガチです、本気と書いてガチです。このままでは勝ち目はありません、腕力ではびくともしません、経済力ではおんぶにだっこ。無理矢理暴れて逃げ出せば何とかなるけど、異種族に厳しいこの国で捨てられたらボクは生きていけません。やだ、詰んでる。

「お仕置きだ」

「うわああああぁぁぁぁぁん!!　ろりこん!!　へんたいきちくげどうぺどやろぉぉぉぉぉぉ!!」

　か、身体からだは好きに出来ても心までは好きに出来ないんですからねええええええ!!
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その２　お部屋探訪






　時が経たつのは早いもので、ご主人さまのところに来てからもうすぐ４ヶ月目です。ご主人さまは今のところ順調にテンプレのようなイベントを消化しています。

　先日は身分証を作るため、ローブで顔を隠して一緒にギルドに行きました。受付のお姉さんにボクの存在を警戒されまくっていたので、多分ですがフラグが立っているんじゃないでしょうか。

　もしかしたら鈍感系を気取っているのかとつついてみたら、「人間は好みじゃない」と一いつ蹴しゆうされ戦せん慄りつすることになったのは今となっては笑い話です。もちろん乾いたやつですよ。今更ながらボクは恐ろしい人に貰もらわれてしまったようですね。

　顔を隠した理由なのですが、エルフなのがバレると結構やばい事になるのですよ。一応この国の法律では奴ど隷れいの権利は主人が持っています。

　なので勝手に攫さらって売り飛ばすみたいなのは出来ないのですが、世の中には欲しいものに妥協できない、犯罪も辞さない人が居るのですよ……。もっともボクの場合は中古品なので価値は落ちると思いますけどね。あはは……はぁ。





◇






「甘いモノがたべたいです……」

　最近のボクは甘味に飢えています。こちらの世界にも甘いモノは結構あるのですが、庶民が口に出来る最高ランクの品物はハチミツでした。

　個人的にはクリーム系が好みですが、この際ハチミツでも嬉うれしいのです。でも欲しい欲しいと言い出せば相手はあの変態鬼畜ロリコンごしゆじんさま。やりそうな事はだいたい予想できます。

　ボクは断固として奴やつの思い通りに事を運ばせるわけにはいかないのです。安穏とした時間は終わり、ボクは自分の力で枷かせから解き放たれた野獣から身を守らないといけないのです。

　墓穴を掘るような真ま似ねはできません。とはいえ、諸事情でお留守番が基本的なお仕事となっている現在、外に出るわけにもいかないのです。なので甘いモノを忘れるために何かやろうにも、精々がソファーやカーペットの上でごろごろするしかないのです。

「はぁー……」

　あ、ベッドでごろごろは絶対に無理です、あそこはダメです、危険地帯です。うとうとして眠って目が覚めたら手遅れだった……という悲劇はもう二度と繰り返してはいけないのです。あいつほんと箍たがが外れやがって……一度股こ間かんに大怪け我がを負うべきだと思います。

　そんな鬼畜外道こと、ご主人さまは今日は森に出たという変異種っぽいゴブリン退治に行っております。主人公案件たる彼のこと、きっと予想外の出来事が起きて今日は帰ってこないでしょう。今までも大体そんな感じでした。どうせなら程よく怪我をして、しばらく動けなくなってくれてるとありがたいのですが……死なれるとボクが困ってしまうので無事を祈っておきましょう。

　そんなわけで今日明日はこの家にひとりきりになるのですが、正直暇で仕方ありません。何か暇つぶしをしたいのですが、ここって食事くらいしか娯楽がないんですよね。

　冒険者としてチートの名に恥じない戦闘力を持ったご主人さまは、チート野郎っぷりを発揮して荒稼ぎした結果、郊外に庭付き２階建ての一軒家を持っています。この家が意外と広く、キッチンに貯蔵用の地下室まで完備されてます。超絶ブルジョワなのです。

「あー、そうです」

　……思い出しました。たしか地下貯蔵庫に甘いモノの備蓄があったはずです。ちょっとくらいは良いでしょう。思い立ったが吉日とキッチンへ出向き、床板をずらして出てくる地下への階段を下ります。貯蔵庫でまず目に入るのは白い石で作られた四角い箱。ご主人さま謹製の冷蔵庫です。

　扉を開いて中を覗のぞけば、花の蜜みつのカップケーキがいくつか並んでいました。比較的に安価で買える、庶民のための甘いおやつです。

　一応ボクも自由に食べて良いことになっています。こういう所は太っ腹なのですよあの人。鼻歌交じりに冷たいケーキをその場で齧かじります。うん、甘いのは正義ですね。

　それにしても……前から思っていたのですが、貯蔵庫にしては随分と狭いんですよねここ。人目に触れたらまずいから冷蔵庫はここに置いたということですが、それで一杯なのですよ。

　ボクとご主人さまがふたりも入れば窮屈に感じてしまうくらいです。食べ物を置くためのスペースにしては明らかに狭いので、もしかしたら更に隠し部屋があったりするのかもしれません。

「なーんて……ん？」

　冗談めかして耳を壁に当てながら手で叩たたいてみます。……随分と奥行きがありそうな音の響き方してません？　篭こもっているというか、壁の向こうで音が反響しています。

　長い耳は伊達だてではないのです、とても気になりますね。えーっと、間取りで行けばキッチンからリビング側に向かって階段を斜めに下りてきたので……今はリビングの手前くらいでしょうか。そして壁がある方向は……ご主人さまの寝室？　気になりますね、気になりますね。あの野郎はいったい何を隠しているのでしょうか。

　好奇心は猫を殺すといいますが、本当に暇なのです。持て余した暇がエルフを殺しそうです。ここはひとつボクの暇つぶしのためにご主人さまの秘密には犠牲になってもらいましょう。そう決めたボクは、残りのカップケーキをぱぱっと平らげてからご主人さまの寝室へと向かいました。

　勝手知ったる他人の部屋こと、ご主人さまの寝室にはキングサイズのとっても寝ね心ごこ地ちの良い、ふかふかのベッドがででんと置かれてます。

　実はボクも部屋は貰ってるんですが、ソファーだけでベッドないんですよ。１ヶ月ほど前に撤去されてしまったのです。今はご主人さまの部屋で寝てます。なんでって？　なんででしょうね……。

　そんなわけでガサ入れ開始です。何度も掃除に入っていますし、その時は怪しい部分はなかったはずなのですが……はてはて。こうなったら普段触っていない場所をガンガン調べていきましょう、というかクローゼット一択ですよねコレ。他に怪しい場所ないですし。

　普段着用の衣類簞たん笥すは洗濯物を入れる時にボクが触ってますし、他も掃除の時に触りますから。唯一ハッキリ「絶対触るな」と言われているのはここくらいです。つまり攻め時ですね。

　……ふふふ、弱みを握ればボクにも反撃のチャンスがあるかもしれません。今日こそ下克上のチャンスなのです。オープンザドア！

「うーん……？」

　残念、普通のクローゼットでしたか。肩透かし感が半端ないですね……って。あれ？　なんか微妙に風を感じます。ひょっとして服の後ろに隠し扉とかが……あ、ほんとに隠し扉があった!?

　クローゼットの奥にあった扉を開けてみると、地下へ続く階段が現れました。ますますもって怪しい気配です。灯あかりの魔法を使って視界を確保してから、どんどん階段を下くだって行きます。

　ボクにもこのくらいの魔法は使えるのですよ、エルフなのは見た目だけではないのです。ぐいぐい下りた階段の下には、何やら重厚な扉が待ち受けていました。

　鍵かぎがかかっているようですが甘いのです。ボクは攻撃魔法の才能はからっきしですが、解錠とかトラップ解除とか小手先の魔法は得意なのですよ！　というのもご主人さまに買われてから判明した事実なので、今まで活用出来る場面はなかったのですが。

　とにかく！　ついにご主人さまの秘密が明らかになって下克上の時なのです。もしエロ本とか隠してたら日ひ頃ごろの仕返しに散々からかってやるのですよぉ。そう思いながら魔法を使えばあっさり鍵は外れました、いざ開かん勝利への扉!!

「………………」

　えーっと、見なかったことにしたいと思います。そっと扉を閉めて早足で階段を上がります。やばいです、あの部屋はマジヤバです。部屋全体からやばいオーラが出ていました。女の子に何かを強制的に教え込んでやろうとかそんな強い意志を感じる部屋です。あのド外道、鬼畜だドＳだとは思ってましたがここまでとは予想外です。

　復ふく讐しゆう心に駆られて彼我の戦力差を見誤りました。これはあかんです、全すべて忘れて大人しくしていましょう。そうすればご主人さまはとても優しいのです。大急ぎで灯りを消し全ての扉を閉めました。これで全てを忘れれば何もなかったことになるでしょう。危なかったです。

「この家な、前は貴族が別荘に使ってたんだと」

「そうだったんですか」

　ふむふむなるほど、それであんな奇妙な仕掛けがあったのですね。その貴族さんとやらも大層な変態だったのでしょう。ご主人さまと良い勝負です。

「買ってきた奴隷なんかをあそこに閉じ込めて、まぁ酷ひどいことしてたらしい」

「ひどい話もあるものですね」

「そのおかげで訳あり物件として格安で手に入ったんだけどな。除霊にはちょっと手間取ったけど」

　屋敷と呼べるほどではないにせよ、ご主人さまが大きな街のそこそこの土地にこの規模の家を持てた理由がそれだったのですね。訳あり物件とは納得です。

「その方たちも安らかに眠れるといいですね……」

「そうだな」

　ご主人さまみたいなチート系魔法使いの仕事ですから、きっと怨おん念ねんは跡形もないのでしょう、なので怖くありません。ボクは犠牲者さん達が心安らかに眠れるように静かに祈るのでした。

「ところでご主人さま、いつお戻りに？」

「今さっき。ギルドの方で手違いがあったとかで出発は明日だと」

　ありゃりゃ、ギルドもそういう事やらかしちゃうんですねぇ、ちょっと意外ですね。

「そうですか、ギルドの方もおっちょこちょいですね」

「全くだな、勘弁してほしいよな」

　ギルド職員さんの失敗に、ボクたちは顔を見合わせて小さく笑い合うのでした。
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その３　恐怖のガチャガチャ






　鬼畜幼女趣味ごしゆじんさまの凶行によって負ったダメージを癒いやすため、寝込んでいた翌日の夜頃のこと。変異種のゴブリンを倒しに行ったご主人さまが、翼竜を狩ってランクアップしつつ、ついでに出来上がっていたボクの分のギルドカードを持って帰って来ました。

　訳がわかりません。何でちょっと強いゴブリンを倒しに行って上級冒険者でもテコずる翼竜をほぼソロで倒してくるのか意味不明です。しかも同行していた強気な魔法使いの少女のフラグまでキッチリとゲットしてやがってました。

　これだからチート野郎は。ちなみにご主人さまは朴念仁でも鈍感でもないようで、それをキッチリ認識した上でスルーしてます。

『た、助けてくれなんて頼んでないわ、で、でも、感謝くらいはしてあげる』

「……リアルツンデレって思ったよりめんどくせぇ」

　とかいって苦笑してました。鬼畜具合にボクは背筋が凍りそうです。じゃあリアルＴＳ転生したロリエルフという摩ま訶か不ふ思し議ぎ生物はどうなのと聞いてみたら、あやうく齧かじられそうになりました。

　何でリアルツンデレがダメでボクが大丈夫なのか疑問は尽きません。可愛かわいければ何でもいいならツンデレを忌避するのはオカシイですし、何でも良くないならボクを忌避するはず。

　うぅむ、要研究ですね。ご主人さまには適当な女性をゲットしてもらった上で、ボクは安全な家政婦ポジションに就きたいのでこういった努力がものをいうのですよ。

　でも人間には興味がないと断言してるので穏やかな将来は遠そうなのです。
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　さて、流石さすがに寝込んでいる少女を襲うほど人間をやめていないのか、その日は普通に抱きしめて寝るだけだったご主人さまは、朝から何か虚空に指を這はわせておりました。

　ちなみにボクはあんまり寝れませんでした。現代日本なら訴えたら軽く７桁けたくらい慰謝料もぎ取れそうな気がします、人権派の弁護士はどこでしょうか。

「何してるのですか？」

　寝不足もあってしばらくはボクも大人しくしていたのですが、一心不乱に何もない中空を眺めて指を動かすご主人さまの姿が余りにもその……アレでした。

　鬼畜をこじらせてとうとう病んだのかと心配になってきたので声をかけてみます。

「なんか冒険者のランクが上がったら、新しい機能が増えたんだよ」

　といって指さしてくれるのですが、残念ながらボクはチート持ちではないので何も見えません。もっとも同郷で同年代的なので大体どういう状況かはわかるのですが。

　多分アレですよね、ステータスを表示するウィンドウ的なものが見えてるんですよね。でもですね、何も知らないで外から見ると完全に痛い人です、残念なイケメンってやつでしょうか、ぷげら。

「最近なんか図太くなってきたな、イジメ甲が斐いがあって嬉しいぞ？」

　ふん、ボクは暴力や脅しには屈さないのです。ボクの意思と心はボクだけのものなのです、どんな手段をもってしても鬼畜野郎なんかに折られやしません！　だから土下座で勘弁してください。

「新しい機能っていうのは……まぁガチャらしい。一定の代価を投入するとランダムで何らかのアイテムかスキルを得られるんだと」

　また射幸心を煽あおるタイプのシステムを出して来ましたね、でもスキルって外せないのならヤバイのが出たら酷いことになるのではないでしょうか。

　代価が必要ってことですがやっぱりお金ですかね、結構コストがかかりそうです。

「折角だから今ちょっと試してみるか？　パーティメンバーも出来るみたいだし」

「あ、はい」

　うぅーん、やってみたいと思ってしまうのが男心というやつなのでしょうか。微妙ですねそうですね。男心だと思えるものがちょっとでも残っていたら嬉うれしかったのですが……。

　なんというか、最近のご主人さまは本気でボクの心を折りに来てる感じがして不安なのですよ。

「代価はこれだな」

　そういってご主人さまが虚空から取り出したのは、青白く輝く翼と天てん秤びんの描かれたメダルでした。一体どこから出して……ってアイテムボックスですかこれ。ほんと何でもありですねコイツ。

　なおメダルは一部のモンスターを倒すと極稀まれに落ちるらしいです。どういうシステムなんだか。１枚につき１回だけガチャガチャを回すことが出来て、今の手持ちは５枚だそうです。

　ボクは２回引いて良いそうです。流石ご主人さま太っ腹です。うーん、出来れば下克上を狙えるスキルが欲しいところです。力で上回れば自力で生きることも夢じゃない……目指せ自立!!

「……よし、これで行けるか」

　多分メニューウィンドウか何かを弄いじっていたご主人さまが声を出しました、するとベッドの上にぽふんと音を立てて、黄金色のガチャガチャの機械名前わかりませんが出て来ました。メダルを入れる場所と回転させるための取っ手があります。

　色々ツッコミたいところはありますが、疲れるのでそういうものだと思っておきましょう。

「先にソラが回していいぞ」

「はい！」

　では遠慮無くやらせていただきましょう。勝利への鍵をこの手に摑つかむのです。貰もらったメダルを入れて勢い良く取っ手を回すと、ガチャリという小気味良い音を立てて青い光の玉が転がり出ました。

　触れてみると目の前に半透明な、多分ウィンドウが出現して取得したアイテムが表示されます。どうやらこういった形で出現したものは本人以外も見えるようです。

　さてさて、問題の内容はっと。

【スキル獲得『魅惑』パッシヴ。他者が保有者に抱く愛情や友情などの好意的な感情を強化する。また保有者の仕草や言動が他者にとって少しだけ好意的に受け取られるようになる。】

「何でですか!!」

　思わずウィンドウを枕で引っ叩ぱたくと、吹き飛ばされたウィンドウが壁に当たって跳ねまわります。……え、というか触れるんですかこれ!?

　びっくりしたまま眺めてたら、すっと溶けるように消えました。バグとか大丈夫なんですかね。

「またソラにピッタリな感じのが出たな、おめでとう」

「めでたくねーです、何がどうピッタリなんですか!!」

　このスキルはいけません、酷ひどく嫌な予感がするのです。なんだか見えない悪意を感じるのですけどどうなっているのですか！

　しょっぱなから嫌な予感が全開なのですが、もう１枚を引けばきっと良い物が出るんじゃないかという期待もあります。なんだか破滅へ向かうギャンブラーみたいな心境です。メダルを入れて取っ手を回すと、また光の玉が転がり出てウィンドウが開きました。ごくり……。

【スキル獲得『天使の口吻プリテイキツス』パッシヴ。くちづけに相手の体力と魔力を少しだけ回復させる効果を付与する。肉体接触が必要な代わりに代償なしで発動可能、時間が長いほど効果も大きくなる。】

「うがーーー!!」

　ウィンドウを引っ摑んで壁に叩き付けると、カシャーンと綺き麗れいな音をたてて粉々になりました、って摑めた！　割れた!?　ま、まぁそれは置いておきましょう。それよりも！

　なんつースキルを持たせるんですか！　悪意を通り越して殺意を感じます、主に隣でニッコリと微ほほ笑えむ残念なイケメンさんから!!

「次は俺の番だな」

　失意に沈むボクを尻しり目めにご主人さまがガチャを回し始めました。ご主人さまなんてとんでもないハズレアイテムやスキルを引いて苦しめばいいのです、そうすれば下克上も可能に。相手の弱点を突つくのは基本なのです。

「……お」

　光の玉が転がり出て、それが割れるようなエフェクトがするとご主人さまの手の中に真まっ赤かな炎の意匠が施されたやたらカッコイイ長剣が現れました。ウィンドウも出現します。

　本人以外にも見えるみたいです。

【アイテム獲得『レヴァンティン』長剣／ランクＡ。炎の力を宿した魔剣、魔力を込めると熱を帯び、炎を纏まとう。赤熱した剣身は巨大な岩すらバターのように切り裂く事が出来る。】

「何ですかこの格差は!!」

　１発目でアタリっぽい武器引くとか何なんですか、幸運チートですか、幸運チートですね!?　このチート野郎！　内心で罵ののしるボクを尻目に御主人様チートやろうは黙々とガチャガチャを回していきます。

【スキル獲得『天賦の剣才』パッシヴ。剣を扱う才能を底上げし、成長力を高める。普通にやれば一流、努力をすれば超一流を狙える才能。】

「うわぁぁぁん!?」

　なんでこうオーソドックスに強いスキルを引くんですかねこの鬼畜ロリコン野郎は。ボクに対するあてつけなんでしょうか、そろそろ怒っても良い気が。

「次で最後か」

「う、うぐぐぐ、オチに期待です、今までのアタリがひっくり返る大どんでん返しに期待するのです、この変態鬼畜野郎が絶望のどん底に落ちるスキルがきてボクの時代が始まるのです……」

「変態鬼畜野郎て……」

　最後の１枚が投入されると、小気味良い音を立てて光の玉が転がり出ます。どれどれ……説明を覗のぞき見みるとスキルっぽいですね。一体どんなのを引いたのでしょうか。

【スキル獲得『絶倫』パッシヴ。治癒力、体力、精力を大幅に】

　そこまで読んだボクは脇目も振らず全力で扉を押し開けて部屋を飛び出しました。か、鍵かぎのかけられる部屋はどこですかぁぁぁ!?
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その４　買ってきた猫






　悪夢のガチャガチャから早くも３日、ボクは今日もベッドの上に居ました。いや頑張ったんです、頑張ってるんですよ。でも相手のライフが理不尽なのです。どうしようもないのです。

「るーるるーるー……」

　今も足腰がガクガクでまともに歩けないような有様です。ベッドから這い出してソファーに辿たどり着つくまでにも涙ぐましい努力を必要としました。

　このままだとそう遠くない未来にボクは限界を迎えそうです。冗談ではなく深刻な事態なのです。出来るだけ速やかに解決したいのですが、ことはそう簡単ではありません。

　この世界って衛生観念すっごい雑なんですよ。流石に中世ほど極端ではないですけど、例えば夜のお店とかに行かれると色々貰ってくる可能性があるのです。

　そうなると連鎖的にボクがピンチになります。医学の発達した現代地球でも最大限に気を使うべき事柄であることを考えれば、この警戒は過剰なものではないはずです。

「……ちょっと無茶させすぎたな、悪かった」

「もげやがれなのです……」

　いつの間にか寝室に戻ってきていたご主人さまに謝られますが、今更にもほどがあるのです。謝るくらいなら最初から自重してくださいほんとに。

「悪かったって」

「それで何の用ですか？」

　こっちはソファーでごろごろするしかないのです。いい加減寝室の光景も飽き飽きしているので今のボクは凶暴ですよ。用がないなら後にしてください。

「気分転換。たまには一緒に出掛けないか？」

　ふむふむ、デートのお誘いってやつですね。でも大きな問題があるのです。

「……動けないのですが？」

「あぁー……」

　原因はご主人さまですからね、もっと申し訳ない顔をしてもっと反省してくださいね？

　それにしてもです、元から体力差があったというのに前回の謎スキルによってますます危険度が上がっています。このままではボクの命が冗談抜きで危険が危ないのです。

　流石に休ませてはくれてますが、休んでは体力を削られての繰り返しで、何の改善にもなりません。何とかして矛先を逸そらさないと遠からぬうちに取り返しのつかないことに……。

　危機感に駆られて一晩考え抜いたボクは決意を固めて、ご主人さまにお願いすることにしました。
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「ご主人さま、あのですね……」

　翌朝、ようやく動けるようになったボクはソファーに座るご主人さまにすがりついていました。悔しいですが身長差のせいで自動的に必殺の上目遣いになります。

　不本意ながらも怪我の功名、潤んだ瞳ひとみで見上げてずいっと顔を寄せるボクを見下ろして、ご主人さまは微妙にたじろいだ様子を見せます。今が好機、このまま押し切りましょう。

「おねがいが、あるんです」

「急にどうした？」

　なんだかんだでボクには甘いご主人さまのことです、そう無体な断り方はしないでしょう。ここぞとばかりに瞳を潤ませながら、精一杯の声で告げました。

「おねがいします、新しい奴ど隷れいを買ってください!!」

　お願いを聞いた瞬間、ご主人さまの機嫌が目に見えて急降下していきます。……いや普通もっとテンション上がってもいいと思うのです、メンバー公認のハーレムですよ？

「……俺はソラだけで十分なんだけど？」

　奴隷なんて買ってるくせに何でそんなとこだけ一いち途ずなんですかねぇ。

「こっちはボクひとりじゃ身が持たないんです！　このままじゃ冗談抜きで死んじゃいます！」

「……そこまでかぁ？」

　何な故ぜか疑問視するような言葉が返ってきますが、こいつはあのスキルの危険性を理解していないのです。遊びじゃないんです、ネタじゃないんですよあの殺人スキルは！

「そこまでです！　意識無くなるのはどう考えてもやべーのです！」

　元からしてこの身体からだは見た目通りの体力しか無いのです、あんなんやられて平気なのは物語の中のアホ体力持ちくらいなのです！

「そうなのか……」

「今はマジで命の危機を感じてるのです……人選はご主人さまに任せますから、ほんとに……！」

　演技じゃない涙声ですがりつくボクを前に、ショックを受けた様子だったご主人さまは静かに肩を落として天を仰ぎます。

「……はぁ、わかった……ソラに負担かけすぎるのは本意じゃないし」

　たっぷり数分かけて考えたあと、ご主人さまは絞り出すように承諾の返事をくれました。これで大分楽になります。良かった良かった。……ちょっとだけ複雑なのは気のせいですよね、きっと。
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「貴女あなたがシュウヤさまの一番奴隷ね」

　焦げ茶色の癖っ毛を肩口で揃えた、猫耳の美少女がボクを見下ろしてどこか嘲あざけるように言いました。彼女は足取り重く奴隷商に出かけたご主人さまが連れてきた、新入り奴隷です。

　乗り気じゃない割に中々良い趣味してますよね、あの変態やろー。胸もそこそこ大きくて、外見的にはご主人さまと同じか少し下くらいには見えています。

　そんな彼女は最初は借りてきた猫のように大人しくしていたのですが、ご主人さまが猫耳ちゃん用の雑貨を買いにでた瞬間、ボクを冷たい目で見下ろしてこのような態度を取り始めたのです。

　強気そうなグリーンの瞳がくりくりと動き、可愛いよりの美人さんな顔は自信に満ちています。背丈はボクより頭ひとつ半くらい高いので、ご主人さまよりは頭半分ほど低い程度。そのせいで多少の圧を感じます。

　それにしても、随分あっさりと被かぶっていた猫を脱ぎ捨てましたね、ボク相手なら勝てると思ったのでしょうか。実際弱いですけど喧けん嘩か腰ごしじゃなく仲良くしたいのです、戦友として。

「その身体で随分と頑張っていたみたいだけど、安心して？　今日からは私が担当してあげるから」

　……変態でも鯛たいと言いますか、非常にアレなご主人さまですが、現時点でも結構なお金持ちかつ見た目はそれなりにイケメンです。なので将来有望な冒険者として色んなところから注目されています。

　この街でも名前が知られ始めているようで、彼女も奴隷商のガマガエルから『うまく一番奴隷に収まれば一生楽して貴族のお嬢様みたいな暮らしが出来る』とか吹きこまれているのではないかと推測できます。

　まぁね、実際ボクの暮らし、庶民レベルでは上流クラスです。貴族だとギリギリ下限に引っ掛かるくらい。奴隷として楽な暮らしというのは間違いじゃないのです。

　遠い目をしているボクを見て完全に勝ったと思ったのか、マウント猫さんは胸を揺らしてこの宣言です。女の戦いって怖いですね、ボクにはついていけません。

　しかーし動じるボクではありません。どうぞどうぞ、是非担当してください。ボクは飢えない程度に養ってもらえれば十分なのです。自信満々な彼女に完全に任せてもいいのかもしれません。

　……一応、ボクのほうも完全に捨てられないように予防線を張っておく必要はありますけどね、それでも一番大変かつ辛つらい部分を任せられるのは大きいのですよ。

　いや、この世界の文明レベルって地球基準で言う中世後期から近世初期クラスなのですよ。そんな中でこの家は冷暖房完備、冷蔵庫もあります。ご主人さまの収入も結構なお手前です。
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　先程も言ったとおり、贅ぜい沢たくはできませんが一般市民から見れば相当に上等な食事が毎日お腹いっぱい食べられるのです。

　今更野っ原に放り出されたり、奴隷に戻されたりしたら物理的にも精神的にも生きていけません。餌付けされた駄エルフと笑うがいいのです……。

　げふん、取り敢あえず今日のお世話は彼女にお任せしてみましょうか。ご主人さまは変態鬼畜野郎ですが悪人ではないですし、彼女もこれだけ自信満々なら心配はいらないでしょう。

　自分で言うのも悲しいですけど、女の子としての魅力は彼女の方が高いに決まってます。ご主人さまもそのうちボクよりも彼女を求めるようになるんじゃないでしょうか。

　えぇ、ボクだって一応心は男の子なのです。毎晩のお世話なんてないに越したことはありません。『慣れて諦あきらめた』と『好きでやる』は大きな隔たりがあります。

　と、言うわけで彼女のがんばりには本当に期待しているのです、ファイトです！

「頑張ってくださいね、期待してます！」

「へ？　え、うん、がんばるね！　じゃなくて、貴女に言われなくても頑張るわ！」

　ん、んー？　今なんか……気のせいでしょうか？





◇






「うむ、２人とも似合ってる、眼福眼福」

「ふふふ」

「…………何がうむですか」

　夜頃には彼女、名前はルルちゃんの雑貨や衣服を買ってご主人さまが帰ってきました。お揃そろいのデザインのメイド服なのは何の嫌がらせなのでしょうかね。胸のサイズを比べさせてボクを貶おとしめる作戦なのでしょうか？

　でも残念ながらボクの人格は男ですからね、こういった弄いじりではダメージを受けないのです。たとえ横で揺れてるけしからん猫耳おっぱいがあったとしても、ボクには何の効果もないのです。ちくしょう。

　ていうかこの野郎、あんだけ渋ってたくせに案外ノリノリじゃねーかくそイケメンが。

　なんて悪態を飲み込み、ルルちゃんを沸かしたお湯で綺き麗れいにしてあげて身繕いを手伝い、なんか微妙に震えた声でボクに対する挑発というか悪態をつく彼女をご主人さまのお部屋に放り込みました。

　何故かボクを引きとめようとする手を半ば強引に振り払って、今日は彼女とどうぞーと一方的に言い放ち、夕食の片付けや家事の締めをすればボクの任務は完了です。良い仕事をしましたね。

　意気揚々と部屋に戻り、さぁ今日はぐっすりだーとテンションが上がっていたのですがよく考えたらベッドないんですよねボクの部屋。あの野郎。

　……仕方ありません、自室に唯一残ったソファーで寝るとしましょう。一応あれもそれなりにふかふかですしね。

　野獣が側そばにいないというだけで何故だかいつもより安心して眠れる気がします。

　久しぶりの一人寝……あぁ、今日と明日は穏やかないい日です。おやすみなさい！

「ふにゃあああぁぁぁぁ!?　にゃ、にゃぁぁぁん!!　たしゅけてぇぇぇ!!」

　…………穏やかな日とは一体なんなのでしょうか。聞こえた悲鳴に強引に起こされました。

　何をやってるのですかねあの変態鬼畜野郎。そしてマウント猫さんの自信はどこへ行ったのでしょうか。これボクが行ったほうがいいやつです？

　出来れば行きたくないのですが、放っておく訳にもいきませんよね。もぞもぞとソファーから降りて、極めて事件性が高い悲鳴が響く寝室の扉を開けます。

「うるせぇのです！　なんなのですか!?」

「んぁ、ソラ？」

　──そこには、表現しかねる状態になっているルルちゃんが涙を一杯にためた瞳で、飛び込んできたボクを見つめていました。彼女は震える手をゆっくりとボクへと伸ばします。

「た、たしゅ、けて」

　……正直あんだけ自信満々だったのですからもうちょっと頑張ってもらいたいんですけど？　でも彼女の姿は少し前のボクでした、誰だれも助けてくれなかった時期の自分の姿なのです。

　うぐぐ、見捨てるのは流石さすがに胸が痛みます。えぇ辛いのはよくわかります、身をもって知っています。嗚あ呼あ、他人を見捨てることが出来る心の強さが欲しかったです。

　何とかマウント猫さんを助けることには成功したのですが、結局休めなかったので意味がなかった気がしますね。でも苦楽を共に出来る同僚が出来たのは良いことです。
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その５　お出かけクエスト






　さてさてマウント猫さんことルルが来てから早くも数日が経たちました。当初はちょっと心配になった職場の人間関係なのですが、激戦を共にしたせいか杞き憂ゆうで済みました。

「あっ、せんぱい！　お手伝いします！」

　具体的に言うと、懐かれました。





◇






「あの……昨日きのうは生意気なこといってすいませんでした！」

　尻尾しつぽをうねうねさせながらルルが謝って来たのは連れてこられた翌日の昼前のこと。話を聞いてみるとやはり奴ど隷れいの教育係やガマガエルから色々吹きこまれていたようでした。

　優良物件な主人のところは奴隷でも順位競争が激しいから、相手を蹴け落おとす気でいかないとそのうち追い出されるとか何とか言われてたみたいですね。

　こっちはそんな気一切なかったのですが……確かに他のところでは常識なので仕方ありません。噂うわさで聞く限りでも、良いところの順位争いは結構激しいみたいですからね。

　何よりも同じ奴隷の身の上、少しでも待遇を良くしたい気持ちはわかるのです。あれで内心では怯おびえていたみたいですし、出来ることなら仲良くしたいのですよ。

　彼女の気持ちが変わったきっかけはご主人さまのお世話の大変さでした。思わず助けを求めた時にボクが乱入して何とか守ってあげた事で頼れる先輩と認識したようです。

　代償は大きかったのですが、彼女が味方になってくれたことは大きな収穫だと思います。長い付き合いになるでしょう、これで信頼を買えるなら安いものです。

　本来のルルは後輩気質というか、素直な性格の子でした。初日こそ怖がってましたが、我が家の環境や待遇の良さに感動してからは、打って変わって夜も積極的で頼もしい限り。

　おかげでボクの負担も随分と減って、体力を家事労働に回せるようになりました。

　なんだかんだでボクがご主人さまのペースに慣れてしまっている事に気づいたのが非常にショックではありましたが。まぁこの子もすぐに慣れるでしょう。

　この世界、三食におやつと昼寝付きの生活が女の子の肉体労働で買えるならお買い得なんてレベルではないのですよね……つらいわ。

　何はともあれ、無事に後輩いけにえをゲット出来てホクホクなのです。このまま愛あい玩がん具ぐポジションからの脱出を目指すのですよ。

　変態野郎ごしゆじんさまには返し切れない御恩がありますが、返し切れない恨みもあるのです。与えられたチートに胡座あぐらをかき、相手は奴隷だと油断しきっていることを後悔させてやるです、首を洗って待っているがいい！

「ルルちゃん！　頑張って一緒にあの変態野郎に復ふく讐しゆうするのですよ！」

「え!?　あ、そういう感じで誘うんですね！」

　何をどう解釈したらそうなるんですかね!?





◇






「今回は護衛依頼を受ける事になった、泊まりがけになるからふたりにも付いて来てほしい」

　麗うららかな昼下がり、ボクとルルがお茶菓子として作っておいた甘芋クッキーを食べていると、帰宅したご主人さまが開口一番にそんな事を宣言しました。

　ボクは一応希少種のはずなんですが外に出ても大丈夫なのでしょうか？　うっかり狙ねらわれて誘拐とかされたら大変だと思うのですが。

「エルフだって公言しなければ大丈夫だ。それに俺やルルの側そばを離れなければ問題ない」

「はい！　先輩は私が守りますよ！」

　その懸念を伝えた結果がこれです。……あ、やっぱりボクが守られる立場なんですね？

「……言っとくけどルルはかなり強いぞ、そこらの冒険者なら一いつ蹴しゆうできるレベルで」

「えっ」

　こ、こいつもチートキャラでしたか……!!　戦せん慄りつの視線を隣の猫さんに向けます。

　後輩っぽさに油断してました。言われてみれば外の掃除の時に屋根の上に身ひとつで登って行ったり、ボクが持ち上げる事も出来なかったレヴァンティンを軽々運んでたりしてたような……。

　馬鹿な……これじゃボクって愛玩専門……!?

　いえ、ちがいました、気のせいなので忘れましょう。ボクは愛玩具でもなければ抱きまくらでもありません。立派な家事手伝いの労働力なのです。そうにちがいありません。

　気を取り直して出発準備にあたり、ルルは戦士用の革製の軽けい鎧がいと長剣を貰もらい、ボクはフード付きのローブを貰いました。武器は危なっかしいのでダメだと言われたのです、ふたり同時に。

　こいつらいつか目にもの見せてやるのですよ。

　装備を確認した後で家を出て、フードで耳を隠してご主人さまの背後をついて歩きます、地味なローブのおかげかあんまり注目を浴びないので助かりますね。

　待ち合わせ場所の北門に着くと、商人らしき人たちが荷物を積み込んでいる馬車と、近くに立つ紅あかい髪と瞳ひとみの魔法使いの少女が目に入りました。

　近づいていくにつれて姿がはっきりします。紅い髪の魔法使いさんはご主人さまの姿を認めた瞬間急にそわそわしはじめました。……おや？

　うちの鬼畜主がフラグを立てていた子ってまさか？　このチート野郎は一体どれだけの女性を引き寄せれば気が済むのでしょう、そのうち他の男性冒険者から嫉しつ妬とで命を狙われそうです。

　無む闇やみ矢や鱈たらに女の子に声をかけない、優しくしないように言った方がいいかなとか考えたりもしましたが、嫉妬してると勘違いされても嫌なのです。ま、彼なら狙われても自衛出来るでしょう。

「今日はよろしく、こっちが俺の奴隷のソラとルル」

「……クラリスよ、よろしく」

「ルルです、〝シュウヤさまの奴隷〟です、よろしくおねがいしますね」

　思考の海に沈んでいるといつの間にか自己紹介が始まっていたみたいです、ルルと魔法使いさんの間で火花が散ってます。

　不毛なのでやめましょうよぉ……あれ、そういえばルルってアレ強気な演技だったんじゃないのでしょうか、ひょっとして半分くらいは地だった？　なんだか女性不信になりそうなんですが。

　とはいえ黙っている訳にもいかないのでボクもご挨あい拶さつしておきましょう。

「ソラです、よろしくなのです」

　怖いので縮こまって肉壁ごしゆじんに隠れつつ、無難に軽く頭を下げて挨拶します。

　あれ、壁越しに感じる視線がやたら険しくなりました、なんですか？　なんでそんな敵を見るような眼めが向けられるんですか？　なぜ人は争うのですか!?

　……いやほんとにやめてくださいね、ボク滅茶苦茶弱いですからね。

「せんぱい、ここはガツンと……」

「やめなさいルル、無意味な争いです、不毛です」

　戦闘になるとやばいので臨戦モードのルルをなだめつつ、ため息を吐つきます。そこまでして鬼畜野郎の寵ちよう愛あいが欲しい彼女たちの気持ちがわかりません。

　明日をも知れない奴隷の身っていう立場ならまだわかるのですが、彼女は冒険者としてしっかりと自立しているでしょうに。

　……あぁでも冒険者もある意味では明日をも知れない身なのかもしれません。そう考えれば将来性は二重丸で特定の相手が居ないご主人さまは狙ねらい目なのかも？

「まぁ確かにご主人さまは優良物件ですけど、ねぇ……」

「さ、さすがの余裕と自信です、せんぱい……さすがはシュウヤさまの一番奴隷ですね」

　一番奴隷ってなんですかね、奴隷に一番も二番もないのです。みんな仲良く底辺なのです。

　無駄にルルの尊敬度が上がったようでキラキラした眼を向けてくるんですが、意味がわかりません。あぁ魔法使いさんの眼がつり上がった!?

　ほら勘違いされたじゃないですか、あの鬼畜は単にエルフが好きなだけだというのに！

「こんな子供が……！」

　確かに一番背が低いけど、子供扱いは酷ひどいのです。これでもご主人さまとひとつ違いなのです。

　女として戦闘力の高そうなルルをロックオンしてた魔法使いさんですが、さっきのルルの発言で完全に矛先がこちらに向きました。ルル貴女もしかして狙ってました？　味方になった振りして下克上狙っちゃってました？

「それは残念でしたね……といってもあなた様では、とてもシュウヤさまを〝満足〟なんてさせられないと思いますけどね」

　何な故ぜそんな意味深な事を言いたげな態度で魔法使いさんを見下すのですかねルル、あなた今奴隷ですからね、ご主人さまの庇ひ護ごがなければ扱い家畜以下なので気をつけてくださいね？

「シュウヤの趣味って……って、よく見ればかなり強い魔力ね、それで男を誘惑……？　まさかあなた、ハーフサキュバス!?」

　なんかとんでもない推測が行われてるんですが違います、誤解です、冤えん罪ざいです。ボクは無実です、有罪なのはアイツです。だからボクに敵てき愾がい心しんを燃やさないでください。

　あと変な風評被害を発生させないでください、エロフじゃありません無害なエルフです。

「やっとわかりましたか……人間はお呼びじゃないんですよ」

　えっ。待ってルル、そこは否定しないのですか？　ていうかご主人さまはどこに……あ、普通に女の闘いから逃げて依頼人と話してる！　ずりいのです、ボクもそっちがいいのです!!

「く！　あなたの思い通りにはさせないわ！」

　何なのこの事態。そうこうしているうちに話を終えたご主人さまがこちらにやってくるのが見えました。おせーのです飼い主、早く助けるのです飼い主！

「おーいそろそろ出発……何やってんだ」

「しゅ、シュウヤ、ダメよ！　こいつはハーフサキュバス、気を許しちゃダメ！　きっと異能か何かであなたを誘惑したのよ！」

「誤解ですからね!?」

　何で久々に外に出ただけでいきなり半分サキュバス扱いされてるんですか、泣きますよ？　ギャン泣きしますよ？　もういっそ種族をバラして誤解を解いてしまいましょうか……。

「いや何の話……？」

　魔法使いの言葉を聞いてご主人さまは一瞬奇妙な顔をしました。ボクを見て彼女たちを見て、何かに気づいたように口元を歪ゆがめます。

　こいつらとんでもない誤解してるのですよ、早く否定してください。

「……俺がこいつを気に入って買ったんだよ、種族なんて関係ない、それに俺にそういう魅惑とかが効かないのはお前が一番わかってるだろ？」

　えっ？

「う、うそ……」

　ご主人さまの手が肩に置かれました、呆ぼう然ぜんとして固まるボクを置いてけぼりにして会話は加速していきます。

「シュウヤってそういう趣味、だったの？」

「あぁ、そうだよ」

「子供のサキュバス買うなんて……へ、変態じゃない！」

「男なんてみんな変態だって」

　ま、待って、ちょっと待って、何でボクがサキュバスとのハーフな方向の話をしてるのですか!?　風評被害ってレベルじゃねぇのです、撤回を要求します、訴訟も辞さない！

「ちょ、ちょっとごしゅじもごもご」

「エルフだって街中に知られたら有象無象が押し寄せてくる」

　慌てて抗議しようとしたらそっと口を塞ふさがれて耳打ちされました。な、なんという、ことでしょう……。

　って騙だまされませんよ、ゴブリンとのハーフだとかドワーフだとか色々言い訳は出来るでしょう、あいつらこっちじゃ見た目ロリ種族なわけですし、なぜにわざわざサキュバスなんですかやだぁぁぁ！

「ボクはサキュバスじゃなくてゴブリンもごぉー！」

「そういう訳だから、俺の奴隷おきにいりにちょっかい出さないでくれるか？」

　く、口を押さえられて喋しやべれないのです、誤解が、このままでは誤解が！

　ボクがサキュバスなんて噂うわさが町に拡がってしまうのです！　しかも魔法使いさんの敵意がメーターマックスなのです、「悪魔め」とか「シュウヤを助けなきゃ」とか呟つぶやいてます、怖いです。

　あれ一歩間違ったらヤンデレストーカーになるタイプでしょ、しかも標的こっちに来るタイプですよ、もうどうするんですかあれ。

「先輩、負け犬の嫉妬が心地よいですね！」

　ルルも大きな声で煽あおらないでください！　聞こえたらどうするんですか！　というかこれからこの人と旅するんですよね、前途多難ってレベルじゃねーのです!!








その６　お出かけクエスト②






　テンプレです、テンプレなのです！

「へへ、素直に女と積荷を置いて行けば命だけは助けてやるぜ？」

　波は瀾らん万ばん丈じようの旅は思ったより何事もなく進み、目的地まで残り一日といったところ。そこで粗末なボロ布に身を包んだいかにも不潔そうなおじさんたちが徒党を組んで現れました。

　そしてボスっぽいのがナイフを舐なめながら下品な笑みを浮かべてそれっぽい台詞せりふを吐きます。

　男たちの視線はルルの胸元に集まってます。魔法使いことクラリスさんとボクは見事にスルーされていました。ボクはフードを目深にかぶっているし背丈も小さいので仕方ないです。

　クラリスさんは、その……ちらりとその胸元に目をやると、不機嫌そうな彼女から凄すさまじい殺気を込めて睨にらみ返されました、ごめんなさい殺さないでください。

「嫌だ、と言ったら？」

　ご主人さまがレヴァンティンを肩に載せて軽い動きで前へ出ます。女性ばかりの中にひょろっとした男が一人なので食い詰め者たちの嫉妬の炎が凄すごいです。ああいうのを負け犬と言うのですね。

「それなら、仕方ねぇなぁ……そこの猫耳は傷つけるな、男は皆殺しだ！　そっちのチビと貧相な胸もかまわねぇ、やっちまえ！」

　醜い男から吐き出された醜い言葉が耳に入ると同時に、隣からブチっていう音が聞こえました。





◇






「いやぁ、助かりました」

　というわけで翌日の朝早く、目的地であるなんとか村に無事到着しました。名前は聞いてませんあんまり興味なかったので。

　ちなみにボクたちの住んでいる街は『ペテシェ』という、ちょっとした街道の中継点でもあるそこそこの規模の街です。

　今回の依頼は街に来ていたこの村の商人さんを送り届けるお仕事だったのです。着いてから知るとかどうなんでしょうねボクってば。まぁ取り敢あえず無事に到着できたので良しとしますけど。

　え、野盗はどうしたのかって？

　……惜しい人を亡くしました、現実だと炎魔法はんぱないです火怖いです。自業自得なのはわかっていてもとにかく可か哀わい想そうという感情を抑えられないレベルの末路でした。

　真っ先に打って出たクラリスさんはその場に居た全員をドン引きさせる大活躍っぷりを見せ、ルルに親しみを込めて貧乳無双などと呼ばれてました。何故かボクが睨まれて死を覚悟しました。

　しかしですよ、このまま彼女が順調に病んで行ったらボクもあの野盗達と同じ運命を辿たどることになるかもしれません。

　おかげで村に着く直前の野営で「ヒャハハハ、燃えろォ、燃えろヨォ!!」とか嗤わらいながら炎を振りまき追って来るクラリスさんの夢を見てしまいましたし。

　思わず恐怖で飛び起きましたよ、でも一番怖かったのは夜番で起きていた彼女が暗くら闇やみの中で目を見開いてこっちを見ているのに気づいた時でしょうか。

　あれは流石にちょっとだけ危なかったです。何が危ないのかは敢えて言いませんが。

　っと、こっそり頼み事をしていたルルが手を振りながら戻ってきました。無事に依頼の品は手に入ったようです。

「せんぱーい、新しい下着貰ってきましたよー」

　大きな声で言うんじゃありません!!
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　さて、帰りは明日、街へ向かう別の馬車の護衛として行くことが決まり、今日は村で一泊することとなりました。

　ここは養蜂が主産業となっている村なようでして、ちょっとお高いですがハチミツを使った食べ物が豊富です。

「せんぱい、これも美お味いしいですよ！」

「うぅ、太ってしまいそうです」

　滞在する宿でお留守番のボクとルルは酒場で出されたホットケーキやスコーンにハチミツをたっぷりかけて頂いております。

　久々の濃厚で強烈な甘味が五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染み渡るのです、ルルも強い甘みに目を輝かせて次から次へとお菓子を口に運んでいます。

　酒場の人は〝首輪付き〟なのに好き放題お菓子を食べているボクらを見て不審げではありました。が、そこはご主人さまが「頑張った分ご褒美をあげるのがうちの教育方針」と言い切ることで何とか納得してもらえたようです。

　しかし、いくら食べ放題と言ってもこのままだと栄養が血となり肉となって大変なことになりかねません。ボクが食べすぎると平へい坦たんな癖にお腹だけがぽっこりという酷ひどい絵面になります。

　……あれ、そうすれば意外と嫌がって夜に呼ばれなくなるかも？　こ、これは良い手かもしれません、もっと食べましょう。

「食べすぎだろ、太ったらどうすんだ」

　そう思ってスコーンに手を伸ばそうとしたら横から取り上げられてしまいました、買い物を終えたご主人さまが戻ってきていたようです。案外早かったですね……。

「ボクは気にしません、返してください！」

「肉付きが良くなるのはいい、太るのはダメ」

　何という横暴……しかしますますやる気が出ました。ちょっとぷっくりしてご主人さまの好みの範囲から外れるのです、帰ったら早速食事計画を練り直しましょうか。

「はぁ、程々にしないと強制的にダイエットさせるぞ……？　方法は言わなくてもわかるな？」

「がまんします」

　やはり太るのは健康に良くないのです、糖分のとりすぎは身体からだに悪いので控えるべきでしょう。ボクとしたことが、倒れたらほぼ終わりなこの世界で自分の健康を忘れるとは失態なのですよ。

　ボクが手を止めた事でルルもちょっと迷って食べる手を止めました。涎よだれを垂らしそうになりながらジッとお菓子を見ているので未練たらたらなようですけどね。

　最終的に残ったお菓子はお店の許可を取ってから包んで持ち帰る事になったので、帰りにでも食べましょうね。
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　夜、ご主人さまがクラリスさんに呼び出されて宿を出ました。ついに襲撃かとルルに引っ付いてベッドの中でガクブルしていたのですが、意外な事に先に戻ってきたのはご主人さまでした。

「ただいま」

「お、おかえりなさい？」

　てっきり戦力を分散させて仕留めに来るものだと思っていたので拍子抜けでした。

「シュウヤさま、あのメスに何かされませんでしたか？」

　シーツをはねのけてルルがご主人さまに詰め寄ります。女の子がメスとか言っちゃいけないと思うのです。

「あー……うん、告白されたけど断ってきた」

「え!?」

　正直驚きました、それなりにレベルの高いツンデレだと思っていたのですが。思ったよりも勢い良く踏み込んでくる人だったみたいですね、ボクやルルと接触したのが原因でしょうか？

「それ、もったいなかったんじゃありません？」

　ちょっとからかうようにルルが言います。クラリスさんも見た目は良いですから、腕もかなりのものみたいですし、ボクと胸囲もそんな変わらないのでご主人さまならいけるんじゃないかなーと思わなくもなかったのですが。

「告白のセリフな、『奴ど隷れいにしてください、あの子たちには負けません！』だったから」

　そんな風に話していると、ご主人さまが困ったように頰ほおを搔かいて言いました。

「……」

　告白の勢いが魚雷並でした、いくらなんでも人生賭かけすぎです。この世界の奴隷なんて人権も何もない、主人が飽きたら殺されても文句ひとつ言えないような身分なのです。

　自分から突っ込んでくるとか正気の沙さ汰たじゃないのです、病みすぎです。

「無いでしょ？」

「無いですね」

「無い無い」

　３人顔を見合わせて「はぁ」とため息を吐つきます。重いなんてレベルじゃないので流石にドン引きなのですよ、それで喜ぶ男なんて常軌を逸した変態か、常識を逸した変態だけなのです。

　あれ、目の前に該当者が居るような……いえ、おいておきましょう、藪やぶを突つついて謎生物を出したら最後、茂みに引きずり込まれてあっという間にダブルピースです。

　今のボクは無力な少女であることを忘れてはいけません。

　ともかくとして、これで彼女が素直に諦あきらめてくれればいいのですが……不安ですね。ご主人さまってそういうのあんまり得意じゃなさそうというか。女性関連では頼りにならないイメージが。

「そもそも俺、巨乳好きだし。あの子には悪いけど仮にお前たちが居なくて、普通の告白であっても断ってたと思う」

「そうですか……」

「……？」

　どっちにせよ彼女には芽がなかったのですね。中々に切ない現実です。強く生きていってもらいたいもので……ん？　え？　今なんて言いましたかこいつ。

「ご主人さま大変です、幻聴が聞こえました、ご主人さまが巨乳好きだとか何とか」

「シュウヤさま、私にも聞こえました、もしかして敵の魔法では!?」

　どうやらルルにも聞こえていたらしいです、幻聴を生み出す魔法ですね。クラリスさんの手によるものでしょうか、ボクへの精神攻撃のつもりですかね、あんまり効果はないのですが。

「お前ら俺を何だと思ってるんだ、俺の好みはルル程度に年下の巨乳の女の子だぞ」

　なん、ですって!?

「さては……偽物ですね!?　ご主人さまはボクみたいな子供に欲情する真性の幼女趣味ロリコンなのです。巨乳好きだなんてありえないのですよ！」

「その通り、匂においまで再現するなんて中々手が込んでますが詰めが甘いですね！　シュウヤさまをどこに隠されたのですか、答えなさい！」

　由々しき事態です、まさかご主人さまの姿で現れるとは……油断しました！　ですが甘いのです、ボクの眼めは誤ご魔ま化かされな────

「……『伏せ』」

「ふびゃっ!?」

「にゃん!?」

　首輪に流された魔力によって身体が強制的に土下座のような体勢にさせられてしまいました。足音が近づいてきます。

「ちょっと俺で遊びすぎだぞオマエタチ」

「あ、あはははは」

　おおっと、調子に乗りすぎたのです。でも日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんは晴らせたのでまぁ良しとしましょう。そもそもそんな笑えない冗談を言うご主人さまが悪いのです、そうに決まってます。

　取り敢えずルルとふたりで謝って怒りを和らげましょう、出先なので無茶は出来ないと思いますが念のためです。

　隣で伏せているルルに目配せして、同時に口を開きます。

「もうしわけ──」

「全すべてせんぱいの指示でやったことです」

「──えっ」

「ほう……？」

　錆さびついた機械のような動きでルルを見ると、可愛かわいらしい口元をニタァと三日月型に歪ゆがめていました。……まさか、仲良くなれたと思っていたのに……!?

「る、るる、何を言って……！」

「私はシュウヤさまに対してそんなことをするのはと抵抗したのですが、せんぱいに逆らうことは出来ず……申し訳ありませんシュウヤさまっ！」

　すぐに表情を戻したルルは涙をぽろぽろこぼしながらご主人さまにすがりつきます、ご主人さまは悲しそうな顔をしてルルの頭を撫なでると、こちらをじっと見つめます。

　そしてボクは全てを悟りました。

「そうか、辛かったな……ソラがそんな事を考えてるなんて思いもしなかった、これはちゃんとお仕置きしないといけないなぁ？」

　そう、ふたりは初めからグルだったのです。ボクの反抗心を察知してルルを使い、反乱を誘ったのです。

　暴君の策略にものの見事にかかってしまった間抜けなエルフは、ここで尽きる運命だったのでしょう。がくんとその場で項うな垂だれたボクの頭に、ご主人さまの手が迫ってきていました────。

「さ、お遊びはこの辺にして、そろそろ寝るか」

「はぁーい」

「わかりました」

　ぽんっとボクの頭を撫でると、ご主人さまはふたつあるベッドの片方へ向かいます。ボクとルルはもう片方のベッドを使うことになってます。女の子とふたりで寝れるのはちょっとした役得ですね。

　なんで分かれてるかというと流石に宿のベッドを汚すわけにはいかないので自重しているのです、実に平和な旅なのですよ。

「でも、シュウヤさまがそんな冗談言うなんて意外でしたね、せんぱい」

「全くですね、どの口で言うのか」

　え？　裏切り？　策略？　ただのじゃれあいなのです。いやルルの反応が予想外だったのは事実ですけど。

　いくら何でもお互いこの程度の事でドロドロした事態にはならないのですよ。ルルが腹黒なのは演技じゃない気もしますけど。

「本気なんだけど……まぁいいか」

「はいはい、冗談はこのへんにしておきましょうね」

　往生際が悪いですね、今更いってもボクに手を出した時点で覆せないのですよ、諦めなさい変態め。

　もそもそとベッドに潜り込んでルルと背中を合わせるように丸まります。ご主人さまが側そばにいれば安全でしょうし、何とか眠れそうなのです。

「おやすみなさい」

「シュウヤさま、おやすみなさい」

　さて、旅の合間のおやすみを甘受するとしましょうか。ビバ穏やかな睡眠！

「おやすみ……お仕置きは本気だから、帰ったら覚悟しとけよ」

　えっ。








その７　奴隷の事情






　翌日、不安だったクラリスさんが泣きはらしたような眼をしながらも、スッキリした様子で恋との決別を宣言しに来ました。

　最初は焼き殺されるかと思ったのですが、何でもあそこまで徹底的に振られたら芽がない事はわかるそうです。我が主人ながら結構手酷い振り方をしたみたいですね。

　そういうところは男としてちょっと尊敬できたりしなくもないです、ヘタれてズルズル引っ張って、結果的にキープみたいな最低な状態にするよりはずっと男らしいですからね。

『別に、あんたに負けたわけじゃないから、勘違いしないでよ？』

　という最後に言われた彼女の捨て台詞ぜりふにちょっと和みました。あんな変態鬼畜野郎じゃなくもっと素敵な男性と結ばれてくれることを祈りましょう。

　世界のどこかで痴情のもつれによる焼殺事件が起きないことも祈ります。
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　それからは比較的穏当な旅が続き、何事もなく『ペテシェ』へと戻ってくることができました。ほんの数日とはいえ懐かしく……は別に感じないですね。

　そもそもボクって街並みとかろくに知らなかったのです。ご主人さまと一緒じゃないと出歩けないですし、知ってる場所なんて例えばあそこの奴ど隷れい商館のあたりくらいしか……。

「待って、待ってよケイン！」

　嫌な思い出の宝庫である奴隷商館の近くで、何やら言い争うような声が聞こえました。何事かと思って視線を向ければ、冒険者らしき格好の人々が商人ともめているようです。

　見覚えのある人間っぽい見た目をしたガマガエルが、セミショートにした淡い緑髪に牛のような角と耳を生やした、ルル以上の大きな胸を持つ少女の腕を摑つかんでいます。

　少女は目め尻じりに涙を浮かべながら、真剣な表情で商人から受け取った袋を抱える少年に手を伸ばしています。

「これであの子を助けたら必ず迎えに来るから、少しの間我慢してくれ！」

　少年は栗色の髪と栗色の瞳ひとみでかなり整った顔……うーん、勇者と言われたら納得できそうな見た目ですね。腰には剣を佩はいています。

　少女の着ている装備も革かわ鎧よろいなところから、恐らくどちらも冒険者だったのでしょう。

「酷ひどいよ！　なんでこんな事を！」

「ユリア、困っている女の子がいるんだよ……お金はすぐに稼いで迎えに来る。その子を助けるまでの辛抱だから」

　……どういう状況なのでしょうかね、これ。あの少年が少女を売り払っているようにしか見えないのですが複雑な事情でもあるのでしょうか。

「何でしょうね……」

「さあ……？」

「あぁ、ありゃ人質だな」

　近くに居た冒険者風のおじさんたちが、疑問を抱きながら眺めるボクたちの疑問に答えました。

「人質？」

　あんまり聞こえの良い言葉ではないですね、地球のものとは意味合いが違いそうです。あ、ちなみに万能翻訳機能の意訳です。ボクの持っている唯一のチートですね、ご主人さまも持ってます。

「人間を担保に金を借りるんだ、１ヶ月経たっても返済されない場合は合意の奴隷として売りに出されることになる。あのお嬢ちゃんも可か哀わい想そうになぁ、ありゃ奴隷コースだな……」

「……明らかにあの子嫌がってますけど、有りなんですか？」

　いくらなんでも本人の同意なくそんなこと出来るのでしょうか？　疑問に思って声に出すと話していた人たちが気まずそうにボクを見ました。

「……この国じゃ、獣人はなぁ」

　隣のルルが顔をうつむかせるのを見てなんとなく察しました。……やっぱりボク、この国嫌いかもです。

　冒険者の人たちは旅慣れてる人も多いのか、そこまで偏見強くないのですけどね。全く無いわけでもないのが闇の深いところです。

「あの坊主もそこそこの腕ではあるんだがな、１ヶ月であの金は無茶だろ……」

　少年は実力を大きく超えた金を借りているみたいでした、しかしあの自信に満ちた顔は返済出来ることを信じてなければ出来ませんね、何か根拠があるのでしょうか。

「すぐよその女にちょっかいかけて。しまいにゃ一緒に村から出てきたって幼おさな馴な染じみをあの扱いだよ」

「よく尽くしてたのになぁ、可哀想に……」

「小僧が起こしたトラブルの尻しり拭ぬぐいをしたり、バイトをしたりして小僧のやらかしを支えてたってのに……どいつに唆されたのか、亜人種ってだけで酷い話だぜ」

　次々に明らかになっていく事情に背筋が冷える思いでした。あの子、ほんとに報われねぇのですよ……。なんだか昔のすごく嫌な事を思い出すのです。

「アイツか……」

　ご主人さまが少年の顔を見てちょっと苦い顔をしました、知ってるのでしょうか。

「ギルドじゃ有名な問題児。登録してすぐにギルド内で絡んでいった他の冒険者と大おお喧げん嘩かしたり、あちこちで女の子に声をかけたり、明らかにランクオーバーの魔物狩ってきたり……」

　お、おう……何というか主人公っぽい行動と嚙かませ犬っぽい行動が見事に両立してるのです、侮れませんねあの少年、育てばとんでもない屑くずになりそうな予感がします。

　あと最後のはご主人さまもやってません？　ボクの記憶違いですか？

「ご主人さまは喧嘩しなかったのですか？」

「いや、いきなり問題起こしてどうすんの」

　ちょっぴり意外なのです、ご主人さまのことだからそのへんのテンプレはしっかりこなしているものとばかり思っていました。

　こっちは森で目覚めてすぐ捕まって、あとは奴隷として鞭むちに怯おびえる日々でしたからフリーダムな行動にちょっと憧あこがれているのですよ。

「とにかく、すぐに戻るから待っててくれ！」
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「ケイン！　やだよ、おいてかないで、ケイン!!」

　少年は少女の声に耳を貸さず、振り返りもせずに走って行きました。周りにいる冒険者達は苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような顔で少年の背中を見て、憐れん憫びんを顔に貼り付けて少女を見ます。

　伸ばされた手は力なく垂れ下がって、笑顔が似合いそうな少女の顔は絶望一色に染まってしまいました。

　少女を含めてこの場に居る全員がわかっていたのでしょう。彼女はもう奴隷として堕おちて行くしかないのだと。

　腕を引かれガマガエルの店へ連れて行かれる少女は１ヶ月だけ客人として扱われ、それから売りに出されるのでしょう。

　せめて、少しでも良い主人に買われる事を祈ります。

「さ、行くぞ？」

「…………はい」

　野次馬がいなくなりはじめた頃ころ、ご主人さまに手を引かれて歩き出します。

　少年が持っていたお金は彼女の売値よりは安いと、１ヶ月の生活費を抜いてあれだけくれてやっても十分に利益が出ると見込まれた額です。袋の大きさを考えると結構な事になりそうです。

　彼女に同情はしますが、いくらなんでもそんな額をご主人さまにねだる訳にいきませんからね。

「せんぱい……」

「……大丈夫ですよ」

　ルルも心なしかちょっと辛そうです、奴隷の辛さをわかっているとどうしても彼女のことを考えてしまうのでしょう。

　でも何も出来ません、ボクたちはご主人さまの所有物……家畜ペットなのです、主あるじの庇ひ護ごなしでは食事にすら有りつけない世界のヒエラルキーの最底辺。

　無力っていうのは、辛いですねぇ……。
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「ほい」

「ふあっ？」

　家に着いてぼんやりしていると、不意に頰ほおに冷たい液体が入ったグラスが押し付けられました。爽さわやかなレモンの香りとともにしゅわーっという炭酸のはじける音がします、色はほんのり薄いレモン色。

「なんちゃってレモンスカッシュ、買ってきたハチミツとレモンで作ってみた、炭酸水も自作」

　あれって作れたのですね……知りませんでした。有難く頂きましょう、口をつけると舌の上で炭酸がパチパチとはじけて、やや強めの酸味とハチミツの風味が強い甘さが広がります。

　記憶にあるものと違って甘さは素朴な感じですが……なぜか懐かしくて美お味いしいです。

　ちびちびと飲んでいるとご主人さまの手が頭の上に置かれます。気を使わせてしまったようですね……全く、鬼畜野郎のくせに変なところで気が回るんですから。

「ふみゃっ!?　シュウヤさま！　この飲み物毒じゃないんですか!?　な、なんか舌がバチッとして痛いんですけど！」

　近くで飲んでいたルルの悲鳴が響きました、初めての炭酸は刺激が強そうですね。目を白黒させて慌てるルルを眺めながら、グラスを傾けます。ボクとルルはたぶん、幸せな奴ど隷れいなんでしょう。

　ボクの中身が男だからこそ思うところは多すぎますが、きっと心身共に女性だったならルルのようにのんびりと過ごせていたかもしれません。まぁ仮定の話でしかないのですが。

「にゃ!?　シュウヤさま酷ひどい！」

「はははは」

　ルルの顔にレモンの皮を近づけて汁を飛ばすいたずらをしかけて涙目にさせているご主人さまに呆あきれながらも思います。こんな日々が出来る限り長く続いてほしいものです……。

















その８　ダンジョン






　ダンジョン、それは誘惑の地。数えきれない罠わなと魔物と、少しだけのお宝が待ち受ける希望と危険の寄よせ鍋なべ。男たちは今日も一いつ攫かく千せん金きんを夢見て、武器を頼りに灯あかりひとつない暗くら闇やみへと身を投じるのです。





◇






　というわけでボクたちはペテシェダンジョンへ来ています。街の門から出て半刻ほど歩いたところに存在する遺跡風のダンジョンです。

　何でも大昔に邪悪な魔法使いが拠点にしていた施設らしく、主が居なくなった今もダンジョンとしての機能が生きているのだとか。

　そのおかげで魔物も宝もまだ尽きることがないそうで、このダンジョンの存在がペテシェに冒険者が集まってくる最大の理由なのです。

　そんなダンジョンに、ボクはご主人さま同伴で訪れていました。

「せんぱぁぁぁぁい！　まだですかー!?」

「すぐ開けるからちょっと待つのです！」

　現在地はダンジョンの中。しわくちゃ緑色の小人、ゴブリンと呼ばれている魔物と戦っているルルの悲鳴を背にボクは宝箱と格闘していました。
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　棒切れを振り回せばすっぽぬけ、攻撃魔法の適性検査で担当者に悲しそうな表情で首を左右に振られる。そんな貧弱なボクですが、決して何も出来ないわけではありません。

　むしろ魔力量と操作精度はかなりお高めなようで、練習した結果『解錠』系の魔法の適性はずば抜けていました。

「せんぱーい！　ちょっとまずいんですけどー！　いやー!?」

「焦らせるなです！」

　鍵かぎ穴あなに魔力を通し、内部構造に干渉してピンを動かす。言ってしまえば念力でやるピッキングみたいなものです。

　ご主人さまは規模の大きな攻撃魔法や回復魔法は超得意ですが、こういうのはあまり得意ではありません。

　元男の子として！　冒険での活躍の場を欲したボクがそこに目を付け参戦したのです。

「ぎにゃー!?　シュウヤさま！　ちょっと焦げました！　毛の先ちょっと焦げました！」

「悪い！」

　しゅごーって音がして、背中越しに閃せん光こうと熱波を感じると同時にルルの悲鳴が聞こえます。

　たぶん押し切られそうになったルルを助けるためにご主人さまが火炎系魔法をぶっぱなしたようです。

　いやー火事場ですね、ははは。

「また湧わいてきましたよせんぱい！」

「わかってるです！　ほらあけました！」

　最後のピンをずらし、ガチャリと音を立てて古ぼけた宝箱が開きます。中に入っていた古ぼけた硬貨をポケットに突っ込みルルと共に戦いやすい部屋の隅へと走るのです。

　……ボクたちがダンジョン探索に来ている理由ですが、それはここで例のガチャに使えるメダルが手に入るからでした。

　物自体はこの大陸で出土する大昔の硬貨のようで、何者かがそれと引き換えに力を与えてくれるのだろうとのこと。さっきみたいに、人間をおびき寄せるエサ代わりに宝箱に入っていることが多いそうです。

　思い返すと前回はひどい結果に終わりましたが、やはり納得できません。新しい奴隷なかまのルルも加わったことですし、全体強化用にメダルを集めようというお話になったのですよ。

　ボクはお留守番と言われましたがそこは押し切りました、ご主人さまはなんだかんだで甘いのです。あれでハジメテが強引だったのを気にしている節もあるので有効活用しています。

　たまにはね、ボクだって活躍したいのですよ。戦闘では無理かもしれませんけど折角使える魔法を活用したいのですよ。

　まぁ思ったよりも手間取ってルルに負担をかけてしまったのは申し訳なかったですね。

「ぜぇ、ぜぇ、せんぱい、わざとゆっくりやってませんでした？」

「なにいってるですか」

　ご主人さまが魔法で道を作り先導するのを追いかけながら、ルルがジト目でボクを見ます。

　もちろんわざとなわけありません。普通に実戦で緊張していたのです。

　……えぇ前日の夜に腕相撲でルルに負けたのが悔しかったとか、こっちは両手まで使ったのにビクともしなかったとかが原因ではありません、決して。





◇






「これで２枚めなのですー」

　ダンジョンを進みながら再び見つけた宝箱を開けると、なんと連続でメダルが。

「……開けるのにかかった時間、さっきの半分以下ですね？」

　ゴブリンの首にナイフを突き立てながら瞳どう孔こうが縦に細くなっているルルから目をそらし、斧おのと鎧よろいを装備した一際大柄なゴブリンを炎の剣で薙なぎ払はらっているご主人さまに手を振ります。

　宝箱がある部屋には大概が罠というか、モンスター召喚トラップがあるようです。

　ボスらしき個体が現れ、取り巻きを召喚して襲ってきます。因ちなみにいくら倒しても次々湧いてきます。

　全滅させてゆっくり宝箱を……とかは出来ない仕様なので、ボクみたいな補助型の活躍の場もあるのですよ。

「炎の魔剣よ、尽ことごとく燃やせ！」

　ボクが箱を開けるまでに十体以上のゴブリンを切り払っていたご主人さまが、魔剣の起動ワードを叫びました。

　途端に手にしていたレヴァンティンから炎が噴き出し、ボス含めた取り巻きたちに鞭むちのように襲いかかります。

「おぉー、さすがはシュウヤさま」

「……出せる炎はボクのがおっきいのです」

　少し前に外で使わせてもらった時は３倍くらいの炎出しましたよボクは。

「調子乗って振り回してたら服に火がついてシュウヤさまに泣きついたんですよね」

　ボクの記録ログは剣から炎が巻き上がった時点で終了してますので。覚えてませんね。

　そんな会話をしている間に取り巻き含めて全滅させたご主人さまがふうと息を吐きました。

　宝箱を開けるとモンスターの出現も止まるので、これで一段落です。というか箱自体が罠ですねこれ。

「それにしてもサクサクですねー」

「もう６階層です、ここって全部で何階なのです？」

「24階層だな、今日は10階層で終わりにしよう」

「はーい」

　普通は１階層すすめるだけで数時間で、日帰りなら２～３階層あたりって聞いてたんですよ。なのに体感２時間も経たっていないのに６階層。

　涼しい顔しやがって、ほんとにチート野郎なのですこいつは。
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　現在10階層なう、なのです。いえですね、ご主人さまが強すぎて道中の雑ざ魚こが相手にならないのですよ。マジで鎧がい袖しゆう一いつ触しよくです。

　今は全身鎧を着けた巨大なケンタウロスっぽい魔物と戦っていますが、見事なチート野郎っぷりです。

　魔法剣士っぽい見た目のくせに近接戦も強いとか酷ひどすぎるのです。

　とはいえ余波に巻き込まれると危ないので隅っこでルルと大人しくしております。ルルも流石さすがにあれと戦えるほどの力はないので、柱の陰から一緒に応援です。

「ほらー、とっとと倒すのですよー！」

「さっきまであれに追いかけ回されて泣きべそかいてシュウヤさまのこと呼んでたとは思えない態度ですね、流石ですせんぱい」

　ボクの記録ログにはないのです。そんなことよりケンタウロスは石畳を踏み砕きながら、ハルバードを構え凄すさまじい速度で突進していきます。

　対するご主人さまは風に舞う布切れのような動きで回避しながら、火の魔剣で切りつけました。赤熱して光を放つ刀身は容易たやすくその鎧を切り裂き、切断面から溶けた金属が流れて地面を焼きます。

　斬ったというより焼き切ったって感じですね、ああいう使い方も出来るのですねアレ。さきほどの一撃で鎧ごと片腕を失った人馬はバランスを崩しながらも大きく旋回します。

　残った腕で斧ふ槍そうを大きく振り回しますが、動きがぎこちないです。……でも痛みに反応がほぼありません。

　ダンジョンに出てくるモンスターはよく出来た人形で、厳密には生物じゃないのでしたっけ。

　命を奪うことへの葛かつ藤とうはなくて済みますが、生半可なダメージでは行動不能にさせられないのは敵としてみるとかなり厄介な性質です。

　自分のダメージを意に介さず攻撃を続ける人馬に、ご主人さまは少し顔をしかめながらレヴァンティンを下から上へと縦に振りぬきます。

　紅あかい閃光は室内を照らし、哀れな全身鎧の人馬はその一瞬で真っ二つになって地面に転がりました。

　数秒の間を置いてグズグズと溶けるようにダンジョンの床に吸収されていく肉片や鎧片を見ながら、ご主人さまがハルバードを拾い上げます。

　デザインもよさそうですし見た目は綺き麗れいなので売り物になるといいのですが。

「ドロップの方は全然だな」

「そうなのですか」

　落し物を確認していたご主人さまがため息をつきました。

「まぁいつもどおりだけどな、今日は宝箱から出てるしもしかしたらと思ったんだが」

　普段はむしろドロップする方が多くて、宝箱の方はさっぱりなのだそうです。……ちょっと恣し意い的てきなものを感じます。

「中間地点で地上うえに戻るか」

「はい」

「わかりました」

　中ボス部屋の奥にある階段を降りて次の階層へゴーなのです。中ボスは倒されると部屋の入り口が閉鎖されて、10分ほどで復活すると同時に部屋がまた開放されるのだとか。

　妙にゲーム仕様ですね……。もしかしたら大昔の時代、危険な遊技場程度の場所だったのかもしれません。

　後はサクサク道中の敵を倒して進み、辿たどり着ついた12階層の安全エリアにあるエレベーターから地上へ脱出です。ちょうどここが入り口脇わきに直接繫つながっているのだとか。便利です。

　そんなこんなで、ボクの初めてのダンジョン探索は無事に終わりました。

　正直あばれたりないぞー！　なーんて家に着くまでは思っていたのですけどね。

　帰るなり疲労が襲ってきて、着替える間もなくソファに倒れこんでしまいました。旅の時は自分の足で歩く場面なんてほとんどなかったので、ちょっと油断していました。

「うー……」

「もうちょっと体力つけないとな」

　隣に座り、人の頭を勝手に撫なでるご主人さまを睨にらみながら寝返りを打ちます。といいますかね、体力が落ちた原因として、家から出してくれないのはご主人さまなのですよ？

　軽くでいいのでルルと一緒に散歩にいきたいと思っても許可が下りないのです。

「運動不足はボクのせいじゃありません、ご主人さまが家から出してくれないのが悪いのです」

　だから外出許可を出すべきだと思います。奴ど隷れいは主人の許可無く居住している家屋から出ることが出来ません。破ろうとすれば首輪が締まってしまうのですよ。

「そうはいってもなぁ、ソラを外に出すのは不安なんだよ、ここらは亜人への当たりがマシと言っても限度はあるし」

　この国では亜人は動物モノ扱いされています。ボクたちが住んでいる周辺は流れ者が多いせいか比較的マシなんですけど。流石に栄えている場所へは怖くて近づけないです。

「むぅぅ……家から出すのが嫌なのは百歩譲りましょう。代わりに運動不足を解消する手段を考案してください！　家の中でこもっていると暇でしょうがないのです」

　家事の方もね、前は洗濯板でゴシゴシ頑張ってたのです。それを見兼ねたご主人さまが知らぬ間に魔改造した洗濯機やら魔導ポンプやらで結構楽になってしまっているのです。

　おかげで空いた時間が暇でしょうがありません。

　現在開発中のお風ふ呂ろが完成したら一日中はいっていそうな勢いで暇を持て余してるのです。

「運動不足か……わかった、しょうがない」

　……ん？　あれ？　ボクの言葉を聞いて考え込んでいたご主人さまが膝ひざの下と背中に手を回して抱き上げてきました。いきなりのお姫様抱っこです。何のつもりなんでしょうか。

「あの、ご主人さま、あの、何でボクを抱き上げるのですか？」

「暇だから運動したいんだよな？」

　何ですかその獲物を捕まえた猛獣みたいな眼めは。そんな顔をする子に育てた覚えはないのですよ。

「あの、あの、そっちは寝室なのですよ、運動する場所じゃないのです」

　そこは寝るところなのです、寝る以外の用途があっちゃいけないところなのです。

「いや、そういえばすっかり忘れてたなーと思って」

「な、なに、何を……ですか？」

　なんか背筋がぞくぞくするのですけど、疲れから来る風邪かもしれません。早く寝ましょうそうしましょう、そう考えると寝室でいいですね、ご主人さま気が利くー。

「お仕置き」

　くそ、空気読んでずっと忘れていればいいのに！　かくなる上は救援要請です、そんなチートを持っておいてよもや卑ひ怯きようとは言わせません！

「るるー！　るるぅー!?　ピンチです助けて！　お願い!!　いやぁぁぁぁ!!」

　ボクの叫びに反応したのか、台所に居たルルからすぐにお返事が届きました。

「はいはーい、お夕飯の準備が終わったら行きますからそれまでお願いしますね、せんぱーい」

「そうじゃねぇのですぅぅぅぅ」

「あはははは」

　あははじゃねぇのですバカご主人!!
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その９　怖いおはなし






　ペテシェダンジョン後半戦。登録証を使い12階の中間地点に戻ってきたボクたちは今日中の完全クリアを目指して攻略を進めることになったのでした。

「ここから先は魔法使ってくるタイプが多い、後衛は気をつけろよ」

「わかりました」

　とは言うものの、例によって例のごとくご主人さま無双なんですよね。半透明な空飛ぶ布みたいな魔物とかが魔法を撃ってこようとしても、ご主人さまが即撃墜しちゃいます。

　15階層に出てくるジャイアントスペクター、ローブを着て鎌を持った死神みたいな魔物もご主人さまがサックリ倒しちゃいましたし。強そうだったのに。

　安全なのはいいんですけど……うん、ちょっと複雑です。

　どこかの小部屋にランダム設置されてる宝箱も今回は発見できず、活躍の場もなく攻略は進みます。

「……ん？」

　18階層の階段を降りてしばらく進んだあたり。ルルが耳をぴくんと反応させて通路の向こう側を見ます。何かと思ってボクも耳を澄ませると誰かの話し声らしきものが聞こえました。

　別のパーティとの遭遇は割とあることだそうです。ただ相手が野盗や強盗まがいである可能性もあるので警戒は必ひつ須すです。

「シュウヤ様、話し声が聞こえます。数は多分、男が１人に女が２人」

　真剣な表情でルルが報告します。索敵能力はルルが一番高いのです、ボクも耳は悪くないのですがそんな細かい部分までわからないです。

「わかった、ソラはルルから離れないように」

「いえっさー」

　頷うなずいてそそくさとルルの背後へ回り、ふたりで先導するご主人さまを追いかけます。

　少し進むとどこかで見た記憶がある栗色の髪の少年の後ろ姿が目に入りました。少年はボクたちに気づいてこちらを振り向くと、表情に警戒を滲にじませました。

　少年の近くには杖つえを持ち露出度の高いローブを着た派手な赤髪の女性と、黄金色の髪の大人しそうな、それでも男受けのよさそうな見た目の少女がいます。彼のパーティメンバーですかね？

「こんにちは」

「……こんにちは」

　警戒心を与えないように声をかけたご主人さまに反応した少年は、少しばかり警戒を薄めました。

「先に進んでもいいか？」

　前に聞いた話です。狭い場所で他のパーティと遭遇した時に無言ですり抜けるのは色々と良くないのです。

　冒険者って基本的に血の気が多いですから、休憩中でも無言で先に行かれるとナメられたと感じて絡んでくるとか。猛獣かなんかでしょうか。

「あぁ、こっちは相談中だから構わないよ」

「どうも」

　自分のパーティと目配せした少年が頷きます。荒れることなくその場を通り抜けることができました。彼らの声が聞こえないところまで進んだところで、ルルがぽつりとつぶやきます。

「……いませんでしたね、あの子」

「あぁ……」

　……？　あぁ、思い出しました。以前あのガマガエル奴ど隷れい商のところで見かけたやつですね。幼おさな馴な染じみを質草にお金を借りていた。誰かを助けるとか言っていた気がしますが、あのふたりのどちらかなのでしょうか。

　あれからもう１ヶ月くらい、なのに質草にされた彼女がここに居ないってことは、そういう事なのでしょう。

　なんだかちょっと気が重くなってきました。ご主人さまたちも一緒のようで、一気に口数が減ってしまいました。

　奴隷の身の上からすれば他ひ人と事ごととは思えません。せっかく楽しい気分だったダンジョン探索が憂ゆう鬱うつですよ。

　気分が乗らなくなったというご主人さまの提案で18階層のボスを倒し、６の倍数階に存在する脱出用エレベーターを使って戻ることになりました。ここは12階層の直通のやつの近くに行けるそうです。

　それからギルドへ戻り、ダンジョンで手に入れた道具を持ったご主人さまが換金している間、ボクたちは休憩用スペースで待機です。

「はぁ」

「はぁー」

　椅子に座ると疲れやらなにやらで思わず息が漏れます。ボクよりずっと体力があるルルも同様で耳を倒して憂鬱そうな顔でため息をついています。

　オープンカフェというかフードコートというべきか、開けたスペースにテーブルと椅子がずらっと並んでいる休憩所。そこには談笑している冒険者達の姿がちらほらと見受けられました。

　嬉うれしそうに杯を打ち鳴らしているパーティも居れば、泣き崩れる仲間を慰めているお通夜のような雰囲気のパーティ、武器を持った〝首輪付き〟の亜人たちを侍はべらせる野卑な男まで多種多様です。

　ここはドラマが起きる場所なのです。無駄な争いはすべきではないので極力目を合わせないようにしながら、ご主人さまの奢おごりで注文したジュースを片手に軽食をつまみます。

　芋系の野菜を細くスティック状にして揚げたチップスと、こんがり焼いたハムとベーコンの盛り合わせ。このチップスはご主人さまが考案して広めたものなのだそうです。

　ほんと定番の異世界満喫してますよねあの人、少しくらいはチートを分けてほしいのです。

「あれ、あなた達……」

　無意識の恐怖を煽あおる声に反射的に身体からだを強こわ張ばらせながら背後を見ると、そこには紅あかい髪の魔法使い、クラリスさんが居ました。心の準備ができてない状態で会いたくなかったです。

「く、クラリスしゃん？」

　おっと、声が上ずってしまいました。

「あらこんにちは、負け犬さん」

　ルルさんルルさん、なぜ語尾に音符マークがつきそうな声色で挑発するのですか？　死にたいのですか？　猫の丸焼きになるのは良いですけどボクは丸焼きにはなりたくありませんよ。

　丁度貴女とクラリスさんの間にボクが居るんですから。……あれ、ひょっとして狙ねらってます？　事故に見せかけてってやつです？

「ふふ、相変わらず礼儀のなってないメス猫とサキュバスね、シュウヤ君にしっかり躾しつけするように言っておかないと」

　一触即発かとびびっていると意外と余裕な態度です。何か良い事でもあったのか機嫌良さそうです。一安心ですね。

　あとボクを含めないでください、何もしてないのに評価が堕おちて行くのは理不尽なのです。それにサキュバスじゃねぇです。

「む、効かない？」

　ルル、効いてたら今いま頃ごろボクたち丸焼きですからね。

「もう新しい恋を見付けたの、過去の男に興味はないのよ」

　勝ち誇ったように言った彼女はボクの隣に座ってお皿に載っていたカリカリのベーコンをひとつ、口へと運びました。

　彼女はもう自分の新しい道を歩き始めてるんですね。良かったです。

　当たり前のように相席して人様の奴隷の食べ物つまみ食いする根性を持つ貴女なら、きっとどこでも逞たくましく生きて行けます。だから幸せになってくださいね、できるだけ遠いところで。

「新しい恋ですか？」

　ルルも恋バナの気配に食いつかないでとっとと追い出しましょうよ。この人なんか怖いんです、話しててひやっとするんですよ。どこにスイッチがあるかわからない恐怖と言いますか。

「興味ある？」

「そりゃあもちろん！」

　どこの世界、どんな立場でも女の子は変わらないのでしょうか……。ボクにこの恋バナを阻止する根性はありません。

「実はね、あれから少しの間無茶な依頼ばかりやっていたら、ある依頼で同行した人たちの中に本気で叱しかってくれた人が居たのよ、『女の子なんだからもっと自分を大事にしろ』ってね……優しい言葉かけてくれる人なんてシュウヤ君以外に居なかったから、感動しちゃったわ。あぁ、この人は私を見てくれてる、私なんかを心配してくれるんだって」

　目を輝かせて喋しやべり始めたクラリスさんは恋する乙女のようでした。思ったよりも真っ当な感じです、一度失恋を経験したことでちょっとは落ち着いたのでしょうかね。

　ちなみに彼女、魔術も強いし肉弾戦もそこらの冒険者より強いらしいです。そのせいで女の子扱いされたことなんてめったにないのだとか。『あなたくらいなら片手で吊つり上あげられるわね』と言われた時はちょっと尊厳がやばかったです。

「それで運命を感じて、その人の事を調べたの。ギルドに聞きに行ったり、彼の仲間から居場所を聞き出したり」

「おぉ、積極的！」

　失恋の影響かツンデレさんが素直で積極的です、でもそのくらいアクティブな方が幸せかもしれません。

「そうしてるうちに買い物してる彼を見つけて、後を尾つけて宿を見付けたの。長期滞在してるみたいだから私も隣の部屋を借りて、彼の好みを調べ続けたわ」

　うん…………うん？

「彼ね、結構男らしい顔をしてるのに甘いモノが好きなのよ、ちょっと恥ずかしそうにしながら市場でハチミツ入りのクッキーを買ってたの、可愛かわいいわよね……でも甘芋のクッキーは苦手みたいで、枕元にこっそり手作りのクッキーを置いておいたのに、食べてくれなかったわ」

　おう、そうですか。おかしいですね、寒い季節じゃないのに背筋がヒヤッとしてるです。お隣の猫さんも笑顔のまま微動だにしてません。あ、尻尾しつぽがちょっと逆だってる。

「それからも彼を喜ばせてあげたくてね、色んな甘いお菓子を買っては毎日枕元に届けてあげたわ、お手紙もつけてね、『いつも貴方あなたを見ています』ってね。そしたらね彼ったら喜んでくれて、外でも私を探してあちこち見るようになったの。チャンスだったのに恥ずかしいから隠れちゃったんだけどね……。私ったらダメね、どうしても臆おく病びようになっちゃって」

「え、えぇ……ハイ」

　泣きそうになっているルルと視線でやりとりします。人間必死になれば言葉なんてなくても通じ合えるのです。

「（やばいですせんぱい、しくじりました。これは予想を遥はるかに超えるやばさです）」

「（だから嫌だったのですよばか猫！　どうするんですかこれ！）」

　恐れおののくボクたちに気づいているのかいないのか、エンジンがいい具合に温まったクラリスさんは饒じよう舌ぜつに自分の愛する努力を語り続けます。

「ずーっと見守ってあげてたんだけどね、彼が最近になって急に様子が変になって、ギルドで会った時に話をしたのよ。どうしたのかと思ったら変な女に付きまとわれてるっていうの、相手の気持ちを無視して、姿を現さずに追い詰めるなんて最低よね。だから私が守ってあげるって、それがきっかけで────」

　結局、この怪談話はご主人さまが戻ってくるまで続きました。喜ぶボクを見て少し嬉しそうな顔をしていたけれど、この際どうでもいいから早くお家に帰りたかったので無視しました。

　ボクとルルの憂鬱な気分を一瞬で吹き飛ばすとは、クラリスさんは恐ろしい人なのです。
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その10　理不尽






　ダンジョンから戻って暫しばらく経たち、ボクはご主人さまに連れられてギルドに来ていました。目的は、あの少年の幼おさな馴な染じみの現状について、情報通で有名な冒険者のおじさんに話を聞くため。

　あの牛耳の子が気になってしょうがないのです。元同行者に偶然遭遇してしまったせいでしょうか。１ヶ月経って彼の側そばにいない時点でもう予想はできていますけど、それでも……。

「また、夜中に手紙があったんだ、どこからはいってきてるのか……」

「大丈夫、私が守ってあげるから、ね？」

　憔しよう悴すいした様子の男性を慰めている、紅い髪の少女を視界に入れないように注意しつつ。ご主人さまの背中に隠れながら物知りおじさん、『ゼイベル』さんが座っている席まで向かいます。

　ゼイベルさんは頰ほおに傷を持った彫りの深い壮年の男性。只ただ者ものじゃない雰囲気を醸し出しながらも、怖いというより頼りになるといった印象を抱ける人物でした。

「ゼイベル」

「おぉ、シュウ坊か、どうした？」

　おや、何だか親しげなのです。新人の頃ころに世話になったとかいう感じでしょうか。そういえば以前のご主人さまについてはあまり知らないのですよね……っと、今はおいておきましょう。

「……ケインって知ってるよな、問題児の。あいつの売られた幼馴染がどうしてるか、うちのペットが気にしてて」

　何でも一定以上に親しい間柄の人間同士での会話の際には、可愛がってる奴ど隷れいを指して愛玩動物ペツトと呼ぶ風習があるそうなのです。もう完全に人間扱いされていませんね、わかっていても地味にショックなのですが。

「あぁ……あの子も可か哀わい想そうになぁ、結局あのガキ、間に合わなかったらしい。哀れあの子は奴隷行きだ」

　ため息混じりに肩をすくめるゼイベルさんは、あっさりと情報を教えてくれます。やっぱり想像通りの結末でした、残念で仕方ありません。

「彼女、中々に貴重な種族だったようでな、週末に行われる競りに出されるらしい」

「そっか……ありがとう」

　ご主人さまがお礼を言いながらゼイベルさんに酒を一杯おごっている横で、ボクは自分でも驚くほど落ち込んでいました。

　ボクと彼女に関係なんてありません。売られる場面を見ていただけで、過去だって知りません。

　でも自分の意思とは関係なく売り飛ばされて、あんな悪夢のような場所で奴隷のように扱われるのが、どうしても他ひ人と事ごととは思えないのです。

　ちらほら漏れる話を聞く限りでは彼の無茶の後始末は彼女がしていたようです。幼馴染として村から出てきて、力はあるけど無茶苦茶なあいつに尽くして、最後には売られて終わり。

　あんまりじゃないですか。ボクはご主人さまに買われたからまだマシですけど、彼女が売られた先でどんな扱いを受けるのか。想像するだけで憂ゆう鬱うつになってきます。

「……会ってみるか？」

　ボクを見て少し考え込んだご主人さまがそんな事を言いました。

「会えるの……ですか？」

「下見って名目をつければ」

　会ってどうするのかと言われても、答えはでません。だけど、心の中でよくわからない感情がうねっていて落ち着きません。

「会って、話してみたいです」

　そんなボクのどうしようもないワガママに、ご主人さまは神妙な顔で頷うなずいてくれました。





◇






　一度家に戻ってから、ご主人さまとふたりで奴隷商の店へ向います。ルルは凄すごく嫌がったのでお留守番です。正直ボクも近づきたくないのですが、ご主人さまと一緒なら大丈夫……ですよね？

　店へ着くなり脂ぎった顔をカエルみたいに歪ゆがませながら出迎えた奴隷商に案内されて、競りの商品を入れておくための牢ろう屋やへ向かいます。競りは金貨30枚以上の値段が付くと判断された奴隷だけが対象となるそうです。

　ボクみたいな安価な奴隷は個人用のワゴンセールか、商人用のグラムいくらのまとめ売りで卸されますので、扱いも酷ひどいです。

　ここみたいな、いわゆる高級奴隷さん用のエリアに入るのは初めてですね。廊下や空気からしても清潔度を始めとする扱いが違いすぎて凹へこみます。あのガマガエルめ……。

　綺き麗れいな廊下の奥にある、檻おりの一角に彼女は居ました。翡ひ翠すい色の鮮やかな髪は艶つやを落とし、心なしか少し瘦やせこけているようですが、粗末な衣服に身を包んでなお肉体は男受けしそうなラインを維持しているあたり、栄養管理はちゃんとされているのでしょう。

　多少みすぼらしくてもぱっと見の清潔さが全然違うのです。人の気配に気づいたのか、ユリアという名前らしい彼女は顔を上げました。その表情は意外にも凛りんとしたものでした。

「何でしょうか」

　あくまで平然を装おうとする彼女の姿に胸がチクリと痛みます。反射的にご主人さまより前に出て、声をかけます。

「悔しく、ないのですか？」

　そんなわかりきったことを聞いてしまったのはなんででしょうか。

「え……？」

　何のことかわからないとばかりに、目を丸くする彼女に向かって言葉を続けます。

「１ヶ月前に貴女が売られるところを見てました。それで、どうしても気になって主にわがままを言って連れてきてもらったのです」

　背後のご主人さまを見ると、彼女はボクの視線を辿たどってから納得したように警戒を緩めました。それからボクを、首に嵌はめられた奴隷の首輪をじっと見つめて、静かに俯うつむきます。

「そう、ですか……」

　そこで一度言葉を止めた彼女は、悩むようなそぶりで一拍置いて顔を上げました。

「……彼が幸せなら、私はそれでいいから」

　感情を感じさせないような、貼り付けたような微笑みで彼女は答えます。まるで自分に言い聞かせているようで、けれど隠しきれない絶望が滲にじんでいました。

　何で彼女のことが気になったのか、少しだけわかりました。彼女は似ていたのです、昔……まだ小さな頃にボクが憧あこがれていた女の人に。髪型も顔も種族も何もかも違うけれど、その境遇が。

「ケイン……でしたっけ、少し前に彼とダンジョンで会いました、あいつ、女の人を侍らせていたのですよ」

　ボクの暴露で彼女の表情が変わりました、動揺しているのがわかります。こんな事を教えても辛いだけでしょうに。

「…………そう、ですか」

　誰だれに対するものなのか、怒りを押し隠すように彼女は唇を嚙かみ締しめます。ボクをじっと睨にらみ付ける彼女から視線を外して、声にならない溜ため息いきを漏らします。

　ボク、何やってるんでしょう。仮に彼女に助けを求められても、ボクも今はただの奴隷です。ご主人さまの庇ひ護ごなしでは家畜以下、人らしく生きることすら許されない存在なのです。

　何も出来ない癖に、必死に耐えている彼女を傷つけているだけです……自分で自分がわかりません。心の中でぐるぐるうごめくこの感情がなんなのかすら。

「ソラ」

「はい……」

　流石に見兼ねたのか、困った顔のご主人さまに止められました。当然です。ご主人さまも白くなるほどに拳こぶしを握り締める彼女の姿を見て気を使ったのでしょう。

　我ながら先程の発言はひどすぎました、別に彼女を傷つけたい訳じゃなかったのに。

「ごめんなさい……酷いことを言ってしまったのです」

「……貴女は、いいね」

「え？」

　謝って立ち上がろうとした時に、強い敵意を込めた視線がボクをうちぬきました。

「見てればわかる、貴女は凄く大切にされてる、ワガママを許されて、人間として扱ってもらえてる、本当に、良い飼い主に買われたのね」

　憤怒、憎悪、敵意。彼に向けることが出来ない感情をきっとボクにぶつけているのでしょう。少し胸が苦しくなりますが、受け止めてあげることくらいしか出来ません。

「私はもう奴隷なの、どんなに憎くても、苦しくても、自分を納得させないと生きていけないの……私だってまだ死にたくない、誰かを愛したい、結婚だってしたいし子供も欲しい。でももう全部ダメなの、もう無理なのよ……だから、彼が幸せなら、それでいいの」

　諦あきらめきった表情の彼女の言葉を、本心だと思えるほど馬鹿ではありません。でもボクはその絶望と諦めを否定する言葉も、力も、何もかもを持ちあわせていませんでした。少し前まで、ボクも同じだったのですから。

「……貴女が、良い主人に買われる事を心から願います」

　返事はありませんでした、滲む視界を晴らすため、目元をローブの袖そでで拭ぬぐいながら奴隷商の店を後にします。ご主人さまが優しく頭を撫なでて来ても、抵抗する余力はありませんでした。





◇






「……らしくないが、あの子に何かあるのか？」

　２階のベランダに椅子を置き、ぼんやり夜空を眺めていると後ろからご主人さまの声が聞こえました。振り向くとコップに入ったハチミツ入りの炭酸ジュースを手渡してきます。

「…………」

　泡を立てる液体が注がれているグラスを覗のぞきこんだまま、話すべきか少し悩みました。

「……似てたのですよ、初恋の人と」

「──ん？」

　ご主人さまが奇妙な顔で固まりました。何ですかその間抜け面は。

　もしかしてボクが元は日本で男子高校生やってたって信じてなかったのですか？　まぁ散々好き放題しておいて、今更気持ち悪がられても困るのですが。

　……せっかくなので今日はこのまま昔話に付き合ってもらいましょう。

「初恋と言っても、小学校高学年くらいの頃ころなのです、その頃に親しん戚せきの優しくて綺き麗れいなお姉さんに憧れちゃったりしたわけです」

　たぶん、それ自体は特に語る必要がないほどありふれた話です。

「その人は幼馴染の、ミュージシャンを目指しているっていう男の人が好きだったのです」

　ここから先は忘れていたかった思い出のひとつです。でも彼女のあの絶望に染まった顔で思い出してしまいました。

「そのミュージシャン志望の幼馴染さんは典型的なヒモだったみたいです、それでもお姉さんは一生懸命に面倒を見ていたんです、頑張れば夢は叶かなうからって」

「何というか、まぁ」

　自立心の強いご主人さまにとっては好ましい相手とは思えないのでしょう、ボクから見ても……まぁ良い男とは言えませんでしたからね。チビだからって理由で馬鹿にされたりしてましたし。

「お姉さんの支えもあってか、幼馴染さんのプロデビューが決まりました。そこからはトントン拍子で、そこそこ売れるようになったのです。思うところはありましたけどね……これでお姉さんも報われると思っていたのです」

「……ってことは、やっぱり？」

「はい、自分の金に余裕ができたら、ものの見事に同じ業界で女を作ってお姉さんを捨てましたね。お姉さんも最初の頃はあの牛耳さんと同じ事を言ってましたよ、それでも彼が幸せなら……ってね」

　話を止めると、しんみりした空気が流れてしまいました。

「それで、その人はどうしたんだ？」

　それは、あまり思い出したくないことでした。

「……『少し、疲れちゃったな』が、親戚の……彼女と仲が良かった人が聞いた最後の言葉だったそうです」

「…………」

　そいつは一度振ったにも拘かかわらず、召使いのように彼女を呼びつけたりしていました。

　挙句の果てにわざと付き合ってた頃の話を持ち出して、いま付き合っている女優を守るためゴシップ誌に対する隠かくれ蓑みのに使っていたそうです。

　お姉さんも記者連中に追い回されたり、そいつのファンから酷いバッシングや嫌がらせを受けていたようでした。

　全部、もう少し大きくなってから、そいつが何人ものファンに手を出していたってスキャンダルで失脚した後で知ったことです。

　ご主人さまは、何も言いませんでした。ボクもこれ以上話を続けることが出来ませんでした。

「情けないのです……同じ日本人なのに、ご主人さまの半分の力もない自分が……、情けなくて悔しくてしょうがないのです」

　もし半分だけでも力があれば、もう少し自分のワガママを通せたんでしょうか。助けられなくても、あいつをぶん殴ってやるくらいは出来たのでしょうか。

「……俺の力は所しよ詮せん拾い物、自分の物じゃない」

　苦々しい表情のご主人さまに、少しばかり頭に来ました。

「それでも、力は力なのです」

　何もないボクからすれば、たとえズルい手段で得た力でも羨うらやましいのです。それだけの力があれば何かが出来る事がわかっているぶん、なおさらなのです。

「……悔しいのです、悲しいのです、どうして彼女みたいな人ばかり、つらい目に遭うんでしょうね」

「……どうしてだろうな」

　どこへいっても、世の中ってやつは弱者に対して理不尽なのです……。








その11　オークション






　奴ど隷れいオークションに行きたいと言い出したのは完全にボクのワガママです。せめて彼女が良い主あるじに拾われるように願い、行く先だけでも見届けたいと思ったのですよ。

　ご主人さまには凄く渋い顔をされましたし、多少揉もめはしました。でも反対しているご主人さまを強引に押し切って連れて来てもらうことには成功したのです。

　当日の朝早くからご主人さまとふたりでガマガエル屋敷に併設されている会場へ足を運ぶことになりました。

　思ったよりも入り口付近の人出はまばらです。

「あぁ、そちらは奴隷ですね、ちょっとまってください……はい」

　ご主人さまが受付を済ませているのを横で待っていると、何やら小さな板のようなものを渡されていました。

「左胸の上に見えるように貼ってくださいね、それでは、当オークションを楽しまれますよう」

　これは登録証のようなものでしょうか。焼印のある小さな木の板ですが、何かの素材でくっつけられるようになっているようです。服の上に貼っつけるタイプとは意外と文化レベルも侮れないかもしれません。魔法の存在があるから微妙に歪いびつに感じるのですよねこっちの世界。

　受付から入ってすぐのところでご主人さまに呼び止められて、廊下の隅まで移動します。シールを貼り付けるのでしょうけど、何な故ぜ部屋の隅に？

　疑問に思っているとご主人さまが徐おもむろに口を開きました。

「取り敢あえず、服脱いで裸になれ」

「はい……はい？」

　今、なんて言いましたかねこの変態野郎。ボクはノーマルなのです、そんなアクロバティックな遊びに興奮する趣味はありません。流石にそれは可能な限り抵抗しますよ、ボクはノーと言える日本人なのです。

「……会場内だと奴隷と客の区別をつけるために、あとは出品される奴隷側に無闇に客側の情報、扱いについてとかを与えないため。持ち込み奴隷は裸にして登録証を見える場所に貼っつけるのがルールなんだよ」

　はいぃ？

「ま、またボクをそうやって……」

「本当なんだよなぁ……俺もソラの裸をそこらの奴やつに見せたくはないんだけど」

　だから嫌だったんだよとため息を吐つくご主人さまですが、こっちだって言いたいことがあります。

「説明してください！」

「してる途中で子供みたいに床に転がって連れてけって暴れたのはソラだろ……」

　……そんな昔のことは忘れました。というかマジ話なんですかこれ。

　どうしましょう、急に心が折れそうになりました。嫌そうだったのはそれが理由ですか。相手に話をさせたらダメだ押し切れと力尽くで攻めたのが完全に裏目に出ましたね。なんということでしょう。

「主人のマントの中に隠れるくらいは大丈夫らしいから、嫌ならひっついてるしかないな」

「うぅ……ぐすっ、わかりました」

　しょうがないのです。マントで隠してもらいながらローブとワンピース、アンダートップを脱ぎ捨ててパンツ一枚になり、脱いだ服をご主人さまに預けます。

　全部預けたあと、受け取った木の板を殆ほとんど起伏のない左胸の上部にぺたりと貼り付けました。これは会場内でのみ有効な魔法がかけられていて、会場内にいる間はどう頑張っても剝はがせないそうです。

　でも会場から外に出ると簡単かつ綺き麗れいに剝がせるんだとか。

　取り敢えずこれで準備は万端なのです、意図せずに羞しゆう恥ちプレイですがそこら辺ボクは元男、上半身裸を見られるくらいなら平気、へっちゃらなのですよ！

「さぁ、行きましょう」

「あぁ、パンツもな」

「!?」
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　何とか会場内に潜入出来たのですが、既に恥ずかしくて死にそうです。さっきからすれ違う一部の変態たちがじろじろと見てくるのです。

　こんな貧相な身体見ても楽しいことなんてないでしょうに!!

　気を紛らわせるように会場内に視線を送ります。ボクだけじゃなく他の首輪付きもそれなりの数がいました。

　ボクと同じように主人に抱きついてマントで身体を隠してもらっている女性奴隷や、顔を真赤にしながら主にリードを引かれて歩いている、ボクより年下に見える男の子。ちょっと痛々しい格好の年若い少女。

　奴隷の扱いは千差万別です、ご主人さまはその中でも最高にマシなレベルだというのがよくわかりました。

　ボクはキレイに治してもらったおかげで暴行の跡も見受けられず、余計に目立つのでしょう。何人かの男性や女性が舐なめ回すようにボクの身体を見て来ます。

　ここにいるどの首輪付きも少なからず鞭むちの傷跡が残ってますし、気になるのでしょう。

　まさか治してもらったことがこんなところで響いてくるとは思いませんでした。

　肝心の会場はコンサートのホールみたいな形状でした、舞台を中心にして扇状に席が広がっています。

　流石にホールのように規則正しく席が並べられているわけではなく、舞台を見れるようまばらにテーブル付きのソファーが置いてある感じです。

　ご主人さまが中程の席に座ったので、ボクも膝ひざの上に乗るようにして座ります。背後から抱きしめられますが仕方ありません、有象無象の変態どもにじろじろ見られるよりはマシです。

　ウェイターっぽい格好の仮面を着けた男性がドリンクと簡単なおつまみを持ってきてボクたちの眼前に置きます。おつまみはチーズにベーコンを巻いた物とキャベツの漬物でしょうか。量的には１人分ですね。

　隣を見ると必死に甘えて肉を分けてもらっている、瘦やせこけた女性奴隷の姿が見えます。どうやら食べたかったらご主人さまに媚こびを売れって事みたいです。どいつもこいつもいい趣味してやがります、反へ吐どが出ますね。

「ほら」

　ベーコン巻きをひとつ手にとったご主人さまが、ボクの口の前まで持ってきます。

「いいのですか？」

「勿もち論ろん」

　では遠慮なく、開けた口にご主人さまが放り込んでくれたおつまみを嚙かみ締しめます。程よい塩気とチーズの旨うま味み……コンビニのおつまみコーナーで売ってそうな味です。なんだか無性に懐かしい気持ちになりました。

　近くの席にいた奴隷たちがボクを見て、すぐに羨ましそうというか憎らしそうというか、複雑な顔をします。……ある意味普段どおりなのですが、ここだとやばいくらい目立つみたいです。

「そろそろか」

「…………」

　気まずい気持ちで縮こまっていると、舞台に照明が灯ともって裾すその長い豪華な衣装に身を包んだ男の人が出てきます。

　蝶ちようを模した仮面を着けているのがなんとも不気味というか間抜けというか、忌き憚たん無く言うと気持ち悪いです。その男の宣言により、オークションがスタートしました。
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　予想はしてました。しかし見ていて気分のよいものじゃありません。絶望しきった顔の少年少女が酷ひどく扇情的な格好で舞台の上に立ち、震える声で自己アピールをしていきます。

　少しでも良い飼い主に買ってもらえるように、でも悪い飼い主に目をつけられないように。

　自分の時のことを思い出して胃が痛くなってきます。あの恐怖感と絶望感は筆舌に尽くし難いものがあるのです。もしもボクにお金があれば、全員買っていたかもしれません。

　今のボクと見た目が同じくらいの黒い兎うさ耳みみの少女が、下卑た笑顔を浮かべる男に買われていきました。舐め回すようにボクの身体を見ていた奴の一人です。

　震える少女のこれからのことを考えると胸が痛みます。情を向ければ自分が苦しくなるだけ、見ていられなくて視線を逸そらしている間にオークションは進みます。

　そして今日の目玉の商品が出される番がきました。

「それでは、本日最後にして最高の商品となります。ご紹介するのはアルファダの高原地帯にのみ生息するという幻の種族。エルフ、マーメイドと並び称されるホルスタウロスの少女です」

　その言葉に一気に会場がざわつきはじめます。

「ご存ぞん知じ、アルファダの高原地帯と言えば、険しい自然に囲まれた亜人狩りの手が伸びにくい自然の要よう塞さい。そこに隠れ住むというホルスタウロスと言えば……亜人好きの方々で知らない方はいないでしょう！」

　聞いているだけでムカムカしてくる説明に、自分の表情が歪ゆがむのがわかります。とても貴重な種族のようで、あのガマガエルも笑みが止まらなかったことでしょう。元凶である少年もガマガエルも殴り飛ばしてやりたい気分です。

　舞台に立った裸に近い格好の彼女は、多数の視線を受けて震えながらも決して俯うつむかないようにしていました。

　必死に耐え忍ぶ姿は見ていて辛いものがあります。彼女の身体には傷はありません、高級奴ど隷れいとして傷を付けるわけにはいかなかったのでしょう。

　……そうです、高価ですからよほど酷い主に拾われない限り、無下に扱われる事はないでしょう。

「……辛くないか？」

「辛いのは、彼女たちですから」

　ボクがここにいるのはただのワガママです。逃げ場がない彼女たちとは違います。辛いなんて言う資格はないのです。

「開始額は金貨１００枚から、最低入札額は金貨１枚、皆様奮ってご参加ください！」

「１０５！」

「１１０！」

　開始の合図を受けるやいなや参加者が次々と手を挙げはじめます。値段はあっという間に金貨２００枚を超えました、ペテシェの郊外に小さな家が買える値段です。

　血走った眼めで金額を積み重ねていく彼等を見て、背筋に冷たいものがはしります。

　得体のしれない罪悪感に痛む胸を押さえていると、背後からため息が聞こえると同時に目の前に袋がぶら下げられました。

　何事かと思って背後を振り返ると、ご主人さまの困ったように笑う顔が目に入ります。

「……あの？」

「白宝金貨、１枚で金貨１００枚分の価値がある。これが13枚……こっちに来てから少しずつ貯ためてた俺の全財産だ」

　わかっていましたが、やはりご主人さまは凄すごいお金持ちでした。どうやって稼いだのかは気になりますが、なるほど色んな女性に狙ねらわれるはずです。

　でもボクにそれを見せてどうしようというのでしょうか。まさかあの子を助けてくれるのかと、ほんの少しだけ期待を込めて見つめます。

「……悪いけど、俺はこれ以上奴隷が欲しいとは思わない。ルルだって本当はソラの面倒を見させるつもりで買ったんだ、思ったより腹黒だったけどな」

　あんまり嬉うれしくない告白なのです。でも、だったらなぜこんな事をするのでしょう。

「奴隷の解放制度は知ってるよな？」

「はい……」

　奴隷は条件次第でその身分から外れて市民に戻ることができます。

　具体的には主人の元で３年間問題を起こさず従属した実績がある場合、主人の了解を得た上で自身の買値の３倍を支払って身柄を買い戻す事ができるのです。

　といっても殆ど利用されていないというお話です。奴隷の身分でお金を稼いで主人に許可を得る事の難易度を考えれば、自おのずとわかります。

　可愛かわいがっていた奴隷を妻にするため、今まで仕えた報酬という形式で３倍相当の金貨を渡して解放して結婚。というのが現実で使われる一番多いケースだとか。

「言ってなかったけどさ、期間が過ぎたらソラを奴隷から解放するつもりだったんだよ、１人で旅に出るもよし、俺と組んで冒険するのもよし、ソラ次第だけどな」

　ご主人さまの言葉はちょっと意外でした、絶対に手放さないものだと思い込んでいたのですが。

「もちろん、俺はずっと側そばに居て欲しいと思ってる、だから……ちょっと卑ひ怯きような手を使わせてもらおうと思ってる」

「卑怯な手？」

　何でしょうか？

「ソラが望むならあの子を買ってもいい、だけどその分の金は借金だ。ソラが自力で返し終わるまで絶対に手放さない」

　今の値段は金貨３００枚、この時点で既に奴隷の身分じゃ一生かけても返しきれるような金額じゃありません。

「…………」

　ご主人さま……それは餌をちらつかせてボクが自主的にご主人さまに繫つながれるように仕向ける、とんでもない邪悪な思考なのですよ。

　流石にそれに気づかないほどアホでもお花畑でもありません。

　条件を飲めばボクは多分、借金が負い目となり彼に逆らうことは本格的にできなくなってしまいます。

「……どうする？　あまり時間はないぞ」

　競売はヒートアップしていく一方です、決断が遅れれば彼女を助けることは出来ません。彼女のために自分の身を犠牲にすることがボクに出来るのか……って、あれ？

　いえ、待ってください。冷静に考えたら、借金を受け入れたからといってご主人さまとの関係性がどう変わるのでしょうか。うん、たぶん何も変わらない気がします。

　解放するつもりと言ってますが本当に手放す気があるかどうか、元々からして怪しいものですしね。

　だったら何でそんな条件付けまでして金貨をぶら下げてきたのか……もしかして、いわゆるツンデレってやつなんでしょうか？

　はぁ……ご主人さまともあろう者がとてもうざいのです。

「どうせ手放す気なんてないくせに、いじわるですね」

「解放する気があるのは本当だぞ？」

　心外そうな表情がますます怪しいのですよ。

「一応言っておきますけど、たぶんボクがご主人さまのことを……、その、〝女の子として〟好きになることは、きっとないのですよ？」

　色々諦あきらめてはいます、でもボクのアイデンティティは男なのです。だからどうしてもご主人さまを異性として、そういう対象に見ることは出来ません。

　慣れっていうのは恐ろしい物で。まぁその、〝抵抗〟は日に日に薄くなってきてますけど、それとこれとは別です。

「わかってるよ、俺が好きでソラと一緒に居たいんだ。……それに、絶対好きにならないって保証はないだろ？　ずっと手元に置いていたら心変わりするかもしれない」

「……なんですかそれ、オトコ同士で〝やんでれ〟とか最悪なのです」

「前は知らないが、今のソラは紛れもない女の子だろ？　ノーマルだ」

　少なくとも見てくれというか身体からだは完全に女である以上、否定しきれないのが悔しいです。

　健康診断を受けた時、ご主人さまの知り合いだという医術師に「もう少し大きくなれば子供だって産めるようになるよ」と言われたボクの気持ちを理解してくれる人はどれだけいるでしょうか。

「正直に言えば、ちょっとでも俺を見てくれるように、縛り付けておく鎖を増やしたかったんだ、卑怯な手を使っても」

「最初に会った時はまるで勇者様のようだったのに、今ではただの鬼畜外道なのです。日本人の、話の合う友達ができるーと喜んでたボクの純情を返してほしいです」

「本当に運がなかったな、好きになったのは仕方ないから諦めてくれると嬉しい」

　舞台の上では気丈に振舞っていた彼女も、どんどん上がっていく値段が聞いたこともない額になって心が限界を超えたのでしょう。表情を殺しながら、ぽろぽろと涙を零こぼしはじめました。

　その姿がショックで悲しむことも出来ず、呆ぼう然ぜんと声もなく泣いていたお姉さんの姿と被かぶります。

　……もう、しょうがないですね。ボクの手は実際のサイズよりもずっとずっと小さくて、きっと彼女ひとりまともに救うことも出来ないのです。

　それでも、不本意ながら運がよい事にもっとずっと、ボクなんかとは比べ物にならないくらい大きな手の持ち主がボクのことを欲しいと言ってくれてます。

　奴隷になった時の苦しみと絶望は今でも忘れてません。……見捨てたことで苦しみ続けるくらいなら、見捨てなかったことで苦しみたいです。後は野となれ山となれってやつです。

「ご主人さま、この先何年分かわからないけど、ご主人さまが死ぬまでの間、ボクの人生と……プライドを売ります。いくらで買ってくれますか？」

「……５００」

　返事をすることなくご主人さまが札を上げると、会場がざわめきます。苦しげに追いかける他の参加者をぶっちぎって、どんどんと値段を吊つり上げていきました。

　いよいよやってしまったのですよ、でも不思議とスッキリした気分なのです。自分でも何かが出来るってわかったからでしょうか。

　彼女が喜ぶかもわからないのに、憎まれるかもしれないのに。ひとりしか救おうとしないボクはきっとろくでもない傲ごう慢まんやろーなのでしょう。

　ここには彼女より不幸な子も、辛い目に遭っている子もいます。それでも、ボクが伸ばせる手の先はひとつだけです。

「ろ、６０１……！」

「６５０」

　そんな風に考えていると、オークションはどんどんヒートアップしていました。

　ご主人さま、いくらなんでも突っ走りすぎではないでしょうか？　ほら、もうちょっと刻むとか。今度はこっちの心臓がきゅーっとなってきたのですよ？

「ろっ……６５１！」

「７００」

　あわあわしながらご主人さまを見上げると、ボクを見下ろしたご主人さまはニヤリと笑うと、白宝金貨の入った袋をボクの膝ひざの上に置きました。

　その上からボクごと抱きしめるようにぽふぽふと叩たたきます。

　そっと袋の口を開いてみると、中には見たこともない豪華な装飾の白い硬貨が十数枚。

　うん、全ツッパってことですね？

　呆然としているうちに、オークションの終わりを告げる木き槌づちの音が会場に鳴り響きます。悔しそうな声があたりに響きました。

「金貨８００枚、金貨８００枚で落札です！」

　彼女についた値段は、同時にボクの人生の値段でもあります。なんだかちょっとお腹なかが痛くなってきました。冷やしすぎましたかね……。

　ま、まぁ望まずともこの身はエルフ、何年生きるかわかりませんがご主人さまを看み取とるくらいは余裕で生きられるはずです。

　そのくらいの時間の分と考えれば……ま、安く済んだと思いたいのです。
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　オークションが終わり、バイヤーに案内されて赤い絨じゆう毯たんの敷かれた廊下を進みます。裸ん坊のままなのでご主人さまにひっついてないと寒いし怖いし落ち着かないのが難点ですね。

　他者の視線がない事だけが唯一の救いなのです。隣を歩くご主人さまの顔を見上げて、悔し紛れに毒を吐きます。

「〝まがい物〟のボク１匹に、随分高くつきましたね？」

「こういう形式でエルフを買うなら金貨１０００や２０００じゃ前金にもならない」

　ちょっとくらいは嫌味を言ってやろうと思ったら予想外の反撃が返って来たのです。マジですかそれ？

「処女じゃなくても白宝金貨50枚、処女だったら２００枚は堅いな。20年前に１００年ぶりに処女のエルフが出品された時の記録が確か白宝金貨２１２枚だったはずだ」

　なんかもう額が凄すさまじすぎて想像もつかない領域なのですが……。ほんとに勘違いされていて良かったのです、もしエルフとして売られてたらどんな扱いを受けていたかわかったものじゃないのです。

　……というか詳しいですねご主人さま、相当欲しかったんですねエルフ。

　ボクみたいなニセ女のニセエルフを引いてご愁傷さまなのですよ、うぷぷ。と馬鹿にしそうになるのを堪こらえます、お仕置きと称してプライドをおろし金にかけられるのはもう勘弁なのです。

「そんなエルフをたかだか金貨８００枚で買えたと考えれば……うん、とんでもない激安だな」

　何だか、借金にしたのは凄く早まった気がしてきたのです。
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「こちらが商品でございます」

「…………」

　身繕いを済ませてソファに腰掛けていた牛耳の少女、ユリアは驚いたような顔をボクに向けてきました。裸なのは気にしないでくださいお願いします。

　というか買われたばかりの奴ど隷れいが庶民の着るものとはいえちゃんとした服を着てるのに、既に飼われている奴隷が素っ裸というのはどうなんでしょうかね。

　ボクの時なんて着の身着のまま、ボロボロで黒くなったシャツと下着そのままで、コンビニ袋に乱雑に放り込まれるがごとく受け渡しされたのですけど、世の中不公平なのです。

「それでは、契約の準備をして参りますので暫しばらくお待ちください」

　頭を下げて部屋を出るバイヤーさんを見送ると、彼女と向かい合うように対面のソファーに座ったご主人さまの隣に立ちます。

「改めて自己紹介です。ボクはソラ、こちらはボクのご主人さまで……」

「シュウヤ・キサラギだ」

「……ユリアです、誠心誠意お仕えさせて頂きます」

　ユリアは最初会った時とは違い、ボクを見ずに心を殺したような顔で頭を下げました。裸の幼女を連れてこんな場所に来るような奴やつ、信用出来ませんよねそれは。

「といっても君を買ったのはソラだけどな、俺は主人として金を貸しただけだ」

「……え？」

　もうネタばらしするんですねご主人さま、意味がわからないという顔をするユリアを見ながら言葉を選んで説明しようとします。

　初めてこの話を聞いてスムーズに理解出来る人間はまずいないでしょう。

「ボクがご主人さまに貴女を買ってほしいとわがままを言ったのです、高い買い物でした」

「俺からすれば安い買い物だったが」

　首を振りながら、敢あえておどけたように振舞います。目を白黒させるユリアは急に俯うつむいたかと思えば、目め尻じりに涙をためてボクを睨にらみつけてきました。

「なんで、そこまでして私を？」

　なんだか強い敵意を感じるのです。返答を間違えると一生恨まれそうです、それは流石にちょっと……。

「気に入らなかったのですよ」

　ボクの言葉に、彼女……ユリアは予想外のことを言われた様子で眼めを丸くします。

「……はい？」

　そう、ここまできてやっとわかりました、ボクはすっごく気に入らなかったのです。

「今まで尽くしてくれた幼おさな馴な染じみを捨てて、自分だけのうのうと女を侍らせてたアイツが。何もかも諦めて絶望しきった顔をしてたあんたの顔が。……気に入らなくて、ぶち壊してやりたくなった」

　うーん、この変な言葉遣いを仕込まれてからずっと使ってきたので、どうにも男口調は違和感があるのです。うまいこと威圧感というか迫力みたいなものが出てくれているといいんですが。

「な、何よ……それ、そんな理由で？　貴女に何の関わりがあるっていうのよ！」

「……ボクの初恋の人がさ、あんたと同じような目に遭ったんだ。優しくて、頑張り屋で、憧あこがれの人だった。でも、その人はあんたと同じように尽くしてきた男に捨てられた」

　ユリアが息を吞のむ気配が伝わりました。微妙に混乱しているようにも見受けられますね。取り敢えず話は聞いてくれているみたいなので、進めましょう。

「えっと……その人、は」

「現実に耐えられなくて、疲れちゃったって自分から……。だから気に入らなかったんだよ、諦めてるあんたが、のうのうと普通の生活をしてるケインって奴が。あの馬鹿野郎にあんたが幸せそうに笑ってる姿を見せつけてやりたかった……とまぁ、こんな理由なのですよ」

　一息で言い切ると、ふーっと息を吐きながら身体からだの力を抜きます。真ま面じ目めモードは疲れますね。

「え、えっと……？」

「そういう事らしい。一応主人は俺で登録するし、ソラには君に対する命令権はない。でも一応ソラを主人として世話をするようにしてほしい、悪いようにはしない」

　困ったような視線を受けたご主人さまが面倒そうに説明を始めます。凄すごく複雑そうな顔をしていましたが最終的には彼女も頷うなずいてくれました。

　選択肢なんて最初から無いんですけどね、最終的な主人ボスはご主人さまですから、仮に夜よ伽とぎに呼ばれても断れませんし。

　まだ納得していないというか、混乱している様子ではありますが。長い付き合いになるんですから慌てずゆっくりでいいのです。今までは切り詰めた生活でおしゃれも出来ていなかったようですし、着飾って身だしなみをちゃんとすれば彼女は凄い美少女さんなのです。

　それにしても、あのケインって男は本当に何を考えているのやら。たかだか金貨数十枚のはした金のためにこんな有望な子を手放すなんて見る目がないとしか思えないのです。

「大変お待たせしました」

　話に区切りがついたところでバイヤーさんが調印用の道具を持って帰って来ました。緊張に震える彼女の首輪にご主人さまの情報を登録したところで、彼女は無事にキサラギファミリーの仲間入りを果たしたのです。
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　出口で木札を返却して服を着てから、ユリアを連れて家路に就きます。明日はルルも連れて洋服選びにいかないといけません。

　ご主人さまから経費は出ますがボクは全然わからないので、ルルたちのセンスを信じることにしましょう。

　街を抜けて居住区へ、外れにある一際大きい一軒家である我が家を見て、ユリアは不思議そうな顔をしました。金貨８００枚をぽんっと出す人間ですからね、もっと立派なお屋敷を想像してたのでしょうか。

「あの、旦だん那な様はお貴族様ではないのですか？」

　ユリアが恐る恐る尋ねてきました。呼び名は相談の結果、ご主人さまが旦那様でボクがお嬢様で決定しました。

　なんとも複雑な関係を象徴するような呼び名ですね、でも貴族とかだと特別可愛かわいがってる奴隷ペツトの事を従者たちが〝お嬢様〟と呼ぶこともあるようですので、言うほど変でもないそうなのです。

　そう呼ばせてる主人は周囲からは〝クールなやつ〟扱いされるそうですけどね。意訳です。

　なので良いところに貰もらわれて行った奴隷ペツトの間では序列争いが激しいみたいです。上へ行くほど良い暮らしが出来るのでみんな一生懸命媚こびを売るのです。

　我が家はそんなドロドロとは無縁ですが。……無縁ですよね？

「いや、冒険者だけど」

「冒険者…………」

　なんか目に見えて落ち込みましたね。理由は何となくわかりますけど。

　ぱっと見は同年代、かたや生活に困って幼馴染に売られ、かたや奴隷のわがままを聞いて金貨８００枚をさらっと出す上に立派な庭付き一軒家持ち。

　帰りに着替えたボクの服を見て「あんな上等な服、私だって着たことないのに」と泣きそうになってた事から経済状況を推測すると、幼馴染くんは金銭管理にかなり問題があったようです。

「ルルも待ってるし、さっさと入ろう」

「あ、はい」

　このまま家の前にいても仕方ないので、ボクが先に行って玄関の扉を開けます。

「おかえりなさーい」

「ただいまもどりました」

　間延びした声を受けてリビングへ行くと、そこには下着姿でソファーに寝そべってハチミツクッキーを貪むさぼる駄猫の姿が……！

　ルルさん気づいたらどんだけフリーダムやってますか、飼い猫だからって許されると思ったら大間違いですよ!?

「なんですがその格好は！　ちゃんと服を着なさい！」

　ダメなのです、甘やかされて完全に調子に乗っているのです。このままでは我が家の風紀が乱れてしまいます。

「なんかせんぱい、お母さんみたいになってきましたね、ついにおめでたですか？」

　何を訳わからない事を言い出すのですかねこの馬鹿猫は、顔面に赤飯ぶちまけてやりましょうか。お米がないのが悔やまれます。

「え、お嬢様って妊娠してたの!?」

「してませんよ!?」

　そしてこの牛耳さんは何でそれを真に受けますか、牢ろうで話した時とイメージが違うのはアレですか、我が家の腑ふ抜ぬけた空気にあてられて気が抜けましたか？

　それはそれでいい傾向ですがこれ以上ボケが増えるとツッコミ切れないので勘弁してもらいたいのです。

「はははは」

　ご主人さまは何笑ってやがるのですか、笑い事じゃないのですよ鬼畜野郎が。

「でもせんぱい赤ちゃん欲しがってたじゃないですか」

「完全なデマカセですよね、流石にそれは身に覚えが全くないのです!!」

　ちらちら新入りらしいユリアの様子を窺うかがうルルからして、からかっているのはわかります。でもいくら冗談でも言っていい事と悪い事があるのですよ！

「まだ少し早い気がするけどまぁ、ソラが欲しがるなら……」

「何ノってやがんですか！　嚙かみますよ！」

　ほら見なさい、ご主人さままでおふざけに乗っかってきたじゃないですか。どうするんですか！

「あ、あの……その、私、どうすれば」

　ユリアまでドン引きしちゃってるじゃないですか、どうするんですかこの空気！

「あぁ、料理は出来るって言ってたね、台所に材料あるから何か作ってくれるとありがたいかな」

「かしこまりました、すぐに用意してきます！　あちらですよね！」

　早速仕事を与えられて、安心した様子でユリアが台所へ向かいます。挨あい拶さつもそこそこに逃げちゃったじゃないですか！

　あぁ、もう、ぐだぐだなのです！　もうちょっと良いスタートを切りたかったのにぃ！
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その13　潮風の誘いざない






　ユリアがうちに来て暫しばらく経たちました。最初はぎこちなかった彼女も家の中の緩いノリに慣れてきたのか、今は大分のんびり過ごせているようでした。

「生活の心配をしなくて良いのって、こんなに心穏やかになれるんですね……」

　なんて言い出した時はあまりの不ふ憫びんさにちょっと泣きそうになりました。話を聞く限りあのケインって奴やつは稼ぎは悪くなかったそうです。

　ただ悪い意味で格好をつけたがる男だったようです。無意識に自分の力を誇示したがるというか、稼ぎが良い時は見知らぬ女の子たちに奢おごろうとしたり。

　困っている女の子を見ると無責任に助けようとして騒動に首を突っ込んだり……。その後始末にあちこちに頭を下げたりしていたのがユリアだったのです。

　稼ぎは良くても無駄遣いが多く、生活のためにユリアは給仕のバイトまでしていたようでした。

「狭い村を嫌って飛び出したのはよかったの、でもついていく相手を間違えたなぁって」

「あぁ、わかるー……」

　愚痴るユリアに何な故ぜかルルが共感して、意気投合したふたりはあっという間に仲良くなりました。ちなみにボクはユリアから若干距離を置かれてます。悲しいのです。

　そう言えばケインですが、ボクたちがユリアを買ってから暫くして奴ど隷れい商館に乗り込んで騒ぎを起こしたと風のうわさで聞きました。

　ゼイベルさんによると、パーティメンバーに貴族の遠縁が居て事なきを得たそうですが……今更すぎるのです。ボクらが手を出さなくても、その頃ころにはどっかの金持ちに買われていたのですよ。

　一応その話を伝えると同時に帰りたいかと聞いたのですが、複雑そうな顔をしたユリアは静かに首を横に振りました。

「……正直に言えば思うところはあります、けど……もう彼を信じられない」

　悪い商人に騙だまされて、大きな借金を背負ってしまったか弱い女の子を助けるために何とか金を作ろうとしたケイン。

　守ってあげなくちゃいけない、か細くて可か憐れんなその娘に促されるまま、彼はその娘から知人だという商人を紹介されてユリアに人質になってもらい借金を肩代わりしたのだとか。

　彼が軽いノリだったのは、自分の実力なら期限内に余裕で稼げると思っていたのが原因みたいでした。ユリアは昔から自分を振り回していた彼に今回の件で完全についていけなくなったみたいです。

　いやぁ、売られた額の金貨１００枚はご主人さまでも１ヶ月じゃちょぉぉっときついのですよ。

　さっさと離れたのは正解だったと思います、彼は一緒に居るには問題がありすぎますから。
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　奴隷商はもちろんのこと冒険者さんたちも意外と口が堅く、買った人間を探しているというケインが我が家に襲来することもないまま平和な日々が過ぎていきました。

　そんなある日、ご主人さまがお出かけすると言い出しました。

「突然だけど、南にある港町に行きたいと思う」

「どうしたのですか、突然」

　首を傾かしげるボクたちに、ご主人さまが理由を話します。

「海に行きたい」

　ものすごい率直かつ端的な理由でしたね。

「新鮮な魚が食べたい」

「行きましょうすぐに」

　魚！　陸地にあるペテシェでは中々お目にかかれない代物です。仮に手に入ったとしても新鮮とは言い難く、元島国の住人としてボクらはお魚に飢えているのです。

　今までは出来るだけ考えないようにしていたのですが、言われると急に食べたくなってきます。お刺身とかお寿司とかがないのは仕方がないとしても。焼き魚くらいは食べたいのです。

「ボクは行くのです、お魚のために！」

「エルフで魚好きって珍しい……んですかね？」

「……さぁ？」

　背後で人のアイデンティティについて会話するふたりをまるっと流して、賛成だと手を上げます。

「ルルとユリアは？」

「あ、わたし達ももちろん賛成でーす」

「旦那様に従います」

　ご主人さまの問いかけに答えるふたりは、どっちでも良さそうな雰囲気でした。……そもそも海に思い入れがないのでしょう。生物はみんなそこから生まれたというのに、嘆かわしいのです。

「それじゃ、今日は旅の準備だ」

「おー！」

　なんて力強く答えても、ボクたちの荷物なんてたかが知れてるのですけどねー。自分の物なんて殆ほとんど持っちゃいないのですから。
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　南門から交易馬車に乗り、揺られて揺られて約５日。風に潮の香りが混ざり始めた頃、その街は見えてきました。『ポート・デーナ』、この国にある海の玄関で、かなり栄えている港です。

　三日月のようになった入江を囲むように作られた街を守るように、高い石造りの壁がそびえ立っています。流石さすがにペテシェほど大きくはないのですが、それでも十分すぎる活気に満ちています。

　乗せてくれた交易商の方にお礼を言ってから馬車を降りると、入場用の門に並びます。商人用と冒険者用、旅行者用などで微妙に列が違うのですよね。一番伸びているのは商人用です。

　今は街に戻る人も少ないのか、短い列はあっという間に捌さばけていきます。ご主人さまが冒険者証を見せると驚くほどあっさりと門を通過できました。

「スムーズなのですね」

「仕事で頻繁に出入りする事が多い冒険者相手に厳密にやってたら日が暮れるしなぁ」

　それはそれでセキュリティが心配になります。この国的にはいいのかもしれませんけど……。

　門をくぐった先に広がっていたのは、土を踏み固めて作った大通りを歩く人の波でした。

　比較的人間の見た目が統一されていたペテシェと違い、種族は勿もち論ろんのこと同じ人族でも顔つきや肌の色が違いました。

　明らかに異国風の服を着ている人もいます、揃そろいの格好で歩いているので停泊中の船の乗組員とかなのかもしれません。

　勿論、人間以外の種族もちらほらと含まれています。こういう光景もちょっとワクワクしますね。

「では早速お魚ですね！」

「いや宿だろ」

　意気揚々と歩き出そうとしたところで、ため息交じりのご主人さまに肩を摑つかまれました。

「……ユリア、ソラから目を離さないようにしてくれ」

「はい、旦だん那な様」

　いやいや、監視までつけなくても理解してるのです、確かに宿を確保するのが先なのです！

「ちゃんとわかってるのです、失礼な！」

「せんぱい……」

　なんですかその哀れな生き物を見る眼めは。わかってるって言ってるじゃないですか！

　不服な気持ちをいっぱい抱えながら、ユリアを背後にご主人さまについて道を行きます。それと迷まい子ごはごめんなのでご主人さまのマントの裾すそを摑みました。

　……港に通じる大通りだけあって人の流れがどんどん激しくなっていってるのです。いくらなんでも土地勘がない場所で行動したがるほどバカじゃないのですよボクは。

「ちょっといいか、宿を探してるんだけど」

「あー……そうだねぇ、冒険者さんなら……」

　ご主人さまはといえば地元民らしき人の露店で軽い買い物ついでに話を聞きながら、おすすめの宿を聞き出しています。

　安全、清潔、大事な要素は多いですよね。

「あとはねぇ、女連れなら大通りのひとつ奥にある渡り鳥の羽休め亭がおすすめだよ」

　少し意味深な笑みを浮かべてボクたちをちらりと見た店主さん、人の良さそうなおじさんだけどその含むような視線はどういう意味なのですかね。

「そうか、ありがとう」

「毎度あり」

　……それからもご主人さまは少し離れた位置でおすすめの宿を聞いて回り、結局一番おすすめが多かった渡り鳥の羽休め亭へ向かうことが決まりました。

「ここか」

「……ですね」

　人気が少ないわけでもなく、かといって騒がしいわけでもない立地。女連れの客が出入りする様子からおおよそ間違った評価をくだされてるわけではなさそうです。

　中に入ると恰かつ幅ぷくの良いおばさんがこちらをチラリと見てきました。

「宿泊したいんだが」

「４人部屋は食事なし一晩銀３、湯は銅１。ベッドの汚れがひどい場合は銅５だよ」

　愛想は良くも悪くもない、凄すごい事務的なお返事が返ってきました。とーーーーっても手慣れてる感じがします。

「10日で頼む」

　ご主人さまが財布にしてる巾きん着ちやくから銀貨を取り出してカウンターに載せます。大きいものを３枚と小さなものを２枚。……そういえばボク細かいレート知らないんですよね。

　自分で買い物したことほぼないので……買い物ひとりで行くの危ないし。

「鍵かぎはこれだよ、ベッドは好きに使いな」

　……その小さな２枚はそれ用でしたかッ！　旅先でくらい大人しくできないのですかね？　変態鬼畜野郎には土台無理な話ですかそうですか。

　身の危険を感じながら宿の奥に進むと、なんとなくここを勧められた理由がわかりました。

　基本的には宿屋って酒場や食堂が併設されている……というか兼任が多いのです。それがこの宿にはありません。

　純粋な宿屋ってわけじゃありません、施設としては食事処兼任のほうが純粋な宿屋といえます。

　それが設置されていないのはきっと〝音〟対策なのです。

　今部屋の中で悩ましげな声をあげているのは、そういう酒場の喧けん騒そうがあまり好きじゃない人たちなのでしょう。

　ぐぬぬ、旅先でくらいゆっくりできると思ったのに……!!
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その14　港町の初日






　宿が決まった後、ボクたちはご主人さまと共に市場通りを歩いていました。

　部屋自体はおすすめされるだけあって掃除が行き届いていて、家具も破損みたいなのもなく質の良さそうなものが揃っていました。ベッドも品質の良いのがひとつドーンと置かれていました。

　一括で払った人が高いだけはあるなと呟つぶやいていたので、宿代としてもそこそこ高かったのでしょう。なぜかベッドはひとつでしたけどね。

　過度に汚さなければ買ったものを持ち込んで食べても良いそうなので、食事についても心配はなさそうです。なぜかベッドは大きいのひとつでしたけどね。

　貴重品のたぐいは部屋に置かないのが暗黙の了解で、意外と隣の部屋の音は聞こえなかったので宿としても問題はなさそうです。４人部屋なのにベッドはひとつでしたけどね。

　そんなわけでボクは宿屋かこを見ずに市場いまを見ます。ペテシェでは見かけない珍しい果物はもちろん、今け朝さ獲とれたばかりの魚を売っている店も多いのです。

　他にも異国から輸入したと思おぼしき物品もたくさん、こういうのって眺めているだけでも結構楽しいですよね。

「魚はもちろん、珍しいものばっかりですねー」

「シュウヤさま、あれって異国の服じゃないですか？」

　商人か道行く人の会話を聞いたのか、異国のファッションに興味津々のルルが市場の一角を指さします。そこそこに人が集まっている店に陳列されているものを見て、ボクはえぇ……と声が漏れました。

「これはまた……」

　ご主人さまもまた、呆あきれたような声をあげます。その店に吊つり下さげられていた衣装はセーラー服をはじめとして体操服やチャイナ。

　果てはかなり前のデザインっぽい学校指定の水着まで置かれています。

　いや、あのですね。異国情緒を楽しませろよ……！　地球のどこの国の馬鹿だか知らないけど異世界に何持ち込んでんだよ……！

「珍しい服ですよねー、これとか動きやすそうですけど」

「なんでもここからずっと南にある島国発祥の衣だそうですよ、熱いから布地が少ないんでしょうか」

　どう見てもコスプレショップなその品揃えにコメカミを押さえることしか出来ないのです。否定も肯定もしたくないというか、あまり関わりたくないたぐいですこれ。

　ボクは現実から逃避するのでご主人さま、ふたりにちゃんと言ってやってください。飼い主の役目でしょう、お任せします。

　思いを込めてご主人さまの方を見ると、なんとあの変態野郎はしげしげと服を選んでいやがりました。見た目良いのに涼しい顔して変態ムーブするのやめてくださいませんか。

「……ボクは着ないですからね？」

　念のため背後から声をかけると、ご主人さまは一瞬ピクリと身体からだを揺らして固まります。いやだって見てるのが明らかにボク用サイズなんですもの、釘くぎくらい刺します。

「……どうしても？」

「はい」

　そんな顔をしても嫌なものは嫌です。そんなん着せられたらボクのアイデンティティが崩壊しかねません。

「シュウヤさま、シュウヤさまっ」

「……」

「……ふたりの分もちゃんと買うから」

　おねだり光線を飛ばすふたりに負けたのか、ご主人さまはルルとユリアサイズも追加で注文しはじめました。知らないって強いですよね、だからねご主人さま、ボクのサイズはキャンセルしてくださいね。

「支払いは金貨でいいか」

「えぇ、勿論」

　結構高い服が売れて満面の笑みを浮かべる店主に代金を支払い、包んでもらっているのを待つご主人さまの背中にもう一度声をかけます。

「ボクは着ませんからね？」

　少ししてから、ご主人さまはバツが悪そうな顔で振り返ります。

「……絶対に？」

「はい」

　いくらご主人さまが相手でもこればっかりは譲りませんからね！





◇






　買い物自体はつつがなく終わった後、ボクたちは宿へと戻って一息ついていました。

「というかー結局着てるじゃないですかー」

　大きなベッドの上であぐらをかいた、体操服にブルマ姿の駄猫が１匹。よくわからないことを言いました。

「これは着たんじゃないです、着せられたっていうんです」

　戻って早々、貰もらったお湯で身を清めたボクは着替えに今の格好を指定されました。

　どんなって？　そこの猫と同じ体操服ですよ体操服。拒否しようとしても借金を盾にされれば逆らえません。卑劣もいいところですあの鬼畜野郎。

　夜は宿屋で運動会とかどんなシモネタオヤジギャグですか、あいつほんとは昭和のおっさんじゃないのですか？　そういうのはバブル時代にタイムリープしてやってくださいよほんと。

「まー軽く遊ぶだけなのはちょっぴり残念でしたねー」

「残念ではなく幸運というべきなのです……」

　ほんとに、それだけが幸いでした。流石さすがについた初日とあってかご主人さまも自重したのです。おかげで今日はまだ綺き麗れいな身体でいられています。

　なおルルは自主的参加、ユリアは毛布を持って隣の部屋に逃げました。お邪魔するのは嫌だそうですけど、聞き耳立ててたのは知ってますからね。あの牛も許さないリストに追加です。

「悩殺できるかなーって思ったんですけどねー」

　そしたら今度こそ先輩より上位にと小さく呟いたのも聞こえてますよ、猫さんや。さりげなーく野心を覗のぞかせてくるあたりが油断できないのですよねこの子。

　別に寵ちよう愛あいがほしいわけではないのです。とはいえ序列付けで下位になって虐げられるのも困るというか。ねぇ？

「それにしてもシュウヤさま遅いですね」

「ですねー」

　ご主人さまは少し遊んだ後、顔を真赤にしたユリアを連れて食べ物を買いに出かけました。こっちでもまぁ、外ではあまり食事したくないのです。

　田舎いなかは比較的緩いのですがペテシェの都市部とかこういう人の栄えているあたりは亜人お断りみたいな店もちらほらあるんですから。

「うーん、時間かかるのでも注文してるんですかね」

「お腹なかすいてる訳じゃないからいいんですけどぉー、ちょっと不安ですよね」

　もし何かあってご主人さまとはぐれればボクたちはアウト、そのまま問答無用で奴ど隷れいとして売り払われて……うぅ、恐ろしいことに。

「……私ちょっと見てきましょうか」

　どうやら恐怖が伝わったらしいルルがぶるりと背筋と尻尾しつぽを震わせて立ち上がると、そのまま扉へと向かいます。ってちょっとまって。

「その格好で行くのです？」

「え？　まずいですか？」

　当たり前のようにブルマ姿で外に出ようとするルルを止めると、ものすごい不思議そうに聞き返されてしまいました。

「まずいっていうか……」

「運動用の服じゃなかったでしたっけ、これ」

　……ん、あれ、よく考えると変な用途で着るための服じゃないですよねこれ？　元々は学校指定の女性用運動服だったと聞いています。

　確かにお尻しりのラインやらが凄く強調されて着てて恥ずかしいですけど、別に外で着ておかしいものじゃないんですよね？　ね？

　なんだかこの格好を恥ずかしがっているのがご主人さまの罠わなの気がしてきました。なんだか気に入りません。

「う、うーん……運動用、のはずなのです」

「なんで自信なさそうなんですかせんぱい」

　身近に無いものだったのでわかんねーのです、ボクはこの格好についてネットでオタクの人たちやおっさんたちがきゃっきゃしてるくらいしか知らないのです。

「大丈夫、のはずです。というわけで行くならボクも行くです」

「えぇ……危なくないですか？　せんぱいに迷まい子ごになられたら困るんですがー」

　なんでボクが迷子になる前提なんですか、そんな簡単に迷子にはならないのです。

「ならないのです！　失礼な！」

「迷子になる人はみんなそう言うんですよー」

「他に誰だれがいるのか言ってみるのです!!」

　出せるものなら出してみるのですよその証拠を！

「故郷のリリーテちゃんとか、私の妹とか」

「ボクにわからない例を出しても意味ないのです！」

「何騒いでるんだ……廊下まで聞こえてたぞ」

　ルルと言い合っていると、目の前で扉が開いてご主人さまが入ってきました。

「ご主人さまが遅いから様子見に行こうって話してたのです！」

「シュウヤさま～、おかえりなさい～」

　文句を言うボクを尻目に猫みたいに甘えに行くルルにちょっとイラッとしたものを感じながら、他ひ人と事ごとみたく困ったような顔をしてるご主人さまを睨にらみつけます。

「ボクたちひとりじゃろくに出歩けもしないんですからね！　何かあれば困るのです！」

「あー……悪かった、遅くなったな」

　わかればいいのです、でも頭を撫なでるのは望んでないのでやめるのです。

「旦だん那な様はお嬢様たちに焼きたてを食べさせてあげたいと焼き上がるのを待っていて、時間がかかってしまったんですよ、お嬢様」

　背後からひょこりと顔を覗かせたユリアが、大きな葉っぱに包まれた焼き目のついた魚を見せてきました。

　それは確かに焼き上がったばかりのようで、ほのかに温かな湯気が立っていました。少しして熱されて潮と脂の混ざった匂におい。海の魚が焼けた匂いがふわりと漂ってきます。

「おぉー、お魚ですね！　初めてです！」

「ふ、ふん……まぁ許してやるのです！」

　そういうこと言われたら怒るに怒れないのです、まったく。

「さ、食事にしましょう！」

「お腹ペコペコですよ～、ね、せんぱい」

「……はぁ、ごはんたべたいのです」

「あぁ、他にも色々買ってきてあるからな」

　わかったから頭を撫でないでほしいのです……！
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その15　一晩明けて






「んー……ん」

　ポート・デーナについた翌日。窓の隙すき間まから差し込む外の光でボクは目を覚ましました。

「トイレ……」

　既に日は昇っていますが旅の疲れもあって正直まだ眠いです。

　ベッドから這はい出したあと、振り返って下着を探します。上半身裸のご主人さま、胸板に耳の後ろを押し付けて寝息を立てている猫耳娘。

　そこから少し視線をずらし、脱ぎ捨てられた自分の下着を探します。ん、あれ……無い……。

　暫しばらく探していると、何故かルルの枕元に白いショーツが落ちているのが見えます。

「んにゅー」

　ベッドの中で脱いだものが変な位置に移動するのって何故なんでしょうね。素直に床に落ちてくれる方が見付けやすいのです。

　仕方なく抜け出したベッドに戻り手を伸ばします。あと少しで……

「にょ!?」

　あと少しで手が届く。そう思った瞬間寝返りを打ったご主人さまの腕がボクの身体からだを抱き寄せました。

　寝ぼけるのはいいですけど、ボクを捕獲するのはやめてほしいのです。回収した下着を引き寄せてから絡みつく腕から抜け出し……抜けで……抜け出せない……。

　いやちょっと、体勢がどうとか抜きにして腕がビクともしないのです。

「ご主人さま、トイレ行きたいのです、放すのです」

　なんて言っても昨日きのう随分と張り切ったご主人さまはぐっすり。結局体操服のままがっつり運動させられましたからね、普段より頑張ったようです。

「ごーしゅーじーんーさーまー！」

　とはいえこのままだと色々大変なことになるので大きな声を出します。ご主人さまは無反応でしたがルルの耳がピクリと動いて薄く開かれた眼めがこちらを見てきます。

　起こしてしまいましたが、逆に良かったかもしれません。

「ルル、トイレ行きたいのです、助けて！」

「せんぱい……ちゃんと寝ないとダメですよぉ～」

「いや起きる時間なのですってちょっとぉ！」

　最悪です。寝ぼけて腕を伸ばしてきたルルに押さえつけられる形で完全に動けなくなってしまいました。いや冗談抜きにやばいのです、旅先で尊厳投げ捨てるのはいくらなんでも嫌なのです。

「ルル！　放すのです！　ていうかユリア！　ユリアァ！」

　ダメです、隣の部屋で寝ているはずのユリアの反応がありません。参加してないあの子はもう起きてるはずなんですが。

　行く場所もなく逃げるなんてありえないですし、水でも貰いにいってるのでしょうか。このままでは本格的にピンチが危険です。

「おらー！　起きるのです！　このままだとやばいのです！」

　ちょっとトイレ行きたいくらいの感覚ってあるじゃないですか。漏れそうーとかじゃなく出そうだなーって感じのやつです。

　起きた時はそれだったんですけどね、圧迫された上にいけないことを意識しちゃうとどんどん悪化してきてるのです。

　余裕で我慢できたはずなのにどんどん限界が近づくのを感じます。あと数分持つか怪しいです。どうしてこんなことに……嫌なのです、こんなところで尊厳ぶっぱは嫌なのです……。

　くそう、わかってるのですか、ここで被害を受けるのはボクじゃなくて主にお前らなのですよ！

　もがけばもがくほど抱きしめる腕に込められる力が、お腹なかへの圧迫が強くなります。

「う……ん……ソラ……かわいいぞ」

「かわいいじゃなくかわいそうになりそうなんですが!?」

　寝ぼけてる場合じゃねーって言ってるのですよクソご主人。なんですかその寝言はナメてるですか。

　状況的に本気で洒落しやれになってないのです、そして何で抱きしめパワーが上がるのですかね。

「ちょっと！　ほんとにやばいのですって！　だれかぁー！」

　誰だれでもいいからトイレに行かせてほしいのです！





◇






「なんてことがありましてね……」

「大変でしたねぇ、せんぱい」

　なんてことがあった朝の一幕。幸いにもすぐに水みず汲くみをしていたユリアが戻ってきたことで窮地を脱しました。

　ご主人さまはすぐに起きてトイレに連れていってくれたのでセーフです。なんか小さな子供みたいな扱いですが結果的に移動時間を短縮できたので良しとしましょう。

　介護されてる気分になったのはアイツのせいなので、申し訳ないとかは思いません絶対に。

「他ひ人と事ごとじゃねぇんデスよ」

「あはは、でも寝ぼけてる時のハグ強いですからねー、シュウヤさま」

　吞のん気きに笑っている猫さんはうっとりした様子で水をちびちび飲んでいます。こいつも寝ぼけて抱きついてきて、たまーに朝トイレに行くの苦労するんですよね。

　その都度文句は言ってるのですがちっとも改善しやがらねぇのです、まったく。

「でも間に合って本当に良かったですよお嬢様、何事かと思いましたから」

　コップにおかわりの水を注いでくれたユリアは、少し眠そうにしながら苦笑いを浮かべていました。

「ありがとです、おかげで助かったのです。せっかくの旅行なのに精神的なダメージで行動不能とか嫌すぎるのです」

　はぁ、とため息混じりにコップを傾けると、ユリアは苦笑を浮かべながらも隣室へ移動していきました。

　眼で追っていたルルが耳をパタリと揺らし、眼を細めます。

「それにしても、興味あるならいっそ混ざっちゃえばいいのに……せんぱいもそう思いません？」

「ハードルめっちゃ高くありませんかそれ」

　どっちかというとオープンなルルはそういうのが少し緩めです。ユリアが時折覗のぞいているのを知っているので最近は微妙にヤキモキしているようです。

「ハードルが何かはわかんないですけど、でも旅先で１部屋借りて予備室でひとり寝っていうのも……ねー」

「それは確かに」

　奴ど隷れいなら適当な床で寝るのも当たり前、毛布あるんだからいい。っていうのがこちらの常識ですし、自分がその立場だったらそれでいいとも思うんですけど。

　やっぱ仲間であり友達がそういう状態だと、気になってしまうのです。ご主人さまもあれで結構気にしてるのですよね。じゃないと持ってきた毛布全部を寝床用に渡したりしませんし。

「いっそ素直になっちゃえばいいのに」

　ユリアの我が家での立ち位置はなんとも微妙です。〝居場所がない〟というよりも〝馴な染じんでるけど踏み込めてない〟みたいなのが近いと思います。

　ボクたちとも普通に仲良いですし、ご主人さまを異性として結構意識してるのは感じるのです。

　ついでにボクとルルとご主人さまの夜戦訓練に興味があるのも知っています。なにせよく覗いているので。普段から興味なさそうに振舞ってますが、かなりのムッツリさんなのです。

　……まぁ、だからといって呼ばれてもいない寝室への吶とつ喊かんは、心臓が鋼どころかオリハルコンで出来てないと無理だと思うのですが。

「ルルはユリアのこと気に入ってますからねぇ」

　この猫さんは下克上を狙ねらったりはしてますが、追い出してやろうとかはしてないんですよね。なんだかんだでこのハーレムを居い心ごこ地ち良く思ってはいるみたいです。

「お、せんぱいヤキモチですか？」

　どっから持ってきたのですその結論……返してきなさい。

「違いますけど、随分気にかけてるなーと思っただけなのです」

　ユリアが来た当初はなんとも言えない感じでしたけど、身の上話を聞いてから随分打ち解けていたようです。

「なーんか仲間はずれにしてる気分で、ちょっと落ち着かないんですよねー」

「気持ちはわからなくもないですけど、無理強いはダメなのですよ。あんないい子を変態の餌食にしてはいけないのです」

　元現代人として、こういうのは本人の意思が大事だと思うのです。無理矢理はダメなのです……ほんと、ほんとに。

　なんか思い出してちょっとイラッとしてきました。

「せんぱい……独占欲ですか？」

「ちげぇのです！」

　だからどっから持ってきたのですかその結論は。そもそもなんでボクがご主人さまに好意を持ってることが前提になってるのですかね。

　だからこういう話はイヤなのです。すーぐそういう方向に逸それるのですから。

「ボクが心配してるのはユリアの方なのです、自分の初日を思い出すのですよ！」

「あー…………」

　ダンッとコップをテーブルに叩たたきつけてルルをにらみつけると、一瞬きょとんとしたルルは耳をパタリと動かして気の抜けた声を出しました。

「うん、たしかに経験ないとあれはきっついですね」

　ルルなんて泣きべそかいて暫しばらく動けなくなってましたし。今のあいつは手に入れた妙なスキルのせいでやばいのです。

「そういう訳で、本人が望むなら……と思ってるのです」

「シュウヤさま的にはどうなんですかね？」

「さぁ……？」

　……そういえば考えてませんでしたね、どうなんでしょう。ボクみたいな見た目に反応するロリコンですし興味ないのかも？

　前になんか戯言をぬかしてた気はしますが……。今度聞いてみるですかね。

「ただいま」

　そんな話をしていると、渦中の人物が朝ごはんの調達から帰ってきました。

「シュウヤさまおかえりなさーい」

「ご主人さまおかえりなのですっ！」

　ててっと近寄って脛すねに蹴けりを打ち込もうとしたらあっさり避よけられました。チッ。

「いきなりなんだよ」

　憮ぶ然ぜんとした表情で見下ろすご主人さまを睨にらみ返します。

「べーつーにー」

「せんぱい、甘えたいみたいです」

　おいこら何言ってるんですかこの駄猫は、フラストレーションのはけ口にしただけなのです。

「へぇ」

「ちげぇのです！　ボクの純真を裏切った時のこと思い出しただけです！」

　一瞬ニヤつきかけたご主人さまの表情が固まりました、中途半端に気に病みやがって。

「あー……」

「言っとくけど許さないのですよ？　まだちっとも許してないのですよ」

　この恨みはきっと一生持ち続けますからね、ボクは根に持つタイプなのです。これからも雀すずめの涙ほどの良心をゴリゴリ削ってやるから覚悟しておくのです。

「……ソラが喜びそうなものがあったから買ってきたんだけど」

　困るとすぐ物に頼る、これだからチート野郎は。そんなんで機嫌を取れるなら全国のお父さんは苦労してないのです。

　ご主人さまが手に持っていた紙袋から取り出したのは葉っぱに包まれた何か。多分食べ物ですよね、ボクの事どんだけ安い生き物だと思ってるのですかこいつは……。

「釣ったばかりの海魚の刺身らしいんだが、醬しよう油ゆっぽい調味料も見付けて……」

「ご主人さまだいすきなのです！」

　ひゃあ、まさかお醬油で魚を食べられるなんて！　即座に奪い取った葉っぱを開くと新鮮そうな白と赤の切り身が並んでいました。海の近くでしか食べられないやつですねこれは。

「ルル！　ユリア！　ごはんなのです！」

「せんぱい……良かったですね……」

　くるくる回りながらお刺身をテーブルに置くと隣の部屋に引っ込んでいたユリアに呼びかけます。ふふふ、わざわざ海まで来た甲か斐いがあったのですよ。

「……ソラ、頼むから食べ物に釣られて俺以外についていくなよ？」

「当たり前なのです！」

　なに当然の事言ってるですか、ボクはそんなバカじゃないのです。それより早くお醬油出すのです急いではりーあっぷ！

　ふふふん、楽しみなのですよー。
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その16　市場をめぐる







◇






「せんぱい、私達から絶対に離れちゃダメですよ？」

「お嬢様、手をつなぎましょう、ね？」

「てめぇらいい度胸なのです……」

　るんるんの朝ごはんを済ませてから、ボクたちは市場に繰り出しました。忙しい時期が過ぎて通りの人通りもまばらです。

　朝食後、なぜかルルとユリアからの子供扱いが悪化しました。

「ソラ、マント摑つかんでてもいいから離れるなよ？」

　こいつもですか……。だから勝手に動き回って迷まい子ごになるほどバカじゃないのです、しかもこの人通りで！

「大丈夫ですから、ほら行くのです」

　そもそも離れる気もないのです。通りすがりに露骨に顔をしかめて舌打ちしてくる人間から視線をそらしてフードを目深に被かぶります。

　肌が白くて彫りが深い白人系っぽい見た目の人たち、ボクはもちろんルルやユリアを見て露骨に嫌そうな顔をするのは大半がこの国の人です。

　肌の色や顔の造形が明らかに違うのが、たぶん船に乗って遠くから来た人たち。人間ばかりですがボクたちに向けてくる視線がキツい率は低いです。

　中には完全に無視してくる人も居ますけど、この国の人間みたく直接悪意や敵意を向けてくるわけではないのでマシです。

「……離れる気なんてないのです」

　昨日きのうは時間帯もあったのでしょうか、今日はこの国の船乗りらしき人たちが多く歩いているせいかビシビシと敵意を感じて仕方ありません。

　視線を受けてルルとユリアも警戒が強くなっているのがわかります。

「……ソラ、マントの中入るか？」

「大丈夫です」

　ボクは首輪をつけてフードをかぶっているせいでまとめて見られているだけで、どうにも直接的に敵意を向けられているのはルルやユリアに対してなのですよね。

　わかりやすく耳と尻尾しつぽがあるからでしょうけど……獣人に何かあるのでしょうか。

「ルルとユリアも離れるなよ」

「はい、旦だん那な様」

「おっけーです」

　事情も人間もそれぞれって感じなのです。

　努めて視線を無視しながら進んでいくと、そのうち活気のある一角にたどり着きました。この国の人間が少ないあたり、商人が船で持ち込んできた品物を売っているようです。

　見覚えのあるものから全く無いもの、用途の想像すらつかないようなものまで千差万別。異国情緒もあって眺めているだけでも面白そうです。

「豆茶はいかがかね！　海を越えてきた豆茶だ！」

「砂漠の国の織物だよ！　ここでしか手に入らない希少品だ！」

　声をあげて客を呼び込む店もあれば、吞のん気きに座り込んでタバコを吹かしている人もいます。

「目移りするのです」

　前に日本で見た海外のマーケットの画像を思い出します。何から見て回ろうかと、ご主人さまのマントを摑みながら冷やかして回ります。

「どうだい兄さん、可愛かわいいペットとの一夜に愛の秘薬は！」

「ふむ……」

「ご主人さま！　あっちになんかあるのです！」

　近い国だと亜人をペット扱いする文化が共通してたりするんですねー。それはそれとして妙なお薬は断固として拒否します。

　興味津々のご主人さまのマントを引っ張って適当に目についた店に向かいます。ほらほらなんか色とりどりの品々……が……店先に……ならん……。

「せんぱい……」

「ふむ」

「ちがうのです、これはちがうのです」

　並んでいました。彩り豊かな如何いかがわしいグッズやら衣装やらが。……ついた先は、どうみても大人のおもちゃやさんでした。

　ていうかてめぇこらなんで大通りに堂々と出してるんですかこんな商品！　日本なら速攻でポリスなメンがユーは何しにここへって聞きに来ますよ！

　それ以前に最初に目に入った派手な品揃えの店がこれって！　これって！

「うわー、すっごい衣装」

「ソラはどれが気になる？」

「てめぇらも物色してんじゃねぇのです！」

　ルルはペラペラスケスケの踊り子みたいな衣装をしげしげと眺めて、ご主人さまは楽しそうにボクに視線を向けてきます。

　ユリアは……頰ほおを染めて視線を逸そらしているだけで頼りにはなりません。

「これってどこの国の品物なんだ？」

「南にある龍の国で仕入れた商品だよ、面白い品物も多いがこういうのもお盛んな国でねぇ」

　カラカラ笑う店主と和やかに話しているご主人さまは買う気まんまんでした。というか衣装の作りとか方向性が昨日見た気がするんですけど、ここのはより露骨ですがね！

「ちょっとー！　昨日も言ったけど着ませんし使いませんからね！」

「……結局着てたような」

「今度こそです！」

　ルルは余計なこと言ってないでご主人さまを引き剝はがす手伝いをするのです！　苦労するのはボクたちなのですよ！

「これとか似合いそうですよー」

「ほとんど紐ひもじゃないですか！」

　ルルが指さしたのはハンガーらしきものに掛けられている、ほとんど紐の水着みたいな衣装です。どこで着るんですかあんなの、似合いそうとかどういうことですか。もう耐えられません。

「ご主人さま、違うお店行くのです！」

「毎度あり」

「どうも」

「何買ったですか!?　ねぇ！」

　一瞬目を離した隙にホクホク顔で包みを抱えているご主人さま。ほんと何買ったのですか、やばいものは買ってないですよね!?

「ルルの分もあるからな」

「にゃふー、さすがシュウヤさまです！」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　嫌な予感しかしないんですけど、何でルルは素直に喜んでるのですか！　慣れてきた途端にこれですよこのエロ猫はぁ！

　折角の楽しい買い物が台無しなのです！





◇






「うぅ……絶望なのです……」

「おぬしら、ちと良いかのう」

　店から少し離れた場所で落ち込んでいると、フードを被った小柄な人に声をかけられました。背丈的にはボクよりちょっと高いくらいで、声からして女性だと思います。

「なんだ？」

「……？」

　マントでボクをかばうようにしながら、ご主人さまがフードの人物とボクの間に立ちました。なんかいつになく警戒してる感じですけど。

「……少し探しものをしていてのう、このあたりで綺き麗れいな歌声を聞いたことはないかの？」

　歌……？

「……いや、すまないが心当たりがない」

「そうか……もし次に会った時に心当たりがあれば教えてほしい」

「……わかった」

「助かるのじゃ、ではな」

　フードの人物は最後にちらりとボクを見てから、ルルとユリアに視線を配って去っていきました。

「なんか、凄すごく気配の薄い人でしたね」

「あの店で買い物してる時から見てたみたいだが、相当強いなアレ」

「マジですか……」

　ご主人さまがそんな事言う相手、少なくともこれが初めてなのです。チート野郎も絶対無敵ではないのですかね……世の中は広いのです。

「悪意って感じじゃないけど、念のため警戒はしとくか……ひとりで出歩かないようにな」

「はーい」

「わかりました」

　もともと旅先で主人と離れて歩くとか、危険すぎて考えてもいなかったのですけどね。

「あ、せんぱいあっちに珍しい果物が」

「おーってあれバナナじゃないですか？　バナナっぽいのです！　ご主人さま！」

　ルルが見付けた店ではトゲトゲだったり極彩色だったりする果物が置いてあります。その中に見慣れた果物がちょこんと鎮座していました。色はちょっとオレンジがかってるけど、バナナです。

　……そういえば例の衣装とかの大本ってば南国でしたっけ。

「龍の国の果物だよ！　甘くて旨うまいよ！」

「ご主人さま！　ご主人さま！」

「はいはい」

　ハイは１回でいいのです！　手を摑んでぴょんぴょん跳ねていると、何故かボクの頭をわしゃわしゃ撫なでてからご主人さまは果物を買ってくれました。

　……なんか解せないけど、買ってくれたから許すのです。

「んー甘くておいしい！」

「あーん……んぐ……？　もぐ？」

　嬉うれしそうに目を細めて耳をピコピコさせるルルに続いてボクも皮を剝むいたバナナにぱくりとかぶり付きます。

「なんか釈然としない顔してるな」

　ご主人さまは折角買ってやったのにと言いたげですが、ほんとに釈然としないから仕方ないのです。

「マンゴーなのです」

「ん？」

　もぐもぐと咀そ嚼しやくしながらご主人さまの疑問に答えます。

「色と形と匂においはバナナですけど、味はマンゴーっぽいのです」

「えぇ…………マジだ」

　香り豊かな酸味とサッパリした甘さは間違いなくマンゴー。だけど食感と匂いはバナナでなかなかに頭が混乱してます。

　ご主人さまもひとくち食べて一瞬微妙そうな顔をします。でもですね……。

「……こういうものだと思うと美う味まいな」

「……変わったマンゴーだと思って食べるとおいしいのです」

　食べ物ひとつ取っても一筋縄ではいきません……ほんと異世界、侮れないのです。








その17　海辺の一時






「穴場ってのは本当だな」

「おー」

　宿の人にお金を積んで教えてもらった穴場。

　街から少し離れた場所にある岩の裂け目を通り抜け、暫しばらく進むとたどり着く小さな入り江。

　ボクたちは海遊びの道具を揃そろえてそこへやってきたのでした。

「よーし！　どうですか、シュウヤさま」

　ご主人さまがマジックボックスから取り出した敷物を砂浜に敷き、荷物を置くと徐おもむろにルルが服を脱ぎ始めました。

　シャツやズボンを脱ぎ捨て、ポーズを決めたルルは白いビキニ姿。出るとこは程よく出て引っ込むところが引っ込んでいる健康的な肉体によく似合っています。

「似合ってる、ルルは可愛かわいいな」

「ふっふーん、せんぱいとユリアも早く脱ぎましょうよー」

　ここに来る前に下に水着を着込んでいるので、上着を脱げばそれでおしまいなんですよね。だからって一番乗りするとは思っていませんでしたけど。

「へいへい……」

「少し恥ずかしいですが」

　ボクとユリアも揃って服を脱ぎます。ユリアの水着は黒いセパレート、ルルよりも露出が少なく、でもしっかりと体のラインが出るようなものです。

　結構可愛いめの子なので、人の多いビーチにいたら即ナンパされそうな感じなのですよ。

　それにしても服飾技術だけは妙に発達してますね。主にどこかの国の製品っぽいですけど。

「ユリアも似合ってるぞ」

「ありがとうございます、旦だん那な様」

　ユリアが褒められて若干照れています。異性として全く意識してないわけじゃなさそうですね、きっかけがあればあっさり堕おちそうです……守らねば。

「ソラは……」

　ご主人さまの視線がボクへと来ました。

　ボクの水着は薄緑色で葉っぱの刺し繡しゆうが入ったワンピース、薄手で動きやすい競泳水着みたいなやつです。ご主人さまが選んだやつなのですが遊ぶには生地が薄いです。

「凄く似合ってる、最高」

「それは！　どうも！」

　抱きしめようとしてくるご主人さまの顔を手で押しやり接触を回避します。

　なんかこう、体のラインがはっきり出る格好って裸より恥ずかしいんですよね。他に人が居なくて本当によかったのです。

「それにしても、本当に人が居ませんね」

　荷物を置いてから周囲を眺めていたユリアが少し不思議そうにしています。来る途中はもちろんのこと、ここに来てからも人の気配が全くありません。

「洞どう窟くつが入り組んでて知らなければ来れないらしい、ここは知ってる地元民でも昼間はほぼ来ないそうだ」

「なんでです？」

「恋人たちが夜に連れ立って来るような場所なんだと」

「あぁ、そういうことですか……」

　素朴な疑問にわかりやすい答えが返ってきてとてもげんなりします。要するに逢あい引びきスポットなので昼間は空すいてるってことですか。

「ま、だからのんびり楽しめるんだが」

「えー」

　敷物に座ったご主人さまの腕が回され無造作に抱き寄せられます。……逆らうのも無意味なので素直に従って膝ひざの上に腰掛けます。

「天気も良くてよかったですねー」

　反対側に寄って来たルルが尻尾しつぽをうねらせ、ご主人さまの腕にすがりつきました。ほんと自然に媚こびていきますねこの娘は。

「海に入るにはちょっと涼しいけどな」

　こっちは初夏くらいの気温で風もあって程よい涼しさです。水着で過ごすには快適ですけど、水に入ると身体からだが冷えすぎちゃうかもしれません。

　人が居ないのはシーズン外なのもあるかもですね。日本の時ほどわかりやすい四季がないのですよ。

「海を眺めていちゃいちゃするのも楽しいですよー、ねぇせんぱい？」

「…………」

　わざとらしく胸を押し付けるルルをジト目でみやり、ふとももを撫でるご主人さまの手をぺしりと叩たたきます。

　流石にユリアが目の前にいる状態でエンジョイし始めたりはしないと思いますが、念のため牽けん制せいしといたほうがいいかもしれません。

「そういえばご主人さま、メダルは結構溜たまったのですよね、ガチャはしないのですか？」

「ガチャ？」

　ルルとユリアが揃って首を傾かしげました。ガチャという単語を知らないのでしょう。

「あぁ、忘れてた……人の気配も無いし、ここで引いちゃうか」

　一方でご主人さまは集めるだけ集めておいてすっかり忘れていたようです。ボクが頑張って開けた宝箱から出たのもあるのですよ？

「４枚あるから、ひとり１回ずつかな」

　ご主人さまが虚空に指を滑らせると、黄金色のガチャガチャの機械がドスンと砂浜にめり込みます。意外と重量あるんですねこれ。

「うわ、なんですかこれ？」

「旦那さまの魔法でしょうか」

「これはな……」

　未知の現象に好奇心でいっぱいなふたりに機能を説明しながら、ご主人さまがメダルを１枚くれました。

「はい！　一番乗りしたいです！」

　説明を終えたところでメダルを持った手を掲げます。ふたりとも半信半疑なので率先していくべきでしょう。

「わかった、いいぞ」

「ふふん、今度こそ……！」

　ご主人さまに対抗できる何かをゲットして返り咲くのです。

　引く前に両手をパンと合わせて目を閉じてイメージするのです、勝利する自分の姿を。

「必勝！　下克上！」

「物欲センサーって知ってるか？」

　やかましいのですご主人、ボクは祈りに集中しているのです。十分に祈ったところで澄んだ気持ちでメダルを投入口にねじ込みます。

「にゃああああああ!!」

　メダルが内部に入る音を合図に気合一いつ閃せん、レバーを回します！

「良いやつ良いやつ良いやつ良いやつ……!!」

　転がり出てきた青い玉に祈りを込めて叫び続けます。

【アイテム獲得『大怪盗の指輪』装飾／ランクＡ。かつて名を馳はせた怪盗が身につけていた指輪。魔力を込めると一定時間怪盗の持っていた道具に変化する。】

　光が消えると残っていたのは古ぼけた金の指輪……これ当たりじゃないです？

　手に持って魔力を流し込んでみると、頭の中に変えられる道具が浮かびます。

　魔法のピッキングツールに気配を消せるマントの２種類だけっぽいですけど、便利そうです。

「どうですかご主人さま！　物欲センサーなんてなかったのです！」

　えっへんと無い胸を張って見せると、ご主人さまはしげしげと指輪を見つめたあと笑みを浮かべました。

「良いものっぽいな、おめでとう」

「ふふふん」

　機嫌よく指輪に魔力を流してマントに変化させます。黒いマントはご主人さまのものとデザインが少し似ています。

　大きいですがすっぽりまとうには丁度いい塩あん梅ばいです。

「あれ、目の前なのにせんぱいの匂においが消えた……なるほど、そういうのが手に入るんですね」

「音もしませんね、不思議です」

　ふたりの反応からすると気配を消すというのは匂いや音のたぐいのようです。それだけとも言えますが、直接戦わないボクにとっては便利なものです。

「わたしたちもやっていいんですか？」

「いいぞ、ひとり１回ずつな」

「きゃあ～、シュウヤさま太っ腹ですぅ！」

　ボクが新アイテムの性能を確かめている間に期待に瞳ひとみを輝かせ、ルルとユリアがメダルを貰もらっています。パーティ強化は大事ですからね、ふたりが良いものを当てることを祈りましょう。

「良いの当てますよー！」

　先んじたルルがガチャを引くと、光の玉が転がり出てきてパスンと弾はじけました。あとに残っていたのは光を反射しない黒塗りのナイフがひとつ。

「おぉー」

　ルルは興味津々といった様子でそれを手に持って眺めています。横から覗のぞき込むと表示されっぱなしのウィンドウの説明文が読めました。

【アイテム獲得『黒獣の影えい牙が』短剣／ランクＢ。光を反射しない漆黒獣の牙より削りだされた短剣。使用者の気配を消す隠いん遁とんの効果を発揮する。】

　うん、スピード型のルルに使いやすい良いものっぽいですね。

「では次は私が……」

　緊張した様子でユリアもルルに続きます。同じように光の玉が転がり出て消えますが、後には何も残っていません。ということはスキルの方ですかね。

【スキル獲得『天賦の斧ふ才さい』パッシヴ。斧を扱う才能を底上げし、成長力を高める。普通にやれば一流、努力をすれば超一流を狙える才能。】

　ウィンドウを覗き込んで見れば、またユリアに合ったスキルが手に入ったようでした。

　良かったのです……良かったのですがね、なんというかね。

「なんかボクだけネタに走りすぎじゃないです？」

「そうか……？」

　だって魅惑とかキスすると回復できるとか、怪盗用のアイテムとか。もっとオーソドックスなパワーがほしいのです。

「ソラに似合ってて良いスキルばっかりだと思うんだけどな」

　なるほど、そう思いますか……。

「変なの引いたら指さして笑ってやるのですクソご主人」

　ここぞとばかりに嘲ちよう弄ろうしてやるから覚悟するがいいのです。それを受けてご主人さまもニヤリと表情を歪ゆがめました。

「わかった、それじゃ引くか」

　いよいよ真打ちのご主人さまがメダルを投入し、レバーを回します。

　転がり出た光の玉が弾けて消えて、少し間をあけてウィンドウが現れます。

【スキル獲得『女殺し』パッシヴ。女性に対するあらゆる能動的行動の効力が１・５倍になる。】

「…………」

「うわぁ」

　これって、いや何となくわかりますけど。ハーレム野郎にある意味ぴったりですけど。

「ひょえあぁぁ!?」

　ご主人さまの指が脇わき腹ばらをつつっとなぞります。普段ならちょっとくすぐったいくらいなのに、変な声が喉のどから出てきました。

「使い方は何となくわかったが……」

「ちょっとまつです！　なんて恐ろしいスキルをヤバイやつに！」

　主に被害を受けるのボクなんですけど！　どういう事なのですか。

「ふむ」

「ふむじゃないのですひゃうっ!?　耳触るんじゃねぇのです！」

　逃げようとしてもがっしり抱え込まれてて逃げられません。かくなる上は外部から助けてもらうしかないんですけど……。

「どんな感じですかせんぱい」

「お前もボクを実験台にする気まんまんですね!?」

　興味津々なお猫さんはボクを助ける気はなさそうです。ユリアも……ちょっと赤くなった顔をそむけてます。孤立無援ですねこれは。

「せめて、せめてお部屋に戻ってから……！」

「仕方ない、あっちの岩陰行くか」

　部屋に戻ってからって言ってるのに！
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その18　出会い






「ぐす、ぐす……」

「機嫌直してくれよ」

　海からの帰り道。寝言をほざくご主人さまを睨にらみつけると困ったように頰ほおをかきます。

「……何でも好きなの買っていいから」

　困るとすぐ物と財力に頼るんですねご主人さま。ご機嫌取らなきゃいけないようなことをするのをやめてほしいのです。言っても仕方ないのは何となく察しているので割り切りはするんですけど。

「はぁ～……」

　奴ど隷れいの機嫌を取ろうとするなんてご主人さまくらいですからね。そう思えばあまり引きずっていても良くないのです。後ろでハラハラしているルルとユリアに視線を送り大丈夫だと頷うなずきます。

　このくらいで怒りを買うならボクはとっくに捨てられてるのですよ。ユリアはともかくルルの方はそろそろ慣れてほしいのです。

「何か美お味いしいもの食べたいのです、３人分！」

「ほいほい」

　切り替えたのがわかったのか、ご主人さまの手がぽふぽふと頭を撫なでてきます。切り替えたけど忘れたわけじゃねぇですからね。

　日暮れも近くなり、市場も閑散としてきています。残っているのは仕事終わりを狙ねらった屋台がチラホラと、片付けに入ろうとしている雑貨屋のみ。

「串くし焼やき２本ずつ、包んでくれるか」

「毎度あり」

　魚介類の串焼きを買っているご主人さまの隣に並んでぼけっとしていると、視界の端で何かがキラリと光りました。

　視線を向けてみれば、そこにあるのは古ぼけた装飾品を扱う露店。

「……？」

　ずらっと並べられている装飾品のひとつがほわほわとした光を放っています。貝殻から作られたブローチでしょうか。

「欲しいのか？」

「ちょっと気になったのです」

　デザイン的に目を引くわけではないのですけど、魔法でもかかってるのですかね。

「買ってやろうか」

「んー」

　ご主人さまがそう言ってくれますが、欲しいわけではないのですよね。

「ちょっと見ててもいいですか？」

「ああ、欲しいのがあれば……ひとつまでならいいぞ、ルルたちも」

「わぁ！　ありがとうございますシュウヤさまっ！」

「ありがとうございます」

　先んじて露店を覗き込んだルルたちに気づいた外国の人っぽい見た目の店主が、媚こびを売るような笑顔をご主人さまに向けます。

「優しい飼い主さんで良かったねぇお嬢ちゃんたち」

「はい！　最高の主さまですよ～」

　店主の言葉にルルが元気よく返事をして、ユリアとボクは複雑な笑みを返します。

　ボクたちの中ではルルが一番割り切ってますからね、このあたりは。元日本人として大分割り切っているつもりでも、外国の人間にまで改めて言われるとちょっと複雑です。

「あ、これ綺き麗れい」

　改めて見ると海産系の細工物が中心のようです。ルルはピンク色の丸い石がついた耳飾りを見ていて、ユリアは簡素なブレスレットを選んでいます。

　……ボクだけ買わないのも角が立ちそうですね。気になっていたブローチへ手を伸ばします。

　近くで見ると淡い光の泡がぽわぽわと浮かびあがるのがハッキリ見えます。葉っぱのような模様が彫られたブローチは……魔法のアイテムなのでしょうか。

「これって」

「これ下さいなの」

　背後からすっと伸びた小さな手がブローチを指さすのと、ボクが手を伸ばすのはほとんど同じタイミングでした。

　横を見るとフードを深く被った、ボクと同じくらいの背丈の……声からして女の子ですかね。

「……横から入ってしまったの、ごめんなさいなの」

　一瞬悩んだ様子を見せたフードの子は、ため息交じりに踵きびすを返そうとします。ボクは気になっただけで欲しかったわけではないのです。

「いえ、ちょっと気になっただけなのです。君が買うといいのです」

　こういうのは欲しい人が買うべきなのですよ。価値わかんないですし。

「いえ、結構なの。横入りして奪うのは趣味じゃないの」

「遠慮してるわけじゃないのです。何か気になっただけで……欲しかったわけではないのです」

　強いて言うなら正体だけ知りたいですけど、価値があるものだとややこしいことになりそうですからねぇ。というわけで不要なのです。

「むぅ……そういうことなら」

　悩む素振りを見せたフードの子は、ようやく傾いたようでブローチに手を伸ばします。

「何にするか決まったか？」

「あ、ご主人さま」

　串焼きを包んだ葉っぱを手にしたご主人さまが声をかけてきました。ボクたちのやり取りを横目で見ながら装飾品を選んでいたルルとユリアが欲しい物を買ってもらっています。

「ソラは気になるものがあったか？」

　ニコニコの店主に代金を払って品物を受け取りながら、ご主人さまはフード越しに頭をぽんぽんとしてきます。

　何も買わないのは角が立ちますね。何か使いやすそうなもの……ブレスレットにしましょうか。

「うーん、じゃあ……」

「……これを買うといいの」

　フードの子が手にしていたブローチをこちらへと押し付けようとしてきます。

「いえ、ですからそれは君が買うといいのです」

「いいの、気が変わったの」

　よくわかりませんが、急に態度がキツくなりましたね。打って変わって刺とげ々とげしいのです。

「気が変わったって、ほんとにいいのです。ボクは普段使い用のブレスレットでも買ってもらうつもりで……」

「……奴隷から恵んでもらうつもりはないの」

　何でこんなにキツい反応なんでしょうか。悪意というより敵意が滲にじんでいます。

「……はい？」

「私は奴隷から恵まれるほど落ちぶれてないって言ってるの」

「はぁ？」

　確かにボクは奴隷ですけど、なぜ初対面の子にそこまで言われなきゃいけないのでしょうか。

「そこのご主人さまに買ってもらうといいのよ」

「だからいらないって言ってるのです」

　刺々しい言い方にこちらの返事も少し荒くなってしまいます。店主さんも困ったような顔をし始めました。

「よくわからないが、ソラはブローチじゃなくてもいいのか？」

「そうなのです、ブレスレットとかでいいのです。むしろご主人さまが選んでください」

「チッ……」

　助け舟代わりに口を出してくれたご主人さまに便乗して丸投げしますが、フードの子は露骨に顔を背けて舌打ちをしてきます。

「さっきから……急に何なのです？」

　あまりの態度の悪さに、ついさっきまで燻くすぶっていた海でのイライラが爆発しそうになります。

「こっちのセリフなの、急にイチャイチャはじめやがって」

「……はぁ!?」

　聞き捨てならない言葉なのです。どこがイチャイチャしてるっていうのですか。

「目と耳がどうかしてるんじゃないのですか？　どこの誰だれがイチャイチャしてるのですか」

「どう見てもイチャついてるの、これだから色ボケは……」

　誰がどう色ボケしてるっていうのですか……！

「訂正するのです、色ボケはご主人さまの方なのです！　さっきだって強引に……！」

「チッ……」

　だから何で舌打ちするんですか！　なんかイライラしてきたのです。

「……あのなぁ兄ちゃん、店の前で喧けん嘩かさせねぇでほしいんだけどよぉ」

「悪い、すぐに離れる……迷惑料じゃないが、そっちの腕飾りを貰もらえるか？」

「あいよ、そっちの嬢ちゃんはそのブローチどうするんだ？」

「……買うのよ」

　水を向けられたご主人さまが綺麗に磨かれた小さな色石のブレスレットを購入して、フードの子の方はブローチを購入します。

[image: ]

「取り敢あえず迷惑になるから離れるぞ、いいな」

「わかったのです」

「気に入らないけど仕方ないのよ……ハァァ……」

　ため息をつきたいのはこっちの方なのですよ！

　ぷんすこしているボクを宥なだめようと頭を撫でてくるご主人さまの手を払い除のけながら、黒いフードを睨にらみつけます。

「ふん、イチャイチャしやがってなの……」

「はぁぁ？」

　だからどのへんがイチャイチャしてるのか言うのです！

「まぁいいの、ここで揉もめてても仕方ないからここは私が折れるの……もう二度と会わないと思うけど、さよならなの」

「おまえ喧嘩売るだけ売ってさよならとかおまえぇ！　きぃぃ！」

　何なのですかあいつ！　ほんとに振り返りもせずスタスタ歩いていきやがったのです。とんでもないヤロウなのです。

「ソラ、落ち着けって……」

　あいつ今度会ったら絶対ただじゃおかないのです！　本当ですよ！

「ふぁっくなのです！」

　去っていくフードの背中に中指を突き立てようとしたらご主人さまに叱しかられました。

　……今日はなんか散々なのです！








その19　急転直下






「……何でいるのですか？」

「こっちのセリフなのよ」

　串くし焼やきだけではもの足りず、ご主人さまのご機嫌取りの一環でこのあたりで一番美お味いしいという海鮮料理店で夕ごはんを食べることになりました。

　楽しみだねーなんてルルたちと笑いながら店のドアをくぐったら、いやがったのですよ。

　誰がって？

「おまえそんなにボクのこと気に入らないのですか？」

「気に入らないけど、それ以上にここは庶民が……奴ど隷れい３人持ちだったのよ」

　チッと舌打ちをして今度はご主人さまを睨みつける黒フード。お、そっちに喧嘩売るですか？

　いいのですよ売っても、言っときますけどうちのごすずんは超強いですからね。ダブルピースをする覚悟をしておくですよ。あれは辛いですからね、冷静になった後が。

　ふとした瞬間やってくる『ボクなにやってんだろ……』って思考が心をミシミシと痛めつけるのです。ってそんなことはどうでもいいのです。

「うちのご主人さまはしょうらいゆーぼーなすごーい（笑）冒険者さまですからね！　ボクたちにもこういうお店で食べさせてくれるのです！」

「なんでおまえが棒読みなのよ」

「……個室とかってある？」

　ヨイショするのも大変なのです。あとご主人さまはなんで頭抱えながら店員さんに個室の有無を聞いてるのですか。

　あ、あるんですか。むしろペット連れならそっちを使ってほしいってことですか。

　まぁじろじろ見られながら食事するのは嫌ですし逆に助かるのですが……。

「ロウ、さっきから何をやっていますの？」

　そんなやり取りをしている最中、黒フードの背後から女の人が現れました。

「なん、だと……」

　しかも金髪の縦ロールの、こっちでも初めて見ましたよ縦ロール。綺き麗れいな服を着ていますが腰には使い込まれているのが見てわかる剣を佩はいています。

「……ちょっと見たくない顔を見たなの、すぐ戻るの」

「さっさと戻るのですよ、ボクたちはこれからごはんなのです」

　ギロリと睨んできますが怖くないのです、仮に強くてもボクにはご主人さまが居るので怖くないのです。

「……チッ」

　背中越しにイーッとしていると、黒フードが盛大に舌打ちをして縦ロールさんが出てきた個室へと戻っていきました。

「……ごめんなさいね、あの子フラれたばかりで機嫌が悪いんですのよ」

「ソーン！　余計な事言うななの！」

　困ったように笑う縦ロールさんの一言で何となくわかりました。あれですか、嫉しつ妬とですか？

　確かに顔は良いし強いし稼ぎも良くて気前も良いですからねご主人さまは。ムカつくのです。

　それにしても嫉妬ですかー、ふーん、そうですかー。

「ご主人さまぁ～。ボクね～、あのお魚さんのお刺身食べたいのですぅ～」

　見せつけるようにご主人さまの腕に手を絡ませて、わざとらしく猫なで声を出してみます。

「…………頼むから普段どおりにしてくれ、ちょっと鳥肌立った」

「おうお望み通りにしてやるのですよチート変態野郎」

　甘えたと思ったらこれですよ。だからチート野郎はいつまでたってもチート野郎なのです。

「おなかすいたのです！　メシ食わすのです！　はりー！　はりー！」

「矛先が俺に向かっただけか……まぁいい、ほら行くぞ」

　腕を摑つかんでゆっさゆっさとゆすりながら、店の奥へ向かうご主人さまについていきます。

「……チッ」

　通りすがりに黒フードが入っていった部屋から何故か盛大な舌打ちが聞こえましたが、あいつの感性がよくわからんのです。





◇






「ちょこっと食べすぎたかもです……」

　お店の料理は正しく評判通りのものでした。新鮮な刺身は日本で見たことがあるものから無いものまで様々。魚だけじゃなく貝類も食べれたのは望外の嬉うれしさでした。

　青と白のグラデーションが入ってる切り身は最初こそ警戒しましたが、最後にはご主人さまやルルと奪い合いになってましたね。

「ほんと！　美味しかったですよねせんぱい」

　ぷりっとした歯ごたえに舌の温度で溶け出す脂は濃厚だけど、白身魚のようで後味はさっぱり。地球じゃ食べられないような食材を知ると、異世界って感じがします。

　それ以外にもホタテとエビみたいな食材がたっぷり入ったグラタン風の料理や、魚介たっぷりトマトスープ。

　こんなにガッツリ美味しい海産物が食べられるなんて、この国の港町も侮れません。

「また食べたいのです！」

「あぁ、また来ような」

　美味しいごはんを食べてご主人さまの機嫌も良さそうです。港町を出るまでにもう一度くらいは来たいのですよ。

　いっぱいになってちょっと苦しいお腹を擦さすりながら、日の落ちた道を宿に向かって歩いていきます。

　その道中でした。

「シュウヤさま、今夜なんですけど──」

「ルル！」

　話しかけていたルルをご主人さまが押し倒します。何事かと思う暇もなく、直前までルルが居た場所の近くを大きな斧おのが通り過ぎて地面に突き刺さります。

「はぇ？」

　間抜けな声が口から漏れてしまいました。

「ユリア！　ソラを連れて建物の陰へ！　ルルも行け！」

「うぷっ、は、ひゃいっ」

「お嬢様こちらへ！　ルルも早く！」

「しゅ、襲撃ですか!?　何で!?」

　お腹いっぱいで上う手まく走れません。ルルも同じようでいつもの俊敏さが見る影もありません。

　ユリアに庇かばわれるように適当な建物の陰へ向かってもまだまだ遠いです。軽くパニックになりながら必死に走っていると、斧が飛んできた路地から大男が飛び出してきました。

「くそがっ！」

「──みょあ!?」

　転がり出てくる男を追いかけるように大量の黒い槍やりが飛んできます。槍は勢いよく地面に刺さり……ってこっちにまで飛んできてませんか？

「や……」

「影を打ち砕け清廉の光よ！」

　ご主人さまの声と共に光の矢が飛んできてこちらに向かっていた黒い槍を吹き飛ばします。

「振り返らず走れ！」

　炎を出さない状態のレヴァンティンを引き抜いたご主人さまが路地に視線を向けます。ユリアに背中を押されながらようやく近くの建物の陰、そこに積み上げられた荷物の山に隠れます。

「待ちやがれなの！」

「ロウ！　深追いは危険ですわ！」

　路地から飛び出してきたのは、漆黒のフード付きローブを着た、黒いみつあみの幼女。声にはとても聞き覚えがあります。

　黒い幼女を追いかけるように現れたのは縦ロールさん。既に抜剣状態で背後を気にしているようでした。

「またお前ですか！」

「おまえらなんで……ってそんな事言ってる場合じゃないの！　とっとと離れるのよ！」

「はぁぁ!?」

　この状況、どう見ても巻き込んできたのはコイツなのです。文句を言ってやろうと身を乗り出そうとしたらユリアに思い切り襟首を引っ張られました。くそう。

「アヴァロ！　何してんだ！」

　大男が飛んできた大斧を手にしながら誰かの名前を呼んでいます、あの斧ってこいつのだったんですね。

「猛たけり狂え、灼しやく熱ねつの業火よ！」

「街中で何考えてますの!?」

　人がどんどん飛び出してくる路地から次に出てきたのはでっかい火球でした。ご主人さまの本気には遠く及ばないですけど、ボク単独ならチビりそうな大きさです。

「無茶苦茶しやがるッ！」

　咄とつ嗟さに剣を構えたご主人さまが炎の玉に斬りかかるよりも、縦ロールさんが早く動きました。

「渦巻く風よ！　大禍を払え！」

　剣を振り抜く動作とともに、凄すさまじい突風が巻き起こります。

「うああ、すごい風っ」

「あちちちちっ、火の粉がっ、火の粉が飛んでくるのですっ！」

　おかげで炎の玉こそ風に巻き上げられて上空へと散り散りに吹き飛ばされましたが、こっちにまで火の粉が飛んできたのです。

「もう！　何なのですかー！」

「うるさいの！　大人しくすっこんで……!?」

　抗議の声をあげようと身を乗り出すと、こちらを見た黒い幼女が驚きよう愕がくに目を見開いていました。……なんかボクを見て驚いてる風に見えるのですが。

「あつかった……ってせんぱい、フードフード」

「あっ」

　さっきの風でまくれてしまったようです。慌ててフードを戻す過程で黒い幼女の声がハッキリと耳に届きました。

「馬鹿な……なんでこんなところに古いエルフがいるの!?」

「誰だれが中古エルフですか!?」

「誰もそんなこと言ってないのよ！」

「お前らそんなこと言い合ってる場合か！」

　ん？　あれ、反射的にツッコミ返しちゃいましたけど、一発でエルフって見抜かれた？

「……エルフだと？」

　言い合っている最中に、しわがれた男の声が割り込みます。最後に路地から出てきたのは古ぼけたローブを着た瘦やせぎすの男。

　右手にはタクトを持ち、左手には赤熱する宝石を手にしています。どうやらさっき街中であんな魔法ぶっぱなしたバカはこいつのようです。

「良い土産みやげが出来た、ブラド……確保しろ」

「おいおい、無茶言うぜ旦だん那な」

　大斧を振り上げた大男がこちらを見ます。いやいや、確保って……マジですか？　ちょっとまってください完全な巻き込まれじゃないですか。

「あー……悪いな兄ちゃん、そこのエルフ？　まぁわかんねぇが、お前さんのペットは貰もらってくぜ、怪け我がさせたくねぇから抵抗はしないでくれると助かるんだけどよ」

「…………そりゃあいい、ハラワタが煮えくり返りそうな提案だ。おかげでスッキリぶちのめせそうだ」

　傲ごう慢まんで上から目線の発言に怯おびえそうになりましたが、それ以上にキレ気味なご主人さまの返答に怯えそうです。

「はー……兄ちゃんよ、自信があるのは結構だが、身の程ってのは弁わきまえておくべきだ……ぜっ！」

　睨にらみ合っているふたり。セリフを言い終わるかどうかのタイミングで斧使いの男が動きました。石畳が砕けるほどの踏み込みは離れているボクでも移動先を見据えるので精一杯です。

「そうだな」

　死を覚悟するような斧の一撃を、ご主人さまは炎を纏まとわせたレヴァンティンで真正面から受け止めます。

「おいおい、冗談キツイぜ……」

　潰つぶれるような音と共に、男が振り下ろした大斧が砕け散りました。

「身の程ってのは弁えておくべきだ……」

「ガハッ!?」

　剣を持っていない方の手で放たれた裏うら拳けんが斧使いの脇わき腹ばらに突き刺さり、勢いよく吹き飛ばされていきます。

　ご主人さま、格闘も強かったのですか……。

「やりますわね」

「思ってた数倍強かったの……」

　黒い幼女と縦ロールさんもこれには感心した様子でした。そして姿を現した魔法使い風の男は吹き飛ばされた大男を見てあからさまに機嫌を悪くしているようです。

「それで、状況は説明してくれるんだろうな？」

　ご主人さまは魔法使い風の男から視線を外さず、黒い幼女たちに尋ねています。そうですよ説明してください、ボクは今がどういう状況なのかすらわかんないのです。

「事情があって刺客に狙ねらわれたの。おまえたちを巻き込んだことは謝るのよ、こっちは敵対するつもりはないの」

「……今はそれでいいか、ひとまずあいつらを捕まえるってことでいいな？」

「勿もち論ろんですわ」

　端的な説明ではやっぱりわからないのですが、ご主人さまは一いつ旦たん切り上げて犯人の確保を優先したようです。

「想定外……厄介なイレギュラーだ……仕方あるまい」

　魔法使い風の男はあからさまにため息をつくと、右手のタクトを振りかざします。

「炎よ、嵐あらしがごとく吹き荒れよ」

「また範囲の大きな攻撃をっ……！　渦巻く風よ！　大禍を払え！」

　目の前で炎が噴き上がり、強い風がそれを巻き込んで散らしていく光景が再現されます。目がチカチカするのです。

「ソラ、ルル、ユリア、俺から離れるな」

「は、はいシュウヤさま」

　ルルもユリアも弱くはないのですが、こういう魔法戦みたいな状況では無力なのです。ボクに戦闘力はありませんし、大人しく見守るしかないのです。

「ほんと……いい加減にするのよおまえ！」

　黒い幼女が指をさすと、地面から黒いロングソードがいくつも現れ、魔法使いに向かって飛び出していきます。

　戦闘が激化してますけど、ご主人さまの側そばなら安心です。

　のんびり観察していると魔法使いが左手に持っていた赤熱している宝石を縦ロールさんの足元に放り投げるのが見えました。その直後に黒い剣が魔法使いを貫き──あれ？

「やれやれ、切り札を使うことになるとはな」

　まばたきもしていないのに魔法使いの姿が搔かき消えました。それと同時にボクの襟首を誰かが摑つかみました。

「せめてエルフが手に入れば、言い訳も立つか」

「え」

　背後から聞こえる声に振り返ると、フードの中から覗のぞく蛇のような眼めと視線が交差します。なんで、さっきまであそこにいたじゃないですか。なんで真後ろにいるのですか。

「転移魔法!?」

「ソラ!!」

　何故か世界がスローモーションに見えます。ご主人さまがレヴァンティンを燃え上がらせて背後の魔法使いに斬りかかろうとしています。

　ご主人さまがそんなに焦っているの、はじめて見たのです。

「せんぱい！」

「お嬢様!?」

　すぐ近くにいたルルとユリアがボクに向かって手を伸ばしてきます。それが届くよりも一瞬早く、視界が暗転しました。

「……？」

　気づけばどこか高い建物の屋根の上にいて、ボクは襟首を摑まれたまま街を見下ろしています。さっき誰かが叫んだ転移魔法って、まさか本当に瞬間移動ですか？

　そんなの反則にも程があるのです、チートなご主人さまだって使えないのですよ！　ズルなのです……。

　いえ、いえ違います。そうじゃありません、逃げないと、なんとかしてこいつから逃げないと。

「こ、この──」

　──ゴォォォォォォォォォォン!!

　声を張り上げようとした瞬間、遠くで凄まじい爆発音がしました。大きな炎の柱が立っているのが遠目に見えます。心当たりなんてひとつしかありません、転移する寸前にこいつが何かをしていたのは見ていましたから。

「手足を折るのは容易たやすいが、後々面倒になる。手間をかけさせるな」

　あのくらいでご主人さまがどうこうなるなんて考えていません。だけど、距離がありすぎます。背後から降りかかる冷たい声に抵抗する気持ちすら萎なえさせられて、ボクはただ項うな垂だれることしか出来ませんでした。

　これから、どうなるのでしょう……。








その20　囚われのエルフ






　攫さらわれたボクが連れてこられたのは、デーナの高そうな建物が立ち並ぶ地区。いわゆる貴族地区ってやつのど真ん中にあるひときわ豪華な館やかたでした。

　脱出の機会を窺うかがってましたが正直無理です。途中で合流したらしい斧おの使いはボロボロですが、フードの魔法使いは隙がありません。

　どうにも出来ないまま、開き直ったボクは敵の首しゆ魁かいさんとご対面していました。

「ふむ、アヴァロよ……これがエルフだと言うのか……？」

　豪華なテーブルやソファー。高そうな家具やら調度品が置かれた応接室っぽい部屋の中。目の前のソファーにはひとりの男が座っています。

　身じろぎする度に肉が揺れる肥満体。やたら上質な布で作った服を着て、豪華なアクセサリーで全身を飾り付けた悪趣味な男。いかにも悪徳金持ちって感じなのです。

　男は睨んでいるボクの顎あごを摑んで上を向かせると、無造作に耳を触ります。脂ぎった指で触れられて腕に鳥肌が立ちました。

「ふむ……ふむ」

「ひっ」

　首筋に顔を密着させてきて、ふごふご音を立てて匂においを嗅かいできます。思わず引きつった悲鳴が喉のどから溢あふれました。身体からだが小刻みに震えるのが自分でわかります。

　ご主人さまによくやられている事なのに、もう慣れたと思っていたのに。嫌悪感と恐怖で身体が動きません。

「この花の香り……肌触り、確かにエルフのようだ。よくやったぞお前たち」

　満足そうに言いながら男はボクの頰ほおを撫なでてきます。怖おぞ気けのする行為に自分の中の気力がゴリゴリと削れていくのがわかりました。

　というかなんですかその判別方法、エルフの匂いってあるんですか？　確かにルルやユリアに匂いを嗅がれて不思議そうな顔されることはありましたけど……。

「それで、嗅ぎ回っていたアラキスの犬どもはどうした？」

「そのエルフの飼い主ごと光熱の魔石で焼き払いました。秘蔵の魔石を使いましたので、無事な可能性は低いかと」

　跪ひざまずいたままアヴァロが答えます。あの爆発の正体は魔法の道具でしたか。それにしても気になるワードが満載です。

「あやつらは猟犬の中でも特に腕が立つ、念のため追撃隊を手配しておけ」

「既に指示しております」

　どうやらボクたちは完全に巻き込まれてしまったようです。怒っていいと思います。

「ひとりとて生かしておくな、アレを嗅ぎつけられたら厄介だ」

「ハッ、我らも回復次第ただちに追撃に向かいます」

「よし、行け」

　男が追い払うように手を振ると、アヴァロたちが部屋を出ていきます。結果的にボクと男だけがこの場に残されてしまいました。

「さて……野良犬の使い古しというのが気に入らんが、エルフはエルフだ」

　こちらを見るなり好色そうな笑みを浮かべて舌なめずりをする男に、ボクは無意識に後じさっていました。

「ぼ、ボクは公認の商館で売買された奴ど隷れいなのです！　主人の許可なく触れたら……」

　この国では個人の資産とされてる奴隷の保有権は国法の下に保護されてます。

　ご主人さまが生きている限り、ボクをどうこうする権利はご主人さまにしかないのです。権力者であればわかっているはずの事。

　奴隷契約はボクを縛る鎖ですが、こういう時に身を守ってくれる鎧よろいでもあります。

　そんな精一杯の威嚇を、男は小馬鹿にするように鼻で笑い飛ばしました。

「そんなもの、領主の権限があればなんとでもなる」

「っ」

　薄々勘付いてはいましたけどやっぱりこの男、デーナ一帯の領主のようです。

　大きな交易港を保有する領主の力の強さはボクでもなんとなくわかります。……もちろん、ご主人さまがあのくらいで死ぬなんて思っちゃいません。

　けれど一歩間違えば国とやりあう事になるこの状況、絶対に助けに来てくれるという確信が持てません。

「なに、従順でさえいれば良い。野良犬に飼われていては出来ない贅ぜい沢たくもさせてやろう」

　肉を揺らして男が迫ります。きっと条件だけならご主人さまに飼われている時と大して変わりません。それでも、こいつに飼われるのは嫌で嫌で仕方ありませんでした。

「す、すぐに、ご主人さまが」

「ハハハ、どっちにせよお前の元主はとっくに消し炭だ。随分懐いているようだが、高貴な私に抱かれればあのような野良犬のことなどすぐに忘れる」

　当たり前のように言ってますけど、ボクの見た目はかなり子供です。すなわちこいつとんでもない変態なのです。

「随分と小さいのが気になるが、まぁ贅沢は言うまい。エルフを手に出来る日が来るとは……」

　陶酔したような視線を虚空に向けて独白する変態。ボクは無意識の内に震える自分の身体を抱きしめていました。

「あいつらも素晴らしい土産みやげを用意してくれた、持つべきものは忠臣よ」

　ボクに話しかけているようで、ほとんど独り言のようなものでした。人間がペットに話しかけているのをペット側から見るとこんな感じなのですかね。

　そして、こいつはご主人さまがアレに巻き込まれて死んだと思っているようでした。確かに普通の人間ならまず死にます。でもご主人さまは同じ変態でもチート野郎です。

　さっくり防いで退避している姿が容易に想像出来ます。問題はその上でボクを助けに来てくれるかですけど……そこは信じるしかありません。

「さて……」

　頭の中でこれからを考えていると、独り言を終えた男が粘つくような視線をボクの身体に這はわせていました。ちょっと慣れてきましたけど、背筋に走る悪寒は止められません。

「些いささか汚れが酷ひどいな」

　軽く身体は拭ふいたくらいで外でバタバタしていました、お世辞にも綺き麗れいな状態ではありません。思案する様子を見せた男はテーブルの上にあったハンドベルのようなものを鳴らします。

　暫しばらくしてやってきたのは、一般的にメイド服と言われるものに似た作業着を着たやや年かさの女性でした。

「こいつを洗って私のコレクションルームに」

「かしこまりました」

　感情を一切見せない表情でカーテシーをした侍女らしき女性は、ボクの手を引いて部屋を後にします。靴音を立てずにすばやく歩く侍女に引っ張られ、何度か転びそうになりました。

　その度に足を止めて、侍女は冷たい目でボクを見下ろします。

　……一生懸命歩いているつもりだったんですけど、ボクって結構どんくさかったんですね。

　なにも言わずに合わせてくれるユリアやルルが、普段から色々と気遣ってくれているのがわかってちょっと泣きたくなりました。

　湯殿に連れて行かれたあと、乱暴に服を脱がされバシャバシャと髪や身体を洗われます。今逆らってもややこしくなるだけ。

　ちょっと痛いのを我慢して大人しくしていると丸洗いはすぐに終わりました。

「あの……これ着るのですか？」

「急ぎなさい」

　侍女が用意していた下着は、まぁあからさまにそういう用途のものでした。肌が透けるようなレース編みの下した穿ばきに、薄手のランジェリー。

　質が良いのはわかります。前から思ってたんですけど、なんで下着文化こんなに発達してるんですかここ。

　先達ですか？　先に来ていた変態どもの仕業ですか？

「早くなさい」

「はい」

　すけすけ下着を手にしたまま固まっていると、侍女の声に若干の苛いら立だちが含まれてきました。

　ご主人さまが助けに来るまでは大人しくしていたいので、慌てて下着を身につけるとまた手を摑まれて別の場所に連れて行かれました。

　ついたのは屋敷の２階の奥にある、鍵かぎのついた扉を何回かくぐった先。

　淡い紫色のランプに照らされた不思議な雰囲気の部屋でした。格子のついたまるで牢ろう屋やのような個室が立ち並んでいますが、中に置かれている家具はパッと見て良さそうなものばかりです。

　今は誰だれもいませんが、コレクションルームとは言い得て妙でした。

「そこの部屋に入りなさい」

「はい」

「暫くすれば御お館やかた様がお呼びになります。決して逆らわないように」

　侍女は適当な部屋の扉を開けてボクを放り込むと、それだけ言ってさっさと部屋を出てしまいました。もちろん扉の鍵はキッチリ締めてから。

　一息ついてから、結構ふかふかのベッドに寝転がってこれからを考えます。

　あの男の言いぐさからして、本来の狙ねらいは〝アラキスの犬〟とか呼んでた人たち。ボクは行きがけの駄賃ってところでしょうか。
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　該当するとしたらあの場にいた縦ロールさんと黒フードのどちらか、あるいは両方。……複数形でしたし両方でしょう。

　嗅かぎ回っていたってことは攻撃を仕組んだ相手のことはわかってるはず、とすると拗こじれてなければボクの居場所はすぐにわかるはずです。救出まで時間はそれほどかからないでしょう。問題はそれまでどうやって身を護まもるかですね。

　……もう慣れたご主人さまならギリギリ我慢できても、あんなデブデブの脂ぎったおっさんは嫌なのです。ていうか普通の女性だってだいたい嫌なはずです。

　見るからに運動不足ですから一発殴って脱出……は警備兵とかいるでしょうし無理ですね。そもそも鍵がなければ屋敷から出ることも……。

　ん、あれ、鍵がなければ？

　なんでしょう。凄すごく大事なことを確認されてないような。

「導き手たる光よ」

　指先を立てて小さな灯あかりの魔法を詠唱します。程なくして光る粒が集まってビー玉サイズの光球が出来上がりました。

　うん、魔法……普通に使えますねこれ。

「……あー、あぁー」

　すっかり忘れてましたけど、奴ど隷れいの首輪はお高い魔法具です。万能ではないですが主人登録されている人間なら様々な制限を設定できます。

　例えば武器を持って主を攻撃したり、許可なく魔法を使ったりしようとすると首が絞まるとか。主人から一定時間離れていると徐々に絞まってくるとか。

　ご主人さまはそのへんの制限はしてません。首輪の機能で動きを抑えられたりはしますけど、じゃれあいレベルでしか使われてません。

　普通は奴隷が勝手に魔法を使ったりできないように縛るものなんですよね。愛されペット生活（笑）ですっかり忘れていました。

　そしてここが重要ですが、ボクは鍵開けとかスカウト系の魔法が得意分野です。格子や部屋の扉は挑戦してみないとですけど……多分開けられます。一気に希望が出てきました。

　すぐに試したいところですが、今成功しちゃうのは怖いです。もし鍵が開いたことを感知するような魔法がかかっていたらそこでアウト。開けられることがバレたら二度と同じチャンスは来ないでしょう。

　ボクの戦闘力では警備兵ひとり突破できるかも怪しいです。見た感じ普通に効きそうではありますし、今はチャンスを待つべきです。

　あいつが強権振りかざし、無理やり主人登録を変更する前にご主人さまが来てさえくれればなんとかなる……なります。

「っ……」

　歩き回りながら頭を動かしていたら立ちくらみがしました。流石に色々あって疲れてるのでしょうか。……このままだと〝いざという時〟に動けなくなりそうですね。今は温存に努めなければ。仕方なくベッドに横たわって目を閉じます。

「──。────」

　暗がりで目を閉じて暫くすると、部屋の中から音が聞こえてきました。人の声よりも高くて澄んでいる綺麗な音。歌詞はないけど、歌のようでした。

「……？」

　薄暗がりに慣れた目をこすりながら格子に近づいて、音のする方向を見ます。

　部屋の一番奥にある薄いカーテンの向こう側、巨大な金魚鉢のような水槽に設置された流木。そこに腰掛けた人影が見えました。

　人間の上半身に魚のような下半身。

　目を凝らしてみれば、両手には翼のようなものが生えているようでした。

　ボクはこの世界の種族に詳しいわけではありませんが、少なくとも人魚がいると聞いた事はありません。

　どうやら、ここの領主さんは結構珍しいものを飼っているみたいですね。








その21　金魚鉢の歌姫






　人魚のような影は時折ヒレで水面をかき混ぜながら歌っていました。澄んだ音色は人の声とは違う独特な楽器のようで、場所が檻おりの中でなければ聞きき惚ほれていたかもしれません。

　囚とらわれの身にもかかわらず、歌う音色は明るいもの。どうせ暫しばらくは暇なのですから丁度いい時間つぶしでしょう。

　再びベッドに横たわりながら心地よい音色をＢＧＭに目を閉じます。安眠効果でもあるのか、次第にうつらうつらしてきました。

　流石にガチで寝るのは危ないのです。何とか意識を保とうと必死に堪こらえます。

「ねぇ」

　眠気に耐えている頭に、高い子供のような声が響きます。夢でしょうか現実でしょうか。

「ねぇ、あなたも連れてこられたの？」

「ん……？」

　そういえば、聞こえていた歌が止まっていました。身体からだを起こして奥を見ると、人魚のような人影が金魚鉢の縁に乗り出すようにこちらを覗のぞいています。

　薄暗い照明に照らしだされたのは、赤紫に近い長い髪を持つ幼い女の子の顔。ここからだとボクとどっこいどっこいの体格に見えます。

　まだ少しぼんやりしている頭を振って立ち上がると、格子に近づきます。興味津々といった彼女の様子がよりわかるようになりました。

「わたし、フェレ。あなたは？」

「……ボクはソラなのです」

　よく通る声はハッキリと聞こえました。一方でボクは少し大きめに声を出さないといけません。

　ひそひそ話するにはちょっと距離があるのですよね。外に気取られないか不安です。

　でもまぁひとりで耐えるよりはずっとマシです。ついでだからとお互いの身の上話をしました。

　わかったことですが、彼女は人里離れた森に仲間と住んでいたようです。いつも散歩がてら川を下って海に出ていたとか。

　遊び場は普段は人間が近づかない海域、しかし偶然にも通りかかった海賊船と散歩中の彼女がバッティング。結果として囚われてしまったようです。

　毛むくじゃらのおっさんたちの投げた網に引っかかってしまい、そのまま引き上げられてぐるぐる巻きに。そのまま領主の館やかたに連れてこられてこの部屋に。

　……そこまで聞いて察しましたけど、海賊と領主繫つながってますよねこれ。

　まぁ賊を辿たどっていったらお偉いさんが居たなんて、今も昔も珍しくもないのでしょうけど。

「大変だったのですね……」

「うん……でも、きっとみんな助けにきてくれるから、待ってるんだよ」

　彼女はボクよりも長く囚われていますが、幸いにも珍しい種族で下半身が魚なのもあり、今のところは無事みたいです。奴やつはいくら変態でもそこまで突き抜けてはいなかったようです。

「一緒ですね、ボクもご主人さまの救助待ちなのです」

　話を聞く限りでは彼女、フェレのお仲間は結構お強いようです。場合によってはうちのご主人さまと共同戦線とか張ったりしてるかもしれませんね。

「リアラさまはすっごくつよいから、きてくれればもう安心」

「ご主人さまも強いですから、どっちが先に来てくれるかですね」

　うちの主は戦闘力だけならほんとチート級ですからね。領主に負けず劣らずの変態なのが玉に瑕きずですけど。

　あの襲撃も、瞬間転移なんてズルさえなければ難なく切り抜けていたに違いないのです。

「ソラは、そのごしゅじんさまの事好きなの？」

「いえ、違いますが」

　首を傾かしげながら突然ぶっぱなしてきたフェレの質問に、ボクは思わず真顔になってしまいました。

「でも、助けにくるって信じてるんだよね」

「ご主人さまにはペットの保護責任があるのです、守ってやるとか何とか言ってるんだからこういう時にこそしっかり動いてくれないと困るのですよ。そうじゃないと普段から重労働の〝ご奉仕〟をしている意味がないのです。強さと甲か斐い性しようが取り柄なんですから、今こそその意地を見せてもらわなきゃお話にならないのです。第一……」

「ソラ、はやくてわかんない」

　ぐぬぬ……。いえ、いいです。伝えたいことは一言で済みます。

「……ご主人さまにはボクを助ける責任があるから、助けに来なきゃいけないんです」

　尋常じゃない額の借金までさせて縛りつけようとしたんです。ここでやっぱいいやと諦あきらめられちゃ困るってことなのですよ。

「そっかー……？」

「そうなのです」

　なーんかいまいち納得してない顔してますけど、それが事実だから仕方ないのです。

　一気に喋しやべって乱れた息を整えながら天井を見上げます。そういえば結構喋ってましたけど、どのくらい時間が経たったのでしょうか。

　……そう思った瞬間、フラグにでもなったのか入り口の扉が開けられる音がしました。

　ボクをここに連れてきた年かさの侍女が、能面のような表情を貼り付けたまま格子の前までやってきます。

「御館様がお呼びです。出なさい」

「…………」

　扉の鍵かぎが開けられ、ジロリと睨にらむような眼で見下されます。さすがに今日は余裕があるかと思えば甘かったのです。

　ボクも無言で睨み返しながら立ち上がると侍女に続いて部屋を出ます。心配そうな顔でこちらを見ているフェレに頷うなずいてから、侍女について領主の本拠地へと向かいます。

　腕を摑つかみ、相変わらずこっちを気にしない早足で進む侍女に文句を言いたいところですが、それよりも今は屋敷の地理を頭に叩たたき込こまねばなりません。

　ようやく冷静になれたのです、脱出のための準備は出来るだけしなければなりません。早ければ数十分後には強行することになるでしょうから。

　えぇ、もちろん大人しくヤられるつもりはありません。貞操だとかそういうんじゃありません、あんな脂まみれのデブったおっさんは願い下げってことです。

　ぐんぐん進んでいた侍女が立ち止まったのは２階の廊下にあるひときわ豪華な扉の前。侍女がボクの手を摑んだまま何度か扉をノックすると、中から「入れ」と粘っこい声が返ってきました。

　声を聞くだけで怖気がぞわっと背中を走ります。

「失礼いたします、お連れしました」

「ご苦労、下がれ」

　侍女の意外と力のある手によって、押し出されるように部屋の中に放り込まれます。倒れないように踏ん張って前を見上げると、ガウン姿の領主が椅子に腰掛けてワインを呷あおっていました。

「かしこまりました」

　背後でした声の少し後、扉が閉まる音が小さく響きます。音からして鍵はかかってないようですけど……大ピンチですよねこれ。

「中々見られるようになったではないか」

「それはどうも」

　ねっとりとした視線が肌を這はい回るのを感じます。鳥肌が立ちそうになるのを我慢して、相手の姿を視界に入れます。

　ガウンの隙すき間まから見えるのは、照明を脂が反射する油断しきった身体。ニタニタと笑う顔には上品さや情緒の欠片かけらもありません。

「気の利かぬ奴ど隷れいだ、膝ひざに座って酌くらいせぬか」

　でっぷりとした腹を揺らしてグラスに残るワインを飲み干した領主が膝を叩きます。この程度のことがこんなに嫌悪感を呼ぶとは思いませんでした。

「あいにくと、ボクのご主人さまはそんなこと要求してきませんでしたので」

　……噓うそです。似たような事ならご主人さまに要求されて何度かやったことがあります。

　ボクもつまみを勝手に齧かじったりはしましたが。

「ふん……今は私がお前の主だ」

「首輪の登録は変えられていないから、今もボクのご主人さまは変わってません」

　言い返されるとは思わなかったのか、領主の眉み間けんに大きく皺しわが寄ります。立ち上がって近づいてきた領主が突然グラスの中のワインをボクの顔にぶちまけました。

「お前の元主人は既に炭すみ屑くずだ、死んだ野良犬のことなど忘れろ。明日にはこの街の奴隷商が契約書類を持ってくるのだ、新しい主に忠義を尽くすのなら早いほうが良いぞ？」

　少し見下ろせばポタポタと落ちるワインが着せられた下着を濡ぬらし、高そうなカーペットに染みを作っています。……はは、自分で自分の家財汚してやんの、です。

「……ボクのご主人さまはひとりだけです」

　たぶん、これが奴隷を買うタイプの人間の普通なのでしょう。やり方は強引で無法ですが、オークションに来ていた連中と同じ目をしています。

　気に入らないのです。すごくすごく気に入らないのです。

　奴隷商人のところで慣れたつもりでした、諦めたつもりでした。でもご主人さまのところが居心地よすぎて、感性だけ昔に戻っちゃったみたいです。

「……野良犬の使い古しが、エルフだからといって加減されると思うなよ」

　太くてでかい手がボクの肩を摑んで強引にベッドに転がします。体格差もあってまともに抵抗すら出来ません。壁に備え付けられた灯ともしびの魔道具を背中に、領主がボクにのしかかります。

　領主の手が上に着ていたキャミソールのような下着を引きちぎります。高そうなやつだったのに。

　顕あらわにされたボクの平へい坦たんな胸を見下ろしながら、領主は乱暴にボクの髪を摑み上げました。

「最後のチャンスだ、跪ひざまずいて足に口付けをするならば優しくしてやろう」

　これが本当の力尽くってやつなのですね。ボクも考えが甘かったけどご主人さまも随分甘かったのがよくわかりました。

　そりゃルルだって媚こびを売りますよね。こいつと比べたら天と地くらいマシです。

　自分がそんなに強い人間だとは思ってはいません。イヤダイヤダと悪態をつけるのも、ご主人さまが相手だからだと、よくわかりました。

　本当にこいつの物にされてしまえば、また折れて……何もかも諦めるしかなくなります。

「……一言だけ、いいですか？」

「なんだ？」

「往生しやが──!?」

　いちかばちかの脱出にかけて股こ間かんに『必殺の前蹴りゴールデンストライク』を打ち込んでやろうと思ったのですが、構えた途端にズシンと響くような振動が屋敷を襲いました。

「な、なんだ!?」

　予想外だったのか、領主が慌てた様子でボクから視線を逸そらします。

「──改めて、往生しやがれなのです！」

　馬鹿め、隙だらけなのです。

「はっ、うごぉっ!!」

　身体からだを上げてくれたおかげで随分狙ねらいやすくなった領主の急所。そこに向かって全体重を乗せて蹴りをぶち込みます。

　股間を押さえて悶もん絶ぜつしている領主の下からするりと抜け出して様子を見ます。

「き、貴様ぁ、高貴なる私にこのようなことをして……ただで済むと思うなぁ……!!」

　残念、豚さんは意外と頑丈なようです。怨えん嗟さの声を上げながら、ちょっと内うち股また気味に立ち上がろうとしています。

　ボクの体重じゃ一発で倒すのは無理ですね……なら仕方ない、仕方ないのです。ご主人さまに放つために密ひそかに鍛えたこの一撃をお見舞いしてやろうじゃないですか。

「ごーるでんすとらいく！」

「ぐおおお!?」

「だぶる！」

「ぎょああ!?」

　ふらついている股間に叫びながらの再びの蹴り。こういう時は叫んだほうがテンション上がるのです。

　崩れ落ちそうになったところに更に体重を乗せた追加の一撃。白目を剝むきかけたところでとどめのスペシャル！　飛び膝ひざ蹴げりなのです！

「あばよっなのですぅ！」

「ま、待っ……ぐえええ!?」

　制止しようと両手を股間から離し、無防備になった豚の股間に叩き込まれる全力の膝──手て応ごたえあり。

「ばっちいのです……」

　完全に気を失って、ぶくぶく泡を噴いている豚の身体をもう一度蹴ってから、高そうなローブで膝を拭ふきました。

　それから扉を蹴破るように開けると、後ろは振り返らず部屋から飛び出します。

　周囲にはひとまず誰だれもいません、でも遠くのほうが騒がしいので誰かが領主に報告に来るでしょう。この場にとどまるのはダメそうです。

　ご主人さまかフェレのほうの助っ人か。どちらが来たのかはわかりませんけど今こそ脱出の好機。

　まずは先程の部屋に戻ってフェレと合流することにしましょうか！








その22　救出






　事が起こったのは連れてこられてすぐだったこともあり、道はしっかりと覚えていました。

　大きな揺れは最初の１回だけでしたが、その後も断続的に爆発音や騒ぐ声が聞こえてきます。どっちかわかりませんけど、派手に暴れすぎじゃないです？

　てっきり救助だと思っていたのですが、まさかの第三勢力じゃないですよね。急に不安になってきました。これで間違えてたら笑うに笑えません。

「っとっとぉ！」

　聞こえてきた足音に慌てて物陰へ身を潜めると、すぐ近くを武装した人間が駆け抜けていきます。

「急げ！　中庭の方だ！」

　結果的に陽動になってて動きやすいって解釈でいいのですかね、これ。

　金持ちの屋敷は芸術品とかの遮しや蔽へい物が多くて助かるのです。あいつのなら壊しても心が痛みませんし。いざとなればぶつけてやりましょう。

　時折駆け回る館やかたの人間から身を隠しつつ、戻ってきたのは先程の部屋。

　鍵はかかっていますが大丈夫、ボクには解錠魔法に加えて最近手に入れた〝コレ〟があります。

「大怪盗の指輪！」

　魔力を注ぎ込んで鍵の形にして……ってこれピックですよね細長い。

　う、うぅん。時間もありません。鍵穴に差し込んでみま……あ、凄すごい。内部の鍵の構造が手に取るように伝わってくるのですこれ。そこに解錠魔法を使えばものすごく簡単に開きました。

　喜び勇んで飛び込んだボク、それを見つけたフェレが金魚鉢から顔を出します。

「ソラ！　だいじょうぶだったの？」

「ふふん、一撃くれてやったのです！」

　どやっと胸を張ると、上から下に視線を滑らせたフェレはホッとした様子で表情を緩めました。

「でも、ソラが無事でよかった。なんだかすごい音がしたけど」

「どうやら屋敷に討ち入った人間が居るみたいなのです」

「リアラさまかな？」

「さぁ、どっちかはまだわからないのです。逃げるなら混乱している今なのですよ」

　だから一緒に脱出をと言おうとして、ボクは固まってしまいました。よく考えればフェレの下半身は魚で、腕は翼になっています。

「フェレ……歩けますか？」

「歩けないけど、だいじょうぶだよ」

　金魚鉢から上半身を覗のぞかせたフェレが翼を広げ２度、３度と羽ばたかせました。すると部屋の中なのに風が渦巻きフェレのところへ集まっていきます。

　水中から完全に姿を出したフェレが空中を泳ぐようにボクの隣にやってきました。

「風の魔法ですか」

「ゆっくりだけど、動ける」

「それなら良かったです、人目を避けつつ中庭へ行きましょう」

　ここにとどまっているとやってきた人間に捕まりかねません。中庭に来ているのがボクたちの縁者なら、どちらでもこの状況を打開できるはずです。

　フェレが言うには、リアラという人は、頼めばボクなら絶対助けてくれるそうなのです。少しばかり不安はありますが、大丈夫だと信じるしかないですね。

　連れ立って部屋から出て、角を曲がったところで武装した数人がボクたちの閉じ込められた部屋に入っていくのが見えました。完全に入れ違いですね、あぶねー。

　慌てふためいて飛び出してきた私兵連中を隠れてやりすごし、隠れながら中庭を目指します。

　少し進めば片面に中庭が見えそうな廊下に差し掛かりました。

「どわー!?」

　踏み出そうとした瞬間、窓のひとつを突き破って武装した男が吹っ飛んできました。壁に激突した男はそのまま気を失ったようで、ピクリとも動きません。

「何が起こっているのですか!!」

　恐る恐る窓から外を見ます。やっぱり中庭でした。過去形です。

　綺き麗れいに整えられた樹木や花壇がぐちゃぐちゃに崩れて、一部が燃え盛ってます。中心に居るのは黒をメインにした装備で燃え盛る剣を振り回す人影。

　フードで顔見えませんけど、あの剣には心当たりがありすぎます。

「ボクの方の救助みたいです、何とか合流したいのですが」

「誰か来た」

　振り向くとフェレが背後を警戒するように構えていました。耳を澄ませるとガシャガシャと金属のこすれる音が近づいてきています。……少なくとも、こんな音をさせて近づいてくる味方に心当たりはありません。

「離れましょう」

「うん」

　ここは２階、飛び降りるわけにはいきません。浮いてるフェレは大丈夫っぽいですけど、ボクは無理です。絶対死にます。なので階段を目指して廊下を駆け抜けるしかありません。

「居たぞ！　こっちだ！」

「逃がすな！　逃がせば我らに明日はないぞ！」

　全力で走っていると背後から男の怒鳴り声が響きました、ちらりと振り返ると警棒のようなものを手にした男たちがボクたちを追いかけてきています。足の速さの違いもあり、遠からぬうちに追いつかれてしまいそうです。

「フェレ、攻撃魔法は!?」

「つかえない！」

「あなたもですか！」

　何ということでしょう。こんなところに戦力外がふたりとは。……ていうか最初からマント使えばよかったんじゃないですかこれ。ぐぬぬ、使い慣れてない道具はこれだから！

「まてぇぇぇっ!!」

　怖いおじさんたちが警棒らしきものを振りかざして追いかけてきます。捕まったらアウトなのでめちゃくちゃ怖いんですよねコレ。一瞬でも気を抜けば足がもつれそうです。

「ソラ、前からも足音っ」

「えええ」

　何とか階段を降りて中庭まで……と思ったのですが、フェレが焦ったように叫びました。

「よし、挟み撃ちだ！」

　背後で勝ち誇ったような声が聞こえます。うぐぐ、まさか挟まれるとは。かといって足を止めるわけにもいきません。

　軽い足音が複数、階段を駆け上がるように近づいてくるのがわかります。

「せんぱいっ!?」

「間に合った……ってちょっ、なんて格好!?」

　階段から飛び出すように現れたのは黒装束姿のルルと──知らない金色の髪の猫耳さんに黒髪の男の人でした。ルルと金色猫さんはボクを見て目を丸く見開き、男の人は激しく目を泳がせます。

「クリス！　マコト！」

「フェレちゃん！」

　金色の猫耳さんたちはフェレ側の縁者さんのようでした。手を取り合って無事を喜んでいます。

「カサイさん、ひとまずあいつらを！」

「お、おう！」

　動揺していた男の人はルルの声に反応して、ボクの横をすり抜けて背後の私兵らしき人たちに突っ込んでいきました。

「ぐああああ!?」

　うわぁ、一振りで数人まとめてふっとばしてますよあの人。こいつもチートですか。

「というかせんぱい！　服！」

「ふく？」

　慌てたルルが近づいて、はじめて自分の姿を思い出しました。

「あー……」

　今のボク、スケスケなレースの下着だけでした。しかもベビードールっぽい上着は破り捨てられています。つまり上半身丸出し。意識するとちょっと恥ずかしいですね。

「ルル、何か着るもの……」

「ちょっとまっててください」

　ルルが黒装束の外がい套とうを脱いで渡してくれました。胸を隠すように羽織って、息を整えます。走れはしましたが運動不足ですね。

「……秋しゆう夜やに殺される前に合流しよう」

　私兵たちの動きをとめた男の人が気まずそうに顔をそらして戻ってきました。数時間の間にボクの知らない交友関係が構築されているんですけど。

「詳しい話は走りながら、いきますよせんぱい！」

「はい」

　ちらりと中庭で暴れているご主人さまを見てから、ルルの先導に従って階段を降ります。

　何というか、あれですね。やっぱり助けに来てくれたって、すごく安あん堵どしている自分がいます。

「ご主人さま、来てくれたんですね」

「……せんぱいを見て屋敷全部燃やすとか言い出さないといいんですけどねー」

　ルルはボクの格好に少し茶化すような、でも少し固い声を出します。隣を走っている金色の髪の、ルルと似た格好をした猫耳さんが悲痛そうに目をそらしました。

　……いやあの、ボク何もされてませんよ？　危なかったけど無事なままです。

「もう大丈夫ですからね、せんぱい」

「はい」

　嬉うれしいです。でも何もされてませんからね。
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　このまま中庭に行くのかと思えば、ルルたちが向かったのは裏口の方でした。そこを抜けると夜の闇に紛れるように佇たたずむ影がひとつ。

　月明かりだけでもわかります。流れる金色の髪に緑色の瞳ひとみ。ボクよりも少しばかり背が高い程度の薄い身体からだ。長い髪を搔かき分わけるように突き出ているのは特徴的な長い耳。紛れもなく……。

「エルフ……？」

「同胞よ無事で……いや、五体満足で助け出せた、良かった」

　無事と言いかけたエルフの女の子は、外套の下から見えるボクの格好を見て悲痛そうに顔を背けました。なんか空気が重いのです。

「あの、ボクは」

「ソラ！」

　誤解を解かないとまずいかと思ったのですが、それより早く聞き慣れた声が飛んできました。

「ご主人さま」

「怪け我がはないか？」

「は、はい」

　ものすごい速さで近づいてきたご主人さまが膝ひざをつきながらボクを抱きしめ、怪我がないかチェックします。いやあの、ここで今の格好ジロジロ見られるのは流石さすがに恥ずかしいのですが。

　なんですかね。離れてそんなに経たっていないのに、すっごい安心しちゃってることに自分でもびっくりしてるのです。

「…………」

　怪我がないことを確認したご主人さまは俯うつむいたまま立ち上がると、無言で赤熱するレヴァンティンを振り上げました。

「ご主人さま？」

「もうここを吹き飛ばしても大丈夫だよな……？」

　なんか目が据わってるのですよ。殺気立ってて怖いのですが。

「気持ちはわかるが、あのふたりが戻ってきておらんぞ」

「あのふたりって……？」

「あー、ほら、巻き込んでくれたふたりですよ」

　あぁ、あの縦ロールさんと黒髪おさげですか。

「あいつらも来てるのですか」

「まー、巻き込んだ責任を感じる部分もあったそうで、詳しくは後で」

「わかりました。そう言えばユリアはどうしたのですか」

「脱出用の馬車で待機してますよ」

　どうやら思ったより大所帯での救助作戦になっていたみたいです。色々気になることはありますが……。

「一応相手は領主ですよね、こんな暴れて大丈夫なのです？」

「それについての説明も後で、シュウヤさまが屋敷を吹き飛ばしたら脱出しましょう」

　事情があるっぽいのはわかりました。けれど屋敷を吹き飛ばすこと前提なのですかね。ていうかルルも静かに怒ってません？

　いや、ボクも別に屋敷が吹っ飛ぶのは良いのです。あの領主嫌いですし。ほんと嫌いですし。危うく乱暴されそうでしたし。

　……あっ、もしかしてアレですか。

「あの、ご主人さまもしかしてボクがあの豚領主に……」

「いいんですよせんぱい、無理に思い出さなくても」

　なんか優しい目で言ってますけど、違うんですって！

「ちょっと、何事なのよ！」

　訂正しようとしたら風が吹き、同時に耳障りな高い声が聞こえます。

　見上げると、夜の闇に紛れて憎き黒髪おさげと縦ロールさんが降りてきていました。だいたいこいつらが原因なのです。

「少し屋敷を吹き飛ばすだけだ」

「やめるの！　流石に庇かばいきれなくなるの！」

「気持ちはわかりますけど、今は堪えてくださいまし」

　怒りに震えるご主人さまを必死で止める黒髪おさげ。縦ロールさんはボクの格好を見て悲痛そうに顔を伏せました。

　だからその反応は傷つくのです。ボクは綺麗な……いや綺麗じゃないですけど、綺麗じゃない原因はご主人さまです。あの豚領主には何もされてません！

「だから、ボクは！」

「ええい、揃そろったなら早く逃げるのじゃ、ここで捕まっては洒落しやれにならぬ」

「……チッ」

　渋々といった様子で剣を収めたご主人さまに抱きあげられ、マントの下に隠されます。

　歩かなくて良いのは楽ですけど……ってそうじゃなくて。

「ソラ、遅くなって悪かった……もう大丈夫だからな」

「だから！　ボクは」

「奴やつの私兵が近づいてきてるの、急ぐの」

　なんですかこれ、何の無限ループですか。

　いいから話を聞くのです！　ボクはまだ何もされてませんってば！　ちょっとー！
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　屋敷で起こる混乱を背にボクたちはデーナを後にしました。夜の暗くら闇やみの中、魔法の灯あかりだけを頼りに馬車は走ります。

「本当に、無事で良かった」

　替えの洋服を着てようやく一息ついたボクは、ご主人さまの膝の上で抱きしめられていました。

　ちなみに誤解は解けました、ちゃんと解きました。

「この手であいつの息の根を止められないのだけが残念だ」

　でも結論は変わりませんでしたね。そりゃ仕方ないのです、ボクだってご主人さまに全面同意なのですから。願わくばこの手で引導を渡してやりたいくらいですし。

　現在、馬車の中に居るのはご主人さまにより掛かるルルとボク。

　対面に居るのはもうひとりのエルフ、リアラさん。左右には金色の猫耳クリスさんとフェレを座らせ、何かを考えるように腕を組んで目を閉じています。

　隅には縦ロールことソーンさんと黒髪おさげ。おさげの方は目付きも悪くボクを睨にらんでいます。

　なおクリスさんと一緒に居た日本人らしき男の人とユリアは御者席へと逃げました。

「それで、一体全体どういう状況なのです？」

　囚われの身だったボクにはご主人さまとリアラさんたちが手を組んで助けに来てくれたことしかわかりません。何もわからないままご主人さまに身を任せていれば楽なんでしょうけど、ボクだって人格がありますからそれは嫌なのです。

「お前が攫さらわれた後なんだが……」

　複雑な顔をしたご主人さまが、ボクが攫われた後のことを話してくれました。予想外が重なりはしたものの、あの場には高位の魔法使いが３人。爆発自体は大したことなく防ぎ切れたそうです。

　問題となったのはその後。騒ぎを聞きつけて衛兵やらが集まってくる中、ソーンさん達からやつらが領主の手のものであると聞かされたご主人さまたち。

　巻き込んでしまったのは自分たちの落ち度だからと、ソーンさんはある程度の事情を話して協力を約束してくれたのだそうです。

「ポート・デーナの領主。ベルマ伯爵が主犯だって言われた時は流石に悩んだ」

　ボクの頭をポンポンと撫なでながらご主人さまは言います。……そうですか、悩んだのですか。

　当然ですよね、この世界で権力者を敵に回すってことは住む場所を無くすに等しいのです。

　天てん秤びんにかけられて当然なのです。

「どうやって助けるかをだよ、拗すねるな」

「拗ねてねーのです」

　突然頭をぐりぐりと力強く撫で回されます。わかってるのですよ、やめるのです。むぅぅ。

「チッ……」

　ボクたちを据わった眼めで見ていた黒髪おさげが露骨に舌打ちをして顔をそらしました。ご主人さまの手が止まったのを確認した後、咳せき払ばらいをして続きを促します。

「それで、その後どうしたのです？」

「あぁ、それからな……」

　通常なら領主に手を出すのは自殺行為です。ですがソーンさんにはご主人さまに協力する理由がありました。

「そっちのふたり、王宮の近この衛え騎士なんだって」

「正確には王子直属の宮廷武官ですわ」

「なるほど……」

　ふたりの立場を知って、なんとなーくあの豚領主の発言が繫つながってきました。見た目からして市井を歩き回っている感じありませんでしたからね……なにせ縦ロールです。

「……王子付きの宮廷魔術師なの、本当ならお前みたいなちんくしゃ奴ど隷れいが気軽に口を利いていい人間じゃないのよ私は」

　……こいつの態度は何なんでしょうか。巻き込んだのはそっちなのにむかつくのです。

　とはいえ立場的には実際その通りなんでしょう。更には今のボクは領主の館襲撃犯のペットなのです。協力してくれたこともありますから立場を考えてちゃんとしなければいけませんね。

「これは失礼したのです、巻き込んでくれたきゅーてーまじゅつちさま」

　ちょっと嚙かみました。でも相手はこいつだしいいのです。

「宮廷魔術師なの」

　……そこ拘こだわるのです？　こっちはマウント取られて必死に我慢してるのに。なんかイライラしてきたのです。

「きゅうていまじゅつちさま」

「ま・じゅ・つ・し！　なの！」

「まじゅつちさま」

「まじゅつちなの！」

「ご主人さま聞きました？　まじゅつちですって、まじゅつちですって、あいつ自分の役職嚙みやがったのです！」

「きぃぃぃぃ!!」

　奇声をあげて飛びかかってくる黒髪おさげを、額を押さえながらソーンさんが捕まえます。ボクは悲鳴をあげながらご主人さまに抱きつきました。

「ご主人さまぁ、こわいのです！」

「ソーン！　放すの！　あのちんくしゃに立場ってやつを教えてやるの!!」

「なんでこの状況で喧けん嘩かが始まるんだお前ら……」

　頭を撫でるごすずんの手からは遠い目をしている雰囲気が伝わってきますね。

「悪い、うちの子が……」

「こちらこそごめんなさいね、うちのロウが……」

　なんか保護者が謝り合ってる雰囲気になってきてるんですけど。不服ですよ。

「そいつが奴隷のくせに生意気なのが悪いの！」

「最初に突っかかってきたのはそっちなのですー！　何ですかそんなに羨うらやましいのですかぼっちですか！」

「ぼっ……!!　言うに事欠いて……し、躾しつけのなってない猿なの!!　おまえ自分の奴隷にどんな教育してるの!?」

　実際、最初に突っかかってきたのは黒髪おさげなのです。反撃しちゃいけないなんてルールはないのです！　なかったはずですたぶん！

「ソラ、いい加減にしろ」

「むぅぅ……」

　ご主人さまの声にちょっと怒りが混じりました。流石にこれ以上煽あおるのは無理そうです……。

　こっちにはめっぽう強いご主人さまがいるのです。別行動している時ならまだしも、いくら変な魔法が使えるからって簡単には負けないのです。

「ロウもですわよ、騙だまされたのは同情しますけれど、いい加減あの男の事は割り切りなさいな……」

「ソーン!!」

　突然の暴露に悲鳴に近い黒髪おさげの声が響きました。フラれたばかりなのは知ってますけど、え、騙されたのです？　騙されちゃったのです？　お偉いきゅーてーまじゅつちさまが？

「見えなくてもわかるの、そのエルフ調子乗ってるの！　絶対そいつ喋しやべらせるななの！」

「えぇー、騙されちゃったのですかー？　結婚の話をちらつかされてお店を開く前金とか病気の家族の治療費とか払わされちゃったりしたのですか？」

「おまっ、何で知ってるの!?」

　え、マジで当たりなのですか。うっわぁ。

「ロウちゃんかわいいのにかわいそーなのですー」

　ねーご主人さまーと首にすがりつきながら振り返ってみると、今にも嚙み付きそうな顔でボクを睨んでいる黒髪おさげの姿が目に入りました。

「きゃー、こわいのです！」

「ギギッギギ……」

　すりすりと頰ずりまでしていると、黒髪おさげは歯を軋きしませる音を鳴らし始めました。

　やべぇ、圧倒的な火力で薙なぎ払はらうの超楽しいのです。チートでおれつえーしちゃう人の気持ちがわかるのです。これは癖になっても仕方ありませんね！

「シュウヤさま……せんぱいがかつてないほどイキイキしてますよ」

「頭痛がしてきた……」

　そんな事言ってもしっかりボクを抱きしめてるんですから、ご主人さまもご主人さまなのです。

「こうなったら加減はしないの、直接白黒つけてやるのよ耳長猿……!!　表に出るの!!」

「上等なのですちんちくりん、うちのご主人さまは強いのですよ！」

「戦うのはお前なの!!」

「ボクは戦えないのです！　なんですか弱い者いじめですか!?」

「その通りなの！　身の程を教えてやるの！」

「なんて卑劣な宮廷魔術師なのですか。戦えない人間を引きずり出してボコろうなんて人品が知れるのです！　見てくださいご主人さまあの卑しい顔を！　まるで獲物を前に舌なめずりするゴブリンなのです、あんな余裕のない顔してれば詐欺師にだって狙ねらわれるのです！」

「お前かつてないほど語ご彙いが豊富になってるな……」

「よぉぉしわかったの!!　お望み通りボコってゴブリンの巣にぶちこんでやるのよ!!」

「さっきから話がぜんぜん進んでおらんのじゃが……いいのかのう」

　良くはないけどこいつにだけは負けたくないのです、本能がそう言っているのです。これはあのちんちくりんとボク、どちらが上なのかを定めるための格付け戦争なのです！

　さぁかかってくるのです武力はないけど言葉でボコってやるのですよ!!
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「それで、ソーンたちは領主の不正について調査しにきていたらしいんだ」

「彼は現王妃の親類にあたる人物でしたの。それを良いことに奴隷の不正売買、外国船の停泊許可証の偽造……言える範囲だけでも許容しかねる逸脱を繰り返していたのですわ」

「なるほど……」

　許容範囲を超えて悪事三ざん昧まいの港町の領主。それを知った彼女たちの上司こと王子殿下は、秘密裏に直属の部下を調査によこしたそうです。

　彼女たちは命令を受け、旅人としてデーナに入り込んだのでした。そして調査している最中に嗅かぎつけてきた領主の尖せん兵ぺいの襲撃を受けて……ボクたちは巻き込まれたのです。

「アラキスの犬って言ってたし……色々とバレてそうですね」

「王宮には奴やつの手のものもおりますから、カモフラージュはしていたのですけどね。バレたことよりも動きの速さに驚いているのですわ」

「一部だけど不正の証拠は混乱に乗じて持ち出せたの、多少は痛打を与えられるはずなのよ」

　彼女たちが言うにはボクはそもそもご主人さまの所有物。フェレは奴隷じゃないので脱出には問題がありません。不正調査の協力者とすれば何とか庇かばえるのではないかと考えているそうです。

「それを聞いて、ソーンたちと協力して侵入経路やらを探っていたんだが……」

「同じように伯爵の屋敷を調べていたワシらとバッタリ、というわけじゃ」

　一方でリアラさんたち。丁度同じタイミングであの男性とクリスさんを連れて行方不明のフェレ捜索に動いていたそうです。夜の闇でご主人さまと遭遇し、あわや戦闘になりかけたとか。

「まさかあの時の童わらしが関わってくるとは思わなんだが」

　数日前にボクとご主人さまが買い物をしているのを見ていた……というか、聞き覚えがある声だと思ったら探しものをしていたフードの人でした。

　ご主人さまとボクのことを知っていたリアラさんは、お互いの目的を知って協力することにしたそうです。利害の一致というやつですね。

「もし本気で戦ってたらそれこそ屋敷が失なくなってたな……」

「縁が守ってくれたのじゃろうな」

　ふたりのレベルがわかりませんけど、ご主人さまがそこまで言うってことはヤバイのでしょうね。フェレと一緒に消し炭にならなくてよかったのですほんと。

「で、俺が中庭で暴れて陽動している間に他のメンバーが動いた訳だ」

　ユリアとリアラさんは逃げ足の確保と後詰め。近接戦闘力の高い日本人らしき男性……カサイさんを中心にして、身軽なメンバーでボクとフェレを救出って形になったようです。

　ソーンさんと黒髪おさげは不正の証拠の確保ですねたぶん。

「それから、事態が落ち着くまでの避難先としてワシらの里を提案させてもらった」

「今はそこに向かってるんだ」

「なるほど」

　流されるままについてきてましたが、確かに領主相手にドンパチしたのです。普通の街に居るわけにはいかないのですよ。

「……それにしても、随分と大人しくなったのう」

「……そこは触れないでほしいのです」

　ガタゴト揺れる馬車の中。ボクはご主人さまの膝ひざの上で外がい套とうに包まれています。何な故ぜそのくらいでおとなしくしているのかって？

　それはですね、お洋服がないからですよ。迂う闊かつでした。豚伯爵のあまりの気持ち悪さにボクは忘れていたのです。……うちのご主人さまは、あの豚伯爵なんて足元にも及ばないチート変態クソ外道野郎だってことをね。

「お前なんで顔赤いのよ……」

「……ふっ、いまそこに触れたら大火傷やけどするのです」

　平和だった旅はここで終わりを告げたのです。ここから先は一歩踏み外せばロックンロールです。

「せんぱいってほんと……」

　呆あきれたようなルルの言葉は忘れませんよ。ボクの方に矛先が向くのは理不尽じゃないですか。

　というか呆れるくらいなら、さっきこっそり預かってたボクのお洋服と下着を返してください。暴れると御開帳になるせいで動けねぇのですよ。

「まぁ大人しくしているならいいの、おまえの相手はつかれるの」

「……はい」

「なんかそれはそれで気持ち悪いの……」

　ひどく失礼ですが動けないので仕方ありません。可か哀わい想そうなボクはこれ以上ひどいことをされる前に大人しさをキープするしかないのです。

　まぁこのくらいの揺れなら大丈夫です。後は目的地まで耐えるだけ。

「こっから先揺れそうなんで気をつけて！」

「えっ」

　カサイさんの声が御者席から聞こえてきました。

「ここからは暫しばらく岩石地帯じゃ、小石が多いから馬車だと結構揺れるじゃろうな」

　思わずご主人さまと顔を見合わせます。ご主人さまは暫くボクを見つめた後、気まずそうに目をそらして頭をぽんぽんと撫なでてきました。

「……頑張れ」

「このへんたいちーとやろう……」

　目的地についたらマジで覚えてやがれなのです。








その24　解放






「大丈夫ですか？　せんぱい」

「ルル、ボクは大丈夫に見えますか？」

「いえ、まったく」

　リアラさんに連れられてやってきたのはデーナからそこそこ離れた位置にある大きな森林沿いの川でした。ここを上流に進めば王都へ通じる街道に出られるそうです。

　ソーンさんと黒髪おさげは馬を使って王都へ向かうのでここでお別れですね。

「……正直ちょっと同情するの」

「そんなものはいらんのです」

　激しく馬車が揺れた時、外套の下が一瞬見えてしまったらしい黒髪おさげ。

　ぎょっとした後ボクとご主人さまの顔を何度も見比べ、後は遠い目をしはじめました。

　まぁその後もチラチラ気にしてたのは知ってるのです。限りなく虚むなしいですが勝利はしました。

　この状況で裸で主にひっついてる奴ど隷れいってなんかもうアレですよね。他ひ人と事ごとだったらボクもドン引きしてますよ、飼い主の方に。

「おぬし、それで森を歩けるのか？」

　呆れた様子のリアラさんに聞かれますが、ボクは即座に首を横に振ります。どっちかというと精神的な疲労が凄すごいのです。

「むりですね」

「じゃろうな……」

　ジト目で睨にらまれたご主人さまは、ちょっと申し訳なさそうな顔でボクを手招きします。……いや行きませんよ？

「……俺が抱えていきます」

　近づかないボクに気づいたご主人さまが距離を詰めてきます。荷物をユリアに預けながらボクを横抱きにしました。いわゆるお姫様抱っこってやつです。

　服は目的地に近づいた時点で返してもらいましたので今はちゃんと着てるのです、当然です。

「彼氏がいるって、思ったより大変そうなの……」

　黒髪おさげの心が若干折れかけてるみたいです。けどご主人さまは特殊な例ですからね。さすがにこんな変態野郎はそうそういないのですよ。

　……いや、もしかして結構いるのかもしれません。というかそれに捕まってた訳ですし。

　うむむ。

「ロウ、そろそろ行きますわよ」

「わかったの、結果が出たら取り敢えず伝えには来るの」

　ソーンさんと黒髪おさげはそれぞれ馬に乗り、川沿いを北に走っていきます。夜なのに行動出来るのはふたりが強いからですね。

　ご主人さまでも舐なめて油断してると負けかねないそうです。この世界は強つわ者ものが多いですね……。

「さて、ワシらも行くか。馬車に荷物は残しておらんな？」

「あぁ、全部回収した」

　忘れ物の確認をしたリアラさんが、指先で円を描いてから掌てのひらを上に向けて何かを摑つかむ動作をします。

　次の瞬間、突然盛り上がった土がまるで怪物の牙きばのような形を取り、馬車を嚙かみ砕くだきながら地面に沈んでいきます。

　なんですかその魔法……。暫く破砕音が地面の下から聞こえてあとは静かになりました。先程まで馬車が停とめられていた場所には何の痕こん跡せきもありません。

「残しておくと厄介じゃからな。かといって燃やせば目立つ」

「だから地面に埋めてしまえばいいと……参考になります」

　何となくで流してましたけど、このリアラさんも相当強いようです。ご主人さまとどっちが強いのでしょうか。

「……ふん、残念ながらおぬしの愛いとしの主人には勝てぬよ」

「いや意味わかんないのですが」

　観察するような視線を感じ取ったのか、少し自虐的に笑ってリアラさんは答えます。でも内容が意味不明に過ぎました。どっから出てきたのですかその愛しの何とかって。

「心配せずとも、おぬしの主人がこの場で一番強いってことじゃ」

「そ、そうですか……」

　なんでリアラさんも若干拗すねてる感じになってるのですか。ますます訳わからんのです。

「ほれ、グズグズしとらんと行くぞ」

　話を切ると、リアラさんはずかずかと森へ入っていきます。他のメンバーもそれぞれ荷物を持ってリアラさんの後ろについて森に入ります。

　……ご主人さまが森の土に一歩踏み入った瞬間、何かの膜を通り抜けるような奇妙な感覚がしました。なんかの魔法でしょうか。

「それにしても。相手はダークエルフの血筋とはいえ、あそこまで相性悪いのも珍しいのう」

　みんな黙って森を歩く最中、振り返ってボクを見ながらリアラさんがぽつりと呟つぶやきます。

「だーくえるふ？」

「あのロウという娘じゃ。血が薄まり過ぎて使う魔法以外に特徴ないがのう」

「あいつダークエルフだったのです!?」

　衝撃の事実にカサイさんがポカーンと口を開けています。いや黒いの髪の毛くらいですけど。肌も普通に西洋人な感じなのです。

「血が薄まっていると言うたであろう、伝承されてる固有の魔法以外はほぼ普通の人間じゃ。話していると無意識に苛いら立だったじゃろう？　それはあの娘も同様じゃ。この時代にはハイエルフもダークエルフも残っておらぬ。お互い本能からくる感情を処理できなかったのじゃろう」

　よくわかんないけど、そんな理由だったのですか。まぁ突っかかってこられたのが原因と言えばそうですけど。確かに普段よりイライラしたのです。

「それで苛立ってたのか……俺はてっきり……」

「てっきり、なんですか？」

　そういえば勝手にボクの状態を見てそれで判断してましたよね。あれ何だったんですか、どういう診断を下したのですか。

「………………月のものかと」

「ハァ!?」

　いやなんですかそれ。わかりますけど、わかりません。言いがかりってレベルじゃないのです。

「先輩からその、女の子の日の匂においがしたので……私てっきり」

「私もです……」

　少し後ろを歩いていたルルとユリアも驚いた様子でした。ちくしょうそういう判断でしたかこいつら。

「ちがいます！　ボクにはそんなの……！」

「概おおむねあたっておる、人間とは勝手が違うがの」

「ふぁい!?」

　あたってるってなんですか！　いやボクだって女子と関わりが断たれていた訳じゃありません。詳しくはわからなくてもおおむね知ってます。ルルとユリアもいましたし。

　ボクには心当たりのある症状なんて何ひとつないんですけど。

「子を作れるようになったとだけ考えておけばよい。身体からだの作りが違う故に人間や獣人のような体調の変化は存在せぬ。……おぬしも男としてその娘と接するならば今後は気をつけてやれ」

「それは勿もち論ろん」

　いや、いや、えぇ……。全く思考がついていけません。あとルルとユリアにジッと見られている感じがして居い心ごこ地ちが悪いんですが。

　というかカサイさんを護衛にフェレと連れ立っている金髪の猫耳さんもジッと見てくるんですが。なんで女性陣を敵に回しちゃった感じになってるんでしょう。ボクなんにもしてないのに。

「致しても子が出来ないようにする魔法なら教えてやるぞ」

「俺も使えますから、今後はちゃんと使いますよ」

「……今後は？」

　おいまてこら、くそご主人。いまなんか聞き逃せないこと言いませんでした？

「……森の向こうになんか見えてきたな」

「誤ご魔ま化かしてんじゃねぇのですよ！　ちゃんと使ってるから安心しろって言いましたよね！　ボク割と本気で信じてたんですけど!?」

　事と次第によってはご主人さまのご主人さまに消えない歯型刻み込んでやりますよ!?

「……反応が面白そうだから、からかっただけだ」

　うちのハーレム要員猫みたくやれやれ系の笑顔で誤魔化せると思ったら大間違いですよこの変態チートやろうが。ルルだって空気読んで誤魔化されてくれてるだけなんですからね。

「絶対ウソですよね？　からかうタイミングじゃなかったですよね」

「ちっ……」

　とうとう舌打ちしやがったのです。

「ルルが来てからはちゃんと使ってたから安心しろ」

「おい……おい」

　こいつ……。もし大丈夫そうだからとかいう理由でボクにだけ使ってなかったなら歯型じゃすまないのですからね……覚えときやがるのです。

「いちゃついているところすまんが」

「いちゃついてねーのです！」

　なんですかリアラさん、そっちも歯型希望ですか!?　目の前もずっと森じゃねーですか！

「いや、ワシらの里についたぞ」

　先頭を行くリアラさんがそう言って指を鳴らすと、空間に波紋が広がるように別の景け色しきが現れていきます。

　夜闇にまぎれていますが、そこは簡素な木製の家が立ち並ぶ小さな集落のようでした。目を見開くボクたちへと向き直ったリアラさんが、集落を背に微笑みを浮かべます。

「ようこそ、行き場のない者達の最後の砦とりでへ」

　それから、一度目を伏せたリアラさんが今度は射抜くように真剣な視線をご主人さまへと向けます。思わず、ボクのほうが身を強こわ張ばらせてしまいました。

「そして、若き異邦人よ。里へ入る前に約束は果たしてもらう」

　聞いていないのですけど、何か約束したのでしょうか。ご主人さまを見上げると、考え込むように目を閉じています。

　左右に立つルルとユリアを見れば、なんとも言えない表情で佇たたずんでいました。

「わかっている」

　ご主人さまがボクを地面に降ろすと、そっと首元に手を当てます。膝ひざをついているせいでよく見える顔は、どこか寂しそうに見えました。

「ご主人さま？」

　ボクの声には応えず、ご主人さまはそっとボクの首元を撫でます。

「契約者、如月きさらぎ秋しゆう夜やの名の下に。此この者と結びし隷属の契約を破却する」

　ふわりと、首元が光りました。間を置いて外れた首輪が、地面に落ちると共に乾いた音を立てて砕けます。

「え？」

「俺くらいになるとな、面倒な手続きなんか踏まなくても奴ど隷れい契約は解除できるんだ。商館に残っている登録証も燃えて失くなってるはずだ。そういう仕組だからな」

　突然のことに反応できないでいるボクの頭を撫なでたご主人さまは、次はルルとユリアの首輪を外していきます。

　自由の身になったふたりはほっとしたような、嬉うれしそうな表情で嫌な輪っかが消えた首元を撫でていました。

「確かに。約束じゃ、おぬしを隠れ里に受け入れよう。何かあったとして、その娘たちも隠れ里の子としてワシが全力でもって保護しよう」

「頼みます」

　困惑して周りを見回すボクと目が合ったリアラさんは穏やかな表情を浮かべました。

「この里は、亜人をはじめとした追われている者達が集まった場所。……亜人をペットなどと呼び、動物扱いするような人間を迎え入れる事はできぬ。だから暫しばらく匿かくまう代わりに条件を出したのじゃ」

「ソラたち３人の隷属契約を破棄して、奴隷の立場から解放する事」

「でも、それって……」

「……お前たちはもう自由だ、これからは好きにしていい」

　そんな事を言われても、ご主人さまばかり一方的に損しているんじゃ……。だって、その。

「……ま、急な事じゃ。時間はあるゆえ、これからの事はゆっくり話し合うと良い。絆きずなが本物ならば関係なんぞそうそう変わらぬ。娘たちはワシの家に泊めよう。彼は……マコト、お前の家に泊めてやれ」

「わかりました。んじゃ秋しゆう夜や、こっちだ」

　戸惑うボクを一瞬見て、ご主人さまは何も言わずカサイさんと共に行ってしまいました。

　解放された首元を撫でながら、ボクもご主人さまに声をかけることができません。

「今日は疲れたであろう。もう休むとよいのじゃ」

「はーい」

「……お嬢様、行きましょう」

　ユリアに促されて、ボクもようやく歩きだす事ができました。

　いきなり、解放なんてされても……正直、よくわかんないのです。

















その25　お酒に注意






　案内されたリアラさんの家、場所の割には意外としっかりしたお屋敷の居間。

　夕ゆう餉げまで好きに寛くつろぐが良いというリアラさんの言葉に従い、ボクたちは馬車の旅で疲れた身体からだを休めていました。

「……ルルと、ユリアは……これから、どうするのですか？」

　遠慮なくお茶を飲んでいるルルと、荷物の確認をしているユリアに声をかけます。ボクにとっては唐突でも、ふたりは事前に聞いていたはずなのです。

「私は普通にシュウヤさまにお仕えしますよ。奴隷じゃなければ正妻も狙えるかもしれませんし、せんぱいが居ないなら十分可能性あると思うんですよね」

　最初に答えたのはルルでした。鼻息荒く野望を語ります。なんというか……うん、その割り切りが清すが々すがしいのです。

「ユリアは、決まってるのですか？」

「そうですね……ここで身を落ち着けてもいいと言われたんですけど……」

　途中で言葉を止めると、ユリアはまるでボクを気遣うように見ました。

「…………私としては、旦だん那な様に引き続き雇ってもらいたいと思ってます」

「そうですか……」

　なんかやたらボクに申し訳なさそうにしているのが気になりますが。安心しました。

　ボクが無理矢理引き込んじゃったわけです。これで行き場を無くしたとかになったら今度はボクが自分を責めることになってしまいます。

「せんぱいは、シュウヤさまから離れられて嬉うれしくないんですか？　ずっと愚痴ってたじゃないですか」

「………………」

　ルルはとても真ま面じ目めな顔で言いました。ですがよく見ると眼めが笑ってますし、口元もちょっと震えてますね。流石さすがに付き合いも長いのでなんとなく察知します。

「……嬉しいのです」

「へー、じゃあシュウヤさまのお隣は私が貰もらってもいいんですね？」

　よく考えてみます。

　ご主人さまはほとぼりが冷めたらルルとユリアを連れて再び冒険へ出る。ボクは変態やろうから解放されてここでのんびり暮らす。

　なんというか、うん。悪くないですね。

「……そうですね、それがいいんじゃないですか？」

「……ありゃ？」

　そう思って返した言葉に、ルルがあちゃーとでも言いたげな顔を浮かべます。

「本当にいいんですね？　私だけシュウヤさまとらぶらぶしちゃっても？」

「いいんじゃないですか。ていうかむしろどうぞ、ルルならご主人さまも決して無下には扱わないでしょうし」

　ボクは早期リタイアでもって森の隠居暮らしなのです。これからの夜は毎日ぐっすり眠れるわけですよ。

　悪くないどころかむしろ良い気がしてきました。安眠は何物にも代え難いのです。

「うん、そうしましょう！　ボクは森に残ってのんびり暮らすのです！　後でご主人さまにもそう伝えるのです」

　ふたりに任せられるならボクとしても安心ですし。なんか意外と良い感じに収まったのですよ！

「……ねぇユリア、私やらかしちゃった？」

「……ちょっとね」

　別に何もやらかしていないのですよ？

「おぬしら、今日は紹介も兼ねて集会所で食事にするから来るのじゃ、酒もあるぞ」

　ちょうどリアラさんも呼びに来ました。しかもごはんだそうなので、実に良いタイミングです。

「はーい！」

　しっかりしたごはんは食べれていないので、楽しみなのですよ。





◇






　集落の中心にある集会所。普段はなにかの祭りや催し物に、緊急時には全住民を収容する砦とりでになるそうです。

　その決して大きくはない集会所の床には、所せましと料理が並べられていました。どうやら街に出るのならとついでに食材やらなにやらを買い込んだようです。

　ボクたちがついた時には既に集落の人達が集まっていました。獣人はもちろん、見たことのない種族も大人から子供までちょこちょこ混じっています。

　ご主人さまは真ん中からやや奥のあたりに座っていました。他の住人たちからは少し距離を取られています。

　隣にはカサイさんが座っています。クリスさんにお酌されてでれでれしているようです。

　ルルからの又聞きですが、彼もご主人さまと同郷だそうです。つまり日本人ってことですね。

　名前はマコト・カサイ……突然こっちに来てあてもなく彷徨さまよい、行き倒れたところをクリスさんに拾われてこの里に世話になっていたとのこと。猫耳美少女にご執心なあたり、ご主人さまの同類で間違いは無さそうです。

　彼はかなりの剣の使い手で、あっという間に里の中で実力者の地位を確保したとか。

「あのふたり、いい雰囲気ですよね」

「そうですね、けっ」

　耳打ちしてくるルルへの返答で少々闇が漏れました。どうしてこうボク以外の日本人どもはファンタジー世界を謳おう歌かしてるのでしょうか。そりゃ強いなりに苦労してるんでしょうけど、人生の大変さならボクだって負けてないのです。

「おぬしらはあそこが良いじゃろうな」

　リアラさんが指さしたのはご主人さまの隣。気を使ってくれたのだと思います。……今はなんか離れたくないので素直に感謝しておきましょう。

　案内されて隣にあるスペースに座ります。ご主人さまは暫しばらくこちらを気にした素振りを見せたあと、気まずそうに目をそらしてカサイさんと話をはじめました。

　なんか、ちょっとムカっときますね……。

　手近にある木製のフォークを手に、茶色く色付いたじゃがいもの煮物らしきものを刺して口に運びます。……和風ではないけど洋風ともちょっと違う、でもホクホクとした食感に強めの塩気とスパイシーな風味が混ざり合ってとても美お味いしいです。

「カルグ芋のふかし和あえじゃ」

「美味しいのです」

「乾燥させたディグ茸きのこの粉末をふりかけておるから、風味も強くて酒に合う」

　カルグ芋はこの森で取れるじゃがいもに似た根菜。ディグ茸というのは主に海岸沿いの岩陰で取れるキノコ。ちょっと語感が似てますね。

　乾燥させて砕くと強い塩気と風味を持つ粉末になるそうです。塩コショウみたいなやつですかね。

「ソラ、これも美味しいよ」

　リアラさんと一緒に来ていたフェレが、何やら琥こ珀はく色いろの液体が注がれた木のコップを差し出してきます。ていうかまた浮かんでるんですけど、それが陸上での基本移動法なのでしょうか。

「……？　いい香りなのです」

　柑かん橘きつ類るいみたいな匂においがしました。口に流し込んでみると、オレンジとグループフルーツを混ぜたような爽さわやかな甘みが口の中に広がります。

「フェレ、おぬしそれワシの……」

「リアラさま、ダメだった？」

　そういえば甘味は少しの間お預けでしたから嬉しいのです。喉のども渇いていたし一気に流し込みます。

「ふぅ」

　おっとと、なんかちょっとフラッとしました。疲れが出たのでしょうか。

「ソラ、大丈夫かの？」

「何がです？」

　リアラさんもなんかフラフラしてるのです。もしかして疲れたんでしょうか。まぁ馬車の旅は疲れますからね。仕方ないことなのです。

　料理をちょこちょこつまみ食いしながら周りの様子を眺めてみます。

　集落の人達は服こそ粗末なものの、表情は明るく宴うたげを楽しんでいます。時折こちらを気にしてる人もいますけど悪意というよりは好奇心の方が強そうに見えます。

　ルルとユリアは近くで何かの肉の串くし焼やきを食べています。なんでルルはボクを見てぎょっとしてるのでしょうか。

　ご主人さまは……まだカサイさんとおはなし中みたいです。クリスさんがお酒と料理の追加を取りにいってしまったのでカサイさんも手が空いたのでしょう。

「実写化の方はまだ見れてないんだけどさ」

「あー……俺もまだだなぁ、でも評判は良かったなぁ」

　どうやら有名な少年漫画の実写映画の話をしているみたいです。ボクも知ってる作品です。

「それは意外だな」

「だろ、よく見てるレビューサイトなんだけどさ、期待してなかったけど原作の良さを上う手まく実写に落とし込んでるって。敬遠してないで見ときゃ良かったなぁ」

　ボクたちがこっちに来る少し前に公開されてた映画です。ボク見たんですよと名乗り出ることはできませんでした。

「でも主演男優がさ……」

「そうそう、あれ再現度凄すごかったよな」

　期待されていないながら、主人公の再現度だけ話題になって見に行ったのです。周りは全く理解できていないけど、ボクだけはふたりの会話の内容がわかります。

「話してみると意外と未練あるな、日本にも」

「未練といえばさー、俺つぎの公式大会本戦までいけてさぁ」

「うっわ、マジかよ……つれぇ」

　どうやら日本への未練を酒の肴さかなに喋しやべっているみたいです。カサイさんは人気のある乱闘対戦ゲームの公式大会、その本戦に出場が決まっていたようです。

　へー、すごいですね。

　ボクも結構強かったのですよ、学校の友達には負けたことなかったのです。

「秋しゆう夜やもそういうの強そうに見えるんだけどなぁ」

「いや、俺は格ゲー系は全然ダメだ」

　ご主人さまの意外な弱点なのです。カサイさんと同じく小器用なので格闘ゲームも強いのかなってイメージがありました。

「得意なのはボードゲームとかだな、将棋なら一時期奨励会通ってたぞ」

「うわ、マジで!?　何級？」

「４級」

「すげぇ……」

　それも初めて知ったのです。もう１年近く一緒に居るのに初めて知ったのです。

　ふたりはまるで仲の良い同級生のように会話を弾ませています。実際同郷の人間ですし、気が抜けたのかご主人さまもなんだか穏やかそうな顔です。

　わかりますとも、異世界でひとりぼっちだと思っていたら年の近い同郷の人と出会って。そりゃ話も弾むのです。

「せ、せんぱい、大丈夫ですか？」

　ボクの知らない間に、同じ日本人の友達が出来ていて。ご主人さまはとても楽しそうです。

「せんぱーい？」

　……なんなんでしょうねー。

「……ひっく……」

　ボクっていったい何なんですかね。

「せんぱい、ものすごく目が据わってますけど!?」

「すまん、フェレがワシの就寝用の強烈な奴を……」

　自分でも無意識のうちにご主人さまの眼前に立っていました。なんかフラフラするのです。

「ソラ？」

　会話を止とめたご主人さまが困惑したようにボクを呼びます。なんですかその顔は。ボクがいちゃまずいんですか？　ボクだって日本の会話に混ざれるのに、部外者なのですか？

「……んで」

「せんぱい、ちょ！」

「なんで、ですか」

　腕を摑つかんできた誰かの手を振り払います。

「なんで、かさいさんとばっかり、話してるですか」

「ソラ？」

「ボクだって、ボクだってわかるのです。映画のはなしも、げーむの話もわかるのです！」

　なんでか物もの凄すごくイライラします。なんでボクじゃないのですか。なんで後からひょこっと出てきたやつなんですか。

「ボクだって、にほんの話できるのです！」

　なんでか視界がにじみます。ご主人さまは、困惑しきった表情でへたりこんだボクを見下ろしています。

「ご主人さまにとって、ボクって何なんですか!?　好きなだけ遊んで飽きたらポイ捨てできる玩具おもちやですか!?　ボクは、ともだちが出来たって嬉しかったのです！　こんなくそみたいな世界でも、日本のことがわかる、ボクのことがわかるともだちが出来たって嬉しかったのです!!」

　えぇ、そうですよ。今思えば自分でもどうかってくらい懐いていたのですよ。変な目で見ない、年の近い男のともだち。日本でも少なかった存在がこっちでも出来たのです。

　嬉しかったのですよ。

「ソラ、落ち着け」

「なのに！　無理矢理押し倒してきて！　怖かったのですよ！　ほんとに怖かったけど我慢したのです、我慢したのですよ！　どんな恥ずかしいことだって我慢したのです！　友達じゃなくなりたくなかったから!!」

「ソラ、待てって」

　肩を摑もうとするご主人さまの手を振り払います。

「なのに、いらなくなったらポイ捨てですか!?　じゅうぶん遊んだから飽きたってことですか!?」

「待て、そんなつもりは無い、俺はソラが……」

　慌てているご主人さまを見ていてもイライラします。イライラが止まらないのです。怒りが火山の噴火のように次から次へと噴き出してきます。

「なんなのですか！　あの豚に触られたペットなんてもういらないってことですか!?　それとも代わりでも見付けましたか!?」

　ボクはギロリと、呆ぼう然ぜんとしたまま縮こまっていたカサイさんを睨にらみつけます。こいつもこいつで何なのですか。急に現れてご主人さまと仲良くなって！　人のともだち取りやがって！

「なんですか！　カサイさんを魔法で女の子にするつもりですか!?　それでボクみたいにするつもりですか!?」

「[image: ]っ」

　カサイさんが青ざめた顔でご主人さまを見て座ったまま後じさりします。

「しない！　そもそもそんな魔法はない！　取り敢あえず落ち着けソラ、周りの視線が痛いから！」

「視線がなんですか！　ボクのはじめての時のほうがずっと痛かっもごぉぉ！」

「ルル、ソラを連れて先に戻っててくれ、俺もすぐに行くから」

　なんですかご主人さま、今度は口封じですか!?　嚙かみますよその手、嚙みますからね！

「はいはいせんぱい、リアラさまの家に戻りましょうねー。そっちに嫉しつ妬とはいくらなんでも予想外ですよー」

　放すのですルル、ボクはまだまだ言い足りないのです。この身勝手へんたいやろーに言ってやりたい事が山ほど海ほどあるのです！

「はーい、続きはあちらですよー」

「もごぉー！」

　はーなーすーのーでーすー!!
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その26　ごしゅじんさま






「ころせ……ひとおもいにころすのです……」

　翌朝。目が覚めたボクは全すべてを覚えていました。いっそ忘れていれば楽だったのに。

　酒で酔っ払ってやらかしたにしては酷ひどい失態でした。心にもないことを言いまくってしまったのです。

「その……なんだ、悪かった」

「うぅ……」

　ご主人さまが頭を抱えるボクに水を差し出しながら、申し訳なさそうに頭を下げました。

　あの後、ボクはリアラさんの家に連れていかれ、ご主人さまにあらんかぎりの罵ば声せいを浴びせて愚痴って泣いてそのまま眠ってしまいました。

　意外な事に、ご主人さまも朝までついていてくれていたようです。別に病気ってわけでもないのですが……。

「ちゃんと話した方が良いと思ったんだ」

「なんで、何も言ってくれなかったのですか？」

　……遅いのです、その判断はもっと早くすべきです。こっちは一方的に隷属を解除してそのまま何も言わずに会話を避けられたのですよ？

　昨日きのうの発言は酔っ払って出た本音とは全然違います、全く本心ではないものでした。でも、それとは別にいきなり避けられたのはショックだったのです。ほんとにショックだったのです。

　ご主人さまはボクから視線を外すと、窓や天井を見たあと深いため息とともにうなだれました。

「……怖かったんだ」

「はい？」

　いや、なんでご主人さまが怖がるのですか。普通捨てられる奴ど隷れいの方が怖がるんじゃないですか？

「直接聞いて、ソラに拒絶されるのが怖かった」

　なんだかバツが悪そうに言ってるご主人さまですが……。ふむ、なるほど。

「……自覚はあったのですね」

「……流石にな」

　だったらもうちょっと抑えてほしいのです。可愛かわいがられすぎてハゲそうな猫の気分でしたよ。

「……借金とか、どうするのですか？　半端じゃない額なのですよ？」

「チャラでいいよ、今までの分の礼と慰謝料だ。そもそも証文もないしな」

「絶対に離さないみたいなこと、言ってませんでした？」

「気が変わったんだよ」

　……なんなんですかね、やっぱりちょっとイライラしてきました。

　解放されるのは嬉しいのです、でもボクへの執着はその程度なのですか。

　興味ないふりしていれば、それで大丈夫になってしまうのですか？

　あぁ、そういえば。今のボクは奴隷じゃなかったのですね。立ち上がりご主人さまの前まで行くと、思いっきり右手を振りかぶります。

「…………」

　受け入れるように目を閉じたご主人さまの頰ほおを思い切り張り倒します。小気味の良い乾いた音が部屋の中に響きました。

　こいつは、避ける気もないのですね。

　やっぱりムカつくのです。あの黒いおさげ以上にイライラするのです。

「どうして、言わないのですか」

「…………」

「なんで一緒に居てくれって言わないのかって聞いてるのです！　このバカ秋しゆう夜や！」

　怒鳴りつけると、少し驚いたようにご主人さまがボクを見ました。

「お前は、俺のこと嫌ってるだろ」

「あぁ、嫌ってるのです、気に入らないのです！　チート持ちで調子に乗ってて！　かっこつけてるくせにスケベで！　ハーレムなんて作って！」

　そうです、気に入らないのです。

「いや、最後のはお前の頼み……」

「うるせぇのです！　友達が出来たって信用してれば無理矢理押し倒して！　嫌だと言っても毎日強引に！　そのくせ借金で縛ろうとしておいて、あっさり捨てる？　なんなのですか！　何考えてるのですか!?」

「…………俺は力を過信して、お前のことをちゃんと守れなかったから」

　えっと、攫さらわれた事を気にしてこの態度ですか？

「そのくらいで急にへたれてんじゃねーのですよこのおバカ！」

　順風満帆な人生で失敗して挫ざ折せつってやつですか？　尚なお更さらなめてやがるのです。

「秋しゆう夜やはボクに居てほしいのですか？　居なくなってほしいのですか!?」

「…………それは、勿もち論ろん居てほしいが」

「だったらまずそれを言え！　好き放題やっといて相手の意志に任せよーみたいな殊勝な事やってんじゃねーのです！　このすっとこどっこい！」

　言いたいことを言い放ちご主人さまの前に胡座あぐらをかいて座ると、ジッと睨みつけます。

　ボクを見下ろしていたご主人さまは居住まいを正しました。

「……俺は、ソラにこれからも側そばに居てほしい」

「はい」

「お前は嫌かもしれないが、俺はやっぱりソラのことが好きだ」

「はい」

「借金とかは無しでいい、命令なんて聞かなくてもいい。出来るだけ一緒に居てくれないか？」

　不安そうに返事を待っているご主人さまの顔を見上げます。こんなに弱々しい感じはちょっと初めてかもしれません。

「ボクはご主人さまのこと、好きとは言えないのです。未いまだに初めて押し倒された日のことだって根に持ってます。すぐスケベなことしてくるところも、嫌いです。チート持ちで普段は偉そうな癖に、こういうところでヘタれるところも腹が立ちます」

　落ち着いてズバッと言い切ると、ご主人さまがひどく傷ついた顔をしました。

　いえ事実ですからねこの辺は。

　あのまま気の置けない友達になっていてくれたら。違う答えもあったかもしれません。でも、それはもう無理なのです。

「でも、ボクをあの地獄から救い出してくれたのも。虫や飢えに、鞭むちに怯おびえないで済む場所をくれたのも。ずっと幼稚なわがままを許してくれていたのも、感謝してます。凄すごく、感謝してます」

　ボクが安心して暮らせる場所を作ってくれたのはこの人です。文字通り身体を張って。

　その事実だけで、全部の嫌いを帳消しにしても大きな余りがあると思ってます。

　弱者に優しくないこの世界で、そこまでしてくれる人なんてきっと他には居ないでしょう。

「嫌いを全部帳消しにしても、まだまだ足りません。このうえ、借金なんてごめんです」

「…………」

「借金全部返し終わるまで、側にいますよ。どのくらいかかるか、わかりませんけど」

「ソラ……」

「言っておきますけど、ボクはわがままですからね！　今後は嫌なことは断りますし、暮らしの質を保つ努力をしてもらうのです！」

　ずびし、と指を突きつけると。ご主人さまは堪こらえきれない様子で笑い出しました。

「それ、借金返す側の要求じゃないだろ」

「うるさいのです！　こちとら高級なエルフさまですよ！　側に居るだけでも借金返して余りあるのです！」

　そう、ボクはエルフなのです。領主が手に入れたがる森の宝石なのです。側に置けるだけでもありがたく思って感謝するべきなのです！

「こうなったらこっちが上なのです！　覚悟するがいいのですよご主人さま！」

「はいはい……ありがとな、ソラ」

「ちょ、何抱きついてくるんですか離れるのです控えおろうぎゃー!?」

　安心した様子のご主人さまが突然腕を伸ばしてボクを抱きしめてきました。嫌なことは断るって言ったでしょうが、やめるのです！　やめるのです！

　その時、助けを求めるボクに呼応したのか扉が開き屋敷の主が現れました。

「……おっと、あまりベッドは汚さぬようにのう」

「ちげーのです！　ババアたすけろなのです！」





◇






「一時はどうなることかと思いましたけど、また一緒ですねせんぱい」

「そうですね」

　ご主人さまとの話し合いを終えて屋敷のリビングに行くと、既に他の面々の姿がありました。

　ルルとユリア、カサイさんとクリスさん、それからフェレも。

　ひとまずルルとユリアに話の顚てん末まつを、話し合いの結果これからも一緒に居ることになったと説明しました。心配でもしていたのかふたり揃そろって胸を撫なでおろします。

「ところでお嬢様、そのたんこぶ……」

「カサイさんも、昨日きのうは絡んでごめんなさいなのです」

「お、おう……気にしなくていいよ、うん」

　何な故ぜかご主人さまを見て怯えるような態度を取るカサイさんに首を傾かしげます。

「……違うからな」

「……本当だな？　信じていいんだな？」

　今度はボクをじっと見て何かを疑っているようです。何がどうなっているんですかこれ。

「カサイさん一体どうしたのですか？　……なんですかご主人さま、眼めが怖いのです」

　背後から寒気を感じて振り返ると、怒っている時のような静かに冷えた眼がボクに向けられていました。

　ボクは関係ないのです。ボクを睨にらんでもなんにもならないのです。

「こほん」

　ジリジリと後じさりしている最中、リアラさんが咳せき払ばらいをして注目を集めました。

「おぬしたちは一時的とはいえこの里の住人になった。よって里の仕事もこなしてもらうが、よいな？」

「わかっています」

「勿もち論ろんなのです」

　ご主人さまの怒りが消えました。これはチャンスとボクも追従します。

　こうして、ボクたちの隠れ里での生活がはじまったのです。








その27　がーるずとーく






　里の暮らしは助け合い。何しろ全体の人数が少ないので、特定の仕事だけをするっていう区分がないようでした。仕事が出来て、手が空いている人がこなすのです。

　というわけで、ご主人さまと葛か西さいさん……漢字の書き方は教えてもらいました……は森へ採集やら狩猟に行きました。周囲は詳しい人ばかりですし、正直冒険者の仕事と大差ありません。

　里の男性陣がご主人さまに対して距離を取っているのが気になりますが……思うところはあってもどうか仲良くやってほしいのです。

　残ったボクたちは女性陣に混ざって家のお仕事です。帰ってくる男たちの昼飯の準備と夕飯の仕込み。各家の洗濯物や修繕物などなど。こっちはこっちで重労働なのです。

「おぬしらはまず自分用の生活用品の準備が先じゃな」

　とはいえ、ボクたちはほぼ着の身着のままやってきました。

　旅行の準備くらいはしてます、でも暫しばらくこちらで厄介になるとすれば足りないものが多いです。

「材料は好きに使うといい、困ったことがあれば誰かに聞くかワシを呼ぶのじゃ」

「わかりました」

　書斎に戻っていったリアラさんを見送り、ボクは腕まくりをして布生地と向き合います。

「下着と服はなんとかなるとしても、枕とかは欲しいのです……」

　お世話になっておいてこの言い草は不ぶ躾しつけなのですが、ここの枕は基本的に粗末です。

　……いえ、当然なのですよ。なにせ森の奥の隠れ里です。上質な枕なんてわざわざ街で数揃える理由もないのです。

　それをわかった上で。ご主人さまとの暮らしで贅ぜい沢たくに慣れてしまったルルや、日本の生活レベルを知っているボクは睡眠の質をあまり落としたくなかったのです。

「せんぱい、前に言ってたイエスノー枕？　でしたっけ、作ってみましたけど」

　何やら素早い動きで針を動かしていたルルが見せてきたのは、表面にマル、裏面にバツが刺し繡しゆうされた枕でした。前に話したそういう類のグッズのこと、無駄に覚えてやがったようです。

　こっちでもこの記号は正解とか当たりとかの意味合いがあるみたいですね。というかこいつ中々に器用な真ま似ねを……。

「せんぱいのもありますよ」

「おー……」

　縫い目も綺き麗れいだし作るのが早いのです。というか受け取っておいてなんですが、ボクいまそっちの立場じゃないのです。居候というか責任とってもらう予定というか……。

「……両面ともマルなんですけど？」

　というかこの枕、根本的なエラーがあるんですが？　表も裏も丸なのです、全面承諾とか枕の意味がねーのですよ。

「せんぱいはそっちのほうがいいのかなって」

「むしろルルがこっちを使うといいのです、ボクはそっちで……」

「いるってことはマルの方を使う予定はあるんですね」

「…………ユリア使いますか？」

「お嬢様、私に言われても……」

　なんですかその呆あきれた眼は。ボクは自分じゃ使いみちのない枕を何とか使ってもらえる相手を探しているだけです。

「いやいや、せんぱいが使えばいいじゃないですか。今までも似たようなものでしたし」

「今後は違うのです！　ボクは自由を手に入れたのです」

「自由を手に入れるには代価が必要なんですよー、せんぱい？」

「先払い済みなのですー」

「もう、材料で遊ばないの！」

　ルルとふたりでぎゃーぎゃー押し付けあっていると、やってきたクリスさんに怒られてしまいました。

　確かに森のなかで貴重な布製品で遊ぶのはとてもよくないことでした。いくら持ってきた物資の何割かを贈呈してるとはいえ、馴な染じむまでは気をつけないといけません。

「ごめんなさい」

「……この枕、なんでマルとバツがついてるの？」

　喧けん嘩かの原因を取り上げてしげしげ見つめていたクリスさんが不思議そうに首を傾げます。こっちではこういうのを使う風習みたいなのはないんですかね。

　ルルもローテーション決めで話した時はアイデアにやたら驚いてましたし。

「あぁ、それはですね……」

　パートナーに対して『今日はいいよ』とか『今日は気分じゃないの』とかを伝えるアイテムだと言ったところ、何人かが食いつきました。

　真ま似ねしようとしてきたのは割と若い奥様たちです。自分から口に出して積極的に誘うのは恥ずかしいのだとか。……来年あたり集落の人口増えてるかもしれません。
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　人間、話すきっかけさえあれば意外と何とかなるみたいです。

　枕で若奥様たちと話したのをきっかけに、興味を持っていた人たちが近づいてきて話しかけてくれました。

　今は裁縫に一段落をつけて、お昼の準備を手伝いながら男たちの帰還を待っているところです。

　まぁ危ない森に入って狩猟しないでいいのは助かると言えば助かるのですけど。

「それで、マコトとはどうなの？」

「え、えぇ～……」

「クリス、でーとにさそわれたって言ってたよ」

「フェレちゃん！」

　いかんせん、すぐ近くで女子の談話が始まるとちょっと居い心ごこ地ちが悪いのです。ユリアとルルがそういう会話してることはあったけど、すぐにご主人さまのところへ逃げてましたしね。

「結構積極的にアプローチしてるのね」

「屋敷に忍び込んだときにちょっと、アドバイスの甲か斐いがあったかな？」

「うぅ……」

　今は鍋なべをかき回すボクの隣で、ルルとユリアがクリスさんを囲んでいます。

　クリスさんは顔が真まっ赤かになっていますが、どうやら満更でもないようです。

　平和なようで何よりですね。けっ。

　心の中で青春っぽい光景にやさぐれていると、フェレが空中を泳ぐように隣へやってきました。

「ソラ、ごじゅしんさま？　に、ちゃんと好きっていえたの？」

　お前は何を言ってるんだ、なのです。

「ちゃんとひっぱたいて嫌いだって言ってやりましたよ」

「えっ」

　事実だけを端的に伝えると、クリスさんとの恋バナに先輩風を吹かしていたルルが耳を逆立ててこっちに近づいてきました。

「今聞き捨てならないこと聞こえたんですけど！　話し合ってこれからも一緒に居ることになったって言ってましたよね！　違うんですか!?」

　詳細は言ってませんでしたけど、おおむねそんな感じで説明しましたね。

「はい、ですから責任取って今後も養ってもらうことになったのです」

「え、逆にプロポーズですか!?」

「え」

「え？」

「？？？」

　なんでそっちが混乱してるのですか？

　こっちまで混乱してきたのですが。

「え、ええっと……ソラちゃんは、シュウヤさんとその、そういう関係になった責任を取って妻にしてもらうことになった……ってこと？」

　互いに首を傾げるボクたちを見兼ねた様子のクリスさんが口を挟んできましたが、やっぱり全然わかってないのです。

「だーかーらー、そういうんじゃないのです。酷ひどいことをされた慰謝料代わりに養ってもらうのです」

　ルルとユリア、クリスとフェレがそれぞれ顔を見合わせました。なんですか、ボクそんなにおかしいこと言ってますか？

「……せんぱいは家政婦希望じゃないんですよね？」

「違います、ニート希望です」

「ソラちゃんは、シュウヤさんと一緒に暮らすんだよね？」

「はい、良い暮らしさせろって言いました」

　今までより暮らしの質を落としたくないなら、ご主人さまの稼ぎは必ひつ須すです。一緒に住むのが一番恩恵が大きいのです。

「ニートが何かはわからないですけど、奴ど隷れいとか養子希望じゃないですよね」

「違いますよ、ニートは時折家事をする程度で後は甘やかされ養われるだけの存在です」

　選ばれしものだけが就職できる伝説の職業ジヨブなのです。

「……あの、お嬢様。それお嫁さん希望としか聞こえないんですけど」

「えっ」

　ユリアの言葉に、思わずルルの顔を見上げます。心底不思議そうな表情で頷うなずかれました。

　いや、いやいや、ニートと主婦は違うのです。全然違うものなのです。結婚したことのないボクにだってわかります。そう思ってクリスさんを見ると、やっぱり同じような顔で頷かれました。フェレもまた然しかり。

「最後のあたりだけ聞いておったが、遠回しなプロポーズ要求だとばかり思っておったのじゃが」

　つまみ食いをしにきていたリアラさんにまで言われました。聞き耳を立てていた奥さんたちもボクと目が合うと不思議そうな顔で頷きます。

「えっ」

「女おな子ごから結婚をねだるのは少しはしたないからの、おぬしもその口かと思っておった」

　リアラさんが焼けたばかりの串くし焼やき肉を齧かじりながら、心底残念なものを見る眼をボクへ向けます。

「え、え……そんな、バカな……」

　ボクはニート希望なのです。今まで散々酷使されたぶん、これからは楽して暮らすのです。

　ここではそれがお嫁さんってことになるんですか？

　……今更ながら、ボクはここでは日本と常識が違うことを思い出しました。

　そうです、こちらではボクの立ち位置がお嫁さんという扱いになってしまうのです。

　って、これは良くないのでは。もしかしてご主人さまも勘違いしたりしてないですよね？

「あ、シュウヤさま」

「!?」

　頭を抱えていると、ルルが森へ向かって手を振っているのが横目に見えました。

　視線を追うと、大きな獲物を抱えた獣人の男たちを先導するようにご主人さまと葛西さんがこちらへ来ます。

「ただいま」

「流石さすがじゃの、狩り初参加でこれか」

　リアラさんは男衆の様子や獲物から見て、それをご主人さまたちが狩ったと判断したようです。

　ふたりとも肯定するように自慢げな顔を浮かべたので、事実なのでしょう。

　それはともかく、帰ってきたなら言っておかねばなりません！

「ご主人さま！」

「ソラ、ただいま」

　ルルと一緒にボクが駆け寄ってきたのを見て、ご主人さまが少しほっとした表情を見せました。

　でも今はそれどころじゃないのです。

「ボクはお嫁さん希望とかじゃないですからね!?」

　万が一勘違いされていたら大変なのです。ここはしっかりきっぱり言っておかなければ。

　勘違いしていたとショックとか受けたらちょっと可か哀わい想そうですけど、これもお互いのためです。

「……お前は何を言ってるんだ」

　しかし返ってきたのは、この上なく怪け訝げんな表情でした。

　……んんー？








その28　これからの為ために






　……ご主人さまの誤解は解けましたけど、他の誤解は結局解くことができませんでした。

　それもこれもあの日の晩、傷付けられたーとかつらいーとか言い出したご主人さまに散々いじめられたせいです。どいつもこいつも耳が良いせいで筒抜けなのですよこの集落。

　おかげであちこちで結婚はまだかと聞かれるわ、奥さん呼ばわりされるわ。挙句の果てにルルに無言の笑顔で集会所の裏に呼び出されるわで散々でした。

　ルルの方は結婚に対する全面協力で話がついたのでよかったのですが、あのまま亡き者にされるかと思いました。

　ただ、未だに「私は第二夫人でいいですからね、そのかわり絶対協力してくださいよ？」と言っているのが理解できないのです。

　どうにもここではニートの概念が無いらしく、ボクの行動は彼等からしてお嫁さん志望にしか見えていないようでした。解せないのです……ほんとに解せないのです……。

　……そんな解せない気持ちを抱えたまま、ボクは隠れ里での日々に慣れていったのでした。
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　隠れ里に来てから早くも１ヶ月。ぎこちなかった集落の人達との関係も普通に挨あい拶さつをし合う程度に改善されてきました。

　ご主人さまに対してはまだ少し壁があるようでしたが、人間に追いやられているケースが多いことを考えると警戒もやむ無しなのでしょう。そんな多少の問題はあれど、時間は過ぎていきます。

　自分たちが身を潜めていることを忘れるような穏やかな日々の最中、王都へ帰ったソーンさん達が森へとやってきました。

「あなた方の力を借りたいんです」

　森の外までやってきたボクたちと合流したソーンさんと黒髪おさげが最初に発したのは、意外にもそんな言葉でした。

「どういう意味だ？」

　怪訝そうな表情のご主人さまとリアラさんが思案するように顎あごに手を当てています。

「……簡単に言えば、奴やつを捕らえるのに失敗したの」

　露骨に嫌そうな顔をした黒髪おさげが語るところによると、彼女たちの主である王子さまはふたりが持ち帰った証拠でベルマ伯爵を処断しようとしたようです。

　流石に洒落しやれにならない罪もあり、王妃さまも庇かばい切れなかったのだとか。しかしながらあの豚伯爵もただの変態ではありませんでした。

　なんと繫つながりのあった外国の流れ者を引き入れ、独立を宣言して領地に引きこもったのです。

「あれは完全に準備していたの」

　デーナはこの国の主要な港のひとつです。放置することなんてありえません。

　後手に回った王子さまたちは即座に軍を出すことを決めたものの、派閥やら何やらの問題もあって未だに編成に手こずっているとか。

「それで、ワシらに協力しろというのか？」

「ええ、事をなした暁には報酬は如い何か様ようにもと」

「受けるかどうかの前に、俺たちにどんな働きを求めているかを聞きたい」

　交渉はご主人さまとリアラさんが担当するので、ボクたちは完全に聞き役です。こういう時に頼れる相手がいると便利ですね。

「ベルマ伯爵の身柄の確保を。殿下はあの男の目的を国外逃亡と見ています」

「……なるほどのう」

「独立宣言は時間稼ぎか？」

「恐らくは。彼とて貴族、着の身着のままというわけはいきませんもの」

　難しい話もこのあたりのレベルになるとついていけないのです。ボクは完全にぼけーっと聞くだけしかできません。

「報酬は何でもいいのか？」

「……もちろん限度はありますが、可能な限り善処すると」

「あの豚、ただの反逆者ではなさそうじゃの？」

「…………」

　なんか会話してる４人の間に火花が散ってるのです。とてもアレな事情が隠れていそうですね。

　こうしてみるとご主人さまとリアラさんは良いコンビにも見えます。悪徳貴族の若様とその参謀って感じです。味方でいるうちは頼もしいですね。

　どうでもいいことを考えているうちに、どうやら交渉は大詰めに入ったようです。

「この森を含めた周囲一帯を独立国家として認める、とかどうだ？」

「……大きく出ましたわね、森一帯を含む地域の領主でどうでしょう」

「あんたがどの程度まで交渉を許されてるかわからない。こっちの要望は自治権と不干渉だ」

「持ち帰ってはみますけれど、あまり期待はしないでくださいまし」

　暫しばらく睨にらみ合っていたご主人さまとソーンさんでしたが、暫くしてソーンさんがため息をついて視線を伏せたことで決着したようです。

「あぁ、こっちもすぐに出る準備をする」

「私達も街道に待たせている部下を連れて合流しますわ」

　リアラさんが途中で黙っていたのは取り決めがあったのでしょうか、ご主人さまとアイコンタクトしている様子が見えました。

「はぁ、面倒なの」

「ふたりだけでもあの豚伯爵くらい簡単に捕まえられそうなのですが……」

　心底面倒そうにしている黒髪おさげが近くに居たので声をかけてみたのですが、ジロリと睨み返されてしまいました。

　……あれ、今日はそんなにイライラしないですね？　まぁいいことなのですけど。

「ひとり、厄介な男があっちについたの」

「厄介な男ですか？」

「……シュトルム・ヴィルトヴェイン。近この衛え騎士最強の男なの」

　またえらい称号持ちがでてきたのです。

「どうしてそんなのがあの豚伯爵に……」

「強さと人格は連動しないのよ。家柄も顔も良くて強いけど……あいつは真性のクズ、ベルマ伯爵の同類なの」

「えぇ……」

　忌々しそうに吐き捨てるロウの表情を見ていると、本気で嫌っていることがわかります。

「気に入った娘が居ると、相手がいようとなんだろうと力尽くで奪い去って弄もてあそぶ。あいつ、ベルマ伯爵から違法奴隷を分けてもらっていたのよ。どう扱っても困らない玩具おもちやとして」

「……最悪の下げ衆す野郎なのです」

　思った以上に下衆野郎でした。ご主人さまの方がマシ…………マシですよね？

　う、うん。たぶんマシです。少なくともそういうので喜びを感じるタイプじゃないですから。

「そういう訳だから、出会ったら即ぶっころなの。できればおまえの彼氏が仕留めるのが最善なの」

「彼氏じゃないけど伝えておくのです。彼氏じゃないけど」

　承諾したことを伝えると、黒髪おさげは何故かとても怪訝そうな顔をしていました。何なのですかね。

「……それにしてもご主人さま、ほんとに強く見積もられているのですね」

　いやぁ強いとは思ってるのですけど、誰かと比較したことないのです。里に来てから葛か西さいさんやリアラさんと訓練みたいなことしてるのは知ってますけど。

　剣だけなら葛西さんの方が、魔法だけならリアラさんの方がちょっと強い感じに見えます。

　なのでボクから見るとポジションがいまいちわからないんですよね。

「前に見た時より更に強くなってるの、正直今は勝てる気がしないの」

　呆あきれた様子の黒髪おさげが言うには、ご主人さまに単独で勝てる奴はちょっと思いつかないとか。

「そうなのですか。葛西さんやリアラさんは良い勝負してますけど」

「剣だけと魔法だけならそうかもしれないの、でもあのふたりも相当なバケモノなのよ？」

　黒髪おさげの見立てでは、おふたりとも王国内でもトップクラスの強つわ者ものなのだとか。その上で両方に匹敵するレベルで剣と魔法を操れるご主人さまの強さは言うに及ばないのだそうです。

「ほー……最近エロい面ばかりしか見せられてないので知らなかったのです」

　奴隷だった時より強引さはだいぶ減ったのですけどね。見えるのが日常の範囲だからか、カッコイイ面よりソッチばかりが印象に残ってしまっているのですよ。

「あれでもう少し落ち着いてくれたらいいのですけどね……って、愚痴っちゃいましたね。ごめんなさいなのです」

　思わず愚痴になってしまったことを謝罪すると、黒髪おさげが普段より死亡度３割増しな死んだ魚のような眼めでボクを見ていました。

「……やっぱムカツクのよ、この淫いん乱らんエルフ」

「は？」

　よりにもよって被害者に向かってなんて口の利き方ですかこの黒髪おさげ。

「少しは歩み寄ってやろうかと思ったけど気が変わったの、やっぱりお前は敵なの」

「こっちのセリフなのです、少し大人しくしてればつけあがりやがってなのです」

「どこが大人しいのよ！　フられたばかりの人間に惚のろ気けとか万死に値するの！」

「惚気じゃなくて愚痴なのです！　ていうかまだ引きずってるのですか!?　そんな気にするならロリコンのひとりふたり引っ掛ければいいじゃないですか！　お前ならすぐなのですよ！」

「変態なんてごめんこうむるの！　私はまともな性癖でしっかりした人がいいの！」

「女に興味ある男なんて大半が変態で性癖拗こじらせてるのです！　そんな高望みしてるから一生独身なのですよ！」

「私の適齢期はこれからなの!!」

　ああ言えばこう言う黒髪おさげと取っ組み合いが始まりかけた時、ボクの身体からだを浮遊感が襲いました。

「なんで喧けん嘩かが始まってるんだ……」

「ロウ、あなたね……いい加減にしてくださいまし」

　どうやら話し合い中の面々にも聞こえていたようで、みんな呆れたようにこちらを見ています。

「でもご主人さま……！」

「でもじゃない」

　人を小脇に抱えるように持つご主人さまを見上げて抗議しますが、ぴしゃりと遮られました。

「ソーン離すの！」

「ダメに決まっているでしょう」

　でもまぁ、黒髪おさげもソーンさんに捕まって身動きできないので相打ち状態です。

　不服ですがここは引くしかありません。

「街の近くで合流しよう」

「待ち合わせは街道から離れた場所が良いでしょう、ロウに案内させますわ」

　いつの間にかボクをお姫様抱っこのような形に抱え直したご主人さまは、言うだけ言ってスタスタと歩きだします。

　ソーンさんに小脇に抱えられてる黒髪おさげと目が合うと、ますます殺気が強まりました。

「やっぱおまえは敵なの……！」

「なんでこんなので敵意向けられなきゃいけないのですか！」

　いくらなんでも理不尽なのです。

「それ以上喧嘩したら本気で怒るからな？」

「うぐぅ……」

「覚えとくの！　あの伯爵の次はおまえなのむごごご！」

「ロウ、本当にいい加減にしてくださいな……怒りますわよ？」

　流石にご主人さまに凄すごまれると、養われるニート志望としては強く出られません。

　命拾いしたなと黒髪おさげを睨んでみれば、あちらもソーンさんによって口を布で塞ふさがれていました。

　へん、ざまぁみろなのです！

　こうして、ボクと黒髪おさげの戦いは強制終了されることになったのでした。

　……あれ、ボクたち何の話してたんでしたっけ？








その29　ハイエルフ






「ここらの森一帯を含めた領地が落としどころじゃろうな」

　準備をしおえたボクたちは、リアラさんの作った土つち塊くれの馬に乗ってデーナの近くへ向かっていました。

　ボクはご主人さまの馬の前に乗せてもらい、すぐ後ろではルルとユリアが同乗した馬が追ってきます。隣にはリアラさんが乗った馬が並走していて、その少し後ろを葛西さんの馬が。

　先頭から少し遅れて、集落の中でも戦える男性衆が数人追従してきていました。これで参加者は全員です。

　そして移動中、ご主人さまとリアラさんが事情を話してくれたのでした。

　隠れ里の人たちはどうあがいても迫害される身です。

　森を含めて周囲一帯は全すべて人間の縄張りなので落ち着ける場所はなく、新天地を求めていくつも国を越えるのはあまりにリスキーです。

　現時点ではリアラさんの魔法によって里は守られてはいますが、暮らしを見る限り発展は見込めないでしょう。

　夫婦も多いですし、将来的に人口が増えていくことを考えれば打開策は必要だとボクも思いました。

　……あぁ、それで今回の件を機会にご主人さまと画策したのですね？

「俺か誠まことのどっちかが領主になれば、亜人保護の政策も取れるからな」

　法律に詳しいわけではないのですが、この国の人間以外の扱いはとても悪いです。とはいえ他の国が良いかといえば決してそんな事はありません。

　体裁だけでも一応国民として認めているだけマシとも言えます。

　その亜人をどうするかは領主の考え方次第というわけで……うん、確かに手としては悪くはないかもしれないのです。

　ご主人さまや葛西さんなら戦闘面で活躍するのは目に見えてますし、うまく戦功を認めさせることが出来るならばこの状況は間違いなくチャンスなのです。

「それで、ソラはどうしたい？」

「……どうしたい、とは？」

　ボクの意見も聞くってことでしょうか？　でも大した意見なんてないのですよ。

　戦闘力も知識も皆無の愛あい玩がん動物。自分の能力くらいは把握しています。基本的にしゃしゃり出るつもりはありません。

「……仮に俺が貴族になった場合、間違いなく政略結婚の話が出る」

「ふーむ……」

「田舎いなか領主とはいえ、あやつらの力を見る限りワシらは戦力的に相当な脅威になるじゃろう。正直騎士団のひとつやふたつならワシとマコト、シュウヤの誰かひとりいれば余裕じゃからな」

「つまり首輪ですか」

「そういう事じゃ……おぬしはバカなのか頭が回るのかよくわからんな」

　呆れたような顔をされましたけど、ボクは考えるの苦手なだけで別にバカじゃないのです。

「支援って名目もある、新興貴族だと足りないものだらけだからな」

　金、発言力、人脈。そのあたりを補ほ塡てんするという名目で紐ひも付つきの女性を嫁として送り込まれる可能性が高いようです。

「葛西さんの場合も……」

「クリスのやつを納得させられるかはあやつ次第じゃな」

「俺の方は……」

　気遣わしげにボクを見ますが、多分見る相手が違うのです。気にすべきは後ろで不服そうにしているルルの方だと思うのですよ。

「送り込まれた貴族の娘が、自分より若くて愛らしいおぬしを可愛がる夫をそのままにしておくとは到底思えぬ。間違いなくおぬしは退けられるじゃろう、場合によってはルルもな」

「気の合う女性が送られて来る可能性は」

「無いとは言わぬ。が、期待せぬほうがいいじゃろう。言葉は悪いがこういう意図で送り込まれる娘は大概が〝貴族らしい〟娘じゃからな……。この場合では悪いことにおぬしはエルフじゃ。半永久的に若く、愛らしく美しい女が妾めかけなぞ憎悪しか抱かんじゃろう」

　強調するような言い方と予測に、流石に色々とわかりました。

　そりゃ正妻さんからすればボクは怨おん敵てきみたいなものになっちゃうでしょうね。

　ハハハ、そうかぁ……。

　でもまぁ、ボクは別に気にしないのです。

「…………」

　時々こっそり良い暮らしが出来る程度のお金を送ってくれれば、ボクはそれでも構わないのですよ。そういう人と一緒になれば、ご主人さまの変態性も少しは緩和されるかもしれないですから。

「…………」

「ソラ、どうした？」

　ぐぐぐ、「いいんじゃないですか」の一言が喉のどに引っかかって出てきません。

　あれ、何でしょうか。抵抗なんて無いはずなのに……不思議で仕方ないです。

「……んんー」

　困り果ててルルの方を見ると、両手を使って全力でバッテンを作っていました。流石さすがは猫耳、走ってても聞こえるのですね。

　でもユリアが慌てているからちゃんと手た綱づなは摑つかんでおいてください。リアラさんの魔法で自動操縦でも危ないです。

　……うん、よく考えたら冷遇されたら暗殺とかされてもおかしくないのです。素直にお金を渡してくれるとも限りませんし、いつの間にか完全に忘れ去られて終わりでしょう。

　借金踏み倒すのも、ご主人さまの責任逃れも避けたいのです。

「ボクは、それ嫌です」

「ソラ……」

　あくまで合理的な判断によるものですからね。なのでご主人さまはお腹なかを押さえる力を強めないでください苦しいです。

「そうなると、手はひとつじゃな」

　一応何かを考えてくれていたようです。参謀役が居ると頼りになりますね。

「何かあるのですか？」

「うむ、先手を打っておぬしがシュウヤと結婚しておけばいい」

「[image: ]？」

　リアラさん、老化で脳みそがイカれましたか？





◇






「今の時代ではエルフがある種の信仰対象として扱われておる。遺物の多くがハイエルフ王朝時代の品物じゃからな。エルフに対する斯か様ような扱いもそのためじゃ。信仰対象の系譜を手中に収めたいという歪ゆがんだ欲望じゃ」

　突然始まった、リアラさんの解説を睨にらみながら聞いているボクは首を傾かしげざるを得ませんでした。

「この国に限らず大体の国にはハイエルフだけが扱える遺産、遺物のたぐいもいくつか存在しておる。大半が未だに機能はしているが操作はできない……国宝級のものもあったはずじゃ」

　何となくわかったのですけど、それってボクに関係あるのでしょうか。

「じゃが、ハイエルフであるおぬしがシュウヤと結婚すれば眠れる遺物を起動できる可能性が生まれる。ハイエルフたる証明ができれば、新興の田舎貴族の嫁ならば十分すぎる箔はくじゃろう」

「……いまボクがハイエルフって言いました？」

「言うたぞ。おそらく保存されていた愛玩用ハイエルフの器に魂が入り込んでしまったのじゃな」

「ちょっと待つのです、いきなり情報量が多すぎるのです」

　ここまできて気になるワードが噴出しすぎなのです。もうちょっと加減しやがれです。

　エルフじゃなくてハイエルフだったのはいいです、でも愛玩用とか保存されていたとかは？

「ふむ……記録すら残っておらぬほど昔、神にも等しい力を持った古代種がこの世界に住んでおったそうじゃ。しかし原因はわからぬが、彼等は絶滅しかけたらしい。その時に延命のため、自分たちの入れ物として作ったのがハイエルフという種族じゃった」

「え、えぇ……」

　割と衝撃の事実がぽんぽん出てきたのですが。

「まぁ結局そやつらは滅びたようじゃがな、一部の移し替えに成功したハイエルフが何とか文明を立て直し、それから現在に至るようじゃ。各地に残されているハイエルフ王朝の遺跡はその時代のものじゃろうな……近年ではダンジョンとも呼ばれておるが」

「え、ダンジョンってそういう由来なのです？」

「そうじゃ」

　大昔に何者かが作った施設だとは聞いてましたけど、意外なところで由来を知ることが出来ました。

「ワシが使っておる器もあるダンジョンに保管されていたものじゃ。恐らく戦闘も想定していたんじゃろうな。魔力量も頭の出来も桁けた外はずれじゃった」

「へー……え？　リアラさんも転生者なんですか!?」

　これには流石に驚きました。ご主人さまも目を見開いています。

「テンセイシャというのはわからんが……ワシは学者として遺跡を求め、仲間と旅をしておった。ようやく見つけたとある遺跡で透明な怪物に襲われてのう……まぁ結局は当時の仲間に裏切られて殺されたのじゃが」

　おおっと、思ってたよりヘヴィな話が飛び出してきましたよ。

「死んでたまるかと思っていたら、魂だけこの器に入り込んだようでのう。何とか生きのびる事ができたのじゃ。透明な怪物と元仲間はその場で処理してやったがな」

　カッカッと笑うリアラさんにはなんだか凄みのようなものがありました。修羅場をくぐり抜けてきた貫かん禄ろくってやつなのでしょうか。というかもうひとつ気になるのですが。

「リアラさんって、もしかして元男だったりするのですか？」

「む？　いや普通に女じゃぞ。元はムチムチのナイスバディじゃった。今はこんなだがのう」

「そう、ですか」

　語ご彙いが古い……じゃなくてガッカリです。流石にそこまで都合よくお仲間は現れないってことですかね。

「……おぬし、どうもアンバランスだと思っておったがまさか」

「……元男なのですよ」

　リアラさんは気遣うようにご主人さまを見ますが、そいつは知ってるのです。騙だましてるとか知らずにとかじゃないのです。知った上でアレなのです。

「そういや最近言わなくなったな、前はよく言ってたが」

「このくそごしゅじん……」

「おぬしも大変じゃの……」

　リアラさんが同情するような視線を向けてきますが、遅いのです。遅すぎるのです。

「ま、ワシらも慌てて決めるつもりはない。希望通りの報酬が貰もらえるとまでは思ってないからの。そういう手段もあるとして、おぬしも考えておいてほしいのじゃ。今回の件が終わったあとで、おぬしも交えて報酬について相談するつもりではあったからのう」

　そう話を締めたリアラさんが、静かに前を向きました。

「いくらなんでも当事者を抜きに全すべて決めるほど逸はやってはおらんよ。……もう随分とひとりで、世界でただひとりの種族として生きてきた。数少ない同胞を生いけ贄にえに捧ささげるつもりはないのじゃ」

　勝手にそんなことまで強引に決めていたなら、そりゃあ文句をたくさん言ってやるつもりでした。……そんな表情をされてしまうと押し黙るしか出来ません。

「……考えておくのです」

「俺は歓迎だからな？」

「のちほど入念に検討したうえでおへんじするのです」

「お手本みたいな玉虫色の返答だな」

　結婚……ご主人さまと結婚……。うごごご、今からでも突然不思議なことが起こって全部解決したりしないですか？　しないですよね、ああああ。

　かくなるうえは、ご主人さまにはギリギリ活躍しないように頑張ってもらうしかないのでしょうか……。








その30　戦闘開始






　デーナにほど近い街道まで辿たどり着つくと、何やら真っ黒な小鳥が空からこちらに向かって飛んできました。

「ダークエルフの影手繰り、あの小娘じゃな」

　黒い小鳥は暫しばらく頭上で旋回したあと、一定方向に向かって羽ばたきます。

「……前は聞きそびれましたけど、ダークエルフってなんなのですか？」

「ハイエルフの前身となった者たちと、当時は敵対関係にあった者たちが作った器のようじゃ。そのせいかのう、ワシらとは相性が悪い。影を操る術が彼等の特技じゃ」

　なるほど、それであいつとはウマが合わなかったのですね。……なんかそれだけが問題じゃない気もしますが。





◇






「彼氏とあいのりとか良い御身分なのよ耳長ちび」

「おーなんですかー羨うらやましいのですか黒まな板、早くお似合いのキッチンナイフさんが見つかるとよいですねー？　応援してるのですよ」

「応援ありがとうなの、手始めにおまえを血祭りにあげてやるの」

　出会った瞬間にゴングが鳴っていました。でも仕方ないのですこいつは敵なのです。

「お互い魔法は禁止な……」

　行軍で疲れた様子のご主人さまは、それだけ残して打ち合わせに行ってしまいました。はじまるのは取っ組み合いの喧けん嘩かです。魔法は無理でもクロスレンジならそう簡単にはいきません。

　行動前最後の打ち合わせ中はフリータイムなのですよ。朝飯前にぶちのめしてやるのです！

「そこですせんぱいっ！　あぁだめ、捕まっちゃう！　もっと身体からだを左右に振って！」

「ちょ、ま、あぁぁぁ!?　ごしゅじんさま！　ごしゅじんさまぁ！」

「どうしたのよ耳長猿、無様に彼氏に泣きつくなんてさっきまでの威勢はどこへいったのよ！」

　しかしこの黒まな板魔法使い、卑ひ怯きようなことに関節技を極きめてきやがったのです。

　どうみてもひょろっちい、ボクと大差ない見た目の癖に近接戦も強いとか！

「……そこまでっていうかまだやってんのかよ」

　割とすぐに戻ってきたご主人さまが、関節技を極めてくる黒髪おさげをどかしてボクを救助してくれました。

　妙に深いため息をついてますが打ち合わせで何かあったのですかね。

「はっ、結局彼氏頼りなの、この耳長雌豚！」

「ぐぬぅぅ、お前なんてご主人さまならいっぱつなのです！　調子のるんじゃないのです！」

　ほらボクがいじめられてるのですよごすずん、やっちゃってください！

「国軍が正面から攻めている隙に内部へ潜り込んで伯爵を捕らえることになったから、行くぞ」

「そういうわけですから、私たちも動きますわよ」

「うぐぐぐ、この戦いが終わったら決着付けてやるのです、ご主人さまが！」

「負け犬の遠とお吠ぼえなの！　いつまでも彼氏に頼ってないで自分できやがれなの！」

　ソーンさんに首根っこを摑まれ引きずられていく黒まな板を、ご主人さまに抱えられながら見送ります。

　はん、あっちのほうがみじめなのですよ。

「それでシュウヤさま、どうやって入り込むんですか？」

「恐らく既に船に乗り込んでるはずだ、海側から乗り込むしかないだろうな」

　リアラさんに先導されて近くにある海岸に向かう道すがら、ご主人さまから状況の説明がありました。

　どうやら王子らしき指揮官さんとお話が出来たみたいで、要望自体は何とか通りそうだということでした。

　もちろん伯爵及び主犯格などを捕らえるという大戦功が前提条件で。

「火力は十分、目標は一点狙ねらいの一撃離脱だ」

「……ボク、役に立つのです？」

　今更なのですが、ボクが居る意味ってあるんでしょうか。戦闘力は皆無ですし完全に足を引っ張っているだけの気がしてきました。

「ソラはユリアとルルと組んで行動、基本は鍵かぎ開け……主に伯爵が持ち出そうとしてる積み荷の解放係だ」

「ワシは外で後詰めをせねばならんからなぁ」

　……あぁ、積み荷って。そういう事ですか。財宝だけじゃなく違法奴ど隷れいとかも抱えているのですね。

　それでリアラさん含めて里の戦闘組が船の外での回収係。

　確かに主戦力であるご主人さまやリアラさんに鍵開けなんてさせていられないです。

「そういうわけで、頼りにしてるぞソラ」

「……ふむ、ふむ、まぁ仕方ないのです。やってやるです」

　頼られるってのも、たまには悪くないですね。ちょっとおだてられている気もしますけど。

　今度こそ守ってくれるでしょうし、ボクだって活躍したいですからね。

　ここはひとつ、頑張ってみましょう。





◇






　国軍の人たちが用意していた小舟に揺られてどんぶらこ。暫く波間をたゆたっていると、街の方角に巨大な黒い怪獣の姿が見えました。

「合図だな」

　あれ黒まな板の仕業なのです？　マジでクソ強いのですかあいつ。

　まな板のくせに……あいつもそっち側だったのですか……ボクよりちびなのに卑怯なのです。

「才能に溺おぼれず、なかなか鍛えておるのう。良い影捌さばきじゃ」

　こっちの主戦力組はあれを見ても面白がっている程度で、特に脅威には感じていないみたいです。

「あんなこと出来たんですね……」

「うわぁ」

　ルルとユリア、里の人達はビビっているのでボクの感覚がおかしいわけではないようでした。

「さて、動くとするか」

　ぼんやり暴れる怪獣を眺めていると、突然ご主人さまに抱き寄せられます。

「ルル、ユリアもしっかり摑つかまっとけ」

　ふたりが慌てた様子でご主人さまの背中にしがみつくのが見えました。なんかちょっと嫌な予感がするのです。

「飛ばすぞ」

「あ、まっ」

　爆風が船の後方で発生し、船がまるでウィリーをするように半分浮き上がって進んでいきます。

　反応が遅れた葛か西さいさんが奇妙な声を上げて船から振り落とされかけました、必死で摑まってリカバリーしましたけど凄すごい身体能力なのです。

「反応させる暇は与えない、このまま突っ込むぞ」

「無茶しすぎだろっ!?」

　あまり風を感じないのはご主人さまが何かしてくれてるからだと思います。

　暫しばらく風に目をしぱしぱ瞬またたかせていると、前方に巨大なガレオン船……あれガレオン船でいいんですよね？　が見えました。

　とにかくでっかい帆船です。

「飛ぶぞ」

「うえええ!?」

　ご主人さまが膝ひざ立ちになると、掌てのひらを船体に叩たたきつけます。

　次の瞬間、小舟が空を飛びました。敵船の甲板より高いんですけど、無茶しすぎなのではないでしょうか……。

　ほら、甲板で警戒していた私兵らしき人たちが船を見上げてぽかんとしてます。

「あわっ」

　空飛ぶ小舟から飛び降りたご主人さまに抱えられるまま、甲板に着地します。

　たぶん風の魔法か何かで衝撃を緩和しているのでしょう。ルルとユリアも目を瞬かせながらふんわりと着地しました。

　少し遅れて小舟が甲板に置かれている未整理の荷物に突っ込んでいき破砕音を響かせました。……葛西さんは大丈夫なのでしょうか。

「な、何者だ！」

「通りすがりの……お前らの敵だよ」

　ご主人さまがレヴァンティンを抜き放ちます。熱風が甲板を吹き荒れて、無防備だった船員諸氏が大海原へと旅立っていきました。

　ざわめきながら武器を手に駆けつけようとする他の船員たちも、続けざまに起きた衝撃波によって吹き飛ばされ甲板を転がります。

「──秋しゆう夜やおまえ！　俺を殺す気か！」

　衝撃波の発生地では抜刀した葛西さんがご主人さまに向かって怒りの声をあげていました。

　雑な扱いに怒って当然ですよね、まぁあのくらいなら何とでもなると思ってやったのでしょうけど。実際ピンピンしてますし。

「ぐぬぬ、なんか友達っぽいやりとりなのです……」

　なんか戦友同士みたいな感じで羨ましいのです。こっちは大事に抱えられて運ばれる、かよわいヒロインなのです。同じ転生組でどうしてこんな差がついたのでしょうか。

「大事にしたら不満って……俺はどうすりゃいいんだよ……」

「せんぱい、めんどくさいこと言ってないで動きますよ」

「ぬぐー！」

　頭を抱えたまま立ち上がったご主人さまについて船内への扉へ向かいます。まぁいいのです、今回はボクだって活躍の場はあるのですから！

　さぁ鍵を開け──。

「誠まこと！　しんがり頼む！　突入するぞ、遅れるなよ！」

「任せろ！」

「はーい！」

「大丈夫です！」

　ご主人さまがあっさり扉ごとふっとばしました。どうやら裏で待ち構えていた敵兵さんたちが悲鳴を上げて転がり落ちていったみたいです。

　……。あ、うん。まだ出番じゃないですね。

　出番はまだかなぁ。








その31　狂嵐の騎士






　船内に突入すると、でかいだけあって結構な広さがあります。

　豪華客船とまではいきませんけど、普通にちょっとした屋敷程度の設備は備わってそうです。

　出てくるのも船員と戦闘員を兼ねてるような人たちではなく、しっかりとした装備に身を包んで連携も取れているいかにもな兵士たちばかり。

「吹き飛べ！」

「どけぇ！」

　そんな兵士たちはご主人さまや葛西さんが剣を振る度にバッサバッサと刈り取られていきます。葛西さんは対人戦ちょっと不得手というか殺さないように加減しているようですけれど。

　一方でご主人さまはガチで容赦ありません、豪炎に巻き取られて吹っ飛んでいった甲かつ冑ちゆう装備の兵士さんがすぐに動かなくなるのが見えました。

「お嬢様！　離れないでください！」

「はい！」

　一方でボクはといえば、ハルバードを振り回すユリアの背中に隠れています。彼女も兵士と渡り合える程度には強いんですよね。

　装備が良いのもありますが獣人はパワーがあります。ご主人さまと訓練もしてるようですし、この程度の相手に１対１ならそうそう負けません。

　ボクも援護しようと思ったのですけど、狭い船内での乱戦に誤爆しない自信がなかったので大人しくしています。

「せんぱい！　転ばないでくださいね！」

　ルルはユリアのカバーしきれない範囲を遊撃を兼ねて守ってくれています。短剣を器用に使って素早い動きでガスガス斬りつけて倒していってます。

　よく考えるとこの場の非戦闘員ってボクだけなんですよね。

「シュウヤさま、あっちの階段から獣人の匂においがします！」

「わかった！　誠！」

「おう！」

　ご主人さまは葛西さんに声をかけると、レヴァンティンを大きく振り回して敵を退けました。そのまま地下へと続く階段へ向かいます。

「お嬢様、抱えますよ！」

「はい」

　言うが早いかボクを小脇に抱えたユリアがあとに続き、ルルも背後を警戒しながらついてきました。

　葛西さんは階段の前に陣取って敵の相手をするつもりのようです。

　階段を降りていくと、たどり着いたのは船体の最下層にあたる位置のようでした。

　荷物置き場になっていて……片隅にはいくつか大きな檻おりが置かれているようです。薄暗い地下空間にはすえた臭いが漂っています。

「風よ」

　ご主人さまが魔法を使って空気をかき混ぜると、すぐに階段へと振り返ります。

「隠れてる奴やつはいなさそうだ、３人は檻を頼む」

「わかりました」

　地面におろしてもらったボクは、自分の足で檻へと駆け寄って……思わず顔をしかめました。

　囚とらわれている亜人は若い女性ばかり、奴がどういう用途で集めていたのか丸わかりです。

「お嬢様、開けられますか？」

「ばっちこいなのです」

　檻を閉ざしている錠前に、指輪を変化させたピックを突き刺して解錠の魔法を使います。自分でもびっくりするくらいあっさりと鍵かぎが開きました。戦力にはならないけど強力なのです。

「次々開けていきますよ！　ルルは救助を！」

「はい！」

　檻の数は全部で８つ、全員が獣人組から見てもかなり珍しい種族の子ということでした。まだ小さいけれど下半身が蛇の子とか、竜みたいな鱗うろこと尻尾しつぽが生えてる子とかもいました。

　どちらも遠方で親から離れたところを冒険者に捕まり、ここに売られたようです。

「確か竜人が王様やってる国ありましたよね、場合によっては戦争じゃ……」

　とても珍しくはありますが、人間よりも強い力をもつ種族が王族をやっている国があったりします。だんだんここの伯爵相手に王族がキレてる理由がわかってきました。

「とにかく、みんなお家うちに帰すのです。大人しくついてきてほしいのですよ。他に捕まってる子はいないのですか？」

「うん……」

「これで、全員だとおもう……」

　少し怯おびえてはいますが、ボクたち亜人が先導していることで少しは警戒が解かれたみたいです。

「ご主人さま！　これで全員なのです！」

「わかった、脱出──」

「うわぁっ!?」

　ご主人さまが脱出を指示しようとしたその時、階段の上から強風が吹き込んできました。

　同時に、葛西さんが悲鳴をあげながら転がり落ちてきます。

「くそっ！」

　ご主人さまが上へ向かって手を伸ばすと、何かがぶつかりあうような音が狭い船内に響きます。ちょっと耳が痛いのです。

「ぐっ、気をつけろ！」

　キッチリ受け身をとっていた葛西さんが身を起こして鋭く声を発します。あちこちに切り傷があるあたり、ただごとじゃなさそうです。

「困るなぁ……」

　渦巻く風をまといながら、男が降りてきます。黄緑色の髪を肩まで伸ばし、片目を隠すような髪型にした優男。

　ソーンさんたちが着ていた騎士服に似た格好をした男は、見ているだけでゾッとするような酷薄な表情を顔に貼り付けていました。

「僕の玩具おもちやを勝手に持ち出そうとするなんて」

　片手には装飾がされた細剣、それを片手で弄もてあそびながら、男はゆっくりと床に降り立ちました。

「でもまぁ、うん。君の持ち物たちもなかなかいじめ甲が斐いがありそうだし……そうだね、大人しく土下座してそれを差し出すなら──」

「見逃してくれる、とでも？」

　ご主人さまと優男が向かい合います。なんだか嫌な予感がしたので、ふたりの間の空間からみんなを連れて避難します。

「いいや、楽に殺してあげるよ」

「それは困るな」

「ひょあー!?」

　船内に重い檻が転がって倒れるレベルの爆風が吹き荒れました。というか壁や天井がギシギシいってるのです！　加減して加減！

「悪い秋しゆう夜や、止められなかった」

「いや、お前と相性最悪だろこいつ」

　葛か西さいさんの苦手な相手はご主人さまみたいなタイプです。要するに近接戦闘である程度葛西さんに対抗できる超高位の魔術師。

　懐に飛び込んでの一撃までも凌しのぐような相手だと、手数や射程の問題が立ちはだかるそうな。

「ふむ、殺すつもりでやってるんだけど……拮きつ抗こうするのかぁ……なるほどなぁ、君、ムカつくね」

　風を放ったまま、優男が細剣を構えて突進します。追い風で加速したのか殆ほとんど見えない速度でしたけど、ご主人さまは難なくレヴァンティンで受け止めていました。

「奇遇だな、俺もお前にムカついてる」

「へぇ、奇遇だね」

　甲高い音を立てて打ち合う……のはいいんですけど、ご主人さまあの。

「ご主人さま！　あついです！」

　レヴァンティンの炎が風に巻き上げられてですね、こっちに熱波がですね。

「ぐ……」

「あはは、あのエルフ、君のかい？」

　ごめんなさい邪魔をするつもりはないんですけど、味方の攻撃で焼け死にたくはないのです。

　基本的に魔法なら何でも使えるご主人さまですが、この状況だと思い切り暴れられません。

「あの娘いいねぇ、いじめたら凄すごく良い声で鳴きそうだ」

「ひえっ」

「せんぱい気をつけてください、一発で見抜くなんてあいつ相当な変態ですよ！」

　面白そうにこっちを見つめる優男の視線に鳥肌が止まりません。あとルルは見抜くってなんですか見抜くって。ボクはもっと男らしくドンと構えてるタイプのですね。

「一応言っておくが……ソラを鳴かせていいのは俺だけだ」

　なんかキレてますけど違いますからね？　変態やっつけてくれるのは嬉うれしいですけど、もうご主人さまに泣かされる謂いわれはないですからね？

「そうかい、じゃあ僕の玩具として貰うけど……嫌なら守ってみなよ」

　優男の視線が完全にボクをロックオンしました。あ、これやばいのでは。

　弾はじかれるようにご主人さまから飛とび退のいた優男が壁を足で蹴けり、一直線にボクに向かって飛んできます。

　気づいた時にはもう眼前に優男が迫っていて、ボクに手を伸ばしていました。

　でも次の瞬間には轟ごう音おんを立てていなくなります。

　そしていつの間にか隣にはご主人さま。

　凄く怒った様子で、蹴りを放ったような体勢で立っていました。

「俺の女に、薄汚い手で触るな」

　それについても色々言いたいことはあるんですけど、きみたち取り敢えず、至近距離でボクに見えない速度域で暴れるのやめてもらえません？

　ボクはちびってませんけど、ボクはちびってませんけど後ろのちびっこ達が怖がるので。

「あははは、思ったよりやるね……やっぱり君を這はいつくばらせたあと、君の前であのエルフを嬲なぶった方が面白そうだ」

「やってみろ……やれるもんならな」

　船体をぶち破って外に飛び出していた優男さんは、海面を波立たせ空を飛びながら笑い声をあげます。

　一方で挑発に乗ったご主人さま。葛西さんに「ソラたちを頼む」と言い残し、ふたりは外でバトルをはじめてしまいました。

「もうここから外でません？」

「いや、伯爵捕まえるのが先だから……」

　頭をかく葛西さんから視線をそらし、外で魔法超能力バトルをおっぱじめてるご主人さまを見ます。

　わかるのですよ、そいつ野放しに出来ないことも。状況的にボクたちは葛西さんに任せてご主人さまひとりで対処したほうがいいことも。

　でもね……ボクたちにも事前に一言とかさ……あってもいいと思うのです。

「男ってやつはどうしてこう勝手なのですか……」








その32　次から次へと






　水みず飛沫しぶきがあがり、轟音とともに船体が揺れます。乗組員の人たちは船のすぐ側そばで起こっている戦いに動揺して、まともに動ける人は少ないみたいです。

「これボクたちも動き辛づらいんですけど……！」

「凄い揺れてますけど、シュウヤさま大丈夫でしょうか」

　最強の近この衛え騎士の相手をご主人さまに任せたボクたちは、戦闘で壊れたのとは別の階段を使い上階へ向かっています。暴れすぎなのですあいつら。

「大丈夫だと思うのです、さっき押されていたのはたぶん……」

　──ゴオォォォン！

　言いかけたところで、爆音とともに船が大きく傾きました。中にボクたち残ってることちゃんとわかって戦ってますよね……？

　熱せられた海水が穴から流れ込み、階段から転げ落ちた兵士さんが熱いと悲鳴をあげています。

　流石に沸騰する温度ではないでしょうけど、鎧よろいを着たまま落ちたら地獄ですねアレ。

「せんぱい？」

「たぶん、狭い場所の上にボクたちが側にいたからなのです」

「俺が勝ててたらなぁ……ハァ」

　先頭を歩く葛西さんが、落ち込んだ様子でため息をつきました。本来こういう場所だと葛西さんの独壇場なんですけどねー。相性悪い相手が続きます。

　階段の先で待ち受けていた兵士たちが、武器を振りかぶって不意打ちしてきます。葛西さんは流れるような動作でそれをすり抜け、あっという間に全員切り伏せてしまいました。

　なんというか魔法って狭い場所の方が凶悪なのですよ、逃げ場がないので。ただし周囲に味方がいない、あるいは味方の被害を無視できる状況に限ります。

　敵の騎士はあの性格ですから味方の被害なんて考えないでしょうし、ご主人さまはボクたちがいるから派手な魔法に全力で対抗できません。

「よし、それじゃ一いつ旦たん甲板に」

「あ！」

　考え事をしているうちに、葛西さんは周囲の敵を全すべて倒し終えていました。しかし安全を確認した彼が何か言うのを遮って、ルルが突然大きな声を出します。

「ルル？」

「人の声が聞こえました、伯爵さまとか、すぐに脱出をとか、別の船にとか」

「逃げ足速いですねあの豚……」

　襲撃された船を見限って別の船で逃げるのでしょうか。いやまぁ……。

　──ガゴォォォォォン！

　外でやべーのが大暴れしてますし、当然の判断ってやつなのでしょうか？

「どうする？」

「ひとまず甲板に行きましょう」

　救出対象がいないなら船なんて沈めちゃえばいいのです。リアラさんと合流して背後の子たちを引き渡すのが先決なのですよ。





◇






　出てくる兵士は葛西さんがバッタバッタとなぎ倒し、到着しましたふたたび甲板。娑しや婆ばの空気がしょっぱいのです。

「外だ……」

　連れてきた違法奴ど隷れいの子たちも久々に見たであろう青空に、感動した様子で涙を浮かべます。

　──ゴォォォォォ！

　時折船の近くで起こる轟音と、炎の竜巻ですぐに別の涙を浮かべることになりましたけど。

　どうにもあいつら、風を使って高速で飛び回っているせいでボクには視認できません。止まった瞬間は人影みたいなのが見えるのですがね。

「秋しゆう夜やのやつ、大分キレてんな」

　まともに見えているのは呆あきれた様子の葛西さんと、一部の希少種の子たちくらいです。

「貴様ら……そこまでだ」

「お前！　その娘たちを放せ！」

　甲板で待ち構えていたのは転移使いのフード男と……どこかで見た記憶のある少年でした。

「あ」

　少し遅れて、ユリアと一緒にしんがりをしていたルルが甲板に上がってきました。そして少年の方を見るなり嫌そうな顔をしました。

「ん？」

「え、せんぱい忘れたんですかあいつ」

「何でしたっけ……見覚えはあるんですけど」

　どうやらルルもボクも知っている人物のようでした。かなり限られてくるはずなんですけど。

「お前だな、希少種族の子たちを奴隷にしていた貴族の手先っていうのは！」

「え、何それ」

　少年が放った言葉に、葛西さんがぽかんと口を広げます。いやほんとに何それですよ。

「しらばっくれても無駄だ！　その娘たちを奴隷になんて戻させない！　この俺が止める！」

「……そういう事だ、大人しく縛について貰もらおうか」

　フード男がニヤリと口元を歪ゆがめます。これはあれですね、意図的にやってますね？

「いやいや、違うから、俺達は──」

　必死に否定しようとする葛西さんですが、間違ってますよ。ご主人さまなら「そうか」とでも言って魔法でぶっ飛ばしてるのです。

「ケイン!?」

　そんなことをしているうちに、最後のひとりであるユリアが甲板に出てきました。彼女は少年を見るなり、少し青ざめながら叫びます。

　あぁー！　思い出しました。他の女に貢ぐためにユリアを売り飛ばした外道野郎。

　……あれ？　これで合ってましたっけ？　まぁ大体合ってればいいのです。

「ユリア！　なんでこんなところに!?」

「それはこっちの台詞せりふよ、なんであんたがここに居るの!?」

　驚き満面といった様子のケインでしたが、一方で悲鳴に近い声をあげるユリアは物もの凄すごく嫌そうにしています。

「俺はここの領主様に頼まれたんだ！　この国の貴族が違法奴隷にしていた希少種の女の子たちを助けていたのがバレてしまったから、このままじゃ殺されるって……まさかユリアもなのか!?」

「違う！　あんたまた簡単に騙だまされて……！」

　どうやら独特な正義感と思想を持っている彼は、伯爵の都合の良い言葉を全部信じてしまったみたいです。……ちょっと待ってください、思ってたより大分酷ひどくないですかこいつ。

「お前たち……絶対に許さない、ユリアを解放しろ！」

「いや言いがかりにも程──があっ!?」

「うそぉ!?」

　思わずボクまで叫んでしまいました。突然突っ込んできたケインが振った剣、それを受け止めた葛か西さいさんが思いっきりふっとばされていきました。

　相当な力の差がないとこうはなりません、こいつ一体何なのですか。

「マコトさんっ！　ケイン！　あんたね！」

「大丈夫だユリア！　俺はあの時よりずっと強くなった、今度こそ君を助ける！」

　いえー、まぁ自己保身のために都合良く自分の記憶を改かい竄ざんするタイプの人間っていますけどね。こいつは中でもとびっきり厄介なタイプのようです。

　頭の中に自分本位の物語を作り上げたうえで、実力も伴って現実にしちゃう最悪のたぐい。

「そもそもあたしを売ったのはあんたでしょうが！　あんたはいつも人の話を……！」

　髪の毛をかきむしるようにしながら地団駄を踏むユリアは、いつもと違い田舎いなか娘っぽい地が出てしまってます。気持ちは痛いほどわかりますけど。

「あの時、俺が力不足だったから君を助けられなかった、だけど今は違うんだ！　今の俺なら君を助けられる、信じてくれユリア！」

「そういう話じゃないって言ってるの！　そもそも原因はあんたでしょ!?」

「そうだ……だから俺は、今度こそ間違えない、ユリア！　一緒に帰ろう！」

「だからぁぁあ！　もういやぁ！」

　ユリアがストレスで泣きそうになってます。うふふ、いつもはのんびりとしたおすまし顔ですからね、なんだか新鮮でかわいいのです。

「せんぱい、いま現実逃避しないで！　どうするんですか、あの魔術師も来ちゃいますよ！」

　余波だけで脳の処理限界を超えたボクを、ルルが無理矢理引き戻しました。余計なことをしやがった猫の言う通り事態は逼ひつ迫ぱくしています。

　あのフード男も結構な使い手なのです、葛西さん抜きで相手するのは厳しいものがあります。

　あのお馬鹿さんはボクたちに敵意を向けてるわけじゃないので、やばいのはあの魔術師です。

「君たちも、大丈夫だからな！」

　とか言ってるうちにお馬鹿さんの矛先がこちらに向きました。希少種の幼い子達が怯おびえた様子でボクにしがみついてきます。

　そりゃそうですよね、ボクだってこいつ怖いのです。ひたすら得体の知れないものを相手にしてる気分で、話してて不安になってくるのです。

「いい加減にしろやっ！」

　爽さわやかな笑顔で近づいてくるお馬鹿さんに怯えて一歩下がったところで、復活した葛西さんがすっ飛んできました。大丈夫ですよ、葛西さん。立派に活躍してるのです。

「くっ、俺はお前みたいな卑劣な奴やつには負けない！」

「あんたと話してると頭痛がしてきそうだ！」

　つばぜり合いでは不利と見たか、葛西さんはスピードを活いかしたヒットアンドアウェイ戦法に変えたようです。

　甲板に剣けん戟げきの音が響きます。お馬鹿さんのパワーは凄すさまじいようですが、剣の腕では葛西さんが相当に上回っています。海上で起きてる人外バトルと違って普通に見えるので感動です。

　あの調子なら任せておいて大丈夫でしょう。やはり問題は……。

「ふむ、まぁ厄介な剣士をひとり抑えられたならば良しとしよう」

　やはりこのフード男ですね。

　こっちの戦力はルルと、復帰したばかりでまだブツブツ言っているユリア。戦えるかどうかもわからない希少種の子たちと戦力外のボク。

　なんとか全員無事に終わらせたいのですよ……。








その33　一難去って






「大人しくするならば怪け我がをせずに済むぞ」

「やー、それは嫌ですねー」

　フード男に相対し、手元で短剣をくるくると弄もてあそびながらルルが答えます。

　ボクたち３人では間違いなくルルが一番強いです。スピードも技術もご主人さまが認めるだけあってそこらの兵士を軽く陵りよう駕がしています。なのでルルが戦うのが最適解なのです。

「なら、仕方ないな」

　振り返ったルルと気を取り直したユリアが視線を交わします。次の瞬間、フード男の手から風の魔法が放たれました。みんな風の魔法好きですね、そんなに扱いやすいんでしょうか。

「お嬢さま下がって！」

　ユリアがボクの前に立ち、ハルバードを構えて受け止めます。ルルはその隙に真横に動くとそのままフード男に向かって直進します。

「アヴァロさん、何を！」

　するとお馬鹿ことケインが抗議をはじめました、一応ユリアのことを守るべき対象リストに入れているみたいです。葛西さん相手に余裕ですね。

「彼女たちはどうやら奴らの魔法で洗脳されているようだ、多少手荒だがここは捕獲が優先だ」

　魔法でルルを牽けん制せいしながらスラスラと噓うそをつくフード男ですが、よくもまぁそんな言い訳を口にできるものです。そんなの信じるやつなんているんですか。

「っ……お前！　ユリアだけじゃなくあの子たちまで！　男として恥ずかしくないのか!?」

「…………今の信じるのかよ」

　だんだん相手の動き……と言動に慣れてきたのか、少し余裕を取り戻していた葛西さんがまた脱力して危うく攻撃に当たりそうになっています。

「待っていてくれ、君たちも必ず助けるから！」

　とうとうこちらまで奴の視界に入ってしまいました。ボクの嫌悪感は現代人の感性かと思いましたけど……ユリアは頭を抱えてますし。後ろに居る奴ど隷れいの子たちも……うん、ドン引きですね。

　良かったです、ボクの感性間違ってなかった。

「ボクたちは別に操られてないのです、というか違法奴隷扱ってたのはここの領主なのです」

「大丈夫だ！　こいつらの事なんて庇かばわなくていいんだ！」

「いえ、ですから操られてないし。ボクたちからするとその人はですね……」

「俺はお前みたいに！　女の子を道具のように扱う奴は許さない！」

　うん、ダメですねこれは。

「ユリアは今までよくこいつと正気で付き合ってこられましたね？」

「いえ、いくらなんでもここまで酷くはなかったんですけど……」

　ユリアが離れてる間に心境の変化があったってことですかね、しかもだーいぶ悪い方に。

「くそ、すばしっこい猫め……！」

「むむぅ」

　一方でルルの方は完全に攻めあぐねていました。やっぱりフード男も結構やるみたいです。他の船員たちもそろそろ復帰してきそうですし、何とか隙を作りたいのですが。

「ボクが魔法撃つのはルルの邪魔になりそうですね……」

「あの……」

　悩んでいると、誰かが服を引っ張りました。振り返るとそこには目隠しを付けた下半身蛇の子が。

「どうしたのです？」

「眼め、の鍵かぎ……外してほしい、力に、なれるかも」

　自分の意思で付けたものじゃないってことですね、何か特殊な力でもあるのでしょうか。

「とにかく、やってみるのですよ」

　再び出番の来た指輪を変形させて解錠を試みると……結構な抵抗の後にバキンという音がして鍵が砕けました。……鍵が壊れるケースは初なのですが、やっちゃって大丈夫なやつなんでしょうか。

「……ありがと、まかせて」

　半蛇の女の子は釣り眼がちの赤い眼を黄金に光らせながら、ずるりと前へ這はい出ます。

「ばっ、貴様バカか！　何な故ぜゴルゴーンの眼の封印を！」

「ふはははは！　ざまぁなのです！　間抜けめ！」

　なんか大層なことをしでかしたようなので、蛇子さんの背後から焦っているフード男を指さして笑ってやります。こういう時は目一杯勝ち誇ってドヤるに限ります。

　こっちの味方だからいいのです、味方じゃなくてもご主人さまが何とかしてくれるのです多分。

「動かないで」

「ぐぅっ!!」

　蛇子さんが背後から見てもわかるほど瞳ひとみを光らせると、フード男は苦しそうに胸を押さえてしゃがみ込みます。効いてる効いてる、めっちゃ効いてます。

「貰ったっ！」

「チィッ！」

　即座にルルが短剣で斬りかかりますが……あ、防御魔法で防いだ。あの状態でも防御できるあたり、やっぱりあいつも強い側なのです、ちくしょうめ。

「甘い！」

　しかしこっちは複数人です、突進したユリアがハルバードを突き出すと、慌てた様子で避けたフード男がよろめきます。近接戦はそんなに得意というわけじゃなさそうです。

　その隙を見逃さず、ルルが腹へと強烈な蹴けりを食らわせました。フード男がくの字に折れ曲がりながら甲板を転がります。

「アヴァロさん！　この、退どけ！」

「行かせねぇよ！」

　お馬鹿さんの方も葛西さんが完全に抑え込めているようです。これは完全に形勢が決まりましたかね。一時はどうなることかと思いましたが。

「ユリア、このまま縛るから縄ちょうだ……せんぱいっ！」

　ルルが突然叫びます、背後から悲鳴が聞こえると同時にヌッと大きな影が頭上にかかりました。

「へ？」

　突然の浮遊感。やたら太い腕がボクの首へと回されます。

「よう、また会ったなエルフのちびっこ。お前らもこの細い首が折れちまう前に静かにしな」

　こいつ……フード男と一緒にいた斧おの使いですか!?　いないと思ったらこのタイミングで！

「よくやったぞブラド！」

　そして遠くから聞こえたのは、聞いたことのある声がもうひとつ。マジですか、とっくに逃げてるものと思っていたのですが……。

「さぁ、こっちに連れてこい！」

「へいへい」

「伯爵のやろーですね……」

　予想通りでっぷりとした肥満体を揺らす、例の豚伯爵でした。名前なんてどうでもいいのです。

「よくもまぁ散々引ひっ搔かき回してくれたな……貴様らのせいで私の人生は台無しだ！」

「それはどうも、国の膿うみがひとつ消えてみんなさぞ喜んでると思うのですよー」

　嗜し虐ぎやく心にたっぷり満ちた顔を浮かべていますが、未だに自分が上位だとでも思っているのでしょうか。ボクだって負けないのですよ。

「生意気な口を……！　自分の立場がわかっているのか小娘！」

「えぇ、よーくわかってるのです」

　もちろんわかってるのです。わかってるから強気なのです。

「ボクの立場を教えてやるのです粗チンの豚やろー、心して聞くがいいのです」

「どこまでも、どこまでも私を愚ぐ弄ろうするのか……！」

　顔を真赤にして震えてますが、沸点低すぎるのですよ。余裕ってものがありません、こんなのが高貴な一族とか笑っちゃうのです。

　どうやらわかっていないらしい伯爵さまに、直々に、特別に教えてやります。

「ボクはお前たちの命綱なのです。ボクの処遇次第でお前たちの生死が決まるです。細心の注意を払って取り扱うのですよ？」

　あの時は助けなんてまず望めない孤立無援でした。でも今は違うのです。すぐ側にご主人さまがいるのですから、こんな豚を怖がる必要なんて微み塵じんもないのです。

「命綱だと？」

「えぇ、ボクに何かあればご主人さまが黙っていないのです。怒らせると怖いのですよ？」

「ふん！　あのような野良犬、近この衛え騎士最強であるシュトルム殿がすぐに始末するわ！　平民や野に生きる貴様ら亜人にはわからんだろうがな、我々高貴なる一族はお前たちとは持っている力の次元が違うのだ！　見ているがいい、シュトルム殿がすぐにあの野良犬の死体を持ってくるだろう」

　ドヤ顔で自慢する伯爵の背後に、空から何かが墜落してきました。轟ごう音おんとともに甲板をぶち壊し、周囲に破片を撒まき散ちらします。

「おい」

　墜落した何かのすぐ近くに、静かに降り立った黒い影。助けに来てくれたご主人さまが、聞くだけで震えるような低く威圧感のある声を出しながら、手に持った青色に燃える炎の剣をボクを人質に取っている斧使いの男へと向けます。

「そいつは俺のだ、今すぐ放せ」

　……え、何それレヴァンティン新形態ですか？　ひとりだけずるい！
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その34　決着






　ご主人さまが利き腕を持ち上げて、ゆっくりと蒼そう炎えんの剣を振りかぶります。構えているもう片方の手には風の魔力が渦巻いているのが見えました。

　なんですかその新技……。なんでご主人さまばっかり新しい技を覚えるのですか。

「３度は言わない、ソラを放せ」

　粉ふん塵じんが晴れると、ご主人さまの足元に転がっている黒焦げの物体が見えました。

「シュ、シュトルムさん……」

　ピクリとも動かない炭の塊を見て、ボクを人質にしている斧使いがひきつった声を出します。

「ば、馬鹿な……シュトルム殿はこの国で最強の……」

「あぁ、確かに強かったよ。それだけだがな」

　結構苦戦したんでしょうか、テンションのおかしいご主人さまがいつになくイキってます。それだけって結構すごいことだと思いますよ。

「く、わかってるのか、お前こいつが大事なんじゃ」

「大事だからキレてんだ。それで、放すつもりはないんだな……ソラ」

「はい、なんですか!?」

　興奮しているのか語気の強いご主人さまに、ちょっとビビりながら返事をします。あれですか隙をついて逃げろとかそういうのですか？　がんばりますよ！

「俺を信じろ」

「むりです!!」

　力強く放たれたご主人さまの言葉に、ボクも力強く返します。ボクの返答を受け取ったご主人さまは問答無用で炎の大剣を振り降ろしました。

　だから無理だって言ってるでしょう!?　そういうとこがご主人さまのダメなところですよ！

「ぎゃーーーー!?」

「ギャアアアア!?」

　青白い炎に巻かれた斧使いさんがボクを放り出し、全身火だるまになりながら甲板から海へと飛び込んでいきます。燃えてる！　燃えて……あれ、燃えてない？

　一方で同じように焼かれたはずのボクは無傷でした。目をぱちくりさせながらその場にへたりこみます。身体からだや服を確認しても、別に熱くはなかったし焼けてもいないですね。甲板に身体打ち付けて痛いですけど。

「……そこは普通、『はい』とか『わかりました』とか答える場面だろ」

　そんな呆あきれたふうな口利いてますけどね、ボクだって馬鹿じゃないのですよ？

「自分の行いを思い返してください」

　主に下半身の行いを。あんだけヤられて素直に信じられるわけないでしょう。

　……まぁ疑ってるわけではなく、反射的に否定しちゃっただけなんですけどね。ボクの反骨心も行くところまで行きつきました。これからもブレない自分でいたいです。

「ていうか何ですか今の魔法……」

「奴やつに対して決め手がなくてな、実験がてらレヴァンティンに色々と魔法を込めてみたら偶然ああなった……」

「何ですかそれ」

　やっぱレヴァンティン新形態じゃないですか。何で覚かく醒せいイベントっぽいのこなしてるんですか馬鹿なんですか。ボクにもちょっとくらい分けてくださいよ、そういう主人公っぽいの。

「き、貴様……」

　会話を遮る声に、伯爵が近くにいたことを思い出します。

「お前は生け捕りにしないと面倒だからな、大人しくしてもら──」

　怒りで顔を真赤にする豚さんにそこまで言ったところで、ご主人さまは突然ボクを抱えて飛とび退のきました。

「伯爵様には指一本触れさせないぞ！」

「おぉ！　ケイン殿！」

　現れたのはお馬鹿さん。どうやら葛か西さいさんと争っていたお馬鹿さんが伯爵の保護を優先したようです。お馬鹿さんなのに変に頭が回るのです。

「悪い秋しゆう夜や、仕留めきれなかった」

「いや、大丈夫だ。今まで抑えてくれていて助かった」

　申し訳無さそうな葛西さんですが、ここまで抑えてくれていただけ十分だと思うのです。ご主人さまも同じことを思っていたようで相対するお馬鹿さんを睨にらみつけたまま気軽に応じています。

「悪党どもめ……その娘を放せ！」

「いやさっきまでの見てなかったのですか!?　どう見ても悪党はそっちの豚の方なのです！」

　念のため、背後にいる豚伯爵を指さしてみますが、お馬鹿さんは曇りなき眼めでボクを見ます。

「君もそんな奴等の味方しなくても大丈夫だ、すぐに助けるから！」

「この期に及んでどんだけですか！」

「ケイン殿、彼女も恐らくヤツに洗脳されて」

　ここぞというタイミングで伯爵が余計な入れ知恵をすると、お馬鹿さんがますます燃え上がります。燃料が手軽でいいですねあっちは。そこらの木切れでも火力発電所が動かせそうですよ？

「洗脳はされてないのです！」

「そうだったのか……大丈夫だ、すぐに俺が助ける！」

「だからちげーって言ってんのですが!?」

「もう少しだけ待っていてくれ、必ず君たちを解放してみせる」

「ご主人さまボクもうこいつ嫌なのです……」

　もしかしたら話せるかもと考えたボクの方が馬鹿でした。あまりに自分を力強く信じているせいで、話してるとこっちまで実はマジカルなんとかで洗脳されているのではって気分になってきます。

　……大丈夫ですよね、されてないですよね？　ご主人さま相手だから微妙に疑わしいんですが。

「…………抑えてくれていて助かった」

「……おう」

　葛西さんになんか物もの凄すごい実感の篭こもった言葉をかけているご主人さま。普通に考えてアレと顔を突き合わせて足止めってイヤですよね。わかります。

「シュウヤさま！　すいません油断しました！」

「旦だん那な様！」

「ユリア……旦那様ってまさか……」

　ちょうどフード男を拘束し終えたらしいルルとユリアが追いついてきます。それを見たお馬鹿さんのボルテージが急激に上がっていきます。

「お前だったのか……ユリアを騙だまして奴ど隷れいにした外道は……！」

「…………」

　ご主人さまの顔が何とも言えない感じで引きつってます。事情を知っているこっちのメンバーは既に頭痛がしてきています。

　完全に記憶を改かい竄ざんしてます、自己矛盾を起こさないためとはいえ無茶苦茶です。

　……ていうかマジでなんですかこいつ、急に気持ち悪い力が渦巻き始めたんですけど。

「……こいつ、英雄なのか」

「はい？」

　ご主人さまが心底嫌そうな顔で呟つぶやきます。気になるワードが新たに出てきましたけど。

「信じる正義のために行動するたびに力が増大する、神様の加護みたいなものだ……」

　なんかそういう感じの力があるようです。ご主人さまの魔法とかガチャとか、葛西さんの剣の扱いとかと似たようなものだそうです。

　え、正義のため……？　あれって正義のため？

「あいつは俺があいつを騙してユリアを奪い取って、奴隷にしたって心から確信してるんだよ。まともな状態ならすぐにおかしい事に気づくんだが……」

　なるほど、つまり自分の正義を信じ続ける心の強さも加護の内ってことでしょうか。迷惑極まりないのです。この世界の神とやらはほんとろくでもないですね！

「力尽くで負かさない限り、どうしようもないな」

　ご主人さまによると、今まで力の領域で負けたことがないからああなってしまったのではないかということです。間違っていてもパワーで何とかしてしまうから、余計な自信がついたのだと。

　ボクはあれ本人の性格もあると思うんですけどね……。

「ユリア、待っていてくれ……必ずそいつを倒して君を助け出すから！」

「ケイン……もう、本当にやめて……もう沢山なのよ、あなたに振り回されるの……」

　正義に酩めい酊ていした彼とは、もはや意思疎通なんて出来ません。

「大丈夫だ、少し下がっていろ」

　疲れ果てて泣きそうなユリアを振り返って優しい笑顔を浮かべて頷うなずくと、ご主人さまはレヴァンティンを片手にお馬鹿さんに向かって一歩踏み出します。

「ご主人さま、ボクを抱えたままです」

「……軽いから忘れてたな」

　取り敢あえずおろして下さい、ご主人さまの領域の戦いに巻き込まれたらボクは死にます。動いただけでたぶんどうにかなります。

「丁度いいハンデだ」

「いやいやいやいや、あの人なんか英雄っぽいパワーの持ち主なんでしょう？　葛西さんだって苦戦してたのです！」

「そりゃ相性が悪いだけだ」

「相性悪いのだらけじゃないですか！」

「ぐ」

　なんか流れ弾行ったみたいですけど、今は気にしてる余裕がないから許すのです！

「お前の悪行もここまでだ！　覚悟しろ悪党！　デヤアアアアアア!!」

　ほらそんな事言ってる間に斬りかかってきたのですよ！　なんか赤いオーラ出てるし怖いのですけど！

「ぎゃー！」

　本日何度目かの悲鳴をあげるボクの目の前で青白い炎が渦巻き……。

「ぐっ、アアアアア!?」

　凄すさまじい衝撃と共にお馬鹿さんが甲板にクレーターを作り出しました。

「誠まことはこういうの出来ないからな、身体能力で負けるとどうしてもなぁ」

「えぇ……」

　時間をかけりゃ倒せただろうがと言いながら、ご主人さまはレヴァンティンを振り上げると、今度は真横に向かって振り抜きます。同時にお馬鹿さんに絡みついた炎が蠢うごめき、甲板を削りながら縁へ向かってすっ飛んでいきました。

「ガッ……アア……！」

　背中から縁に叩たたきつけられた衝撃で、お馬鹿さんの持っている剣がこぼれ落ちました。

「魔法に対して対策や防御がなければこんなもんだ」

　さっきから何ですかその魔法、便利すぎませんか？

「う、グ……ユリア……ごめ、ん……」

　結構なダメージが入っているようで、呻うめく彼のもとへユリアが近づいていきます。ご主人さまは空気を読んで見守る姿勢に入りました。

　伯爵はお馬鹿さんが潰つぶされた瞬間には逃げ出そうと走り出して、直後に葛西さんに蹴けり飛ばされて捕まっています。中々いい仕事するのです。

「ユリア、俺は……君を守りたくて……」

「小さな頃ころ……森で迷まい子ごになってる私をケインが助けに来てくれたよね」

　一見するといい感じの思い出話ですけど、ボクたちは知っています。ルルとボクでよく愚痴を聞いていましたから。

「あれね、ケインのこと好きだった娘たちにいじわるされたからなんだよ、森でケインの好物……アプリの実を見付けたから取りに行こうって……途中で置き去りにされて」

「ユリ、ア……」

「村を出た時に一緒に行こうって言ってくれたのは嬉うれしかったよ、村は凄すごく居い心ごこ地ちが悪かったから……でもね、今ならわかるの。……それってケインが私にばっかり構っていたから、他の女の子たちに嫌われてたのが原因だよね？」

　当時のユリアはかっこいい男の子に構われて嬉しかったはずなので、全部を彼のせいというのは無茶ですけど……まぁ主要な部分は確実に彼のせいですね。

「私の味方はケインだけだって思ってたけどさ……いざ街に来てみたら、ケインはすぐに無茶するし、お金遣いも荒いし、困っている女の子を見るとすぐに助けようとするし」

「お、男は……困っている女の子を見捨てちゃいけないんだ……それが、正しい行動で……」

「その後始末、いつもしてたの私だよね？　食い逃げして追いかけられてるスラム街の女の子を助けた時に必死で頭を下げて、なけなしの貯金から代金を払ったのも。依頼をこなせないと除名になっちゃうっていう女の子たちに、討伐依頼の報奨金を全部譲っちゃったあと、宿の親おや父じさんに必死に頼み込んで宿代の代わりに働いたのも……」

　まぁそういうのを抜きにしても、こいつは結構やらかしていたのです。何せ正しいと思ったことを正しいと信じてやってしまうやつです、後先なんて考えてなかったのでしょう。

「それは、ユリアだって俺の力になってくれるって」

「最初はね、そう思ってたの……でも、最後には助けた女の子たちの言うこと鵜う吞のみにして私のことを奴隷として売り飛ばしたよね……？」

「あれは違うんだユリア、俺は騙されてたんだ……あいつ、に！　あいつが画策して、女の子たちを利用してあんなことを……！」

　お馬鹿さんがご主人さまを睨みつけます。ご主人さまはお空きれいとでも言いたげに水平線を眺めてました。あ、綺き麗れいですね……海原を揺らす波が太陽の光でキラキラ輝いてます。

「……私ね、わかったんだ。私の人生の大変だったこと、ほぼ全部ケインが関係してるって」

　ただの事実、単なる事実です。

　ユリアの過去の苦労話は語り始めたら日が暮れるくらいまであります。実際に留守番中に聞いていたら暮れました。

　うっわー、酷ひどいのですねーというノリで聞いてたボクたちも本気でドン引きするレベルでした。

　内容がじゃなくて、量がです。

　１～２日に１回くらいのペースで彼が正しいと信じて起こした行動のために、ユリアが頭を下げて回っていたのです。彼に助けられた女の子たちに敵視されながら。

「ユリア、奪われて、改めて俺は君の大切さに気づいて……」

　そりゃそうでしょうよ。尻しり拭ぬぐいやってた子がいなくなったんですから。

　ユリアを売るはめになったのは騙されたからだとしても、ユリアが売られたのはお馬鹿さんの行動のせいです。これで心が動くようならボクがユリアを叱しかりますよ。

「私は、あなたから離れて、はじめて落ち着いて毎日を過ごすことが出来たの。ルルっていう、仲良くしてくれる女友達が出来た、旦那様は優しいし……今とっても幸せなのよ」

「騙されて、いるんだ、君は、あいつの魔法で洗脳されているんだ……！」

「……だからね、ケイン。私もう疲れたの。だから、お願い」

　深く、本当に深くため息をついたユリアが、ハルバードを横に振りかぶります。

「ユリア、俺は君のことを……！」

「お願いだから……もう！　私の人生から居なくなって!!」

　顔面狙ねらいのフルスイングを受けたお馬鹿さんが、崩れかけた縁をぶち破って海に飛び出していきます。万感の思いが篭った一撃、容赦なんて微み塵じんもありません。

　結構な腕力があるユリアの一撃をあの状態で受けたからでしょうか、落ちる瞬間に一瞬見えた彼は完全に白目を剝むいていました。綺麗に入ったのでしょうね。

　あのまま海に落ちたら……殺やってしまったことになるのでしょうか。

「はぁ……」

　今までの鬱うつ憤ぷんを全て叩きつけたからか妙にスッキリした様子のユリアを、ルルは拍手をしながら……葛か西さいさんはちょっと引いた様子で眺めていました。

　何はともあれ……伯爵は捕まえましたし強敵っぽいのも倒したし、これで決着ですかね？
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「暴れすぎじゃろ……こっちまで転覆するかと思ったわ」

　合流したリアラさんたちに怒られながら、ボクたちは奴ど隷れいさんたちを引き渡しました。

　結局ドタバタの末に合流前に伯爵捕まえちゃいましたからね、出番がなくてご立腹です。

「それじゃワシらはこの娘らを連れて里へ戻っておる。そっちは任せるぞ」

「わかってる」

　呆あきれながらもリアラさんはさっさと船で引き返していきます。

　あちらは任せておいて問題ないでしょう。

「さて……そろそろ来る頃かね」

　そう言って転覆寸前の船から街の方を見つめるご主人さま、釣られてそちらを見てみると……おぉ、影で出来た怪獣が街の門をぶっ壊しているところでした。

　…………え、いやそれぶっ壊していいんですか？





◇






「戦場でイチャつくとか発情期の耳長猿は無節操で困るのモガガ──」

「怪獣出して大暴れする凶暴なまな板はますます貰もらい手がなくなりそムグゥ──」

「捕えた伯爵を引き渡したいんだが、このままお前たちに渡して大丈夫なのか？」

「ええ、私たちが受け取るのが一番確実でしょう。しっかり引き取らせて頂きますわ」

　船を止めてある波止場でソーンさんたちと合流するなり、流れるような動きでボクの口を塞ふさぐご主人さま。

　同じく黒まな板の口を優雅な動きで塞ぎながら答えるソーンさん。話がサクサク進みます。

　ところでご主人さま放してください、ちょっとガチで力入れすぎなのです。あと黒まな板は視線でボクを馬鹿にしてきてますけど、お前も同じ状態ですからね？

「報酬の件は大丈夫なのか？」

「戦いの前に言った通りに根回しは済んでいますわ。あなたの戦いは私たちからも見えていましたし、シュトルムの有様を見れば馬鹿なことを考える貴族は殆ほとんどいないでしょう」

　そうそう、その最強の近この衛え騎士様ですが生きていました。トドメの一撃に対して即座に強力な風の守りを張っていたみたいです。

　王国最強の騎士は伊達だてじゃないって感じです。それで即死一歩手前だったって言うんですから、どっちかというとご主人さまがヤバイですね。

　現在彼は最低限の治療のあと拘束されています。今回の首謀者である伯爵殿と一緒に処刑されるそうですが……無事に遂行されることを祈りましょう。

「それでは、私たちは一度本陣に戻りますので」

「もがが！　もががががるぅ！」

「むぐっぐ、むぐむぐぐぐ！」

「あぁ、俺たちはもう少しここで待機してる」

　何となく罵ば倒とうされたのはわかったので言い返したのですけど、口押さえられてるとお互いに何言ってるかわかんないのです。

　だからいい加減放してほしいのですご主人さま、ダメですか？

　ダメですかそうですか。

「抵抗する奴やつはひと通り制圧したぞ」

　ソーンさんが立ち去ると同時に、船の残存勢力に対応していた葛西さんが甲板から飛び降りてきました。どうしてボク以外の転移者は、こう……チート持ちばかりなのでしょうか？

「シュウヤさまー、船内の探索も終わりましたよー」

　続いて船へ続く搭乗橋を駆け下りてきたのはルルとユリア。ご主人さまに頼まれて念のため他に囚とらわれている子が居ないか葛西さんと見て回っていたのです。

　なんでボクだけここに居るのかって？　結局ソーンさん出迎えるまでボクのこと抱えたままだったんですよこいつ。

「お嬢さま、また何かやったんですか？」

「むぐぅ」

　何でボクが何かした前提なのですか……。

「いや、ソーンとロウが一緒に来ててな……」

「あぁ……」

　何ですかその額を押さえるアクション。ボクだって怒る時は怒るのですよ？

「そういやさ、あのブラドって奴とケインとかいう奴、まだ見付かってないみたいだな」

　衝撃で海に落ちたらしい船員を回収している、王国側の騎士さんたちを見ながら葛西さんが言いました。

　そうです、海に落ちた斧おの使いの男とお馬鹿さん……ケインは行方知れずになっていました。

　海には魔物もでますし、あの状態で落ちれば無事な可能性はほぼ０だとは思いますが。

「……そうですか」

　図らずもトドメを刺す形になったユリアは複雑そうです。勘違いとまでは言いませんが一度は好いた相手ですものね。

「伯爵の国外逃亡に協力したんだ、重罪は免れないだろうな。ユリアが気にする事じゃない」

　少し緩んだご主人さまの拘束を外し、ボクも声を上げます。

「そうなのです、それにああいうのは案外遠い島に流れ着いたり、記憶喪失とかになってケロッと女の子捕まえてたりしやがるのです。気にするだけ損なのですよ」

　ユリアは十分あいつに尽くしたのです、これからは自分中心でいいのです。

「旦だん那な様……お嬢様も、ありがとうございます」

　ボクはそんな気持ちを込めて言ったんですけど、なんでボクの扱いがついで感あるんですか？

　僅わずかですがご主人さまに対するフラグ臭すら感じるんですけど……。

　確かに色々動いてるのはご主人さまですけどね……やっぱチートは不公平なのです！

「今後は忙しくなるからな、これからのことを考えよう」

「はい！」

　それについては同意したいところなんですけど、ところでご主人さまそろそろ降ろしてくれません？　いい加減地面が恋しくなってきたのですよ……。





◇






「報酬についてですが……条件付きではありますが、あの森一帯を含む領地の開拓権と一部自治権となります」

　ボクね、船でのドタバタで大変なことを忘れていたのに気づいちゃったのです。

「一部とは？」

「有事のみ、通常領主として戦時協力を求めたいと思っています。その他は国内の自治領基準に沿って頂くことになりますが」

「…………」

　そうです、領有と貴族になることのお話です。受ければ自動で婚約の話が降ってくるでしょう。

　つまり、ボクの居場所が無くなる瀬戸際ってことです。くそう、何普通に活躍しちゃってるんですかこのクソご主人は。どうせ適当やっても強いんですからもう少しですね！

「条件とやらが気になるのう」

「ある人物を……貴殿らの領地で受け入れて頂きたいのです」

　ちなみに今は戦闘処理を終えて、話し合いの場となるレストランの個室です。

　交渉役に収まったソーンさんが話しているのを聞きつつ、喋しやべる奇っ怪な黒いまな板と睨にらみ合あいながらウニとホタテっぽい魚介類のパスタを食べています。

　大人しくしているのはあれです。もしこの場で喧けん嘩かしたら今夜ボクは大変な事になると、近いうち貴族になりそうな鬼畜野郎に脅されたからです。

「ある人物、ね」

「……どうにも友好的に過ぎると思えば、元よりそのためにワシらを味方につけるつもりでおったのではないか？　ならば勿もつ体たいぶるでないわ」

「……弱みがあるのは辛いですわね、まったく」

　ソーンさんが深くため息をついて額を押さえました。なんだかまた頭の痛そうな話が飛び出してきそうなのですが。

「王子殿下がお熱になっている子がいるんですの。彼女のために玉座を目指そうと本気になっているほどの子が」

「ほう」

　突如現れた恋バナの気配にリアラさんが食いつきを見せました。

　そして黒いまな板の機嫌が悪くなりました。……これはボク一切関係ないでしょうが、睨むんじゃねぇのです。

「それが珍しい種族の獣人の子で、城で使用人として買われた奴ど隷れいのひとりでしたの。殿下は何とか彼女を奴隷から解放し、彼女の家族とともに故郷に帰してあげたいと考えたのです……あなた達が助けたであろう違法奴隷の中に、彼女の家族がいたはずですわ」

「何のことかはわからぬが、身寄りのない子たちを何人か保護したのは確かじゃな」

「それで、偶然にも彼女の家族を保護したあなたたちに、その子を受け入れて頂きたいのですわ」

「なるほどね……俺達にその力でその女性の盾になれと」

「しばらくすれば殿下も立太子の礼に臨まれる……使える権力が一気に増えます、そうすれば状況も変わりましょう」

　……なんかだんだん難しい話になってきたので、少しずつ椅子をズラして黒いまな板に近づきます。

「どういうことなのです？」

「…………ごくん、殿下の正妻候補のひとりが苛か烈れつな人族主義なの、王妃と結託して殿下についた悪い虫を駆除しようとしてるのよ」

　うへぇ、ぜんぜん他ひ人と事ごとじゃなかったのです。ていうか丸っきりボクの未来予想図のひとつじゃないですか……。

「おまえたち、特におまえの彼氏は」

「彼氏じゃないのです」

「おまえの彼氏は力になってくれそうと思ってるの、願わくばおまえの彼氏と直接会って友好を深めたいと思っているくらいには目をかけてるのよおまえの彼氏に」

「お前ほんと覚えておくのです……」

　今すごいデリケートなんですよその話題。ボクがご主人さまとどんなラブラブいちゃいちゃな毎日を過ごしているか、無いこと無いこと手紙で書いて送りつけてやりましょうか。

　いえやめましょうボクのダメージも深刻になりそうです。おえっ。

「ワシらはその条件で問題なさそうじゃ」

「あぁ……俺も貴族の叙勲を受けたいと思っている」

「安心いたしましたわ……細かい契約の詰めは後ほど王都にて。後は……いえ、いざという時は協力致しますわ、どうぞ頼ってくださいまし」

　事情を聞いているうちに話がまとまったようで、最後にボクを見てソーンさんが意味深な笑みを浮かべて意味深なことを言い出します。

「ソラ……」

「ケッ」

　ご主人さまに手招きされて、背後にまな板の舌打ちというポルターガイストじみた音を感じながら近づきます。

「こればっかりは流石さすがに無理強いするつもりはない。それでも俺の気持ちを言えば……お前が欲しい、俺の子を産んでほしいし、ずっと側に居てほしいと思っている。仮に断っても一生をかけて出来るだけの事はすると約束する……俺と結婚してほしい」

　まさかのストレートなプロポーズにボクは完全に固まってしまいました。ウジウジしていた時の説教がバッチリ聞いたようです。やったね！

　やってない。

「王都に行くまでに答えを考えておいてくれ」

　頭をポンポンと軽く撫なでて手を離したご主人さまでしたが、ボクはあっという間に崖がけっぷちに追いやられてしまいました。

　ボクは今まで苦労した分、ニートとしてのんびりご主人さまに養ってもらうつもりだったのに。

　結構ささやかな願いだと思ったのに……どうして、どうしてこんな事に。

　美お味いしいパスタをまるで苦虫の踊り食いをしているような顔で食べているまな板を羨せん望ぼうを隠せない眼めで見ながら、ボクは心の底からため息を吐つきます。

　自分の力で自分の身を立てられる、強い人達が羨うらやましいのです。

　かくして、ボクは人生最大の難問の答えを探さなければいけなくなってしまったのでした……。








その36　答え






　話し合いと打ち合わせを終えて里に帰り着いたボクは、身を清めたあと速攻で自分の部屋へ行きベッドへと沈み込みました。

　疲れました、肉体的よりも精神的に疲れました。

　帰り道もずっと考えてましたけど、答えなんて見付からないのです。

　見付かるわけないのですよ。

「はあああああ……」

「お嬢様、今大丈夫ですか？」

　ドアをノックする音が聞こえます。

「いいのですー」

　ガチャリと扉が開くと、お盆におつまみ系の料理をたくさん載せたユリアが入ってきました。

「せんぱーい、女子会しましょ女子会」

　その背後からひょっこり顔を出したのは、お酒やらジュースの入った大きなピッチャーを抱えたルルでした。更にはクリスさんとフェレまで料理やお菓子を持って続々やってきました。

　いや何事ですかこれ。

「女子会て……」

　自動で発動してる翻訳能力だと思うのですが、相変わらず妙なところで現代っぽい言い回しになるので微妙な気持ちになってしまいます。

「恋バナしましょう！」

　こいつら、さては人の悩みを肴さかなに一杯やる気ですね……。

　でも悩みまくっていたのは事実です。酔っ払いが頼りになるかはともかく相談相手くらいにはなるかもしれません。

「フェレは興味あるんですか恋バナ」

　なんか一番そこから縁遠そうなぽややんっ娘なんですけどこの子。

「ある！」

　力強く答えられてしまいました、ご丁寧に羽をパタパタ動かしてテンション高いことをアピールまでしてきます。

「まぁ仕方ないのです」

「そうこなくっちゃ」

　承諾すると、ユリアに先導されてカーペットの上に所狭しと料理が並べられていきました。……フェレはそれを風の魔法で浮かせてるんでしょうか、物もの凄すごい器用な事やってますね。

「さーて、それじゃまずせんぱ」

「ルルはご主人さまのどこが好きなのですか？」

　カーペットに座り込んだボクたち。準備が整うなりボクを標的にしようとした駄猫にカウンターを叩たたき込こみます。

「おー、私ですか？」

　一瞬意外そうな顔になったルルでしたが、嬉き々きとして語り始めました。

「うーんと、顔も良いですし、頭もよさそうです。かな……ちょっと俺様入ってるけど優しいですし……」

　ルルのご主人さまに対する評価は案の定高いです。でも言葉を濁さなくてもいいのですよ、実際あいつオレサマですし。直接言ったらちょっと凹へこみますけど。

「甲か斐い性しようあるのは証明済みですし、強くて頼りになりますしー……あっちの方も、ね？」

　ね？　じゃないのですよ、ボクに振られても困ります。そっちも照れてるじゃないですか。

「何となくわかったのです……」

「これで何となくですかせんぱい……」

　何故か愕がく然ぜんとするルルと、興味津々のクリスさんを放置してボクは焼いた小さいパンの上にチーズを載っけたおつまみを口に放り込みます。

「次はクリスさんなのです。葛か西さいさんとはあれからどうなんですか？」

「へっ!?」

　矛先が向かないと思ったら大間違いなのです、葛西さんと大分いい感じになっているのは既に言質を得ているのですから。

　ルルがジャーキーを齧かじりつつニヤニヤとボクを見てきますが無視です無視。

「どうなんですかー葛西さんとは、前にデートに誘われてたんですよね？」

「う、ま、マコトとは……その……」

「あー、そういえば一時期から急接近してましたよね、もうヤっちゃった？」

「ル、ルルさん!?」

「この際ですから馴なれ初そめとかもちゃんと聞きたいです！」

　しどろもどろになる獲物クリスに、ここぞとばかりに駄猫が食らいつきます。鼻息荒く追撃する猛牛に押され、クリスさんは耳をしゅんと垂らして観念したようです。

「あ、あー……その、森で倒れてるの見掛けて……相談して助けることにしたんだけど。他の人間たちみたいな眼で見てこないし。なんだか放っておけなくて……気づいたら一緒に居るようになってて」

「おぉー、いいなぁ、幼おさな馴な染じみの淡い気持ちって感じ！」

「………………」

　ルルやめるのです。その言葉は斜め後ろの牛に効く。

「それで、そのルルさんたちが来た頃ころに、デートに誘われて……その時に告白されて、それから付き合ってるの」

「そうだったんだー！　クリスもマコトのこと気にしてたし、よかったねー！」

「良かったじゃーん！」

「……幸せそうで何よりなのです」

　素直に祝福するフェレに混じってルルと祝福を送りますが、昔の男と決着をつけたばかりのユリアは落ち込んでいるようでした。

「……ぶっちゃけて聞きますけど、ユリアはアレのどこが良かったんです？」

「…………小さい頃は頼りになったんですよ、周りの女の子みんな敵でしたし。顔が良くて力もあって将来は大物になる出世株って扱いだったんです、あいつ」

　ボクたちに視線を巡らせた後、渋々といった様子で語り始めるユリア。あれで……あぁ、ド田舎いなかではってやつですか。

「それで、一緒に過ごしているうちに、なんとなーくそれが当たり前になって……」

　昔を懐かしんでいた彼女は次第に大きな胸を歪ゆがませて、三角座りをはじめてしまいました。

「もっと早く外に目を向けるべきでした……」

「外に目を向けたら追っかけてきてぶち壊しそうな勢いでしたけどね」

「せんぱい！」

　ルルに怒られて、しまったと思った時にはユリアの瞳ひとみから完全に光が消えていました。

「お嬢様が羨ましいですよ、旦だん那な様にあんなに大切にされて」

「どこがですか……」

　確かにアレと比べれば大分マシですけど、苦労してるのはボクだって一緒なのです。

「旦那様は良い男じゃないですか……」

「だからどの辺がですか！」

「だからー、顔もいい頭もいい、稼ぎも良くてあっちも強いところが？」

「正直、旦那様と比べると大半の男性が見劣りするんですよ……」

　激高しかけたボクに、当然のように繰り返すルルと同調するユリア。いやいや、ご主人さまってそんな良い感じの男じゃないのですよ……。

「で、でも変態なのです……」

「どうしても無理って感じの奴やつじゃないですからねー」

「じゃあルルはああいうのアリなんですか!?」

「私は別に？　結構楽しんじゃってますし。求められてる感じで嬉うれしいですよ。せんぱいだってギャーギャー言う割に途中からはノリノリじゃないですか」

「あれはやけくそっていうのです！」

　一杯一杯になっているだけで、どこかのエロ猫みたく楽しんでる訳じゃないのです。

「まぁ、そっちの方面はわからないですけど……お嬢様は旦那様が嫌なんですか？」

「嫌なのです！」

　断固として言い放つと、ユリアは少しムッとした様子でボクを睨にらみます。

「……ではなぜ旦那様の側そばに固執してるんですか？　お金を貰もらって離れればいいじゃないですか」

「ボクはご主人さまに借金だってありますし、借りたままというわけにはいきません！」

　そもそもがユリアを助けるための借金なのですよ？　なんでユリアに責められる感じになってるのですかね。

「旦那様は良いと言ってくれているんですよね？　第一離れていても少しずつ返すことは出来るんじゃないですか？」

「……そ、それは、だって」

「それで借金があるから一緒にいて何をするんです？　良い暮らしをさせてもらうって言ってましたよね？　それが借りを返すことになるんですか？」

「でも、ご主人さまにはさんざん……さんざんやられてるから、良い暮らしくらいさせてもらってもいいかなって、責任だってありますし」

　そうです、散々に弄もてあそばれたからご主人さまには責任があるんです。だから、でも、あれ……？

「言ってること滅茶苦茶ですよお嬢様……そもそも責任というのであれば、奴ど隷れいから解放して今後の暮らしを保障されるだけでも十分でしょう？　なのに……」

「あーユリアすとっぷすとっぷ、落ち着いて」

　うぅ、なんでボクが身体張って助けたユリアにこんなこと言われなきゃいけないんですか？　本来は見捨てられるはずだったお前を買うように頼んだのはボクなのですよ？

　本来ならボクの味方になるべきなのに、なんで……。

「……すいません、言い過ぎました」

「まぁ、ユリアの言いたいこともわかるんですけどねー、だってせんぱい、ご主人さまに甘えているようにしか見えないですし」

　ユリアを引き継いだのは、ルルでした。困ったように髪の毛をくしゃくしゃとかき回して、いつもよりずっと真剣な表情でボクを見ます。

「……だから、それは……」

「せんぱいはね、何とかしてシュウヤ様の側に〝いなきゃいけない〟理由を探してるようにしか見えないんですよ。側に居たいと思ってる私達から見ると……ぶっちゃけすっごいイラッとします」

　………………。

「考えてもみてください、私達がせんぱいみたいな態度取ってたら一瞬で距離置かれておしまいですよ？　それが許されてるせんぱいに、女としてライバルとして思うところがあるに決まってるじゃないですか」

　そんなこと、言われても困るのです。

「勘違いしないでくださいね、せんぱいのことが嫌いな訳じゃないんです。むしろ好きなくらいです。どこぞの雌に飛び入りで正妻気取られるのなんてまっぴらごめんですよ。吞のん気きなせんぱいと仲良くシュウヤさまのハーレムやってたいんですよわたしはー」

　はああと深いため息をつきながら、ルルは力を抜きました。

「ねぇせんぱい、前にシュウヤさまのこと嫌いだって言いましたよね？」

「……はい」

　それは今でも変わりません。やっぱりボクは……嫌いです。

「本当に嫌いなだけですか？　好きなところはないんですか？」

「…………」

　その聞き方は意地が悪すぎるのです。好きなところ……ないはずがありません。

　……ご主人さまはボクを助けてくれた人なのです。訳もわからないままひとりで森のなかをさまよって、やっと人に会えたと思えば奴隷商人で。

　冷たい牢ろう屋やの中は地獄でした。身体中を這はいまわる虫のおぞましさに目を覚ましては、泣きじゃくる子供同士で身を寄せ合って暖を取る毎日でした。

　寒い日には、昨夜まで普通に話していた相手が朝には冷たくなっていた事もあります。

　まるで壊れた人形のように棒で引き上げられて、袋に詰められて持っていかれました。その光景は今でもひとりで寝ると夢に見て飛び起きます。

　こっちの世界の最初期の記憶は希望も何もない、冷たくて暗い牢屋の中でした。頼りに出来る人もいません、無力な自分を呪のろいました。近づく足音に怯おびえる毎日でした。ボクたちには絶望して生命を断つ自由すら与えられませんでした。

　いつか来る終わりに怯えて過ごすだけの毎日から助けだしてくれたのはあの人なのです。ボロボロで酷ひどい臭いがするボクに苦笑しながら、お湯を作り身体と髪を洗ってくれました。

　身体中に残っていた鞭むちの痕あとを綺き麗れいに治してくれたのも、毎日温かいごはんを用意してくれたのも、こうやって、わがままを言える環境を守ってくれているのも、全部全部ご主人さまです。

　でも、ボクは。

「でも、やっぱり嫌いなのです……男として、愛だの恋だのの相手としてなんて見れないのです」

　ルルがあからさまなため息を繰り返します。でもこの感情を変える事なんて出来ません。

「……昔、母にどうして父と結婚したのか聞いたことがあります」

「……？」

　黙っていたユリアが先程とは打って変わって穏やかな表情をボクに向けていました。

「〝一緒に居て一番楽な人だったからだ〟って、それから一緒に居たい相手は愛だの恋だのじゃなくて、それで選べってよく言われてました。今思えばケインのことに気づいていたんでしょうね」

　一緒に居て、楽な相手ですか……。

「差し出がましいですが、お嬢様が旦那様と一緒に居て辛そうにしているところを見たことがありません。喧けん嘩かだって仲良くしてるじゃないですか」

「あーわかる」

「うん、そんな感じ」

　ユリアのそんな意味不明な言葉に、ルルだけでなくクリスやフェレまで同調しはじめました。

「仲良く喧嘩って意味わかんないのですよ……」

「他に思いつく言葉がありませんでした」

　クスクス笑うユリアから目をそらして、ボクはカーペットの上に寝転がります。

　ボクは今の状態が楽です。めんどくさいことはご主人さまに任せて、ほどほどに相手をしながらのんびり暮らしたい。

　……ボクにとって同族と呼べるのはたぶん、ご主人さまと葛西さんだけなのです。

　今の生活を維持するために、奴隷仲間たちの生活を守るために。やれるだけのことはやっておきたい、ですよね。

「ねぇ、ルル」

「はい？」

　仕方ありません。本当に仕方ないけど覚悟を決めました。

「覚悟、決めてみようと思います……正妻はボクでいいんですよね？」

　ボクの視線を受けて、ルルは瞳を輝かせながらニヤリと口元を緩ませます。

「私がやりたいって言いたいところですけど、まぁせんぱいがやるなら譲りますよ」

　挑戦的な視線を受けて、ボクはニヤリと笑い返しました。

「そうですか……わかりやっぱイヤですぅぅぅ!!　ああああ」

　噓うそです、ベッドの下へ逃げ込みまし……あ、ちょっとルル足首摑つかまないでください！　ユリアも一緒になって引っ張らないで！

「はなせぇぇぇぇぇぇえ！」

「ちっ、クリス！　せんぱいの覚悟が消える前に！」

「お嬢様、暴れないでください！　ふたりとも早く旦那様を！」

「わ、わかりました！」

「はーい」

「さぁ年貢の納め時ですよせんぱい！」

「ちょっ、暴れないで！　観念してくださいお嬢様！」

　ちくしょー！　はなすのですぅぅぅ！
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　……………………。

「……ええっと」

　ボクは自室の中で、呼ばれてやってきたご主人さまと睨み合っていました。

　何故かお互いにカーペットの上に正座です、というか女子会みたいなノリじゃなかったのですかねこれ。なんでご主人さまが呼ばれて来てるんですか。

「……ほら先輩、気が変わる前に早く」

「……もう大分変わってるのですが」

　部屋の中にはボクとルルとユリア、ご主人さまの４人。クリスとフェレは邪魔しないようにと部屋を出た振りしてますけど、扉の前に陣取っているのはわかってます。

　ドアが薄うつすら開いていて、尻尾しつぽと羽がちらっと見えてるのです。

　もうちょっとしっかり隠れろや！

「……ふぅ」

　突然呼び出されたご主人さまが困惑した様子で待ち続けてます。

　そもそもこういう話って普通は男の方から……いえ、そうでした帰りにされてました。

　いえ、ボクだって一応心は男なんですからボクの方から言うべき？　あれ？　え？

　ダメです混乱してきました。

　もういいです、ヤケクソなのです。どうせいい暮らしをするにはご主人さまにしっぽ振るしかないのです。

　ええい、オトコは度胸！

「……考えたのです、考えて考えて、決めました」

「ああ」

　静かに言葉を待ってくれているご主人さまを全力で睨みつけながら、立ち上がって指を突き付けます。

「前にも言ったけど！　生活水準落としたくないのです！　そのためにはご主人さまにいなくなられたら困ります！　だ、だからその……」

　……何でか急に恥ずかしくなってきました。

「そ、それに！　折角苦労してこの立場にいるのに！　ぽっと出の女に全部かすめ取られるなんてごめんなのです！　だから、ボクが、その、ご主人さまの寿命くらいはえっと……い、一緒に……一緒にいてやるから……だから」

　これってどう転んでもプロポーズの返事ですよね？　そんなつもり全く無いのに、何でボクがこんなことを……。

「だ、だから……その、け、結婚、して、やるから……ぼ、ボクで我慢するのです……じゃ、なくて、えっと、ボクが、我慢してやるから、結婚してほし……ち、違くて……えっと、えっと……」

　何ですかこれ、どうすればいいんですか。内心でパニックを起こしていると、突然身体からだに影がかかりました。え、ご主人さまいつの間に目の前に!?

「ひゃっ!?」

「ありがとう、ソラ」

　突然力強く抱きしめられて、身体が竦すくみます。ご主人さまがボクを抱き寄せたことを認識した途端にパニックが少し落ち着いてきました。

「か、勘違いしないでくださいね！」

「わかってる」

　な、何がわかってるっていうんですか。

「ぼ、ボクは別に、ご主人しゃまのことが好きとか！　そういうんじゃないのです！」

「わかってるよ」

　多分わかってないのです、なんですかその呆あきれたような表情カオは！

「……なんか、せんぱいどこかのツンデレ？　魔術師みたいになってますね」

「ちがうのです！」

　ツンデレじゃないのです、事実を言ってるだけなのです。

「ぼ、ボクはツンデレじゃないのです！　何ですかご主人さままで人を生暖かい眼めで！　あんなのと一緒にしないでほしいのです！　ボクはあくまで打算でご主人さまと一緒にいるだけで！」

「わかってるって」

　だったら気楽に人の背中をポンポンしないでください！

　泣きますよ？　泣いてもいいんですか!?

「ソラ、ちゃんと幸せにするから」

「あ、げ、言質！　取りましたよ！　取りましたからね！」

　平手でペチペチとご主人さまの身体を叩たたきます。

　だから何なのですかみんなしてその生暖かい反応は。

　こ、こうなったら死ぬまで寄生してやるのです、完全なるニート生活を目指してやるのです。

「く、くぅ！　ご主人さまもう遅いのですよ！　し、しぬまで逃しませんからね！」

「……わかってるよ」

　やっぱりわかってないのです！　なんですかその優しい目は、あ、ちょっと額にキスするな！

「ぎゃー!?」
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「それで、結局ソラが正妻に収まったのじゃな」

　リビング、リアラさんと葛か西さいさんを始めとした里の有力者が集まって話し合いをしている場に、ボクとご主人さまは事の顚てん末まつを報告しに来ていました。

「な、なんですか？　何か文句でもあるんですか!?」

　どうやらご主人さまは今後について話し合いをしている最中に呼び出されたようでした。

　こんな事で呼び出して大丈夫なのかと思いましたが、どっちかというと結婚話の方が重要事項だと言われました。

「いや、ワシらはむしろ助かるがのう」

　だから、どうしてどいつもこいつも生暖かい眼でボクたちを見るんですか。

「貴族の息がかかった連中に内部に潜り込まれるより、身内から嫁を立てた方が最終的には良い。暫しばらくは苦労をかけるかもしれんが」

「ソラの正体が知れ渡ればただの冒険者では守りきれないからな、どっちみち苦労するならこの方がいい」

　それで正妻ポジションに放り込まれたボクの事も考えてほしいのです。

「もうちょっと考える時間が欲しかったのです……」

「それについてはすまんのう、今回の件であの小娘たちの主あるじに要望を伝え、渡りをつけて進めるつもりだったのじゃがな。思ったよりもあちらが乗り気じゃったわ」

　ここまでトントン拍子なのはリアラさんでも予想外だったようです。

「ま、元から好き合ってる同士が一番だし、収まるべきとこに収まってよかったな、秋しゆう夜や」

　話の切れ間に茶化すように言ってくる葛西さんを睨にらみつけます。

　なーにが収まるべきところですか。

「別に好きだのなんだのそんな浮ついた理由じゃないのです、純然たる打算だから勘違いしないでほしいのです」

「……秋夜？」

　決して好きこのんで一緒になるわけではないと伝えると、葛西さんは得体の知れないものを見る眼をボクに向けてからご主人さまを見返しました。

「……最近ツンデレも悪くないんじゃないかって思えてきた」

「お、おう」

「誰がツンデレですか！　ツンドラです絶対零度です！」

　一体ボクのどこにデレがあるのか、ご主人さま浮かれすぎて思考がおかしくなったのでは。

「……いや、好き合ってなくて〝それ〟できるの逆に凄すごいと思うぞワシ」

　リアラさんが呆れた様子でボクたちを見ます。

　……違うのです、確かにお姫様抱っこみたいな体勢で膝ひざの上にいますけど、ご主人さまが放してくれないのです。

　手を伸ばしてすがりついてるように見えるけど、放すと倒れちゃうからやってるのです。

　だから違うのです、そういうんじゃないのです。

「ソラさっきから耳まで真まっ赤か」

「うるさいのです、フェレは部屋に戻ってルルの自や棄け酒にでも付き合っててください！」

　因ちなみにルルはユリアを誘って敗北反省会をはじめています。ボクの部屋で。

　自分から煽あおったクセに自棄酒とか意味がわかりません。

「ま、何はともあれ憂いがひとつ消えてくれた。これでワシらが大手を振って暮らせる日に一歩近づけたという訳じゃ」

　リアラさんの言葉で里の有力者さんたちが喜びを顔に出します。領民として認められれば大手を振って外を出歩ける、法で守られれば人攫さらいに過剰に怯おびえずに済む。

　その気持ちは痛いほどわかります、だからボクもそれに水を差す気にはなれません。

「ご主人さま……」

「ん？」

　どうにも話し合い自体も一段落ついていたようで、祝いだと酒盛りを始めてしまった住人たちを見ながらボクはご主人さまに声をかけ、窓の外を示します。

　クリスさんにお酌されてデレッとしている葛西さんの脇わきを通り抜けて外へ出ます。日が落ちた後の涼しい風が吹き抜けていきました。

「前から思ってたけど、すごい星空なのです」

「……そうだな」

　灯あかりが少ないせいか、この世界の夜空は星が一杯です。夜でもちょっと明るいくらいなのです。

「ご主人さま……ほんとにボクでいいんですか？」

「どうしたんだよ、突然」

　夜道を歩きながら気になっていたことを聞きます。

「そもそも、何でボクなんですか？　エルフだからですか？」

　思えば、そこまで突っ込んだことは聞いたことがありませんでした。何となくボクがエルフだから、ご主人さまが求めているのだと。

「……買った理由はそれだ」

　やっぱりそうなのですか、わかっていたのに何でちょっと落ち込んでるのでしょうかボクは。

「だけど、一緒に居てほしいのは……楽だからだな」

　ご主人さまはボクを抱きかかえたまま、リアラさん宅の隣に積まれた木材に腰掛けます。

「お前と一緒に居ると気を張らずに済むんだよ。ルルとかユリアの前だと、どうしてもちょっとカッコつけたくなるんだ」

　何ですか、それ。

「ボクの前じゃカッコつけなくてもいいんですか？」

「カッコよくは見られたいけどな。ま、最初に元男なんだーとか言ってたから何となく気が抜けたのかもな。時々近い年のダチと話してる気分になることもあったし。新進気鋭の若手冒険者じゃなくて、日本人の如月きさらぎ秋しゆう夜やで居られる気がして……楽だった」

　ご主人さまの本音って、そう言えば初めて聞いた気がします。

「こっちじゃ大概命懸けで結構気張ってるってのに、お前は日本にいる時みたいに吞のん気きでさ。おかげで肩かた肘ひじ張はらずに済んでんだ」

「吞気でいられるのは、ご主人さまのおかげですけどね……」

「ん？」

　ご主人さまのぼやきに口の中で返した言葉は、幸いにもご主人さまには聞こえていないみたいでした。

「……ま、精々ボクが吞気でいられるように頑張ってください。ボクの代金は高いので」

「はいはい、わかってるよ」

　そんなに頭を撫なでられると、髪の毛がぐしゃぐしゃになるのですが……。まぁ、今日は見逃してやるのです。

「ちゃんと看み取とるくらいはしてやるし、幼妻自慢くらいなら許してやるのです」

「……子供は？」

「のーこめんとです！　そろそろ戻るのです！」

　ふざけてそんな事を聞いてくる不ふ埒らち者の頰ほおをぺちぺちと叩いて家を指さします。

「わかったよ」

　……ボクもご主人さまの側そばにいるのが一番楽ですから。ま、受け入れるとするのです。

「そういえば、気を張らずに済むなら葛西さんでもいいんじゃないのです？」

「冗談でもヤメロ」

　軽口気味に聞いた言葉にお仕置きする時みたいな氷の視線が返されました。な、なんでそんな過敏になってるのでしょうか……。
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　それから少しして、ボクとご主人さまは正式に婚約をしました。

　手続きのために迎えに来たソールさんたちに伝えたら物もの凄すごくあっさり流されたのです。当然だよねみたいな感じでした、意味がわからないのです。黒まな板には澱よどんだ眼めで雌豚呼ばわりされるし、何なのでしょうか。

　ご主人さまが貴族になる手続きで数日缶詰になってる間にリアラさんとボクは色々とやらされました。

　金髪美男子な王子様と面会したり、ドレスの採寸されたり、鞘さやから抜けないとかいう剣を抜かされたり……。

　城内で部屋を与えられた時はすわハニートラップか!?　と少しワクワクもしたのですが、そこは王子様ガードで本当に何も起きませんでした。

　新しい貴族のお披露目と同時に、ご主人さまとボクの婚約も発表される運びです。

　エスコートされて立った壇上からは、集まっている有象無象の貴族たちが興味深げにこちらを見ています。

　どこぞの元伯爵みたいな視線を向けてくる人もいましたが、すっとご主人さまに肩を抱き寄せられた事でそれも少し収まりました。

　野良犬の残飯は嫌みたいな事考えてるのは表情からわかります。あいつらは要注意なのです。

「皆には今こ宵よい、新たな我らの同胞を紹介したい。彼こそ先の反逆にて、ベルマ一味を捕らえる事に尽力してくれたシュウヤ・キサラギだ。此こ度たびの戦功を以もつて、彼は准男爵として叙せられることが決まった」

　王子様が率先して、ご主人さまが准男爵として不かえ帰らずの森と呼ばれる一帯を領地として与えられたことを、集まった人たちに伝えます。

　少しざわつきましたが、基本的には根回しが終わっているのでしょう。特に反発もなくお披露目は進行していきます。

「……先程から気にしている者もいるようだが、隣に立つのは彼の婚約者であるソラ・アマナリ姫だ。かつてのハイエルフ達の末まつ裔えいであり、本人もハイエルフである。それが真実である事は王家に伝わる聖剣の解放を以て示された」

　王子が腰に佩はいていた剣を抜き放ち掲げると、貴族たちは大げさに声を上げて拍手を行います。……直前に面会した時に鞘から抜かされた剣ですねアレ。

　列席者の反応を眺めていると、一瞬だけ忌々しそうな顔を浮かべた人たちが結構いました。ボクとご主人さまのどっち狙ねらいかはわかりませんが……。

「我が国に力ある同胞が増えてくれる事は喜ばしい限りである。どうか皆も彼等を温かく迎え入れて欲しい。そして第三王子アラキスの名の下、ここに両名の婚約を正式に認める事とする。皆、盛大な拍手を」

　王子様に促され、ご主人さまがボクの肩を抱いたまま前へと出ます。ドレスのスカートを翻し、物凄く動きにくいハイヒールで転ばないように必死に歩きます。

「殿下より紹介に与あずかった秋しゆう夜や・如月きさらぎだ、若輩者ではあるが貴族として相応ふさわしく努力したいと思う。よろしくお願い申し上げる。いずれ妻となる空そらの事も、彼女はまだ人の暮らしに慣れていないところがある。どうか温かい眼で見守ってほしい」

「空そら・天あま成なりです。王子殿下直々の祝福を賜り心よりありがたく存じます。これからも秋夜様の婚約者として、妻として相応しく在れるよう、学び努めますわ」

　昨日きのうの夜に動作と共に丸暗記させられた台詞せりふを動作つきで完かん璧ぺきに言い切ると、おめかししたルルとユリアが動揺した様子でボクを見ているのに気づきました。

　なんですか、ボクだってやろうと思えばこのくらいはできるのです。

「おめでとう」

「おめでとう！」

　色んな感情の渦巻いた拍手と祝辞が飛び交います。護衛として来ている黒まな板は明確にボクを射殺しそうな眼で見てましたが。……いやなんでお前に恨まれるのですか。

「……さ、おふたりともこちらへ」

　集まっている人たちの拍手を一ひと頻しきり受けると、不慣れなボクたちをフォローするためソーンさんが裏へと引っ張り込んでくれました。

　あくまで用事で呼びつけられた体を取りながら、ソーンさんに連れられて控え室へ入ります。

「はぁー、疲れたのです……」

「肩が凝るなぁこれ……」

　ソーンさんには会場で孤立しないようルルとユリア達を迎えに行ってもらい、ボクたちは揃そろってソファーにだらしなく沈み込みました。

　……ハイヒールマジ辛いのです、もう履きたくないのです。半泣きになってつま先を揉もんでいると、手を伸ばしたご主人さまによって膝の上に乗っけられました。

　何だかすっかりこの体勢が落ち着くようになってしまっているのです。

「ベルマ伯爵みたいなの、まだ沢山いそうですね」

「そうだなぁ……顔は覚えたけど」

「ご主人さまを狙ねらってるのも、結構いそうなのです」

「そうかもなぁ……」

　ちょっとマシになった足をプラプラさせながら、ご主人さまを見上げます。

「ちゃんと、大事にしてくださいね？」

「勿もち論ろんだ」

　そこで即答してくれるなら、まぁ大丈夫そうですね。

[image: ]

「信じてますよ、ご主人さま？」

「…………あぁ」

　……いや、何でご主人さまが頰を赤らめて目をそらすのですか。いやほんとやめてください、苦手ですこの雰囲気。なんかボクまで頰が赤く……。

　その時、バタンと音を立ててルルとユリアが飛び込んできました。

「あああ、ずるいですよせんぱい！」

「ルル、走ったらドレスが……」

「私だってシュウヤさま欠乏気味なんですー！　せんぱいこの後めっちゃイチャイチャするんですから少しくらい譲ってくださいよぉ！」

　ご主人さまが妙な物質をばらまいてるみたいに言わないでください、一番間近にいるのボクなんですよ怖いです。

「わかったから待つのですステイ！　いまちょっと足が！」

「お前らドレスで暴れるなって」

　呆あきれたご主人さまの膝ひざの上を巡って、ドレスが皺しわになるのも恐れず突っ込んでくるルルと押し合いへし合いが始まりました。

「片側譲ってくださいよー！」

「押すな落ちるのです！　ひゃんっ!?　ご主人さま支えるのはいいけどどさくさに紛れて胸揉まないでください!!」

「不可抗力だろ」

「またふたりでイチャイチャしてぇー！」

「ルルはまず自分の行動を省みるのです！」

「お嬢様もルルも、そんなに暴れたらせっかくのドレスが皺に……」

　ほんとに騒がしいけど……うん、やっぱりボクはこっちのほうが楽でいいです。

　このギャーギャー騒がしい日常を、今は何だか愛いとしく思うのです。
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　──かくして、ボクの辛く苦しい奴ど隷れい生活は終わりを告げました。

　当初は命さえ危ぶんだボクの人生も、紆う余よ曲きよく折せつを経て楽しく過ごせるようになっています。

　代わり映えのしない仲間たちに囲まれて、ご主人さま改め〝ご主人〟さまとの代わり映えのない、新しい生活が始まるのです。




　でもそれは……今は関係ないことですね。




　奴隷エルフだった可か哀わい想そうなボクの締めくくりには、きっとこの言葉が相応しいのです。




　めでたし、めでたし。








あとがき






『ＴＳエルフさん ～ボクとご主人さまの異世界イチャイチャ冒険生活～』をここまで読んで頂きありがとうございます。著者のとりまるひよこ。です。

　最初にお話を頂いたときには何の悪いた戯ずらかと首を傾かしげたのも今や昔。慣れない作業で四苦八苦し数々のご迷惑をかけてしまいながらも、担当様方に助けられて何とかここまでこぎ着けることができました。

　九く条じようだんぼ先生にもソラたちを可愛かわいく描いていただけましたし、おかげで良い本に出来たと思います。関係者各位には感謝の念に堪えません、本当にありがとうございました。

　最初は主人公が女の子になってハーレム入りしたら面白くないかなという思いつきで、ＷＥＢからはじまったこの作品。書籍化にあたってマイルドにしたりやりすぎを調整したり色々と手を加えました。ＷＥＢとは少し違ったテイストになったとは思いますが、無事まとまってくれたかなと。

　見た目は可愛い女の子だけど中身は男の子、男の子なんだけど乙女してる部分もある。ひねくれものだけど単純で、甘えん坊だけど素直になれない。そんなソラの複雑な魅力や、結構強したたかなルルやユリアとご主人さまを巡る関係。そういった部分を楽しんで頂けたら嬉うれしいです。

　それにしても、少し前までなら主人公ＴＳで男とイチャイチャ（意訳）する内容のライトノベルが世に出るなんて考えられなかったことなんですよね……。それが出ちゃうんだから世の中ってわからないものですね。

　今後もそんな作品が出てきてくれること、願わくばまた作品を出す機会があることを祈ります。改めて読者のみなさまと関係者のみなさまに感謝を。

　それでは、またどこかでお目にかかれますように。





２０２０年３月　とりまるひよこ。
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